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　21世紀における人類の生存は、現在直面し
ている地球をとりまく環境の危機をどのよう
に乗りこえ、地球上の多様な諸民族の持続的
な共存の道をどのように見いだしてゆくこと
ができるかにかかっている、といえましょう。
「自然と人間との共生」という理念のもとに
平成3年に設立された京都大学大学院人間・
環境学研究科（略称「人環」）は、こうした
21世紀における人間と環境との新しいかかわ
りを模索してゆくため、『人環フォーラム』を
発刊することになりました。本誌では、人間
と環境の相互関係にふれる第一線の研究のう
えに立って、精神的豊かさをもった広い視
野から、21世紀における人類の課題を問いつ
づけてゆきたいと考えています。
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今
号
の
特
集
「
境
界
を
科
学
す
る
」
は
、
イ
ン
タ
ー

デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
な
我
々
の
研
究
科
を
も
っ
と
も
端
的

に
示
す
テ
ー
マ
で
あ
る
。
本
誌
上
で
は
こ
れ
ま
で
も

「
自
然
と
文
化
の
境
界
を
越
え
て
」（
創
刊
号
一
九
九
六

年
、
お
よ
び
創
立
一
〇
周
年
記
念
号
二
〇
〇
一
年
）、

「
時
間
と
あ
い
だ
」（
一
三
号
二
〇
〇
三
年
）、「
生
と
死

の
あ
い
だ
」（
一
四
号
二
〇
〇
四
年
）
と
、
境
界
と
越
境

を
扱
う
対
談
が
幾
度
か
行
わ
れ
て
き
た
。
考
え
て
み
れ

ば
、
学
問
は
常
に
「
あ
る
も
の
」
と
「
あ
る
も
の
で
な

い
も
の
」
の
境
界
を
扱
っ
て
き
た
、
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
も
っ
と
い
う
と
、
言
語
そ
の
も
の
が
境
界
を

設
け
る
機
能
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
我
々
の

研
究
科
こ
そ
、
も
っ
と
も
人
間
と
世
界
の
本
質
に
近
い

所
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

今
号
の
対
談
「
生
き
る
た
め
の
経
済
学
」
は
プ
ロ
レ

ス
的
で
あ
る
、
と
思
う
。
プ
ロ
レ
ス
で
は
、
レ
ス
ラ
ー

の
繰
り
出
す
技
と
そ
れ
を
受
け
る
側
の
身
体
表
現
と
い

う
応
酬
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
運
ぶ
こ
と
を
「
ス
イ
ン
グ
す

る
」
と
い
う
。
そ
の
対
極
に
あ
る
の
が
ガ
チ
ン
コ
で
あ

る
。
ガ
チ
ン
コ
は
プ
ロ
レ
ス
的
で
は
な
い
、
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
ス
イ
ン
グ
す
る
プ
ロ
レ
ス
が
真
に
面
白

い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
。
観
客
が
プ
ロ
レ
ス

と
し
て
見
て
い
る
試
合
の
中
で
、
レ
ス
ラ
ー
ど
う
し
の

位
置
関
係
や
怨
恨
や
意
地
と
い
っ
た
生
（
な
ま
）
な
感

情
が
、
顔
を
覗
か
せ
て
ガ
チ
ン
コ
を
生
成
す
る
瞬
間
が

あ
る
。
プ
ロ
レ
ス
史
に
残
る
名
勝
負
は
い
ず
れ
も
、
そ

う
い
う
裂
け
目
も
持
っ
た
試
合
で
あ
っ
て
、
完
全
に
ス

イ
ン
グ
し
た
試
合
で
は
な
い
。

　

対
談
も
同
じ
だ
と
思
う
。
今
号
の
対
談
は
、
ス
イ
ン

グ
し
よ
う
と
努
め
る
一
人
と
、
ス
イ
ン
グ
す
る
の
を
拒

む
一
人
と
、
そ
の
応
酬
を
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
イ
ト
す
る
レ

フ
ェ
リ
ー
と
の
三
人
が
、
実
に
面
白
い
試
合
を
作
り
出

し
て
い
る
。
結
果
は
時
間
切
れ
引
き
分
け
で
あ
る
が
、

再
戦
が
期
待
さ
れ
る
。　
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Ｍ
・
Ｍ
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ま
わ
り
を
海
で
囲
ま
れ
て
い
る
日
本
列
島
の
歴
史
と
文
化
の
研
究
に
は
、
島
国

日
本
の
内
部
に
お
け
る
展
開
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
海
上
の
道
に
よ
っ
て
東
ア
ジ

ア
の
動
向
に
連
動
し
て
具
体
化
し
た
史
脈
を
、
実
証
的
に
究
明
す
る
こ
と
が
不
可

欠
と
な
る
。
一
九
五
〇
年
の
三
月
に
京
都
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
て
以
来
、
東
ア

ジ
ア
と
の
か
か
わ
り
を
研
究
し
て
き
た
が
、
東
ア
ジ
ア
に
つ
な
が
る
文
化
の
ル
ー

ツ
の
考
察
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
ル
ー
ト
を
明
確
に
み
き
わ
め
る
こ
と
を
研
究
の

主
眼
と
し
て
き
た
。
文
化
の
比
較
に
は
そ
の
共
通
性
と
共
に
そ
の
異
質
性
・
独
自

性
を
み
さ
だ
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
古
代
日
本
の
「
神
祇
令
」
は
唐
の
「
祠
令
」
を
母
法
と
し
て
い
る
が
、

わ
が
国
の
「
神
祇
令
」
が
二
〇
条
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
唐
の
「
祠
令
」
は
四
六

条
で
あ
る
と
い
う
量
的
な
違
い
ば
か
り
で
は
な
い
。（
１
）
唐
の
「
祠
令
」
で
は

天
神
の
「
祀
」
と
地
祇
の
「
祭
」
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
、
人
鬼
の
亨
や
釈
奠
の

こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、
わ
が
国
の
「
神
祇
令
」
で
は
「
祭
」
と

「
祀
」
の
区
別
は
あ
い
ま
い
で
、
人
鬼
の
亨
な
ど
は
記
さ
ず
、（
２
）「
神
祇
令
」

で
も
祭
の
名
称
と
時
期
は
明
記
し
て
い
る
が
、「
唐
令
」
の
よ
う
に
祭
儀
を
執
行

す
る
場
所
は
記
載
し
て
い
な
い
。（
３
）「
祠
令
」
に
は
み
え
な
い
天
皇
の
即
位
・

大
嘗
・
大
祓
の
こ
と
を
「
神
祇
令
」
は
規
定
し
、（
４
）
民
間
で
は
実
際
に
サ
ク

リ
フ
ァ
イ
ス
（
供
犠
）
を
行
な
っ
て
い
た
の
に
、
朝
廷
の
祭
儀
で
は
行
わ
れ
ず
、

（
５
）「
神
祇
令
」
に
は
「
斎い

み

」
の
規
定
は
あ
っ
て
も
、「
僧
尼
令
」
二
七
カ
条
の

う
ち
十
八
条
が
罰
則
規
定
で
あ
っ
た
よ
う
な
神
事
違
反
に
つ
い
て
の
罰
則
は
な
い
。

神
事
違
反
の
罰
則
に
つ
い
て
は
、「
職
制
律
」
で
わ
ず
か
に
言
及
す
る
の
み
で
あ

り
、
釈
奠
の
礼
も
「
学
令
」
に
記
す
に
と
ど
ま
る
。

　

統
一
新
羅
も
中
国
の
律
令
制
を
導
入
し
た
が
、
新
羅
の
律
令
が
唐
と
同
じ
で

あ
っ
た
と
す
る
見
解
は
、
新
羅
律
令
の
復
原
に
よ
っ
て
再
検
討
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。
た
と
え
ば
新
羅
に
「
祠
令
」
が
存
在
し
た
こ
と
は
た
し
か
だ
が
、
そ
の

復
原
は
不
充
分
で
あ
っ
て
、『
三
国
史
記
』
の
「
祭
祀
志
」
の
伝
承
と
、
唐
の

「
祠
令
」
と
を
み
て
も
、
類
似
す
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

　

中
国
の
儒
教
は
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
列
島
へ
と
伝
来
し
た
が
、
中
国
の
儒
教
と

朝
鮮
の
儒
教
と
の
間
に
は
共
通
性
が
あ
り
な
が
ら
、
朝
鮮
半
島
の
儒
教
に
は
朝
鮮

独
自
の
要
素
が
あ
り
、
日
本
の
儒
教
も
ま
た
中
国
・
朝
鮮
と
は
お
も
む
き
を
異
に

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
紀
元
前
三
世
紀
後
半
の
こ
ろ
か
ら
中
国
で
具
体
化
し
た
不

老
長
生
の
現
世
利
益
の
信
仰
（
道
教
）
は
、
朝
鮮
半
島
に
入
り
日
本
列
島
へ
も
流

伝
し
た
。
か
つ
て
和
辻
哲
郎
博
士
や
津
田
左
右
吉
博
士
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
は
、

神
仙
思
想
は
伝
わ
っ
た
が
、
道
教
の
信
仰
は
入
ら
な
か
っ
た
と
み
な
し
た
が
、
明

ら
か
に
道
教
の
信
仰
は
受
容
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
い
ま
の
と
こ
ろ
教
団
道
教
が

存
在
し
た
形
跡
は
な
い
。

　

い
ま
は
律
令
・
儒
教
・
道
教
を
例
と
し
て
東
北
ア
ジ
ア
に
共
通
す
る
文
化
的
要

素
と
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
側
面
を
若
干
か
え
り
み
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
文
化
の
伝

播
と
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
文
化
の
形
成
に
は
、
在
地
の
人
び
と
ば
か
り
で

な
く
、
渡
来
の
人
び
と
の
役
割
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

仏
教
伝
来
の
あ
り
よ
う
も
、
高
句
麗
・
新
羅
・
百
済
で
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
が
、

倭
国
へ
百
済
の
聖
明
王
の
代
に
仏
教
が
公
伝
す
る
。
そ
の
年
に
つ
い
て
は
戌
午
年

（
五
三
八
）
説
と
壬
申
年
（
五
五
二
）
説
と
が
あ
っ
て
、
現
在
で
は
戌
午
年
説
が

有
力
で
あ
る
。
し
か
し
仏
像
や
経
典
な
ど
が
伝
わ
っ
た
の
を
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

と
み
な
す
説
は
、
人
間
不
在
の
文
化
論
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
別
に

詳
し
く
論
証
し
た
よ
う
に
（『
古
代
伝
承
史
の
研
究
』
塙
書
房
）、
聖
明
王
の
即
位

年
か
ら
数
え
た
戌
申
年
（
五
四
八
）
説
こ
そ
重
要
で
あ
る
。
こ
の
年
に
は
百
済
僧

が
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
僧
尼
の
渡
来
年
に
も
注
目
し
た
い
。

古
代
日
本
と
東
ア
ジ
ア

 

上
田
正
昭 

U
ED
A
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A
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A
K
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﹇
京
都
大
学
名
誉
教
授
﹈

巻頭言
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●
間
宮
陽
介
（
ま
み
や　

よ
う
す
け
）

一
九
四
八
年
長
崎
市
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
。

コ
モ
ン
ズ
を
は
じ
め
と
し
て
、
都
市
政
治
領
域
の
諸
問
題
な
ど
を
空
間
論
の
視

点
か
ら
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
主
な
著
書
に
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
と

し
て
の
経
済
学
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
六
年
）、『
ケ
イ
ン
ズ
と
ハ
イ

エ
ク
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
）、『
法
人
企
業
と
現
代
資
本
主
義
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

●
阪
上
雅
昭
（
さ
か
が
み　

ま
さ
あ
き
）

一
九
五
七
年
、
大
阪
市
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
理
学
部
卒
業
、
大
阪
大
学
大
学
院

理
学
研
究
科
修
了
（
理
学
博
士
）。
福
井
大
学
教
育
学
部
助
教
授
を
経
て
、現
在
、

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
（
相
関
環
境
学
専
攻
）
教
授
。
専
門

は
物
理
学
。
重
力
、
一
般
相
対
論
、
宇
宙
物
理
、
非
線
形
物
理
な
ど
の
分
野
で

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
は
、
惑
星
形
成
や
魚
群
の
形
成
な
ど
集
団
や
群
れ

の
形
成
と
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
。

●
安
冨　

歩
（
や
す
と
み　

あ
ゆ
む
）

　

一
九
六
三
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

修
了
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
、ロ
ン
ド
ン
大
学
政
治
経
済
学
校（
Ｌ

Ｓ
Ｅ
）
滞
在
研
究
員
、
名
古
屋
大
学
情
報
文
化
学
部
助
教
授
、
東
京
大
学
大
学

院
総
合
文
化
研
究
科
・
情
報
学
環
助
教
授
を
経
て
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
准
教
授
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
同
教
授
。
博
士
（
経
済
学
）。
著
書
に
、『「
満

洲
国
」
の
金
融
』（
日
経
賞
授
賞
）・『
貨
幣
の
複
雑
性
』（
以
上
、
創
文
社
）、『
複

雑
さ
を
生
き
る
』（
岩
波
書
店
）、『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
連
鎖
す
る
』（
共
著
、
光

文
社
新
書
）、『
生
き
る
た
め
の
経
済
学
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）、『「
満
洲
」
の

成
立
』（
共
編
著
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）、『
経
済
学
の
船
出
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）

ほ
か
。

対談

●司会  阪上雅昭
Masaaki SAKAGAMI

　

今
回
の
対
談
は
、人
環
研
究
棟
一
階
に
あ
る
「
環
ｏ
ｎ
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

黄
色
い
ラ
ン
プ
に
赤
い
椅
子
。
大
学
と
は
と
て
も
思
わ
れ
な
い
、
洒
落
た
雰
囲

気
の
小
さ
な
空
間
で
あ
る
。
こ
の
「
環
ｏ
ｎ
」
で
は
月
一
回
、
教
員
の
解
説
付

き
で
映
画
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
る
。
白
黒
時
代
の
日
本
映
画
か
ら
現
代
の
新
感
覚

の
洋
画
に
至
る
ま
で
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
映
画
が
楽
し
め
る
。
隠
れ
た
愛

好
者
を
も
つ
隠
れ
家
の
よ
う
な
空
間
、
そ
れ
が
「
環
ｏｎ
」
で
あ
る
。

　
「
環
ｏ
ｎ
」
を
対
談
の
舞
台
と
し
た
の
が
初
め
て
の
試
み
な
ら
、
学
生
達
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
の
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
昼
間
の
余
韻

を
残
し
た
薄
暗
い
空
間
は
『
マ
リ
オ
と
魔
術
師
』
の
妖
し
げ
な
（
？
）
舞
台
を

想
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
舞
台
を
し
つ
ら
え
た
の
は
司
会
役
の
阪
上
雅
昭
教
授
。

今
回
に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
新
機
軸
を
打
ち
出
し
て
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥

ら
な
い
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
。

間宮陽介
Yousuke MAMIYA

安冨　歩
Ayumu YASUTOMI

　

本
対
談
の
注
は
編
集
部
が
作
成

し
た
。
こ
の
う
ち
（
３
）（
７
）

（
11
）
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
物
に
対
す
る
安
富
氏
の
解
釈

と
は
異
な
る
こ
と
を
明
記
し
て
お

く
。

環
ｏｎ

生きるための経済学
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語
り
得
る
こ
と
・
語
り
得
な
い
こ
と　

阪
上　

安
富
さ
ん
は
、
経
済
学
、
特
に
複
雑
系
か
ら
、
最
近
は
離
れ
ら
れ
た
そ

う
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
、
経
済
学
部
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
か
ら
う
か
が
い

た
い
の
で
す
が
。

安
冨　

文
学
部
に
行
っ
て
源
氏
物
語
か
上
代
日
本
語
文
法
を
や
り
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
法
学
部
に
行
っ
て
弁
護
士
に
な
れ
、
と
父
親
が
言
う
の
で
す
。
そ
れ

で
闘
争
の
す
え
、
間
を
取
っ
て
経
済
学
部
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
経

済
な
ん
て
興
味
な
か
っ
た
ん
で
す
。

阪
上　

経
済
学
部
で
は
最
初
は
ケ
イ
ン
ズ
を
勉
強
さ
れ
た
ん
で
す
か
？

安
冨　

大
学
四
年
間
で
一
つ
だ
け
ち
ゃ
ん
と
出
た
授
業
は
、
教
養
の
一
年
生
の

時
の
芸
術
学
Ⅰ
。
新
田
博
衞
先
生
の
授
業
で
、
こ
れ
は
空
間
と
か
時
間
を
芸
術

的
認
識
の
方
面
か
ら
考
え
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
受
講
者
は
五
人
ぐ
ら
い
し

か
い
な
い
ん
で
す
が
、
先
生
が
入
っ
て
く
る
と
ま
ず
煙
草
を
吸
っ
て
、
そ
れ
か

ら
空
中
に
向
か
っ
て
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
難
し
い
話
を
さ
れ
る
。
そ
れ
を
一
年
間
聞

い
て
、
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
て
、
時
間
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
書
き
ま
し
た
。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
時
間
認
識
に
つ
い
て
。
も
ち
ろ
ん
、
難
し
い

哲
学
書
を
読
ん
で
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自
分
で
現
象
学
的
環
元
を
や
っ
て
み

て
書
く
と
い
う
具
合
で
し
い
た
。
そ
れ
で
文
学
部
に
転
部
し
よ
う
か
な
と
思
っ

た
ん
で
す
が
、
点
数
が
足
り
な
く
て
転
部
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
と
う
と
う
そ

の
ま
ま
経
済
学
部
に
上
が
り
ま
し
た
。
本
山
美
彦
先
生
の
と
こ
ろ
で
ケ
イ
ン
ズ（

１
）

の
一
般
理
論
を
勉
強
し
た
の
で
す
が
、
時
間
に
関
し
て
か
な
り
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

考
え
て
。
現
象
学
と
ち
が
っ
て
経
済
学
で
は
時
間
が
ｔ
で
す
ね
。
ｔ
期
と
か
ｔ

＋
１
期
と
か
。
ｔ
が
あ
れ
ば
マ
シ
な
方
で
、
普
通
の
経
済
学
に
は
時
間
が
無
い

ん
で
す
ね
。
経
済
を
無
時
間
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
び
っ
く
り

し
て
、
こ
れ
は
根
本
的
に
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ

し
た
ら
ケ
イ
ン
ズ
の
『
一
般
理
論
』
の
序
章
に
、
経
済
学
の
前
提
の
上
に
立
っ

た
理
論
的
構
成
に
は
文
句
は
な
い
が
、
前
提
が
お
か
し
い
、
だ
か
ら
前
提
を
問

題
に
す
る
っ
て
書
い
て
あ
っ
た
。
僕
も
ま
た
、
経
済
学
は
前
提
が
お
か
し
い
と

思
っ
た
。
だ
か
ら
前
提
の
こ
と
だ
け
考
え
る
、
最
初
か
ら
そ
う
い
う
感
じ
で
し

た
。

間
宮　

そ
れ
で
今
、
東
大
の
東
洋
文
化
研
究
所
で
は
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。
経
済
学
？

安
冨　

最
近
や
っ
て
る
の
は
「
魂
の
脱
植
民
地
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。
人

（
１
）
ケ
イ
ン
ズ　

イ
ギ
リ
ス
の

経
済
学
者
。
一
九
三
六
年
に
『
雇

用
、
利
子
お
よ
び
貨
幣
の
一
般
理

論
』
を
著
し
，
古
典
派
経
済
学
の

予
定
調
和
的
な
市
場
観
を
覆
し
て
、

経
済
学
に
い
わ
ゆ
る
「
ケ
イ
ン
ズ

革
命
」
を
も
た
ら
し
た
。
文
章
家

と
し
て
も
知
ら
れ
、
ロ
イ
ド
・

ジ
ョ
ー
ジ
、
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・

チ
ャ
ー
チ
ル
ら
の
政
治
家
、
マ
ル

サ
ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
ら
の
経
済
学

者
、
そ
れ
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
の
自
然
科
学
者

を
素
描
し
た
『
人
物
評
伝
』
に
は
、

文
章
家
と
し
て
の
ケ
イ
ン
ズ
の
資

質
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議　

正

式
に
は
パ
リ
講
和
会
議
。
こ
の
会

議
に
ケ
イ
ン
ズ
は
三
六
歳
の
若
さ

な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
の
大
蔵

省
主
席
代
表
と
し
て
出
席
し
た
。

連
合
国
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
過
酷

な
賠
償
要
求
は
ド
イ
ツ
を
破
滅
さ

せ
る
ば
か
り
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安

定
を
も
損
な
う
と
批
判
し
て
、
代

表
を
辞
任
。
帰
国
後
、
一
気
呵
成

に
書
き
上
げ
た
の
が
『
平
和
の
経

済
的
帰
結
』（
一
九
一
九
年
）
で
、

刊
行
さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

間
と
い
う
も
の
は
自
分
自
身
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
、
自
分
で
な
い
も
の
を
押
し

付
け
ら
れ
る
、
わ
た
し
は
こ
れ
を
「
魂
の
植
民
地
化
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
こ
か
ら
ど
う
い
う
風
に
し
て
離
脱
す
る
こ
と
が
可
能
か
。
こ
う
い
う
研
究
を

や
っ
て
い
ま
す
。

間
宮　

押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
取
り
払
う
？

阪
上　

安
富
さ
ん
、
人
間
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
捉
え
て
い
る

の
か
、
す
こ
し
話
を
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

安
冨　

ケ
イ
ン
ズ
は
、『
人
物
評
伝
』
の
中
で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議（
２
）に

集
ま
っ

て
き
た
政
治
家
た
ち
が
、
い
か
に
自
分
自
身
を
裏
切
っ
て
い
る
か
、
自
己
欺
瞞

に
よ
っ
て
自
分
自
身
が
あ
た
か
も
正
し
く
ふ
る
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
フ
リ

を
し
た
か
を
克
明
に
描
き
出
し
て
い
ま
す
。
植
民
地
化
さ
れ
た
人
間
の
状
態
で

す
。こ
ん
な
自
己
欺
瞞
を
指
導
者
が
展
開
し
て
い
る
と
、も
う
一
回
戦
争
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
の
が
ケ
イ
ン
ズ
の
主
張
で
す
。
こ
の
自
己
欺
瞞
が
ど
う
い
う

風
に
し
て
生
じ
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
そ
こ
か
ら
、
抜
け
出
せ
る
の
か
っ
て
い

う
こ
と
で
す
ね
。

間
宮　

彼
ら
も
政
治
家
を
辞
め
れ
ば
人
間
本
来
の
状
態
に
戻
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。

安
冨　

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
。

例
え
ば
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
典
型

的
な
例
で
す
ね
。
彼
の
娘
が
『
我

が
娘
を
愛
せ
な
か
っ
た
大
統
領

へ
』
と
い
う
面
白
い
本
を
書
い
て

い
ま
す
。
娘
さ
ん
は
七
ヶ
月
の
未

熟
児
で
生
ま
れ
た
と
聞
か
さ
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
出
生
時
の
診
断

書
を
見
た
ら
三
・
五
キ
ロ
と
書
い

て
あ
る
。
い
く
ら
な
ん
で
も
七
ヶ

月
で
三
・
五
キ
ロ
は
な
い
で
す
よ

ね
。
本
当
は
結
婚
す
る
三
ヶ
月
前

に
妊
娠
し
て
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
、

レ
ー
ガ
ン
夫
妻
は
敬
虔
な
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
だ
か
ら
、
そ
れ
を
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
早
産

だ
っ
た
と
自
ら
を
偽
っ
て
い
ま
し

ヴェルサイユ会議
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た
。
娘
が
、
出
生
時
の
体
重
の
こ
と
を
持
ち
出
し
て
問
い
詰
め
て
も
「
だ
か
ら
、

君
は
早
産
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
応
え
ま
し
た
。
こ
の
く
ら
い
自
己
欺
瞞
が
で
き

る
か
ら
こ
そ
政
治
家
と
し
て
も
適
当
に
振
舞
え
る
。
こ
の
態
度
は
政
治
家
を
辞

め
て
も
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。
自
己
欺
瞞
的
な
生
き
方
が
彼
ら
を
政
治
家
た
ら

し
め
て
い
る
。

間
宮　

逆
に
、
道
徳
的
に
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
人
間
が
政
治
家
に
な
れ
ま
す
か
。

安
冨　

ケ
イ
ン
ズ
は
、
政
治
家
の
自
己
欺
瞞
が
戦
争
の
再
来
に
導
く
と
い
う
事

実
を
指
摘
し
た
の
で
す
。
政
治
家
は
か
く
あ
る
べ
し
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、

人
間
社
会
は
そ
う
い
う
風
に
動
い
て
い
る
こ
と
を
既
定
と
し
て
、
さ
て
ど
う

や
っ
て
社
会
を
破
滅
か
ら
救
う
か
と
い
う
風
に
議
論
を
組
み
立
て
る
わ
け
で
す

ね
。
そ
れ
が
彼
の
有
効
需
要
の
理
論
の
背
景
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
破
壊
的
な

自
己
欺
瞞
の
作
動
を
解
明
し
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
回
避
す
る
か
、
あ
る
い
は

少
し
で
も
マ
シ
に
す
る
か
。
こ
れ
が
ケ
イ
ン
ズ
の
考
え
だ
と
思
い
ま
す
。

間
宮　

よ
く
ケ
イ
ン
ズ
は
政
治
家
だ
と
言
わ
れ
る
。
パ
リ
の
講
和
会
議
に
も
大

蔵
省
主
席
代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。
け
れ
ど
彼
は
帰
っ
て
し
ま
う
わ
け
。

こ
ん
な
醜
い
場
に
い
る
の
は
イ
ヤ
だ
っ
て
本
国
に
帰
る
。
政
治
家
だ
っ
た
ら
何

が
な
ん
で
も
残
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
し
ょ
う
。
も
う
や
め
た
っ
て
帰
る
わ
け
に

い
か
な
い
。
別
に
政
治
家
を
擁
護
す
る
気
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
政
治
家
っ
て
い

う
の
は
辛
い
職
業
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
偽
善
の
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
で
も
政
治
の

舵
取
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

安
冨　

私
が
考
え
て
い
る
の
は
、
何
故
そ
う
い
う
お
か
し
な
こ
と
が
起
き
る
の

か
、
そ
の
お
か
し
な
こ
と
の
本
質
は
何
か
、
そ
れ
は
ど
う
や
っ
た
ら
排
除
で
き

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
な
ら
科
学
的
に
研
究
で
き
る
。
ケ
イ
ン
ズ
も

ま
た
そ
う
考
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
別
に
自
分
が
政
治
家
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
…
。

間
宮　

人
間
の
お
か
し
さ
か
ら
社
会
の
お
か
し
さ
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
社
会
の

分
析
、
政
治
の
分
析
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

安
冨　

人
間
の
身
体
は
神
秘
的
と
言
え
る
ほ
ど
深
い
計
算
力
を
備
え
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
人
間
が
歩
く
と
き
に
も
、
身
体
は
複

雑
な
計
算
を
や
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
膨
大
な
計
算
が
な
ぜ
可
能
な
の

か
、
物
理
的
に
考
え
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
間
は
ち
ゃ
ん

と
歩
け
る
。
そ
の
背
後
に
は
も
の
す
ご
い
計
算
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
考
え
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
計
算
の
深
さ
た
る
や
我
々
の
持
っ
て
い
る
計
算
機

の
処
理
能
力
を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
計
算
を
、
創
発
的
計

算
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
今
ま

で
に
あ
る
も
の
を
組
み
合
わ

せ
る
の
で
は
な
く
て
、
今
ま

で
に
な
い
も
の
を
生
み
出
す

と
い
う
タ
イ
プ
の
計
算
。
こ

の
よ
う
な
計
算
は
お
そ
ら
く

我
々
の
記
述
の
範
囲
を
超
え

て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

越
え
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
そ

こ
を
議
論
し
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ
け
で
、
そ
う
で
な
く
、
そ
の
計
算
力

が
発
揮
さ
れ
な
い
で
い
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
風
に
問
い
を
立
て
れ
ば
、
我
々

に
記
述
の
可
能
な
範
囲
内
に
入
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
創
発
的
計
算
を
疎
外
し

て
い
る
も
の
を
、
記
述
的
計
算
に
よ
っ
て
理
解
す
る
。
そ
う
い
う
研
究
プ
ラ
ン

で
す
。

　

暗
黙
の
次
元

間
宮　

歩
く
時
、
三
〇
度
の
角
度
で
足
を
出
さ
ね
ば
、
と
は
考
え
な
い
。
そ
れ

で
も
わ
れ
わ
れ
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歩
く
わ
け
で
す
ね
。

安
冨　

そ
れ
を
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー（
３
）は

暗
黙
の
次
元
と
呼
び
ま
し
た
。
私

の
身
体
の
作
動
を
直
接
認
識
で
き
る
の
は
私
だ
け
で
す
が
、
私
が
そ
の
作
動
に

意
識
を
向
け
た
と
た
ん
、
作
動
は
止
ま
り
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
歩
い
て
る
ん
だ

ろ
う
と
思
っ
て
足
に
意
識
を
向
け
る
と
う
ま
く
歩
け
な
く
な
る
。
つ
ま
り
創
発

的
計
算
過
程
に
注
意
を
向
け
る
と
、
創
発
的
計
算
過
程
は
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
々
に
と
っ
て
は
観
測
す
る
こ
と
が
永
久
に
出
来
な
い
。
そ

れ
で
、「
暗
黙
の
次
元
」
っ
て
呼
ぶ
わ
け
で
す
。
私
は
、
人
間
社
会
、
経
済
や

生
態
系
の
ま
と
も
な
状
態
は
創
発
的
計
算
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
が
な
ぜ
ま
と
も
に
動
く
の
か
と
い
う
問
い

を
立
て
て
も
答
え
は
得
ら
れ
な
い
、
と
考
え
ま

す
。
創
発
的
計
算
過
程
の
作
動
が
阻
害
さ
れ
て

い
る
状
態
に
注
目
し
て
、
そ
れ
が
な
ぜ
阻
害
さ

れ
て
い
る
か
と
い
う
風
に
問
い
を
立
て
る
べ
き

だ
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
記
述
可
能
な
範
囲
に
入
る

だ
ろ
う
と
。

（
３
）
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
社
会
科

学
・
社
会
哲
学
者
。
本
来
は
物
理

化
学
者
。
ナ
チ
を
逃
れ
て
イ
ギ
リ

ス
に
渡
り
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大

学
で
研
究
活
動
を
続
け
た
。
ノ
ー

ベ
ル
賞
候
補
に
も
上
る
な
ど
、
物

理
化
学
の
分
野
で
大
き
な
業
績
を

上
げ
た
が
、
一
九
四
〇
年
代
に

な
っ
て
、
社
会
科
学
・
社
会
哲
学

に
転
じ
た
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
集
産
主

義
体
制
と
そ
の
対
極
に
あ
る
自
由

社
会
を
理
論
的
に
考
察
す
る
一
方

で
、
知
識
論
に
お
い
て
も
独
自
の

主
張
を
展
開
し
た
。
前
者
に
関
す

る
も
の
と
し
て
、『
自
由
へ
の
侮

蔑
』（
一
九
四
〇
）、『
自
由
の
論
理
』

（
一
九
五
一
）、
後
者
で
は
、『
個

人
的
知
識
』（
一
九
五
八
）、『
暗

黙
知
の
次
元
』（
一
九
六
六
）、『
知

る
こ
と
と
在
る
こ
と
』

（
一
九
六
九
）
な
ど
が
あ
る
。
と

く
に
『
暗
黙
知
の
次
元
』
で
は
、

言
語
で
明
示
化
す
る
こ
と
の
で
き

る
知
識
（
い
わ
ゆ
るknow

ing 
that

）
に
対
し
て
、
そ
う
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
知
識
（
い
わ
ゆ
る

know
ing how

）
の
重
要
性
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
根
元
の
要
素

で
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
説
明
し
よ
う

と
す
る
還
元
主
義
を
批
判
し
た
。

還
元
主
義
批
判
の
テ
コ
と
し
た
の

が
「
創
発
」em

ergence

と
い

う
概
念
で
あ
る
。
ま
た
、
知
識
を

人
間
の
心
理
や
主
観
に
帰
属
せ
し

め
な
い
知
識
実
在
論
の
立
場
を
と

り
、「
科
学
の
伝
統
は
、
経
験
を

こ
え
る
実
在
に
関
係
を
も
つ
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
身
の
更
新
を

も
た
ら
す
」（『
暗
黙
知
の
次
元
』）

と
い
う
探
求
者
の
社
会
＝
科
学
共

同
体
論
を
展
開
し
た
。

ホワイトとケインズ
（1946 年３月８日）

マイケル・ポランニー



5　対談：生きるための経済学

間
宮　

例
え
ば
ど
う
い
っ
た
タ
イ
プ
の
記
述
に
な
り
ま
す
か
。

安
冨　

創
発
を
破
壊
す
る
も
の
を
僕
は
「
暴
力
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
破
壊
す

る
っ
て
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
物
理
現
象
な
の
で
、
暴
力
の
研
究
の
第
一
歩
は
衝
突

と
い
う
現
象
で
す
ね
。
そ
の
意
味
で
、
物
理
学
は
暴
力
の
研
究
、
創
発
を
阻
害

す
る
も
の
に
関
す
る
基
礎
研
究
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

の
は
い
い
と
し
て
、
そ
れ
が
人
間
と
か
生
物
と
か
に
な
る
と
や
や
こ
し
く
な
っ

て
く
る
。
生
物
が
何
か
を
食
べ
る
と
い
う
行
為
は
暴
力
行
為
な
ん
だ
け
ど
、
生

き
る
た
め
の
行
為
で
も
あ
る
。
や
っ
か
い
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
創
発
の
発
揮
で

も
あ
る
し
、
他
者
の
創
発
の
破
壊
で
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
研
究
す
る
時
に
は

本
当
の
破
壊
性
に
対
し
て
注
目
し
て
、
問
題
を
切
り
分
け
な
い
と
い
け
な
い
。

で
も
こ
の
切
り
分
け
が
す
ご
く
難
し
く
て
、
そ
こ
が
生
命
現
象
や
人
間
社
会
の

研
究
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

間
宮　

人
間
の
行
為
が
必
ず
し
も
暴
力
的
で
は
な
い
と
い
う
の
は
？

安
冨　

人
間
行
為
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
次
第
で
す
ね
。
同
じ
行
為
で
も
例
え
ば
、

女
の
子
の
机
の
上
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
置
く
と
い
う
行
為
は
、
あ
る
時
は
愛
情
表

現
で
も
あ
り
、
あ
る
時
は
セ
ク
ハ
ラ
に
も
な
る
わ
け
で
、
行
為
そ
の
も
の
で
は

定
義
で
き
な
く
て
、
そ
の
時
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
あ
る
行
為
が
暴
力
行

為
に
な
る
。

間
宮　

そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
は
制
度
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、

道
徳
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
も
あ
る
。
色
ん
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
わ
け
で
す

ね
。
じ
ゃ
あ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
分
析
す
る
方
が
先
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

安
冨　

コ
ン
テ
ク
ス
ト
っ
て
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
複
雑
で
分
析
で
き
な
い
範

囲
に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

間
宮　

創
発
性
は
色
々
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
慣
行
、
慣

習
と
相
関
的
で
あ
っ
て
、
創
発
性
を
阻
害
す
る
物
＝
暴
力
＝
破
壊
っ
て
い
う
の

は
僕
か
ら
す
る
と
短
絡
的
な
気
が
す
る
。

安
冨　

コ
ン
テ
ク
ス
ト
っ
て
い
う
の
は
慣
行
と
は
違
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ク
ス
ト

は
こ
の
場
に
お
い
て
あ
る
様
々
な
状
況
、
そ
れ
は
無
限
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

の
中
か
ら
私
が
汲
み
出
す
意
味
、
そ
れ
が
コ
ン
テ
ク
ス
ト
な
わ
け
で
。
そ
の
意

味
を
汲
み
出
す
と
い
う
行
為
は
ま
た
記
述
不
可
能
な
次
元
に
入
っ
て
ま
す
。
そ

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
把
握
す
る
と
い
う
作
動
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
か
ど
う
か
が

問
題
で
す
が
、
そ
の
作
動
を
止
め
る
行
為
が
暴
力
で
す
。

間
宮　

要
す
る
に
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
無
限
に
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
私

が
家
を
出
る
時
今
日
一
日
で
起
こ
る
こ
と
の
可
能
性
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ

ね
。
あ
る
時
は
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
、
事
故
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
。
色
ん
な

可
能
性
が
あ
る
ん
で
、
そ
れ
を
絞
る
た
め
に
制
度
と
か
慣
行
と
か
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

安
冨　

私
が
言
っ
て
い
る
「
可
能
性
」
は
そ
の
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

三
次
元
空
間
か
ら
入
っ
て
く
る
視
覚
情
報
か
ら
、
三
次
元
空
間
を
再
構
成
す
る

わ
け
で
す
け
ど
、
そ
の
再
構
成
の
仕
方
は
無
数
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
の
を

今
、
可
能
性
と
呼
ん
で
い
て
、
そ
の
場
合
に
、
ど
う
や
っ
て
無
数
の
可
能
性
の

中
か
ら
、
あ
る
適
切
な
空
間
認
識
を
わ
れ
わ
れ
が
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ

れ
は
わ
か
ら
な
い
で
す
。
こ
れ
は
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
問
題
と
い
う
奴
で
、
人
間
は

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
問
題
を
な
ぜ
か
解
決
で
き
て
い
る
。
多
く
の
人
が
、
な
ぜ
解
決

で
き
る
の
か
、
と
い
う
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
困
難
な

問
題
で
あ
っ
て
、
基
本
的
に
記
述
で
き
な
い
、
と
私
は
考
え
ま
す
。

間
宮　

ゲ
ー
テ（
４
）に

言
わ
せ
る
と
ね
、
感
覚
と
い
う
の
は
す
で
に
理
論
で
あ
る
と
。

我
々
が
物
を
見
て
、
美
し
い
な
と
か
苦
痛
だ
な
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
自
体

が
何
か
あ
る
枠
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
人
間
が
無
数
の
可
能
性
に
直
面
し

て
色
ん
な
感
覚
を
も
つ
と
か
い
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
最
初
か
ら
枠
が
あ
る
ん
だ
。

じ
ゃ
あ
こ
の
枠
は
い
つ
か
ら
で
き
た
の
か
と
い
う
と
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
わ
け

ね
。

安
冨　

私
は
枠
が
あ
る
か
ら
出
来
る
と
い
う
の
が
根
本
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代

思
想
の
間
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

間
宮　

そ
の
枠
っ
て
い
う
の
は
認
識
枠
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
こ

う
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
う
ち
の
子
供
が
一
歳
に
な
る
か
な
ら

な
い
か
く
ら
い
の
時
に
、
家
の
中
で
釣
り
針
を
指
に
刺
し
ち
ゃ
っ
た
わ
け
。
釣

り
針
っ
て
い
う
の
は
返
し
が
付
い
て
る
で
し
ょ
。
抜
こ
う
に
も
抜
け
な
い
。
進

退
窮
ま
っ
て
エ
イ
っ
て
思
っ
て
抜
い
た
わ
け
。
返
し
が
肉
を
切
り
ま
し
た
よ
。

で
も
泣
か
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
を
見
た
と
き
に
、
泣
く
と
い
う
こ
と
自
体
が
あ

る
意
味
で
作
ら
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
ね
。
感
覚
自
体
が
分
化

し
て
、
刺
し
た
ら
あ
あ
こ
れ
が
痛
い
ん
だ
な
と
。
だ
か
ら
泣
く
。
そ
れ
は
全
然

確
証
は
で
き
な
い
で
す
よ
。
僕
が
言
っ
て
る
の
は
、
未
分
化
な
感
覚
を
段
々
具

体
化
し
て
い
く
、
そ
れ
が
習
慣
み
た
い
な
も
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

安
冨　

そ
れ
が
典
型
的
に
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
の
一
つ
の
表
現
で
、
私
は
そ

の
考
え
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
赤
ち
ゃ
ん
研
究
に
お
い
て
も
、

そ
の
考
え
は
否
定
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
大
人
よ
り
は
単
純

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
あ
る
一
つ
の
具
体
的
な
全
体
性
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き

（
４
）
ゲ
ー
テ
に
言
わ
せ
る
と
ね
、

感
覚
と
い
う
の
は
す
で
に
理
論
で

あ
る
と
。

　

ゲ
ー
テ
は
『
箴
言
と
省
察
』
で
、

「
あ
ら
ゆ
る
事
実
が
す
で
に
理
論

で
あ
る
と
知
る
こ
と
こ
そ
最
上
の

こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、「
現

象
の
背
後
に
何
も
探
し
て
は
な
ら

な
い
。現
象
自
体
が
学
説
な
の
だ
」

と
言
っ
て
い
る
。
生
ま
の
事
実
と

い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
、
事
実

と
は
す
で
に
解
釈
な
の
だ
と
い
う

ハ
イ
エ
ク
の
感
覚
論
（『
感
覚
秩

序
』）
も
、
ゲ
ー
テ
と
同
じ
基
盤

に
立
っ
て
い
る
。
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て
、
成
長
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
時
々
そ
れ
を
部
分
的
に
破
壊
し
な
が
ら
よ
り
複
雑

な
も
の
に
作
り
変
え
て
い
く
っ
て
い
う
形
で
成
長
し
て
る
の
で
す
。

間
宮　

そ
れ
は
認
め
ま
す
よ
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー（
５
）の
言
う
よ
う
に
、
人
間
は
言
語

を
学
ぶ
以
前
に
何
か
し
ら
生
得
の
言
語
的
な
構
造
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
や

が
て
具
体
的
な
形
を
取
っ
て
い
く
。

安
冨　

で
は
な
く
て
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
で
す
。あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
が
あ
っ

て
、
生
き
る
た
め
に
必
要
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
私
た
ち
は
持
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に
は
身
体
が
構
造
的
に
持
つ
共
通
性
が
あ
る
け

れ
ど
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
発
展
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
の
は
そ
の
人
自
身
が

持
っ
て
る
あ
る
種
の
特
性
と
環
境
と
の
相
互
作
用
の
中
で
生
ま
れ
る
。
外
部
か

ら
与
え
ら
れ
た
物
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
外
部
に
あ
る
状

況
に
対
応
し
て
自
分
で
常
に
作
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

間
宮　

そ
れ
は
そ
う
思
う
け
れ
ど
も
、
で
も
、
人
間
っ
て
い
う
の
は
何
か
似
た

と
こ
ろ
を
も
っ
て
い
ま
す
ね
。
食
べ
物
の
好
み
と
か
。
肉
を
食
べ
れ
ば
多
く
の

人
が
う
ま
い
な
っ
て
感
じ
る
。
そ
う
い
う
の
は
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
で
す
か
。

安
冨　

そ
れ
は
身
体
的
な
そ
も
そ
も
持
っ
て
い
る
共
通
性
、
我
々
が
持
っ
て
る

遺
伝
子
配
列
と
細
胞
の
特
性
っ
て
い
う
の
が
次
か
ら
次
へ
と
生
み
出
し
て
い
く

わ
け
で
す
よ
ね
。

間
宮　

こ
の
種
の
議
論
で
、
何
か
物
事
を
最
初
ま
で
立
ち
返
っ
て
考
え
る
と
い

う
の
は
、
還
元
主
義
で
す
ね
。
ど
こ
か
で
断
ち
切
ら
な
い
と
ね
。
細
胞
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
ま
で
行
っ
て
も
そ
れ
は
わ
か
り
っ
こ
な
い
わ
け
で
。
あ
る
程
度
ま
で
近
づ
く

こ
と
は
出
来
る
と
思
う
け
ど
。

阪
上　

い
や
、
そ
れ
は
安
富
さ
ん
は
む
し
ろ
断
ち
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

間
宮　

だ
か
ら
ど
こ
で
断
ち
切
る
か
な
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
社
会
科
学
を
や
る

時
に
は
あ
る
所
で
断
ち
切
る
わ
け
ね
。
合
理
的
な
経
済
人
を
仮
構
し
て
、
人
間

と
い
う
の
は
す
べ
か
ら
く
計
算
問
題
を
解
い
て
、
最
適
な
も
の
を
選
ぶ
。
僕
は

そ
ん
な
こ
と
は
無
い
だ
ろ
う
と
思
う
け
ど
、
し
か
し
、
あ
れ
は
あ
れ
で
一
つ
の

断
ち
切
り
方
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
メ
ン
ガ
ー（
６
）は
言
っ
て
ま
す
よ
。
自
分
が
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
を
批
判
す
る
の
は
、
彼
が
人
間
は
実
際
に
経
済
人
み
た
い
に
合

理
的
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
と
。
メ
ン
ガ
ー
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
仮
に
合

理
的
経
済
人
を
仮
構
し
て
み
て
、
そ
こ
か
ら
ど
れ
だ
け
の
も
の
が
言
え
る
か
を

考
え
て
み
る
。
そ
う
し
て
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
需
要
が
減
る
と
い
っ
た
定
理
や

公
式
を
導
き
出
す
。
メ
ン
ガ
ー
の
や
っ
た
の
は
そ
う
い
っ
た
断
ち
切
り
方
で
す
。

色
ん
な
複
雑
な
要
素
が
あ
る
の
は
わ

か
っ
て
る
け
ど
も
、
仮
定
し
て
み
る
。

安
冨　

だ
か
ら
僕
が
言
っ
て
る
の
は
、

正
し
く
作
動
す
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う

問
い
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

事
の
正
否
を
決
め
る
も
の

間
宮　

安
富
さ
ん
の
場
合
、
正
し
い
、

正
し
く
な
い
の
基
準
は
自
分
の
中
に
あ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

安
冨　

あ
る
経
済
シ
ス
テ
ム
が
な
ん
で

上
手
く
行
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
問
い
の
立
て
方
は
、
間
違
っ
て
る
と
思

う
ん
で
す
。
そ
れ
は
語
り
得
な
い
範
囲
だ
か
ら
で
す
。
経
済
が
上
手
く
い
か
な

い
と
し
た
ら
な
ぜ
か
と
い
う
方
向
の
問
い
は
立
て
ら
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。

間
宮　

で
も
上
手
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
う
た
め
に
は
上
手
く
い
く
と

い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
。

安
冨　

僕
は
基
準
っ
て
い
う
の
は
無
い
と
思
い
ま
す
よ
。
人
間
っ
て
い
う
の
は

あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
回
っ
て
い
て
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
回
り
方
で
あ
る

状
態
を
心
地
良
い
と
感
じ
、
あ
る
状
態
を
心
地
よ
く
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
は

セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
状
況
に
対
し
て
私
た
ち
が
身
を
置
い
た
時
に
、
自

分
自
身
が
心
地
悪
い
っ
て
い
う
よ
う
な
タ
イ
プ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
入
っ
て
い

る
と
き
に
、
私
た
ち
は
心
地
悪
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
、

ど
う
い
う
と
き
に
良
く
て
、
ど
う
い
う
と
き
に
マ
ズ
い
と
思
う
の
か
を
外
部
が

観
測
す
る
の
は
不
可
能
だ
と
思
う
ん
で
す
。
お
そ
ら
く
外
部
が
観
測
す
る
の
が

不
可
能
だ
と
考
え
る
の
は
普
通
の
考
え
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

間
宮　

だ
か
ら
経
済
も
上
手
く
い
っ
て
る
と
か
上
手
く
い
っ
て
な
い
と
か
そ
う

い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
。

安
冨　

わ
か
ら
な
い
で
す
。
内
部
に
い
る
人
間
が
ま
ず
い
と
感
じ
る
か
感
じ
な

い
か
。
ま
ず
い
と
感
じ
る
か
感
じ
な
い
か
は
、
一
人
の
人
間
以
外
に
は
感
じ
る

人
が
い
な
い
で
す
。

阪
上　

心
地
い
い
と
か
上
手
く
い
っ
て
る
と
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
ぶ
ん
創
発

的
な
も
の
が
起
こ
っ
て
る
の
か
、
そ
れ
が
阻
害
さ
れ
て
る
か
、
そ
う
い
う
風
な

（
５
）
ノ
ー
ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー

（
一
九
二
八
〜
）。
ア
メ
リ
カ
の
言

語
学
者
。
人
間
は
生
得
的
に
言
語

能
力
、
す
な
わ
ち
言
語
形
式
を
産

出
す
る
能
力
を
持
つ
と
い
う
観
点

か
ら
、
変
形
生
成
文
法
理
論
を
構

築
し
た
。

（
６
）
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー

（
一
八
四
〇
〜
一
九
二
一
）。
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
経
済
学
者
、
ワ
ル
ラ

ス
、
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
と
と
も
に
新

古
典
派
経
済
学
の
創
始
者
の
一
人
。

古
典
派
・
新
古
典
派
の
経
済
学
者

が
や
や
も
す
れ
ば
、
経
済
人
＝
合

理
的
人
間
を
実
体
化
し
が
ち
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
彼
は
方
法
的

個
人
主
義
の
立
場
を
と
り
、
経
済

人
は
複
雑
な
経
済
事
象
を
理
解
し

理
論
化
す
る
た
め
の
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。

チョムスキー（2004 Vancouver 
Canada. Photo by Duncan Rawlinson）

カール・メンガー
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と
こ
ろ
で
議
論
を
し
た
方
が
か
み
合
う
と
思
う
ん
で
す
が
。

安
冨　

こ
の
議
論
は
た
ぶ
ん
か
み
合
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
ど
う
し
て

か
と
い
う
と
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
の
問
い
に
か
か
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
近
代
思
想
が
成
り
立
っ
て
い
る
根
本
的
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

間
宮　

い
っ
た
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
思
想
と
は
何
で
す
か
？

安
冨　

私
の
考
え
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
中
心
と
す
る
キ
リ
ス
ト

教
の
枠
組
み
を
脱
宗
教
化
し
た
も
の
の
上
に
展
開
さ
れ
た
特
殊
な
思
想
で
す
。

間
宮　

そ
れ
に
対
抗
す
る
思
想
も
ま
た
特
殊
な
思
想
で
は
な
い
の
で
す
か
。

安
冨　

色
ん
な
思
想
が
あ
り
ま
す
よ
。

間
宮　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
もone of them

で
、
ア
ジ
ア
思
想
も
ア
フ
リ
カ
思

想
もone of them

で
、
色
ん
なone of them

な
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
の
う

ち
の
ど
れ
が
自
分
に
と
っ
て
は
い
い
と
か
悪
い
と
か
は
、
心
地
良
い
、
心
地
悪

い
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
、
言
え
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
そ
の
後
ど

う
な
り
ま
す
か
。
た
で
食
う
虫
も
好
き
ず
き
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

安
冨　

そ
れ
ぞ
れ
で
す
ね
。
だ
か
ら
私
は
学
問
と
い
う
の
は
何
か
共
通
な
も
の

に
よ
っ
て
普
遍
的
な
真
理
を
探
求
す
る
も
の
だ
と
い
う
信
念
は
必
要
な
い
と
思

う
の
で
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
我
々
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
唯
一
の
こ

と
は
生
き
延
び
る
こ
と
だ
け
な
ん
で
す
。

　

生
き
延
び
る
た
め
に
？

間
宮　

じ
ゃ
あ
例
え
ば
安
富
さ
ん
が
研
究
者
を
や
っ
て
る
の
は
生
き
延
び
る
た

め
？ 

研
究
者
を
や
っ
て
い
る
の
が
生
き
る
た
め
だ
と
す
る
と
、
研
究
を
や
っ

て
る
と
心
地
よ
く
な
っ
て
い
く
自
分
が
い
る
わ
け
ね
？

安
冨　

そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
楽
し
く
な
い
研
究
は
し
ま
せ
ん
。

間
宮　

そ
う
す
る
と
例
え
ば
、
阪
上
さ
ん
が
何
か
や
り
、
僕
も
何
か
や
っ
て
い

て
、
僕
た
ち
の
言
っ
て
い
る
こ
と
の
是
非
を
判
断
す
る
安
富
さ
ん
は
、
判
断
の

基
準
を
心
地
よ
さ
に
置
く
の
で
す
か
。
そ
う
す
る
と
議
論
っ
て
成
り
立
た
な
い

よ
ね
。

安
冨　

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
。
新
し
い
発
見
を
す
る
に
は
人
間
に
は
対
話

が
必
要
で
す
。
で
も
、
ど
っ
ち
が
正
し
い
か
決
着
を
つ
け
る
た
め
な
ら
必
要
な

い
と
思
い
ま
す
。

間
宮　

で
も
新
し
い
発
見
に
も
心
地
よ
く
は
な
い
も
の
は
あ
る
で
し
ょ
？

安
冨　

心
地
い
い
と
思
い
ま
す
。
生
き
延
び
る
役
に
立
つ
な
ら
。

間
宮　

だ
か
ら
そ
こ
ま
で
い
く
と
ね
、
キ
リ
が
無
い
で
す
よ
。
こ
う
い
っ
た
議

論
っ
て
い
う
の
は
も
う
そ
こ
か
ら
先
に
行
か
な
い
ん
で
す
よ
。

安
冨　

い
や
行
き
ま
す
よ
。
だ
か
ら
私
は
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
学
問
を
再

編
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
す
。何
か
基
準
が
あ
っ
て
、こ
れ
は
は
っ

き
り
正
し
い
も
の
だ
と
し
て
知
識
を
積
み
上
げ
て
い
く
っ
て
い
う
タ
イ
プ
の
知

識
の
構
成
の
仕
方
は
、
僕
は
幻
想
だ
と
思
っ
て
ま
す
。

間
宮　

グ
ラ
ン
ド
セ
オ
リ
ー
を
作
る
と
か
普
遍
的
な
セ
オ
リ
ー
を
作
る
と
か
、

特
に
社
会
科
学
と
か
人
文
科
学
で
ね
、
そ
う
し
た
セ
オ
リ
ー
を
作
る
っ
て
い
う

の
は
大
そ
れ
た
野
望
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
単
に
個
人
的
な

心
地
良
さ
を
与
え
る
セ
オ
リ
ー
な
ど
セ
オ
リ
ー
で
も
何
で
も
な
い
。
自
分
を
離

れ
る
っ
て
い
う
の
は
結
局
そ
の
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
勉
強
す
る
の
が
心
地
よ
く

な
い
か
ら
勉
強
し
な
い
と
い
う
学
生
は
、
学
生
を
止
め
た
ほ
う
が
い
い
。

安
冨　

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
。、
人
間
が
自
分
が
生
き
延
び
る
の
に
必
要

な
も
の
を
見
つ
け
た
ら
喜
ぶ
、
知
識
っ
て
の
は
そ
う
い
う
も
の
な
ん
で
す
よ
。

間
宮　

じ
ゃ
あ
ど
ん
な
知
識
が
生
き
延
び
る
た
め
に
必
要
な
ん
で
す
か
？

安
冨　

例
え
ば
物
理
学
と
か
。
経
済
の
中
に
も
重
要
な
知
識
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
よ
。
私
は
た
と
え
ば
さ
っ
き
挙
げ
ら
れ
た
メ
ン
ガ
ー
の
経
済
思
想
な
ん
か

は
、
重
要
な
も
の
を
た
く
さ
ん
含
ん
で
る
と
思
い
ま
す
よ
。

間
宮　

そ
う
す
る
と
、
物
理
学
と
か
経
済
学
を
知
ら
な
い
一
般
庶
民
は
生
き
延

び
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

安
冨　

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
よ
。
経
済
学
も
物
理
学
も
役
に
立
ち
ま
す
が
、

他
に
も
役
に
立
つ
知
識
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
。
例
え
ば
、
茶
碗
を
作
る

知
識
と
か
農
業
を
す
る
知
識
と
か
。
で
、
普
通
は
そ
う
い
う
も
の
の
方
が
役
に

立
つ
ん
で
す
。
で
す
が
、
組
織
化
さ
れ
た
世
の
中
で
は
、
一
見
、
役
に
立
ち
そ

う
に
な
い
我
々
の
よ
う
な
学
者
が
生
み
出
す
知
識
で
さ
え
も
、
何
ら
か
の
形
で

人
々
が
生
き
延
び
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
き
た
の

で
、
学
問
を
す
る
者
が
人
間
社
会
の
中
で
地
位
を
占
め
て
き
た
ん
で
す
。
現
実

の
最
も
必
要
な
知
識
か
ら
は
乖
離
し
て
い
る
知
識
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
中
に

人
々
が
生
き
延
び
る
た
め
に
必
要
な
知
識
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

人
々
が
認
識
し
て
い
る
間
だ
け
、
我
々
は
学
問
を
し
て
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
ま
す
。

間
宮　

そ
う
す
る
と
ね
、
生
き
延
び
る
っ
て
い
う
こ
と
の
意
味
が
拡
散
し
て
し

ま
い
ま
す
ね
。
生
物
的
に
生
き
延
び
る
の
か
、
人
間
的
に
生
き
延
び
る
の
か
。

研
究
者
は
知
識
を
生
き
る
よ
す
が
と
す
る
。
だ
か
ら
研
究
者
は
知
識
を
得
る
こ

と
が
生
き
延
び
る
手
段
と
な
る
。
焼
き
物
を
作
る
人
は
焼
き
物
作
り
に
生
き
る
。
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だ
か
ら
い
い
器
は
焼
き
物
作
り
の
生
き
延
び
る
手
段
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
、

こ
こ
で
も
ま
た
人
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
犯
罪
を
や
る
人
は
生
き
延

び
る
た
め
に
犯
罪
を
す
る
。

安
冨　

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
。
犯
罪
を
た
く
さ
ん
犯
す
と
そ
の
う
ち
死
刑

に
な
る
か
ら
。

間
宮　

で
も
死
刑
に
な
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
る
ん
で
し
ょ
？　

秋
葉
原
の
事

件
の
彼
だ
っ
て
従
容
と
し
て
死
刑
に
赴
こ
う
と
す
る
わ
け
だ
か
ら
。

安
冨　

違
い
ま
す
よ
。
秋
葉
原
の
場
合
は
典
型
的
な
人
間
の
暴
力
の
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
よ
。
つ
ま
り
な
ぜ
彼
が
あ
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ
し
た
か
と
い
う

の
は
重
要
な
社
会
科
学
の
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
は
自
分
自
身
が
生
き
延

び
る
こ
と
を
、
親
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
た
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
彼
は
自
分
自

身
が
生
き
た
い
と
思
い
、
生
き
る
方
法
を
知
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
母
親

と
か
父
親
に
よ
っ
て
徹
底
的
に
妨
害
さ
れ
た
。
そ
の
か
わ
り
に
進
学
校
に
行
っ

て
勉
強
し
ろ
っ
て
押
し
付
け
ら
れ
た
。
彼
に
は
そ
れ
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
か
ら
挫
折
し
た
と
い
う
敗
北
感
だ
け
を
自

分
の
中
に
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

間
宮　

な
ぜ
他
人
を
殺
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
？

安
冨　

人
間
は
抑
圧
が
極
限
ま
で
行
く
と
、
自
分
自
身
の
判
断
が
作
動
し
な
く

な
る
ん
で
す
。
そ
の
判
断
が
作
動
し
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
自
分
自
身
が
何

を
す
る
か
わ
か
ら
な
く
な
る
ん
で
す
。

間
宮　

僕
は
い
つ
も
疑
問
に
思
う
わ
け
。
人
を
殺
す
時
に
本
当
に
判
断
が
停
止

し
て
し
ま
う
の
か
。『
悪
霊
』（
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
）
の
主
人
公
は
、
最
後
に
、

首
を
く
く
っ
て
自
殺
す
る
。
縄
に
石
鹸
を
塗
っ
て
、
す
べ
り
や
す
く
し
て
。
判

断
は
停
止
し
て
な
い
で
す
ね
。

安
冨　

全
部
の
判
断
は
停
止
し
な
い
ん
で
す
よ
。
何
が
自
分
が
生
き
る
た
め
に

必
要
か
と
い
う
判
断
が
停
止
す
る
。
そ
こ
を
停
止
さ
せ
た
上
で
合
理
的
に
行
動

す
る
。

間
宮　

そ
れ
、
何
も
説
明
し
て
な
い
と
思
う
。
だ
っ
て
「
生
き
延
び
る
た
め
」

が
何
を
や
っ
て
も
説
明
原
理
に
な
る
ん
で
し
ょ
。
人
を
殺
す
と
き
に
は
、
今
度

は
生
き
延
び
る
た
め
で
は
な
く
、
判
断
が
停
止
し
て
し
ま
う
ん
で
す
か
。
毒
杯

を
あ
お
い
で
死
ん
だ
ソ
ク
ラ
テ
ス
も
判
断
停
止
し
た
と
。

安
冨　

秋
葉
原
の
青
年
が
判
断
停
止
し
た
理
由
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
れ

は
両
親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
彼
の
生
き
る
た
め
の
判
断
能
力
を
奪

う
よ
う
な
タ
イ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
自

分
自
身
で
生
き
る
た
め
に

何
が
正
し
い
か
と
い
う
判

断
を
切
る
ん
で
す
。

間
宮　

僕
は
そ
う
い
う
こ

と
が
意
識
的
に
出
来
る
っ

て
こ
と
は
決
し
て
判
断
は

停
止
し
て
な
い
と
思
う
。

朦
朧
と
し
て
心
神
耗
弱
状

態
だ
っ
た
ら
停
止
し
て
る

と
い
っ
て
も
い
い
と
は
思
う
け
れ
ど
。

安
冨　

判
断
の
あ
る
部
分
を
停
止
で
き
る
よ
う
に
人
は
出
来
る
ん
で
す
よ
。
そ

れ
が
頭
が
真
っ
白
に
な
る
っ
て
い
う
こ
と
で
す
よ
。

間
宮　

そ
れ
は
何
だ
っ
て
真
っ
白
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
。
決
断
と
い
う

の
は
論
理
の
末
に
は
出
て
こ
な
い
。
清
水
の
舞
台
か
ら
エ
イ
っ
と
飛
び
降
り
る

の
が
決
断
で
す
か
ら
、
あ
る
意
味
で
頭
が
真
っ
白
に
な
ら
な
い
と
決
断
は
で
き

な
い
で
す
。
で
も
決
断
は
生
き
延
び
る
こ
と
を
停
止
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

安
冨　

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
。
そ
れ
は
間
違
っ
て
ま
す
よ
。

阪
上　

二
つ
の
方
向
に
同
じ
確
率
で
相
転
移
で
き
る
場
合
で
も
、
実
は
自
然
と

い
う
の
は
ど
ち
ら
か
ち
ゃ
ん
と
選
ぶ
わ
け
で
す
よ
。

間
宮　

自
然
は
ね
。

阪
上　

そ
こ
は
自
然
だ
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
人
間
の
場
合
も
、
身
体
性
な
り
暗

黙
知
の
レ
ベ
ル
、
そ
れ
が
そ
の
辺
の
決
断
を
支
え
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ

が
上
手
く
作
動
し
な
い
と
き
に
上
手
く
判
断
が
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
僕
の
理

解
で
は
、
安
富
さ
ん
の
主
張
は
、
む
し
ろ
上
手
く
い
か
な
く
な
る
時
の
方
は
研

究
が
可
能
だ
と
。
上
手
く
作
動
し
な
い
と
き
に
は
そ
れ
が
な
ぜ
選
べ
な
か
っ
た

の
か
っ
て
い
う
の
は
、
理
論
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
可
能
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

間
宮　

そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
研
究
す
る
か
っ
て
こ
と
で
す
。

安
冨　

結
構
い
け
る
と
思
い
ま
す
よ
。
例
え
ば
、
て
ん
か
ん
と
か
を
起
こ
し
て

い
る
状
態
の
脳
波
は
特
徴
的
な
周
波
数
で
書
け
る
。
で
も
、
て
ん
か
ん
を
起
こ

し
て
な
い
状
態
の
脳
波
は
書
け
な
い
。
例
え
ば
、
心
臓
発
作
を
起
こ
し
て
い
る

時
の
心
臓
の
筋
肉
の
動
き
は
か
な
り
低
次
元
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
で
、
き
ち
っ
と

解
析
で
き
る
。
だ
け
ど
ま
と
も
に
作
動
し
て
る
心
臓
の
作
動
は
、
そ
う
い
う
解

析
を
受
け
付
け
な
い
ん
で
す
よ
。

ドストエフスキー（ca. 1875）
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ｆ
分
の
１
ノ
イ
ズ

阪
上　

そ
の
辺
に
な
る
と
、
話
も
し
や
す
い
ん
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
ｆ
分
の
１

ノ
イ
ズ
。
ｆ
分
の
１
ノ
イ
ズ
っ
て
い
う
の
は
心
臓
に
も
あ
る
ん
だ
け
ど
、
人
間

に
も
自
然
現
象
で
い
う
ｆ
分
の
１
ノ
イ
ズ
が
あ
っ
て
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
病
気
に
な
る
、
心
臓
に
あ
る
種
の
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
る
、
そ
う
い
う
時
に
往
々
に
し
て
ｆ
分
の
１
ノ
イ
ズ
が
消
え
る
ん
で
す
。

僕
は
そ
れ
の
一
つ
の
理
解
は
、
ｆ
分
の
１
ノ
イ
ズ
の
原
因
は
本
質
的
に
は
、
例

え
ば
温
度
が
変
化
す
る
と
か
自
然
界
の
色
ん
な
要
素
に
よ
る
も
の
な
ん
だ
ろ
う

け
ど
、
そ
う
い
う
あ
る
種
の
全
体
を
見
な
く
な
っ
て
、
少
数
自
由
度
に
し
ち
ゃ

う
っ
て
こ
と
が
あ
る
種
の
病
気
。
だ
か
ら
全
体
性
を
見
な
く
な
る
。

間
宮　

政
治
が
上
手
く
い
っ
て
な
い
時
に
そ
れ
を
ｆ
分
の
１
ノ
イ
ズ
で
や
れ
る

か
と
い
う
と
そ
れ
は
違
う
わ
け
で
す
よ
。

阪
上　

そ
れ
は
ま
た
違
い
ま
す
よ
。

間
宮　

で
も
政
治
が
上
手
く
い
っ
て
な
い
っ
て
い
う
か
ら
に
は
、
上
手
く
い
っ

て
る
状
態
が
頭
に
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
治
療
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
は
判
断
で
き
な
い
で
し
ょ
。
こ
こ
で
は
ｆ
分
の

１
ノ
イ
ズ
を
持
ち
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

安
冨　

政
治
が
上
手
く
い
っ
て
い
る
時
に
は
政
治
の
存
在
を
感
じ
な
い
。
政
治

を
意
識
す
る
と
い
う
の
は
、
上
手
く
行
っ
て
な
い
時
の
一
つ
の
象
徴
で
す
よ
ね
。

環
境
も
豊
か
な
間
は
誰
も
環
境
問
題
を
意
識
し
な
い
。
そ
の
気
付
き
っ
て
い
う

の
が
非
常
に
重
要
で
、
じ
ゃ
あ
何
に
気
付
い
て
い
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
い
う
問
い

を
立
て
て
、
あ
、
こ
れ
に
気
付
い
て
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
明
ら
か
に
し

た
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
、
じ
ゃ
あ
こ
こ
で
起
き
て
る
こ
と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
っ

て
こ
と
を
科
学
的
に
解
明
し
て
い
く
こ
と
は
、
可
能
で
す
。

間
宮　

で
も
そ
れ
を
ｆ
分
の
１
ノ
イ
ズ
で
や
れ
る
か
っ
て
い
う
と
や
れ
な
い
と

思
う
け
ど
。

安
冨　

ｆ
分
の
１
ノ
イ
ズ
が
正
し
く
作
動
し
て
い
る
と
き
を
特
徴
付
け
る
と
し

た
ら
そ
れ
は
研
究
し
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
で
す
よ
。
だ
っ
て
正
し
く
作
動
し

て
る
の
だ
か
ら
。
そ
こ
か
ら
乖
離
し
て
い
る
時
に
は
…

阪
上　

例
え
ば
ｆ
分
の
１
ノ
イ
ズ
は
身
体
性
と
か
全
体
性
の
指
標
に
な
り
え
る

か
ら
、
そ
う
い
う
と
き
は
ノ
イ
ズ
を
見
て
た
ら
今
お
か
し
い
で
す
よ
っ
て
の
が

わ
か
る
。

間
宮　

そ
り
ゃ
ノ
イ
ズ
と
か
何
か
色
々
出
る
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
れ
を
調
べ
た

か
ら
と
い
っ
て
現
状
が
ど
う
か
っ
て
い
う
の
は
出
て
こ
な
い
で
し
ょ
。
何
か
問

題
が
起
こ
る
た
び
に
人
間
の
脳
波
と
か
調
べ
て
、
こ
の
人
は
脳
波
が
乱
れ
て
い

る
か
ら
問
題
が
起
き
た
と
か
。
人
間
っ
て
の
は
シ
ョ
ッ
ク
受
け
た
り
と
か
す
る

と
そ
り
ゃ
乱
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
個
人
に
ど
う
い
っ
た
影
響
を
与
え
る
か

で
す
よ
ね
。
今
の
政
治
家
だ
っ
て
脳
波
が
乱
れ
て
る
人
も
い
れ
ば
乱
れ
て
な
い

人
も
い
る
で
し
ょ
。
新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
夫
婦
は
脳
波
は
乱
れ
っ
ぱ
な
し
だ
け
ど
、

四
〇
年
も
五
〇
年
も
経
て
ば
フ
ラ
ッ
ト
に
な
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
新
婚
夫

婦
に
問
題
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

阪
上　

政
治
の
話
も
そ
う
だ
し
、
大
学
の
話
も
そ
う
だ
し
、
上
手
く
い
っ
て
な

い
時
っ
て
い
う
の
は
変
な
ル
ー
プ
に
入
っ
て
る
と
か
、
大
学
の
構
成
員
の
我
々

自
体
が
あ
る
と
こ
ろ
で
詰
ま
っ
て
堂
々
巡
り
を
す
る
。
だ
か
ら
そ
こ
で
問
題
が

少
数
自
由
の
話
に
な
る
っ
て
い
う
か
。
上
手
く
い
っ
て
な
い
状
況
っ
て
い
う
の

は
、
上
手
く
い
っ
て
る
時
よ
り
も
は
る
か
に
理
解
し
や
す
い
は
ず
だ
。
だ
か
ら

そ
れ
を
研
究
す
る
ほ
う
が
科
学
に
な
り
や
す
い
。

間
宮　

も
ち
ろ
ん
、
学
問
は
上
手
く
い
っ
て
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
社
会

科
学
な
ん
て
の
も
上
手
く
い
っ
て
な
い
と
こ
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
発
端
で
す
よ
。
そ
れ
は
い
い
で
す
よ
。
で
も
上
手
く
い
っ
て
な
い
っ
て
い
う

の
を
個
人
が
ど
う
知
覚
し
た
り
す
る
か
っ
て
い
う
の
は
ま
た
別
問
題
で
す
よ
ね
。

安
冨　

そ
れ
は
研
究
す
る
必
要
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
上
手
く
い
っ
て
な
い
状

態
を
感
知
す
る
力
を
私
た
ち
は
持
っ
て
る
ん
で
。
社
会
科
学
に
限
ら
ず
で
す
け

ど
、
あ
る
ち
ゃ
ん
と
し
た
状
態
っ
て
い
う
の
を
、
基
準
を
作
っ
た
り
モ
デ
ル
を

つ
く
っ
た
り
し
て
、理
解
し
て
見
せ
て
、そ
こ
か
ら
乖
離
し
た
状
態
は
ま
ず
い
っ

て
い
う
風
に
問
題
を
設
定
す
る
、
そ
う
い
う
考
え
方
自
体
が
、
ま
ず
い
っ
て
僕

は
考
え
て
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
っ
て
言
う
と
、
ち
ゃ
ん
と
し

た
状
態
を
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
ま
り
に
も
複
雑
な
の
で
。
私
た
ち

が
生
き
て
い
る
と
か
社
会
が
あ
る
程
度
の
秩
序
を
保
っ
て
い
る
時
に
は
、
そ
れ

を
問
う
必
要
は
な
い
。
そ
れ
が
ま
ず
く
な
っ
て
く
る
と
、
そ
の
ま
ず
さ
の
原
因

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
っ
て
問
い
を
立
て
て
そ
れ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ご

く
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
こ
か
ら
乖
離
し
な
い
よ
う
に
徹
底
的
に
立

ち
戻
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

間
宮　

わ
た
し
も
そ
れ
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
ん
で
す
よ
。

安
冨　

わ
た
し
が
否
定
し
て
い
る
の
は
そ
こ
か
ら
先
に
進
ん
で
、
そ
れ
を
解
明

し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
よ
。
非
科
学
的
だ
か
ら
。

間
宮　

非
科
学
的
っ
て
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
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安
冨　

ヴ
ィ
ト
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言
っ
た
よ
う
に
語
り
え
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
沈
黙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
７
）。

私
が
生
き
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は

語
り
え
な
い
範
囲
で
す
。
語
り
う
る
範
囲
に
落
ち
て
き
た
も
の
し
か
語
り
え
な
い
。

間
宮　

そ
の
語
り
う
る
範
囲
で
す
が
、
失
業
っ
て
の
は
語
り
う
る
範
囲
？

安
冨　

語
れ
る
範
囲
で
す
。

間
宮　

そ
れ
が
な
ぜ
問
題
な
の
？

安
冨　

そ
こ
で
人
々
が
生
き
延
び
ら
れ
な
く
な
っ
て
る
か
ら
で
す
。
少
な
く
と

も
そ
れ
は
す
ご
く
い
や
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

間
宮　

じ
ゃ
あ
職
が
あ
る
人
は
ど
う
な
ん
で
す
か
？

安
冨　

職
の
あ
る
人
が
生
き
延
び
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
人
が
職
を
失
い
、

生
き
延
び
ら
れ
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
問
題
で
す
よ
ね
。
そ
の
あ
り
方
を
ど

う
変
え
た
ら
そ
の
事
態
を
変
革
で
き
る
か
っ
て
い
う
風
に
問
い
を
立
て
る
わ
け

で
す
。

間
宮　

で
も
職
に
就
い
て
い
る
人
は
う
ま
く
い
っ
て
る
ん
で
し
ょ
？

安
冨　

失
業
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
中
で
、
失
業
し
て
い
な
い
と
い
う

の
は
不
愉
快
で
す
。

間
宮　

で
も
失
業
し
て
い
な
い
人
は
そ
う
思
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

安
冨　

も
し
不
愉
快
で
な
い
と
し
た
ら
、
な
ぜ
そ
の
人
は
不
愉
快
さ
を
感
じ
な

い
か
っ
て
い
う
の
が
大
事
な
テ
ー
マ
で
す
。

間
宮　

そ
れ
を
テ
ー
マ
に
す
る
の
は
い
い
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
で
何
が
言
え
る

か
っ
て
こ
と
。

安
冨　

何
か
を
感
じ
な
い
状
態
、
例
え
ば
学
生
が
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
て
い
て
も

先
生
は
何
も
感
じ
な
い
と
い
う
状
態
は
、
大
学
と
し
て
は
お
か
し
い
で
す
よ
ね
。

で
も
そ
う
な
っ
て
い
る
先
生
は
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
た
ら
な
ぜ
無

視
で
き
る
の
か
っ
て
問
い
を
立
て
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
い
う
こ
と
を
感
じ
な

く
な
る
の
は
、
大
抵
の
場
合
、
自
分
も
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
て
る
か
ら
な
ん
で
す

け
ど
。
自
分
が
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
と
認
識
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
、
そ

う
い
う
も
の
に
対
し
て
無
感
覚
に
な
る
。
こ
れ
は
か
な
り
一
般
的
に
検
証
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
無
感
覚
で
い
る
状
態
か
ら
回
復
す
る

に
は
、
ど
う
大
学
な
ど
の
組
織
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
か
。

間
宮　

困
っ
て
る
人
が
い
れ
ば
助
け
る
し
、
金
持
ち
の
人
が
い
れ
ば
ぶ
ん
殴
っ

て
や
ろ
う
っ
て
思
う
。
そ
れ
を
な
ぜ
科
学
に
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
。

安
冨　

何
か
ひ
ど
い
こ
と
を
無
視
し
よ
う
と
す
る
と
、
あ
る
感
覚
を
切
ら
な
く

て
は
い
け
な
く
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
と
、
自
分
が
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
か
ら
も
目
を
背
け
る
こ
と
に
な
る
。
よ
く
あ
る
の
は
子
供
時

代
に
虐
待
を
受
け
る
と
、
そ
れ
に
耐
え
よ
う
と
思
っ
て
、
自
分
が
悪
い
子
だ
か

ら
こ
う
い
う
目
に
遭
う
の
で
あ
っ
て
、
虐
待
さ
れ
て
な
ど
い
な
い
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
を
捏
造
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
虐
待
が
起
き
て
い
る

こ
と
が
正
し
い
状
態
だ
と
セ
ッ
ト
さ
れ
て
、
大
人
に
な
っ
て
も
ひ
ど
い
こ
と
を

さ
れ
て
も
ひ
ど
い
と
感
じ
な
く
な
る
。
あ
る
い
は
自
分
の
子
供
に
対
し
て
も
ひ

ど
い
こ
と
を
す
る
、
っ
て
こ
と
は
ほ
ぼ
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
作
動

を
す
る
人
間
が
集
ま
っ
て
社
会
が
作
ら
れ
て
い
る
と
、
そ
う
い
う
ま
ず
さ
が
も

の
す
ご
い
勢
い
で
増
産
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
が
社
会
の
作
動
の
ま
ず
い
部
分
だ

ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

共
生
と
い
う
こ
と

阪
上　

安
富
さ
ん
、
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
話
、
あ
れ
で
共
生

関
係
が
必
然
的
に
入
っ
て
く
る
っ
て
。
そ
の
辺
の
こ
と
か
ら
安
富
さ
ん
は
今
の

考
え
に
至
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
簡
単
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

安
冨　

マ
ル
サ
ス
方
程
式
、
そ
の
中
で
も
次
元
が
可
変
的
な
も
の
を
勉
強
し
た

ん
で
す
。
そ
し
て
気
付
い
た
こ
と
は
、
マ
ル
サ
ス
方
程
式
は
幾
何
級
数
的
に
増

え
る
の
で
少
し
で
も
劣
っ
て
い
る
も
の
は
排
除
さ
れ
る
と
い
う
理
屈
で
「
最
適

者
生
存
」
が
議
論
さ
れ
る
ん
で
す
が
、
共
生
関
係
に
入
っ
て
る
種
は
、
片
方
の

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
と
共
生
相
手
の
増
加
率
が
上
が
る
の
で
、
こ
れ

ら
の
種
の
増
加
速
度
は
指
数
関
数
の
指
数
関
数
と
い
う
と
と
ん
で
も
な
い
速
度

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
共
生
し
て
い
な
い
種
は
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
簡
単
な
こ
と
を
今
ま
で
多
く
の
人
は
見
落
と
し
て
い
た
。
極
め
て
競
争

的
、
淘
汰
圧
の
強
い
状
況
下
に
お
い
て
こ
そ
、
共
生
関
係
に
入
っ
て
い
る
も
の

は
共
生
関
係
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
に
対
し
て
圧
倒
的
優
位
に
立
つ
ん
で
す
。

そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
が
成
長
し
て
い
く
と
、
共
生
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入

ら
な
い
も
の
は
全
て
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
マ
ル
サ
ス
方
程
式
が
持
つ

基
本
的
な
性
格
な
ん
で
す
。

　

私
は
こ
う
い
う
圧
力
が
働
い
て
い
る
か
ら
生
態
系
は
豊
か
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
人
間
の
社
会
に
お
い
て
も
、
あ
る
種
の
共
生
関
係
に
入
ら
な
い
も
の

に
対
す
る
淘
汰
圧
は
極
め
て
強
い
。
共
生
関
係
と
い
う
の
は
、
自
分
が
い
る
こ

と
が
他
の
人
間
が
生
き
延
び
る
こ
と
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
か
つ
て
、

（
７
）
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

が
言
っ
た
よ
う
に
語
り
え
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

『
論
理
哲
学
論
考
』（
一
九
二
一
年
）

は
「
語
り
え
ぬ
も
の
に
つ
い
て
は
、

沈
黙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
言
葉
で
し
め
く
く
ら
れ
て
い

る
。
彼
は
世
界
を
「
事
実
」、
す

な
わ
ち
成
立
し
て
い
る
こ
と
の
総

体
と
考
え
、
事
実
の
成
立
・
不
成

立
を
「
Ａ
は
Ｂ
で
あ
る
」「
Ａ
は

Ｂ
で
な
い
」
と
い
っ
た
言
語
命
題

と
し
て
捉
え
る
。
従
っ
て
、
世
界

は
個
別
命
題
（
真
の
場
合
も
あ
れ

ば
偽
の
場
合
も
あ
る
）
間
の
論
理

的
関
係
に
映
し
と
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
よ
う
な
論
理
的
関
係

と
し
て
表
現
し
う
る
も
の
が
「
語

り
う
る
も
の
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
神
は
存
在
す
る
・
存
在
し
な
い
」

と
い
う
命
題
は
「
語
り
え
な
い
」

形
而
上
学
的
命
題
で
あ
る
が
、
彼

は
こ
の
よ
う
な
形
而
上
学
的
命
題

が
無
意
味
な
妄
言
だ
と
言
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
い
わ
ば
語
り

う
る
も
の
の
限
界
に
つ
い
て
論
じ

た
の
が
『
論
理
哲
学
論
考
』
で
あ

り
、
後
期
の
『
哲
学
探
究
』
で
は
、

語
り
え
な
い
も
の
、
マ
イ
ケ
ル
・

ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
「
暗
黙
知
」
に
も

似
た
知
識
が
探
求
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。



11　対談：生きるための経済学

生
態
学
の
分
野
で
は
、
共
生
関
係
は
例
外
的
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
の
研
究
で
は
、
共
生
関
係
が
一
般
的
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

間
宮　

僕
は
全
く
素
人
だ
け
ど
、
生
態
学
者
は
、
共
生
じ
ゃ
な
い
と
す
る
と
、

ど
う
捉
え
て
い
る
の
で
す
か
。

安
冨　

競
争
。

間
宮　

例
え
ば
牛
と
コ
ガ
ネ
ム
シ
が
ど
う
や
っ
て
競
争
す
る
の
？

安
冨　

そ
う
い
っ
た
場
合
は
問
題
を
設
定
し
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
経
済
学

者
も
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
が
。
牛
が
競
争
す
る
な
ら
例
え
ば
豚
と
、
草
の
食
べ

あ
い
っ
こ
で
す
よ
ね
。

間
宮　

進
化
論
的
な
設
定
、
極
端
す
ぎ
ま
す
か
ら
ね
。
弱
肉
強
食
に
対
し
て
は

今
西
錦
司
さ
ん
が
、
共
生
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
、
棲
み
分
け
を
主
張
し
ま
し

た
ね
。

安
冨　

私
の
考
え
は
今
西
説
と
根
本
的
に
違
っ
て
い
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
圧
力

の
下
で
は
共
生
関
係
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
有
利
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

間
宮　

僕
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
あ
れ
は
牛
と
馬
じ
ゃ
な
く

て
、
牛
と
牛
と
の
競
争
な
ん
で
し
ょ
。
牛
と
馬
は
共
生
し
て
い
る
。

安
冨　

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
何
を
言
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
は
非
常
に
や
っ
か
い
で
、

彼
の
思
想
は
幾
通
り
に
も
読
め
る
ん
で
す
が
、
私
の
理
解
で
は
、
要
す
る
に
、

無
数
に
「
ニ
ッ
チ
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
、生
命
は
時
間
の
経
過
に
従
っ

て
、
よ
り
多
数
の
ニ
ッ
チ
に
特
化
す
る
よ
う
に
進
化
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
様

な
種
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
で
も
私
が
言
う
の
は
、
ニ
ッ
チ

を
認
め
ず
、
生
態
系
全
体
を
一
つ
だ
と
考
え
た
場
合
で
も
、
共
生
関
係
を
通
じ

て
多
様
性
が
生
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
社
会
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
も

し
人
々
が
支
え
あ
っ
て
な
い
と
し
た
ら
持
続
し
て
い
か
な
い
。
も
し
支
え
合
わ

な
い
と
し
た
ら
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
い
を
立
て
た
く
な
り
ま
せ
ん
か
？

間
宮　

僕
に
し
て
み
た
ら
問
い
を
立
て
る
ほ
ど
で
も
な
い
ん
だ
な
。
安
富
さ
ん

に
言
わ
せ
れ
ば
、
個
人
個
人
が
生
き
延
び
る
た
め
。

阪
上　

で
も
今
の
話
は
、
生
き
延
び
る
た
め
に
は
む
し
ろ
共
生
関
係
に
入
っ
た

方
が
い
い
っ
て
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

間
宮　

も
ち
ろ
ん
賛
成
で
す
け
れ
ど
、
い
や
、
競
争
し
た
ほ
う
が
い
い
っ
て
言

う
人
も
い
る
わ
け
で
。

安
冨　

競
争
は
す
べ
き
で
す
。
競
争
す
る
と
共
生
関
係
が
有
利
に
な
る
。
人
々

が
支
え
あ
っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
き
ち
ん
と
競
争
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

阪
上　

な
ぜ
そ
う
な
の
か
、
問
題
を
立
て
る
べ
き
だ
と
。

間
宮　

で
も
な
ぜ
問
題
を
立
て
て
研
究
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
っ

て
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

安
冨　

じ
ゃ
あ
何
を
研
究
す
る
ん
で
す
か
？ 

物
理
学
っ
て
い
う
の
は

暴
力
の
基
本
原
理
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
重
要
な
も
の
で
、
出
来

る
こ
と
と
出
来
な
い
こ
と
の
間
に
明
確
な
線
を
引
い
て
く
れ
ま
す
。

例
え
ば
全
く
処
理
不
可
能
な
化
学
物
質
を
環
境
中
に
投
入
し
た
ら
、

長
期
的
に
我
々
の
生
存
を
不
可
能
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。
ま
さ
し
く
私
の
言
う
意
味
で
の
暴
力
で
す
。

例
え
ば
石
油
と
か
石
炭
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
せ
る
の
は
な
ぜ

か
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
そ
れ
に
は
ど
う
い
う
暴
力
性
が
あ
る

か
っ
て
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。

間
宮　

石
油
や
石
炭
を
使
う
の
は
悪
い
こ
と
？

安
冨　

な
る
べ
く
使
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
我
々

が
経
済
活
動
を
す
る
こ
と
で
生
態
系
を
豊
か
に
す
る
道
は
あ
り
ま
す
。

熱
力
学
の
第
二
法
則
の
制
約
の
下
で
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が
地
球
全
体
で
処
理
で

き
な
い
範
囲
を
超
え
て
は
出
さ
な
い
道
を
見
出
せ
ば
よ
い
の
で
す
。
地
球
が
処

理
で
き
る
範
囲
は
何
を
出
し
て
も
オ
ッ
ケ
ー
で
す
。
そ
の
は
み
だ
さ
な
い
範
囲

内
で
我
々
が
豊
か
に
暮
ら
す
方
法
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
我
々
が
排
出
す

る
も
の
が
生
態
系
を
豊
か
に
す
る
も
の
は
オ
ッ
ケ
ー
。
な
ら
な
い
も
の
は
ダ
メ
。

と
い
う
風
に
合
理
的
に
き
ち
ん
と
考
え
て
い
け
ば
我
々
は
う
ま
く
生
き
て
い
け

る
。

　

使
う
こ
と
に
よ
る
維
持
・
保
全

阪
上　

そ
れ
は
例
の
里
山
の
話
に
関
係
し
ま
す
ね
。
里
山
に
つ
い
て
も
う
少
し
。

安
冨　

写
真
家
の
今
森
光
彦（
８
）さ

ん
と
い
う
方
が
お
ら
れ
て
、
彼
は
昆
虫
大
好
き

少
年
だ
っ
た
ん
で
す
。す
る
と
、人
間
の
手
が
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
森
に
行
っ

て
も
虫
が
い
な
い
。
人
間
が
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
手
を
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
た
く
さ
ん
の
虫
が
い
る
。
一
〇
数
年
前
に
『
映
像
詩
・
里
山
』
と
い
う
テ

レ
ビ
番
組
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
撮
ら
れ
ま
し
た
。
仰
木
と
い
う
湖
西
の
村
で
、
人
間
の

多
彩
な
営
み
が
ど
れ
だ
け
の
生
き
物
を
支
え
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
す
ご

い
作
品
で
す
。
つ
ま
り
、
人
間
が
あ
る
適
切
な
方
法
で
関
わ
れ
ば
、
生
態
系
が

持
っ
て
い
る
創
発
す
る
力
を
促
進
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。
人
間
活
動
が

（
８
）
今
森
光
彦
（
い
ま
も
り　

み
つ
ひ
こ
）　

一
九
五
四
年
滋
賀

県
生
ま
れ
。
写
真
家
。
大
学
卒
業

後
独
学
で
写
真
技
術
を
学
び

一
九
八
〇
年
よ
り
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

と
な
る
。
以
後
、
琵
琶
湖
を
と
り

ま
く
す
べ
て
の
自
然
と
人
と
の
関

わ
り
を
テ
ー
マ
に
撮
影
す
る
。
一

方
、
熱
帯
雨
林
か
ら
砂
漠
ま
で
、

広
く
世
界
の
辺
境
地
の
訪
問
を
重

ね
、
取
材
を
つ
づ
け
て
い
る
。
ま

た
、
ハ
サ
ミ
で
自
然
の
造
形
を
鮮

や
か
に
き
り
と
る
切
り
紙
作
家
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。

里山（ⓒMitsuhiko Imamori）



対談：生きるための経済学　12

生
態
系
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
は
人
間
に
返
っ
て
く

る
わ
け
で
す
か
ら
、
我
々
が
や
っ
て
る
程

度
の
経
済
活
動
な
ら
、
地
球
環
境
と
両
立

さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
少
な

く
と
も
は
み
だ
す
範
囲
を
大
幅
に
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
。

阪
上　

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
黄
土
高
原
生

態
文
化
回
復
活
動
の
話
と
か
霞
ヶ
浦
の
ア

サ
ザ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
と
か
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
。

安
冨　

ア
サ
ザ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
飯
島

博
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
る

も
の
で
、
彼
ら
は
霞
ヶ
浦
が
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
理
由
は
人
々
と
霞
ヶ
浦

と
の
関
係
が
切
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
ど
う
し
た
ら
そ
の
関
係

を
回
復
し
う
る
か
を
考
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
環
境
を
守
れ
と
か

環
境
を
回
復
さ
せ
よ
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
。
人
間
社
会
、

人
間
関
係
の
ほ
う
が
ブ
ツ
ブ
ツ
切
ら
れ
て
い
る
の
で
、
湖
と
の
関
係
も
切
れ
や

す
く
な
る
。
そ
こ
を
も
う
一
回
接
続
し
て
、
経
済
活
動
を
そ
の
一
部
と
し
て
デ

ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
活
動
を
な
さ
っ
て
い
る
。

　

琵
琶
湖
も
同
じ
で
す
。
琵
琶
湖
と
人
間
と
の
関
係
が
切
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、

琵
琶
湖
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
者
を
ど
う
や
っ
て
統
合
す
る

か
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
一
例
で
す
け
れ
ど
も
、
琵
琶
湖
に
沖
島
と
い
う

島
が
あ
っ
て
、
も
う
限
界
集
落
化
し
て
い
ま
す
が
、
株
式
会
社
日
吉
の
梶
田
由

胤
さ
ん
と
い
う
方
が
漁
業
組
合
と
協
力
し
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
と
か
ブ
ル
ー
ギ

ル
な
ん
て
い
う
外
来
魚
を
使
っ
た
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
普
通
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の

五
倍
く
ら
い
の
値
段
が
す
る
ん
で
す
け
ど
、
人
間
が
食
べ
て
も
お
い
し
い
よ
う

な
も
の
を
開
発
さ
れ
た
ん
で
す
。
こ
う
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
上
手
く
回
れ
ば
外

来
魚
は
自
動
的
に
減
り
ま
す
。
こ
れ
は
小
さ
な
例
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
発
想

で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
っ
て
大
き
な
プ
ロ
セ
ス
を
作
り
出
せ
ば
琵
琶
湖
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
も
不
可
能
じ
ゃ
な
い
。

間
宮　

コ
モ
ン
ズ
論
で
言
う
「
生
業
」
も
そ
う
で
す
ね
。

　

木
を
切
っ
た
り
魚
を
獲
っ
た
り
、
そ
う
し
な
い
と
人
々
は
生
き
て
い
け
な
い
。

だ
か
ら
人
々
は
持
続
可
能
な
利
用
法
を
何
百
年
も
か
け
て
学
ん
で
い
く
わ
け
で

す
。
木
を
切
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
、
魚
を

獲
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
で
は
自
然
は
維
持

で
き
な
い
。
安
富
さ
ん
の
琵
琶
湖
と
同
じ
で

す
。
自
然
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
建
築
物
も
そ
う

だ
。
近
代
化
遺
産
と
い
っ
て
、
明
治
と
か
大

正
に
出
来
た
建
築
を
保
存
し
よ
う
と
い
う
動

き
が
あ
る
わ
け
。
長
崎
の
軍
艦
島
も
そ
う
だ

し
、
京
都
に
も
そ
う
し
た
も
の
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
保
存
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
い
う
と
、
使
わ
な
い
と
ダ
メ

だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
誰
も
立
ち
入
ら
せ
な

い
で
保
存
し
よ
う
と
い
う
の
じ
ゃ
な
く
、
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
保
存
す
る
。
人
間
は
使
う

か
ら
手
入
れ
を
し
た
り
す
る
わ
け
で
ね
。
今

の
安
富
さ
ん
の
話
に
は
大
賛
成
で
す
。

安
冨　

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
思
考
す
べ
き
か
、
が
私
の
問
い

で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
感
知
す
る
感
覚
が
消
滅
し
て
い
て
は
出
来
な
い
。
そ

う
い
う
感
覚
を
開
い
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
こ
れ
が
問
題
で
す
。

間
宮　

要
す
る
に
人
間
の
生
活
が
非
常
に
断
片
的
に
な
っ
て
い
て
、
働
く
の
は

お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
な
っ
て
る
か
ら
問
題
で
。
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
と
い
う
の

は
自
然
を
作
り
出
す
と
同
時
に
人
間
の
自
然
を
も
作
り
出
す
、
と
言
っ
て
い
る

ん
で
す
。
外
的
自
然
は
と
も
か
く
、
人
間
の
自
然
を
作
り
出
す
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。
思
っ
た
ん
で
す
が
、
例
え
ば
精
神
的
な
病
い
が
あ
る
と
き
に
作
業
療

法
っ
て
の
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
自
覚
症
状
が
現
れ

る
と
、
庭
師
や
病
院
の
ベ
ッ
ド
運
び
を
す
る
ん
で
す
。
一
種
の
作
業
療
法
で
、

そ
う
い
う
活
動
を
や
る
こ
と
で
自
分
の
自
然
を
作
る
、
あ
る
い
は
修
復
し
て
い

く
。
そ
う
考
え
る
と
労
働
っ
て
い
う
の
は
単
に
生
活
の
糧
を
稼
ぐ
た
め
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
自
然
を
作
り
出
す
。
だ
か
ら
安
富
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
は
活
動
性
を
ど
う
取
り
戻
す
か
っ
て
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
と
思
う
の

で
す
が
。

阪
上　

お
そ
ら
く
そ
う
い
っ
た
身
体
性
と
か
全
体
性
を
身
に
つ
け
る
っ
て
い
う

の
が
安
富
さ
ん
が
言
っ
て
る
暗
黙
知
に
も
つ
な
が
る
の
か
な
。

軍艦島（長崎端島　撮影者　氷鷺）

沖島（滋賀県提供）
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大
学
と
学
問
の
あ
り
方

安
冨　

マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
暗
黙
知
と
い
う
考
え
は
、
人
間
の
知
識
形

成
は
、
暗
黙
の
知
る
プ
ロ
セ
ス
が
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
で
、
人
間
が
知
る
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
無
視
し
た
形
で
知
識
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
と
、
知
識
そ
の

も
の
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。
だ
か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
が
人
間

の
暗
黙
の
知
る
と
い
う
過
程
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
を
ま
ず
認
め

な
い
と
い
け
な
い
し
、
そ
の
知
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
す
る
方

向
で
考
え
な
い
と
、学
問
と
い
う
も
の
は
維
持
で
き
な
い
。私
が
最
初
か
ら
言
っ

て
る
の
は
、
暗
黙
の
次
元
の
作
動
を
阻
害
し
て
い
る
も
の
を
解
明
し
て
取
り
除

く
以
上
の
こ
と
は
人
間
に
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
。
学
問
が
目
指
す
べ
き
も

ま
さ
に
そ
こ
で
あ
る
。

間
宮　

そ
れ
は
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
我
々
が
考
え
て
る
知
識
と
い
う
の

は
明
示
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
、
そ
れ
を
知
識
だ
と
考
え
て
る
か
ら
お
か
し
い
。

　

学
校
教
育
も
そ
う
で
、
暗
黙
知
が
無
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
暗
黙
の
次
元
に
あ

る
知
を
作
り
出
し
て
い
く
に
は
ま
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
、
す
る
こ
と
で
何
か
を

学
ぶ
わ
け
で
す
よ
ね
。
外
国
語
の
文
法
を
学
び
、
計
算
方
法
も
学
ぶ
。
そ
う
い

う
こ
と
ば
か
り
し
て
い
る
と
秀
才
は
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
発
想
力
が
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
う
思
っ
て
い
た
と
き
に
た
ま

た
ま
読
ん
だ
の
が
ホ
イ
ジ
ン
ガ（
９
）の

『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
で
す
。

　

彼
の
定
義
に
よ
る
と
、「
遊
び
」
と
は
日
常
的
な
目
的
‐
手
段
の
埒
外
に
あ

る
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
京
大
に
入
る
た
め
に
勉
強
す
る
と
か
、
何
か
の
た
め

に
す
る
よ
う
な
、
目
的
に
対
す
る
手
段
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

じ
ゃ
あ
な
ぜ
人
は
遊
ぶ
か
。
面
白
い
か
ら
遊
ぶ
ん
で
す
。
面
白
く
な
い
遊
び
な

ん
て
の
は
定
義
上
遊
び
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
時
間
的
、
空
間
的
に
限
定
さ

れ
て
る
。要
す
る
に
一
年
中
ダ
ラ
ダ
ラ
や
る
の
は
遊
び
じ
ゃ
な
い
。お
祭
り
だ
っ

て
一
年
中
や
る
と
お
祭
り
で
は
な
く
な
る
。
そ
れ
か
ら
、
遊
び
と
い
う
の
は
非

常
に
自
由
で
あ
る
。
遊
び
の
例
の
一
つ
と
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ア
カ
デ
ミ
ー

が
出
て
く
る
ん
で
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
っ
て
の
は
も
と
も
と
広
場
、
遊
技
場
な
ん

で
す
。
イ
タ
リ
ア
に
カ
ン
ポ
広
場
っ
て
の
が
あ
り
ま
す
け
ど
。
あ
れ
は
キ
ャ
ン

パ
ス
と
同
じ
で
す
よ
ね
。
言
っ
て
み
れ
ば
大
学
っ
て
の
は
遊
び
の
場
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。

　

確
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
の
起
源
を
見
る
と
、「
遊
ぶ
人
」
の
場
だ
っ
た
。

そ
こ
に
寝
泊
り
し
て
、
カ
レ
ッ
ジ
っ
て
い
う
の
が
出
来
た
。
僧
房
で
す
ね
。
カ

レ
ッ
ジ
が
集
ま
っ
て
大
学
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
遊
び
的
な
要
素
が

近
年
、大
学
の
自
由
化
、法
人
化
に
よ
っ
て
締
め
出
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
。
我
々

は
書
類
ば
か
り
書
か
さ
れ
て
い
る
。
何
か
を
す
る
た
め
で
し
ょ
。
国
内
外
の
大

学
に
打
ち
勝
つ
た
め
だ
と
か
、
大
学
が
株
式
会
社
を
作
る
の
も
財
源
に
資
す
る

た
め
で
す
。
京
大
や
東
大
は
い
く
つ
か
株
式
会
社
を
持
っ
て
い
ま
す
よ
。
要
す

る
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
っ
て
る
わ
け
ね
。
ま
さ
し
く
目
的
に
対
す
る
手
段
に
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
活
動
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
琵
琶
湖
や
コ
モ
ン

ズ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
大
学
で
も
そ
う
な
ん
で
す
。
自
由
化
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
生
み
だ
す
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
閉
め
出
し
て
い
る
。

　

僕
が
ま
だ
大
学
生
の
頃
、
あ
る
有
名
企
業
、
か
つ
て
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
製
品

を
次
か
ら
次
へ
と
出
し
て
い
た
企
業
で
す
が
、
そ
こ
で
研
究
開
発
に
携
わ
っ
て

い
る
人
は
何
時
に
出
社
し
て
も
よ
か
っ
た
、
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
一
〇
時
に
来
て
も
い
い
し
、
二
時
に
来
て
も
い
い
。
会
社
で
考
え
て
い

て
何
も
思
い
つ
か
な
か
っ
た
ら
早
く
帰
っ
て
も
い
い
。
そ
う
し
た
も
の
す
ご
く

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
勤
務
体
制
を
と
っ
て
い
た
わ
け
。
だ
か
ら
こ
そ
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
商
品
が
次
々
に
生
み
だ
さ
れ
た
。
そ
の
企
業
も
、
想
像
す
る
に
、
だ
ん
だ
ん

管
理
が
き
つ
く
な
っ
て
い
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
製
品
が
余

り
出
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
。「
遊
び
」
の
放
逐
は
日
本
の
企
業
か
ら
創
造
性

を
締
め
出
し
て
る
。
そ
の
原
因
は
自
由
化
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
パ
ソ
コ
ン
の

重
さ
を
一
キ
ロ
か
ら
五
〇
〇
グ
ラ
ム
に
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
で
あ
れ
ば
競

争
は
有
効
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
パ
ソ
コ
ン
そ
の
も
の
は
、
競
争
か
ら
は
出
て

こ
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
う
い
っ
た
競
争
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
が
昨
今

の
大
学
で
す
。
大
学
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
高
校
だ
っ
て
小
・
中
学
校
だ
っ
て
そ
う

い
う
風
に
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
大
学
に
遊
び
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
的
な

性
格
を
取
り
戻
す
っ
て
い
う
の
は
、
安
富
さ
ん
が
言
っ
て
る
琵
琶
湖
辺
り
の
こ

と
と
結
び
つ
い
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

安
冨　

私
が
大
学
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は
、
学
問
の
あ
り
方
が

お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の

よ
う
な
知
識
論
に
立
て
ば
。
も
ち
ろ
ん
知
識
が
無
か
っ
た
ら
学
問
は
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。
な
ぜ
な
ら
学
問
と
は
旧
い
知
識
か
ら
新
し
い
知
識
を
生
み
出
す
活

動
だ
か
ら
。
し
か
し
知
識
と
は
虎
の
子
み
た
い
な
も
の
で
、
虎
の
子
を
捕
ま
え

て
ぼ
ん
や
り
し
て
る
と
虎
に
食
わ
れ
る
。
だ
か
ら
捕
ま
え
た
ら
全
力
で
逃
げ
な

い
と
い
け
な
い
。
大
学
は
虎
の
穴
で
す
か
ら
、
知
識
を
捕
ま
え
て
ぼ
ん
や
り
し

て
い
る
と
、
虎
に
食
わ
れ
て
虎
に
な
っ
て
し
ま
い
、
別
の
人
を
食
う
と
い
う
風

（
９
）
ホ
イ
ジ
ン
ガ　

一
八
七
二

年
生
ま
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
史

家
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
で
フ
ァ

シ
ズ
ム
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
た

頃
、ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
『
ホ
モ
・
ル
ー

デ
ン
ス
』（
一
九
三
八
年
）
を
書
き
、

古
今
東
西
の
「
遊
び
」
を
渉
猟
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
遊
ビ
ノ
相

ノ
モ
ト
ニ
」
文
化
を
捉
え
よ
う
と

し
た
。
本
書
は
文
化
論
で
あ
る
と

と
も
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
の
本
で

も
あ
り
、
遊
び
の
締
め
出
し
が

フ
ァ
シ
ズ
ム
＝
兵
営
国
家
体
制
の

特
徴
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

彼
の
言
う
遊
び
と
は
、
物
質
的
有

用
性
、
必
要
の
領
域
の
外
で
行
わ

れ
る
、
そ
れ
自
体
を
目
的
と
し
た

行
為
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い

う
ラ
テ
ン
語
起
源
の
言
葉
が
も
と

は
「
遊
技
場
」
を
意
味
し
た
こ
と

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
学
問
も

ま
た
遊
び
に
起
源
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
。
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な
作
動
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
じ
ゃ
あ
何
の
た
め
に
知
識
を
捕
ま
え
た
ら

逃
げ
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
と
い
う
と
、
自
分
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な

知
識
を
自
分
で
生
み
出
す
た
め
で
す
。
そ
れ
が
学
問
の
本
質
だ
と
思
い
ま
す
。

阪
上　

知
識
を
得
た
ら
逃
げ
な
い
と
い
け
な
い
？ 

そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
ん
で

す
け
れ
ど
。

安
冨　

知
識
を
得
る
に
は
先
生
と
か
本
に
頼
ら
な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

で
も
そ
こ
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
と
、
自
分
の
思
考
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

逃
げ
る
っ
て
い
う
の
は
そ
こ
か
ら
離
れ
て
自
分
の
問
題
を
自
分
で
考
え
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
活
動
を
ど
れ
だ
け
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
す
る
か
、
そ
れ
が
マ
イ

ケ
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
のtacit know

ing
で
す
ね
。
そ
のtacit know

ing

の

プ
ロ
セ
ス
を
活
性
化
さ
せ
る
の
が
本
来
の
大
学
の
機
能
で
あ
っ
て
、
知
識
を
授

け
る
の
が
大
学
で
は
な
い
わ
け
で
す
よ
。
客
観
化
さ
れ
記
述
化
さ
れ
た

know
ledge

が
知
識
だ
っ
て
思
い
こ
ん
で
し
ま
う
と
、
大
事
な
側
面
が
抜
け

去
っ
て
し
ま
う
、
そ
れ
が
良
く
な
い
と
い
う
の
が
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
主
張
で
す
。

今
の
大
学
は
客
観
的
知
識
と
い
う
呪
縛
か
ら
抜
け
て
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

間
宮　

安
富
さ
ん
、
生
き
る
た
め
に
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。
し
か
し
マ

イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
『
知
る
こ
と
と
在
る
こ
と
（K

now
ing and 

Being

）』
と
い
う
本
の
中
で
少
し
違
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
彼
は
自
由

主
義
者
っ
て
言
わ
れ
て
い
て
、
上
か
ら
の
権
威
に
よ
ら
な
い
「
自
生
的
秩
序

（spontaneous order

）」
を
強
調
し
て
い
る
。
市
場
こ
そ
は
ま
さ
し
く
自
制

的
秩
序
で
す
。

　

で
は
大
学
は
ど
う
な
の
か
。
消
費
者
主
権
の
市
場
と
同
様
、
人
そ
れ
ぞ
れ
、

好
き
ず
き
な
こ
と
を
や
る
の
が
大
学
な
の
か
。
ポ
ラ
ン
ニ
ー
に
よ
れ
ば
半
分
は

そ
う
で
半
分
は
違
う
。
大
学
は
国
家
権
力
か
ら
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け

れ
ど
も
、
市
場
と
違
っ
て
、
あ
る
種
の
志
向
性
を
持
っ
て
い
る
。
自
由
主
義
の

自
由
は
普
通
、「
…
か
ら
の
自
由
」、freedom

 from

な
ん
で
す
が
、
大
学
に

お
け
る
自
由
は
「
…
へ
の
自
由
」、freedom

 to

と
い
う
一
面
を
も
っ
て
い
る

の
で
す
。
何
に
向
か
う
自
由
か
と
言
う
と
、
平
た
く
言
え
ば
「
真
理
」
な
ん
で

す
よ
。
真
理
と
い
っ
て
も
永
久
不
変
の
イ
デ
ア
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ

ん
な
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
一
つ
言
え
る
の
は
、
そ
れ
は
個

人
個
人
の
好
き
嫌
い
と
か
、
心
地
よ
さ
と
か
い
っ
た
も
の
を
離
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
は
個
人
個
人
は
や
が
て

引
退
し
て
死
ん
で
い
く
わ
け
だ
け
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の
も
の
は
連
綿
と
し

て
続
い
て
い
く
。
後
か
ら
来
た
人
が
定
説
を
覆
し
て
新
説
を
打
ち
出
す
。
そ
れ

を
ま
た
、
人
々
が
寄
っ
て
た
か
っ
て
検
討
に
付
す
。

　

要
す
る
に
、
人
間
は
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
す
る
け
れ
ど
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
連
続
性
と
志
向
性
を
も
つ
。

こ
の
こ
と
を
ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
強
調
す
る
ん
で
す
。

安
冨　

私
が
考
え
る
の
は
、
我
々
が
知
識
を
生
み
出
し
た
結
果
と

し
て
何
が
生
ま
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
実
感
が
無
い
と
、
学
問
は

楽
し
く
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
例
え
ば
学
会
で
褒
め

ら
れ
る
と
か
就
職
が
あ
る
と
か
で
は
、
あ
り
が
た
い
け
れ
ど
、
喜

び
を
感
じ
ら
れ
な
い
。
自
分
で
抱
え
た
問
題
を
自
分
で
解
決
す
る

の
が
最
重
要
の
こ
と
だ
し
、
そ
の
生
み
出
し
た
結
果
が
何
か
に
貢

献
し
て
い
る
と
直
接
的
に
感
じ
ら
れ
な
い
と
人
間
と
い
う
生
き
物

は
満
足
で
き
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
抽
象
的
な
、
高
い
と
こ
ろ
で

新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
と
い
う
方
向
で
は
、
人
間
は
真
の
喜
び

を
見
い
だ
せ
な
く
な
る
。
少
数
の
人
が
や
っ
て
い
る
う
ち
は
ま
だ

い
い
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
が
大
学
に
来
て
い
る
現

状
で
は
も
た
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
具
体
的
な
成
果
を
自

分
が
感
じ
ら
れ
る
形
で
研
究
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
自

分
た
ち
が
い
る
社
会
、
特
に
地
域
社
会
と
か
に
自
分
た
ち
を
ど
う
接
続
し
て
い

く
か
と
い
う
形
で
問
題
を
設
定
し
、
具
体
的
な
活
動
の
中
で
教
育
や
研
究
を
行

な
う
と
い
う
方
向
を
ど
う
し
て
も
持
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

間
宮　

フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
結
び
つ
き
も
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
も
う
一
つ
、

わ
れ
わ
れ
は
と
き
に
は
一
人
に
な
っ
て
も
の
ご
と
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

大
学
だ
け
で
は
な
い
、
例
え
ば
老
人
ホ
ー
ム
だ
っ
て
そ
う
で
す
。
日
本
の
老

人
ホ
ー
ム
は
共
用
の
施
設
が
中
心
で
、
そ
の
ほ
う
が
淋
し
く
な
い
だ
ろ
う
と
。

一
人
に
な
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
こ
を
批
判
し
た
の
が
京
大
建
築
学
科
の
外
山

義）
10
（

さ
ん
。

　

惜
し
く
も
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
彼
は
個
室
を
核
と
し
、
そ
の
周
り
に
共

用
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
た
施
設
の
必
要
性
を
主
張
し
た
ん
で
す
。
七
〇
年
、

八
〇
年
の
人
生
を
生
き
て
き
た
人
た
ち
で
す
よ
。
一
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
な
い
わ
け
が
な
い
。
大
学
も
同
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
一
年
中
自
分
だ

け
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
れ
と
い
う
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
時
に
は
自
分
だ
け
の

部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
、
妄
想
め
い
た
も
の
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　

大
学
で
は
国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
が
自
分

（
10
）
外
山 

義
（
と
や
ま　

た
だ

し
）　

一
九
五
〇
年
生
ま
れ
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
工
科
大
学
研
究

員
、
病
院
管
理
研
究
所
（
後
の
国

立
医
療
・
病
院
管
理
研
究
所
）、

東
北
大
学
を
経
て
、
一
九
九
八
年
、

京
都
大
学
大
学
院
教
授
。

二
〇
〇
二
年
、
没
。「
お
ら
は
う

す
宇
奈
月
」「
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か

の
す
」
な
ど
の
設
計
を
手
が
け
、

「
け
ま
喜
楽
苑
」
で
医
療
福
祉
建

築
賞
受
賞
。「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
へ

の
10
カ
条
策
定
委
員
会
委
員
」「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
個
室
化
に

関
す
る
研
究
委
員
会
委
員
」「
身

体
拘
束
ゼ
ロ
作
戦
推
進
会
議
委

員
」
な
ど
。

カンポ広場 （Photo by Felicity and Phillip）



15　対談：生きるための経済学

だ
け
の
居
場
所
を
持
つ
こ
と
に
裏
打
ち
さ
れ
な
い
と
、
地
に
着
い
た
も
の
に
は

な
り
え
な
い
。

　

無
縁
社
会
を
め
ぐ
っ
て

阪
上　

話
を
聞
い
て
い
て
思
っ
た
の
は
、
安
富
さ
ん
が
よ
く
言
わ
れ
る
縁
切
り

の
話
で
す
ね
。
色
ん
な
し
が
ら
み
が
あ
る
時
に
逃
げ
る
自
由
が
あ
る
っ
て
い
う

の
は
重
要
で
す
よ
ね
。

安
冨　

人
間
関
係
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
な
い
と
社
会
は
維
持
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
人
々
が
関
わ
っ
て
い
る
関
係
性
の
中
で
ク
オ
リ
テ
ィ
の
悪
い
関
係

を
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
が
、「
み
ん
な
仲
良
く
」
で
は
切
ろ
う
に

も
切
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
わ
ず
ら
わ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
吸
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
も
の
す
ご
く
息
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が

日
本
社
会
の
大
き
な
問
題
だ
と
思
う
の
で
す
。
感
じ
の
悪
い
関
係
を
勇
気
を

も
っ
て
切
る
社
会
的
慣
行
が
必
要
で
、
こ
れ
が
網
野
善
彦）

11
（

さ
ん
の
言
っ
た
「
無

縁
」、
こ
れ
は
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
「
遊
び
」
と
深
く
関
係
す
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

日
頃
の
し
が
ら
み
か
ら
一
時
的
に
抜
け
る
の
が
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
遊
び
で
、
そ
れ

が
社
会
を
活
性
化
す
る
と
言
う
ん
で
す
が
、
僕
は
そ
う
は
思
わ
な
く
て
、
そ
れ

じ
ゃ
単
に
し
が
ら
み
を
維
持
す
る
た
め
の
補
助
装
置
み
た
い
な
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
う
で
は
な
く
て
腐
っ
た
関
係
を
勇
気
を
持
っ
て
切
る
、
そ
れ
を
支

え
る
の
が
無
縁
だ
と
考
え
ま
す
。
大
学
が
し
が
ら
み
組
織
に
な
る
と
、
行
く
と

こ
ろ
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
、大
学
の
中
に
「
無
縁
学
部
」
と
か
を
作
っ

た
ら
ど
う
か
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

間
宮　

網
野
さ
ん
は
駆
け
込
み
寺
の
こ
と
も
語
っ
て
い
ま
す
が
、
駆
け
込
み

寺
っ
て
い
う
の
は
夫
婦
の
関
係
を
奥
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
断
ち
切
っ
て
寺
に
入
り
、

自
由
を
得
る
と
い
う
制
度
で
す
ね
。
同
じ
よ
う
な
の
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ジ
ー

ル
が
あ
る
。
ア
ジ
ー
ル
、
駆
け
込
み
寺
、
キ
ャ
ン
パ
ス
、
遊
び
の
空
間
、
非
日

常
的
な
空
間
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
空
間
が
社
会
全
体
を
覆
っ
て
し
ま
う
と
、

こ
の
よ
う
な
空
間
自
体
が
日
常
的
空
間
に
な
っ
て
し
ま
い
、
社
会
は
成
り
立
た

な
く
な
る
。

　

非
日
常
空
間
は
日
常
空
間
が
あ
っ
て
こ
そ
の
非
日
常
空
間
で
す
よ
。

安
冨　

そ
う
で
は
な
い
と
僕
は
解
釈
し
て
い
る
ん
で
す
。
網
野
さ
ん
が
言
っ
た

の
は
、
中
世
の
終
わ
り
に
な
っ
て
共
同
体
が
き
つ
く
な
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う

時
に
無
縁
を
空
間
的
に
析
出
し
た
の
が
ア
ジ
ー
ル
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
日
本
は
中
世
に
地
域
空
間
の
組
織
化
が
進
ん
で
い
っ
た
例
外
的
な
地

域
な
の
で
、
無
縁
も
ま
た
空
間
化
さ
れ
た
の
で
す
が
、
無
縁
の
原
理
そ
の
も
の

は
必
ず
し
も
空
間
化
さ
れ
る
必
要
は
無
い
。
縁
切
り
と
い
う
行
為
を
支
え
る
も

の
を
彼
は
ひ
っ
く
る
め
て
無
縁
の
原
理
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
中
国
社
会

は
む
し
ろ
無
縁
と
い
う
関
係
が
空
間
的
に
析
出
し
な
い
社
会
だ
っ
た
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
も
無
縁
を
空
間
的
に
再
編
成
す
る
必
要
は
無
く
、
関
係

性
を
切
っ
て
繋
ぎ
か
え
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
慣
行
、
組
織
、
制

度
が
あ
れ
ば
い
い
。
一
人
の
人
間
が
自
分
に
と
っ
て
い
い
と
思
う
関
係
を
確
保

す
る
が
、
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
人
間
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
る
、
こ
う
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
を
き
ち
ん
と
作
り
出
し
て
い
く
以
外
に
道
は
無
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

そ
れ
は
あ
る
意
味
自
由
化
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
同
時
に
自
由
化
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
ね
。
つ
ま
り
自
分
が
大
事
だ
と
思
う
関
係
に
は
忠
誠
を
尽
く
さ
な
い
と
関
係

は
維
持
で
き
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

阪
上　

良
く
な
い
と
思
っ
た
関
係
を
切
れ
る
自
由
が
あ
る
と
い
う
の
は
重
要
だ

と
思
い
ま
す
ね
。
だ
い
ぶ
時
間
も
経
ち
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
11
）
網
野
善
彦
（
あ
み
の　

よ

し
ひ
こ
）　
『
無
縁
・
公
界
・
楽
』

（
一
九
七
八
年
）
に
お
い
て
網
野

は
、
古
代
か
ら
近
世
、
さ
ら
に
は

近
代
に
ま
で
至
る
日
本
の
歴
史
を
、

支
配
と
服
従
と
い
う
縦
糸
を
通
し

て
観
る
公
式
的
な
史
観
に
異
を
唱

え
、
遊
郭
、
賭
場
、
芝
居
小
屋
、

家
族
、
湊
、
山
林
、
都
市
、
駆
け

込
み
寺
な
ど
、
自
由
で
平
和
な
空

間―
―

ア
ジ
ー
ル
が
権
力
関
係
の

網
の
目
に
穿
た
れ
て
い
た
こ
と
を

豊
富
な
史
料
を
も
と
に
実
証
し
た
。

「
無
縁
」
と
は
庶
民
が
権
力
関
係

や
世
俗
の
関
係
か
ら
解
き
放
た
れ

て
い
る
こ
と
、「
公
界
」
や
「
楽
」

は
無
縁
の
人
々
が
つ
く
る
自
由
で

平
和
な
領
域
の
こ
と
で
あ
る
。
な

お
、
本
書
に
引
か
れ
て
い
る
オ
ル

ト
ヴ
ィ
ン
・
ヘ
ン
ス
ラ
ー
の
ア

ジ
ー
ル
論
は
最
近
、
舟
木
徹
男
に

よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
。

（上）鏡でチェック若菜さま
（下）バイキング（「さくら風の村」池田徹氏提供）
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水
圏
と
陸
圏
。
全
く
異
な
る
生
物
相
か
ら
な
る
、

全
く
対
照
的
な
生
態
系
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に

は
存
在
す
る
。
陸
圏
生
物
に
と
っ
て
、
水
は
必
須

で
あ
る
が
、
水
圏
は
そ
こ
に
住
む
こ
と
は
永
久
に

か
な
わ
ぬ
世
界
で
あ
る
。
水
圏
生
物
は
、
水
と
い

う
媒
体
の
中
を
浮
遊
あ
る
い
は
遊
泳
、
あ
る
い
は

底
生
の
暮
し
を
し
て
い
る
。
単
細
胞
の
藻
類
が
一

次
生
産
の
大
半
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
点
も
、
大

型
の
陸
上
植
物
が
一
次
生
産
の
多
く
を
担
う
陸
上

生
態
系
と
は
異
な
る
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。「
固

着
」「
付
着
」
と
い
う
生
活
様
式
と
、
そ
れ
と
密

接
に
関
連
し
た
「
濾
過
食
」
と
い
う
摂
食
様
式
が

見
ら
れ
る
の
も
、
餌
と
な
る
無
数
の
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
浮
遊
し
て
い
る
水
圏
な
ら
で
は
の
特
徴
で
あ

る
。

　

水
圏
と
陸
圏
を
隔
て
て
い
る
境
界
は
汀
線
で
あ

る
。
汀
線
は
、
海
岸
だ
け
で
は
な
く
、
湖
岸
に
も
、

川
岸
に
も
存
在
す
る
（
図
１
）。
海
岸
の
汀
線
は
、

潮
汐
や
波
浪
の
影
響
を
強
く
受
け
、
一
方
で
湖
岸

や
川
岸
の
汀
線
は
、
洪
水
と
旱
魃
の
強
い
影
響
下

に
あ
る
。
潮
間
帯
や
氾
濫
原
に
象
徴
さ
れ
る
、
水

圏
と
陸
圏
の
移
行
帯
（
エ
コ
ト
ー
ン
）
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
物
の
生
息
場
所
に
な
っ
て
お
り
、
移
行

帯
を
唯
一
の
生
息
場
所
に
し
て
い
る
よ
う
な
生
物

も
多
い
。

　

汀
線
と
そ
の
ゆ
ら
ぎ
が
作
る
移
行
帯
は
、
水
圏

の
生
物
と
陸
圏
の
生
物
が
出
会
う
場
所
で
あ
る
と

同
時
に
、
そ
こ
は
か
つ
て
、
水
圏
生
物
た

ち
の
上
陸
が
試
み
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
っ

た
。
生
命
は
三
八
億
年
前
に
海
で
生
ま
れ
、

お
よ
そ
六
億
年
前
に
陸
上
へ
と
進
出
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

『
人
魚
姫
』
で
は
、
水
圏
か
ら
陸
圏
へ
の

上
陸
の
困
難
さ
が
象
徴
的
に
語
ら
れ
て
い

る
が
（
た
だ
し
、
人
魚
の
モ
デ
ル
と
言
わ

れ
る
ジ
ュ
ゴ
ン
は
、
ゾ
ウ
に
近
い
系
統
が

二
次
的
に
陸
か
ら
海
に
入
っ
た
も
の
）、

生
物
が
ど
の
よ
う
な
困
難
を
ど
の
よ
う
に

克
服
し
て
上
陸
を
達
成
し
た
の
か
は
、
い

ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　

上
陸
に
あ
た
っ
て
、
生
物
が
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
障
壁
は
数
多
い
。
ま

た
た
く
ま
に
体
の
水
分
を
奪
っ
て
ゆ
く
乾

燥
、
降
り
注
ぐ
紫
外
線
、
の
し
か
か
る
重

力
、
塩
水
に
適
応
し
た
生
物
に
と
っ
て
の
真
水
の

雨
な
ど
で
あ
る
。
一
方
で
、
陸
上
に
お
け
る
未
開

拓
の
餌
や
空
間
、
強
力
な
天
敵
の
不
在
な
ど
は
大

い
な
る
魅
力
で
あ
っ
た
。
海
に
起
源
し
た
生
物
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
、
水
圏
か
ら
陸
圏

へ
の
越
境
を
試
み
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

陸
上
に
生
命
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
、
陸
起

源
の
岩
石
中
に
含
ま
れ
る
有
機
物
の
存
在
は
、
単

細
胞
生
物
の
上
陸
が
少
な
く
と
も
カ
ン
ブ
リ
ア
紀

以
前
（
原
生
代
の
後
期
）
に
ま
で
遡
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る（

１
）。

安
定
同
位
体
炭
素
の
分
析
に
よ
る

と
、
そ
の
よ
う
な
有
機
物
の
中
に
は
、
光
合
成
生

物
由
来
の
も
の
と
、
従
属
栄
養
生
物
由
来
の
も
の

が
同
時
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
従

属
栄
養
生
物
の
上
陸
は
独
立
栄
養
生
物
の
上
陸
と

ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
起
こ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

波
浪
や
風
雨
、
氾
濫
な
ど
に
よ
っ
て
水
圏
の
有
機

陸
上
生
態
系
の
起
源

陸
上
生
態
系
の
起
源

（
１
） Labandeira, C. C. (2005) 

Invasion of the continents: cy-
anobacterial crusts to tree-in-
habiting arthropods. T

rends 
in E

cology and E
volution 20: 

253-262

越
境
の
試
練
と
報
償

―
―

生
物
た
ち
の
上
陸
の
歴
史

加
藤　

真 
｜M

A
K
O
T
O
 K
A
T
O

加
藤　

真
（
か
と
う
ま
こ
と
）

一
九
五
七
年
、
静
岡
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
、
農
学
博
士
。
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
。
専
門

は
生
態
学
。
著
書
に
『
日
本
の
渚
―
失
わ
れ
ゆ
く
海
辺
の
自
然
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
）、『
生
命
は
細
部
に
宿
り
た
ま
う
―
ミ
ク
ロ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
小
宇

宙
』（
岩
波
書
店
、
二
○
一
○
年
）
が
あ
る
。

図 1　 陸圏と水圏のさまざまな境界。A 干潟を持つ入り江（加計呂麻島）、
B 潮間帯を持つ磯（山口県上関町長島、沖に祝島が見える）、C 汽水
の潟湖の湖畔（サロマ湖）、D 平野の氾濫原（菅生沼）。
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物
が
陸
上
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
れ

ら
を
利
用
す
る
よ
う
な
細
菌
や
原
生
生
物
や
菌
類

の
食
物
連
鎖
も
そ
こ
に
は
成
立
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

原
生
代
に
地
表
や
岩
上
に
形
成
さ
れ
た
膜
状
の

微
生
物
集
団
は
、
乾
燥
・
高
温
・
低
温
・
貧
栄
養

条
件
・
強
い
日
射
と
い
っ
た
極
限
環
境
に
適
応
し

て
お
り
、
鉱
物
と
干
渉
し
合
い
、
岩
石
の
風
化
や

土
壌
の
形
成
に
も
関
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る（

２
）。

菌
類
の
系
統
解
析
に
よ
っ
て
、
陸
生
の
菌
類
の
起

源
（
接
合
菌
類
・
子
嚢
菌
類
・
担
子
菌
類
の
分
岐
）

が
原
生
代
に
遡
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ（
３
）、
藍
藻
な
ど

の
光
合
成
生
物
を
共
生
さ
せ
た
菌
類
（
必
ず
し
も

現
在
の
地
衣
と
似
て
は
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
、
図
２
）
の
出
現
も
原
生
代
に
遡
る
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

海
に
起
源
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
藻
類
の
中
で
、
上

陸
を
試
み
た
植
物
は
藍
藻
と
緑
藻
で
あ
る
が
、
陸

上
で
繁
栄
を
遂
げ
た
の
は
緑
藻
の
子
孫
で
あ
る
緑

色
植
物
だ
け
で
あ
る
。
海
水
中
で
優
占
す
る
藻
類

は
、
水
深
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
、
緑
藻
、
褐

藻
、
紅
藻
と
推
移
す
る
が
、
そ
の
垂
直
分
布
は
、

海
水
中
で
は
深
く
な
る
に
つ
れ
て
長
波
長
の
光
か

ら
減
衰
す
る
と
い
う
水
の
物
理
的
性
質
と
関
係
が

あ
る
。
深
い
場
所
に
多
く
生
え
る
紅
藻
は
、
短
波

長
の
光
が
卓
越
す
る
場
所
で
、
短
波
長
の
光
を
特

異
的
に
吸
収
す
る
よ
う
に
適
応
し
て
い
る
の
で
、

長
波
長
の
光
は
反
射
し
て
赤
く
見
え
る
。
一
方
、

浅
所
に
生
え
る
緑
藻
は
、
短
波
長
の
光
（
青
）
も

長
波
長
の
光
（
赤
）
も
よ
く
吸
収
で
き
る
。
そ
し

て
浅
所
に
生
え
て
い
た
こ
の
緑
藻
の
一
部
が
オ
ル

植
物
の
上
陸

植
物
の
上
陸

ド
ビ
ス
紀
に
上
陸
に
成
功
し
た
の
だ
っ
た
。

　

現
生
の
藻
類
の
中
で
陸
上
植
物
に
最
も
近
縁
な

緑
色
植
物
は
、
シ
ャ
ジ
ク
モ
類
で
あ
る
こ
と
が
分

子
系
統
解
析
に
よ
り
わ
か
っ
て
い
る（
４
）（
図
３
）。

シ
ャ
ジ
ク
モ
類
は
淡
水
に
生
育
す
る
沈
水
植
物
で

あ
り
、
上
陸
は
海
岸
で
は
な
く
、
淡
水
環
境
の
水

辺
で
起
こ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

シ
ャ
ジ
ク
モ
類
が
陸
上
植
物
と
共
有
す
る
き
わ

だ
っ
た
特
徴
は
、
ス
ポ
ロ
ポ
レ
ニ
ン
を
持
つ
と
い

う
特
徴
で
あ
る
。
ス
ポ
ロ
ポ
レ
ニ
ン
は
、
陸
上
植

物
の
胞
子
や
花
粉
の
細
胞
壁
の
外
層（
エ
キ
シ
ン
）

に
含
ま
れ
る
物
理
的
に
強
靭
で
化
学
的
に
も
き
わ

め
て
安
定
な
物
質
で
、
脂
肪
酸
や
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ

パ
ノ
イ
ド
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
、
カ
ロ
チ
ノ
イ

ド
の
重
合
体
で
あ
る
。
シ
ャ
ジ
ク
モ
類
で
は
接
合

子
の
細
胞
壁
中
に
ス
ポ
ロ
ポ
レ
ニ
ン
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
ス
ポ
ロ
ポ
レ
ニ
ン
の
存
在
が
、
後
の

陸
上
植
物
の
耐
乾
性
胞
子
の
前
適
応
と

な
っ
た
。

　

陸
上
に
上
が
っ
た
初
期
の
緑
色
植
物
は
、

シ
ャ
ジ
ク
モ
類
と
は
異
な
り
、
細
胞
壁
の

外
側
に
ク
チ
ク
ラ
層
を
発
達
さ
せ
て
耐
乾

性
を
獲
得
さ
せ
て
い
っ
た
。
精
子
と
受
精

し
た
接
合
子
は
、
シ
ャ
ジ
ク
モ
で
は
す
ぐ

に
減
数
分
裂
を
し
て
胞
子
を
形
成
す
る
が
、

陸
上
に
上
が
っ
た
植
物
で
は
、
接
合
子
が

母
親
の
植
物
体
か
ら
養
分
を
も
ら
い
つ
つ

成
長
し
た
の
ち
（
す
な
わ
ち
胚
に
な
り
）、

そ
の
胚
が
胞
子
を
形
成
す
る
。
胚
を
形
成

す
る
植
物
は
有
胚
植
物
と
呼
ば
れ
る
が
、

最
も
初
期
の
有
胚
植
物
が
コ
ケ
植
物
で
あ

り
、
陸
上
植
物
は
す
べ
て
有
胚
植
物
で
あ

る
。

　

こ
の
上
陸
に
伴
っ
て
、
陸
上
植
物
が
獲

得
し
た
も
の
の
一
つ
が
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ノ
イ
ド

の
代
謝
系
で
あ
る
。
ベ
ン
ゼ
ン
環
を
持
つ
ア
ミ
ノ

酸
の
一
種
で
あ
る
フ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
は
、
フ
ェ

ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
―
ア
ン
モ
ニ
ア
リ
ア
ー
ゼ
（
Ｐ
Ａ

Ｌ
）
に
よ
っ
て
桂
皮
酸
に
変
え
ら
れ
る（
５
）。
こ
の
桂

皮
酸
を
起
点
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ェ
ニ
ル
プ

ロ
パ
ノ
イ
ド
が
合
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

を
も
と
に
し
て
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
も
合
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
に
は
抗
菌
性
が
あ

り
、
同
時
期
に
上
陸
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
菌
類

と
の
拮
抗
関
係
の
中
で
、
抗
菌
物
質
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
陸
上
植
物

は
こ
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
を
、
共
生
細
菌
か
共
生
菌
か
ら
水

平
移
動
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
ら
し
い
こ
と
が
、
遺

伝
子
配
列
の
解
析
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ケ
は
胞
子
を
風
で
飛
ば
す
が
、
精
子
は
泳
い

で
卵
に
到
達
す
る
の
で
、
コ
ケ
の
繁
殖
に
は
個
体

（
２
） Heckm

an, D
. S., Geiser, 

D
. M
., Eidell, B. R., Stauff er, 

R. L., K
ardos, N

. L. and H
edges, 

B. (2001) M
olecular evidence 

for the early colonization of 
land by fungi and plants. Sci-
ence 293: 1129-1133.

（
３
） Gorbushina, A

. A
. and 

Boughton, W
. J. (2009) M

icro-
biology of the atm

osphere-
rock interface: how

 biological 
interactions and physical 
stresses m

odulate a sophisti-
cated m

icrobial ecosystem
. 

A
nnual R

eview
 of M

icrobiology 
63: 431-450.

（
４
） Karol, K

. G., M
cCouurt, 

R. M
., Cim

ino, M
. T
. and D

el-
w
iche, C. F. (2001) T

he clos-
est living relatives of land 
plants. Science 294: 2351- 
2353.

（
５
） W

eng, J-K
. and H

apple, C. 
(2010) T

he origin and evolution 
of lignin biosynthesis. N

ew
 

Phytologist 187:273-285.

図 2　 藻類と菌類の共生体である地衣類。藍藻は菌類と共生することによっ
て、上陸をなしとげた。A ハナゴケ、B ヘリトリゴケ、C チズゴケ、
D ナガサルオガセ。
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ど
う
し
を
つ
な
ぐ
水
膜
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
強

い
水
依
存
が
、
コ
ケ
を
湿
潤
な
場
所
か
ら
遠
く
は

な
れ
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
通
導

組
織
や
そ
れ
を
支
持
す
る
維
管
束
を
も
た
な
い
コ

ケ
植
物
は
地
表
に
広
が
る
だ
け
で
、
そ
の
上
に
広

が
る
無
尽
蔵
の
空
間
を
利
用
で
き
な
い
ま
ま
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

維
管
束
を
持
っ
て
地
面
か
ら
立
ち
上
が
る
植
物

が
出
現
し
た
の
は
、
シ
ル
ル
紀
か
ら
デ
ボ
ン
紀
に

か
け
て
で
あ
る
。
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
類
や
シ
ダ
類

に
代
表
さ
れ
る
維
管
束
植
物
は
、
光
を
め
ぐ
る
競

争
で
コ
ケ
植
物
に
対
し
て
優
位
に
立
っ
た
。
ま
た
、

コ
ケ
で
は
胚
が
母
親
の
植
物
体
に
従
属
し
て
い
た

が
、
維
管
束
植
物
で
は
胚
が
母
親
か
ら
独
立
し
て

生
育
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
型
化
し
て
ゆ
く
こ
と

に
な
る
。
維
管
束
植
物
が
生
活
史
の
大
半
を
複
相

で
生
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
相
同
染
色

体
の
片
方
の
遺
伝
子
の
変
異
が
許
容
さ
れ
や
す
い

こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
進
化
の
可

能
性
を
大
き
く
広
げ
た
と
言
え
る
。

　

植
物
の
細
胞
壁
の
主
成
分
は
セ
ル
ロ
ー
ス
で
あ

る
。
セ
ル
ロ
ー
ス
は
、
で
ん
ぷ
ん
と
同
様
に
ブ
ド

ウ
糖
の
重
合
体
で
あ
る
が
、
そ
の
結
合
の
仕
方
が

で
ん
ぷ
ん
と
は
異
な
る
た
め
に
、
化
学
的
性
質
も

大
き
く
異
な
る
。
セ
ル
ロ
ー
ス
は
繊
維
状
の
物
質

で
、紙
の
主
成
分
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、セ
ル
ロ
ー

ス
だ
け
で
は
強
度
を
生
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
維

管
束
の
強
度
を
保
証
し
て
い
る
の
は
、
セ
ル
ロ
ー

ス
の
繊
維
を
三
次
元
に
つ
な
ぎ
締
め
る
物
質
、
リ

グ
ニ
ン
の
存
在
で
あ
る
。

　

リ
グ
ニ
ン
は
、
コ
ケ
植
物
で
獲
得
さ
れ
た
代
謝

維
管
束
植
物
の
登
場

維
管
束
植
物
の
登
場

系
の
産
物
で
あ
る
フ
ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ
ノ
イ
ド
が
三

次
元
に
結
合
し
た
重
合
体
で
あ
る
。
桂
皮
酸
か
ら

リ
グ
ニ
ン
合
成
に
至
る
複
雑
な
反
応
系
を
獲
得
し

た
の
は
維
管
束
植
物
で
あ
っ
た
。
石
炭
紀
に
は
茎

が
木
本
化
す
る
維
管
束
植
物
が
出
現
し
、
地
球
上

で
初
め
て
の
森
林
が
形
成
さ
れ
た
。
水
辺
に
成
立

し
た
石
炭
紀
の
森
林
を
構
成
し
て
い
た
の
は
、
鱗

木
（
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
類
）
や
ロ
ボ
ク
（
シ
ダ
類
）

な
ど
の
無
種
子
植
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
森
林
で

は
、
木
材
は
湿
地
に
埋
没
し
、
長
い
年
月
を
経
て

石
炭
と
な
っ
た
。
当
時
の
森
林
生
態
系
に
お
い
て
、

植
物
の
遺
体
が
分
解
さ
れ
る
こ
と
な
く
炭
化
し
た

理
由
は
、
こ
の
森
が
湿
地
に
成
立
し
て
い
た
こ
と

と
、
セ
ル
ロ
ー
ス
や
リ
グ
ニ
ン
を
効
率
的
に
分
解

で
き
る
強
力
な
木
材
腐
朽
菌
が
当
時
は
ま
だ
出
現

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

シ
ル
ル
紀
の
植
物
の
本
格
的
な
上
陸
に
伴
い
、

陸
上
の
一
次
生
産
は
急
激
に
上
昇
し
て
い
っ
た
。

こ
の
有
機
物
を
求
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
群
が

陸
を
目
指
し
た
。
上
陸
を
試
み
た
代
表
的
な
グ

ル
ー
プ
は
、
節
足
動
物
、
軟
体
動
物
（
陸
貝
類
）、

環
形
動
物
（
ミ
ミ
ズ
類
）、
そ
し
て
や
や
遅
れ
て

脊
椎
動
物
で
あ
る
（
図
３
）。

　

昆
虫
を
含
む
節
足
動
物
は
、
地
球
で
最
も
高
い

種
多
様
性
を
持
ち
、
海
と
陸
の
両
方
で
最
も
繁
栄

し
て
い
る
生
物
群
で
あ
る
と
言
え
る
。
節
の
あ
る

付
属
肢
を
持
ち
、
脱
皮
を
し
て
成
長
す
る
と
い
う

体
制
が
機
動
性
を
保
証
し
、
そ
の
機
動
性
が
節
足

動
物
の
繁
栄
に
は
関
わ
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

最
近
の
分
子
系
統
解
析
は
、
こ
れ
ま
で
の
節
足
動

物
の
系
統
関
係
に
大
き
な
変
更
を
迫
る
こ
と
に

動
物
の
上
陸

動
物
の
上
陸

な
っ
た（

６
）（

図
４
）。
節
足
動
物
門
は
単
系
統
（
す

べ
て
が
同
じ
祖
先
に
起
源
す
る
こ
と
）
で
、
そ
の

姉
妹
群
に
、
有ゆ
う
そ
う爪
動
物
門
（
カ
ギ
ム
シ
類
）
と
緩か
ん

歩ぽ

動
物
門
（
ク
マ
ム
シ
類
）
が
く
る
。
節
足
動
物

門
に
は
以
下
の
七
つ
の
単
系
統
群
が
認
め
ら
れ
た
。

①
六
脚
綱
（
広
義
の
昆
虫
類
）、
②
異
蝦
綱
（
カ

シ
ラ
エ
ビ
目
と
ム
カ
デ
エ
ビ
目
）、
③
真
甲
殻
綱

﹇
蔓ま

ん
き
ゃ
く

脚
亜
綱
（
フ
ジ
ツ
ボ
亜
綱
）、
軟
甲
亜
綱
（
ホ

ン
エ
ビ
上
目
、
フ
ク
ロ
エ
ビ
上
目
、
ト
ゲ
エ
ビ
上

目
、
コ
ノ
ハ
エ
ビ
上
目
）、
橈か
い
あ
し脚
亜
綱
（
カ
イ
ア

（
６
） Regier, J. C., Shultz, J. W

., 
Zw
ick, A

., H
ussey, A

., Ball, B., 
W
etzer, R., M

artin, J. W
., and 

Cunningham
, C. W

. (2010) A
r-

thropod relationships re-
vealed by phylogenom

ic anal-
ysis of nuclear protein-coding 
sequences. N

ature 463: 1079- 
1083.

被子植物
裸子植物
シダ植物
ヒカゲノカズラ植物
リニア
コケ植物
シャジクモ植物
緑藻
紅藻
子嚢菌
担子菌
接合菌
バッタ目
甲虫目
カゲロウ目
トンボ目
シミ目
イシノミ目
トビムシ目
コムシ目
ムカデエビ目
カシラエビ目
フジツボ亜網
エビ亜網
カイアシ亜網
ミジンコ亜網
ホウネンエビ亜網
シタムシ亜網
カイミジンコ亜網
ムカデ亜網
ヤスデ亜網
クモ亜網
カブトガニ亜網
ウミグモ亜網
クマムシ門
カギムシ門
四足動物
魚類
無顎類

維
管
束
植
物

六
脚
網

異
蝦

真
甲
殻
網

貧
甲

多
足

𨦇
角

脊
椎
動
物

節
足
動
物
門

真
菌
類

緑
色
植
物

012345678

原生代 カンブリアオルドビスシルル デボン 石炭 ペルム 三畳 ジュラ 白亜 新生代

地質年代（億年前）

維管束の起源
胚の起源

多細胞の生殖器

翅の起源

付属肢６本

水生
陸生
幼生が水生、成体が陸生
一部が陸生

節のある付属肢の起源

顎の起源

完全変態

図 3　 地質時代における生物たちの上陸の歴史。生物の系統関係は最新の系統樹に基づいている（4），（6）
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シ
亜
綱
）、
葉
脚
亜
綱
（
ミ
ジ
ン
コ
上
目
、
カ
ブ

ト
エ
ビ
上
目
）、
無
甲
亜
綱
（
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ
亜

綱
）﹈、
④
貧
甲
殻
綱
﹇
シ
タ
ム
シ
亜
綱
、
鰓さ
い
び尾
亜

綱
、ヒ
ゲ
エ
ビ
亜
綱
、介
形
亜
綱
﹈、⑤
多
足
綱
﹇
倍

脚
亜
綱
（
ム
カ
デ
綱
）、
結
合
亜
綱
（
コ
ム
カ
デ

亜
綱
）、
少
脚
亜
綱
（
エ
ダ
ヒ
ゲ
ム
シ
綱
）、
唇
脚

亜
綱（
ヤ
ス
デ
綱
）﹈、⑥
鋏き

ょ
う
き
ゃ
く脚

綱﹇
蛛し

ゅ
け
い形

亜
綱（
ク

モ
亜
綱
）、
節
口
亜
綱
（
カ
ブ
ト
ガ
ニ
亜
綱
）﹈、

⑦
皆
脚
綱
（
ウ
ミ
グ
モ
綱
）
で
あ
る
。
こ
の
系
統

は
六
脚
綱
の
起
源
に
つ
い
て
驚
く
べ
き
視
点
を
提

供
し
た
。
す
な
わ
ち
、
六
脚
綱
の
姉
妹
群
（
最
も

近
い
系
統
）
は
異
蝦
綱
（
カ
シ
ラ
エ
ビ
と
ム
カ
デ

エ
ビ
）
で
あ
り
、
こ
の
両
者
の
姉
妹
群
が
真
甲
殻

綱
で
あ
る
。

　

六
脚
綱
は
、
狭
義
の
昆
虫
類
（
有
翅
昆
虫
と
イ

シ
ノ
ミ
か
ら
な
る
）
と
内
顎
類
（
コ
ム
シ
目
、
カ

マ
ア
シ
ム
シ
目
、
ト
ビ
ム
シ
目
か
ら
な
る
）
か
ら

な
る
。
昆
虫
の
大
半
は
陸
生
で
あ
る
が
、
有
翅
昆

虫
で
最
も
原
始
的
な
カ
ゲ
ロ
ウ
目
の
幼
虫
が
淡
水

性
で
あ
る
こ
と
と
、
六
脚
綱
の
姉
妹
群
に
あ
た
る

異
蝦
綱
の
ム
カ
デ
エ
ビ
が
汽
水
洞
窟
で
発
見
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
上
陸
が
淡
水
の
水
辺
で
起
こ
っ

た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
異
蝦
綱

の
他
方
の
一
群
で
あ
る
カ
シ
ラ
エ
ビ
は
海
の
泥

中
）。
六
脚
綱
と
異
蝦
綱
で
は
神
経
系
の
構
造
以

外
、
共
有
派
生
形
質
が
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
ず
、

両
者
の
分
岐
は
五
億
年
前
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
、

節
足
動
物
の
最
大
の
系
統
（
昆
虫
）
の
起
源
は
カ

ン
ブ
リ
ア
紀
ま
で
遡
る
可
能
性
が
高
い
。

　

陸
生
に
な
っ
た
他
の
節
足
動
物
の
起
源
も
古
い
。

現
生
の
多
足
綱
は
す
べ
て
陸
生
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
上
陸
は
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
に
遡
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
多
足
綱
の
姉
妹
群
は
現
在
生
き
残
っ
て
い

な
い
。
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
に
は
、
ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス

の
よ
う
に
、
現
世
の
節
足
動
物
と
の
類
縁
関
係
が

不
明
な
も
の
も
多
く
、
そ
れ
ら
の
絶
滅
群
の
中
に

多
足
類
の
祖
先
群
が
混
じ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
一
方
、
鋏
脚
綱
で
は
、
蛛
形
亜
綱
で
上
陸
が

起
こ
っ
た
。
現
生
の
蛛
形
亜
綱
は
す
べ
て
陸
生
で

あ
る
が
、
オ
ル
ド
ビ
ス
紀
か
ら
デ
ボ
ン
紀
に
は
、

蛛
形
亜
綱
に
属
す
と
考
え
ら
れ
る
ウ
ミ
サ
ソ
リ
類

が
化
石
で
知
ら
れ
て
お
り
、
上
陸
の
歴
史
に
多
く

の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
蛛
形
亜
綱
と
節
口
亜

綱
（
カ
ブ
ト
ガ
ニ
類
）
に
は
、
書
肺
と
呼
ば
れ
る
、

何
枚
も
の
紙
を
束
ね
た
よ
う
な
呼
吸
器
官
が
あ
り
、

ウ
ミ
サ
ソ
リ
類
の
化
石
で
も
そ
の
構
造
が
見
つ

か
っ
て
い
る
。

　

真
甲
殻
綱
は
現
在
、
海
で
最
も
繁
栄
し
て
い
る

節
足
動
物
で
あ
る
が
、
そ
の
真
甲
殻
綱
に
お
い
て

も
上
陸
を
遂
げ
た
系
統
が
あ
る
。
軟
甲
亜
綱
の
ホ

ン
エ
ビ
上
目
（
カ
ニ
・
ヤ
ド
カ
リ
類
）
と
フ
ク
ロ

エ
ビ
上
目
（
ワ
ラ
ジ
ム
シ
類
、
ヨ
コ
エ
ビ
類
）
で

あ
る
が
、
そ
の
上
陸
は
ず
っ
と
遅
れ
て
、
中
生
代

以
降
に
な
る
。

　

カ
ン
ブ
リ
ア
紀
に
上
陸
を
始
め
、
シ
ル
ル
紀
に

陸
上
生
態
系
の
食
物
連
鎖
の
頂
点
に
君
臨
し
た
節

足
動
物
の
天
下
は
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
デ

ボ
ン
紀
に
魚
類
が
陸
を
め
ざ
し
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
ら
の
上
陸
も
淡
水
の
水
辺
で
起
こ
っ
た
が
、
淡

水
で
の
浸
透
圧
調
節
の
た
め
に
起
源
し
た
リ
ン
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
が
、
重
力
に
対
し
て
体
を
支
え

る
た
め
の
前
適
応
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

肺
魚
の
よ
う
に
鰭
が
骨
で
支
え
ら
れ
て
い
る
魚
類

の
一
系
統
が
、
水
辺
の
生
活
の
中
で
、
胸
び
れ
と

腹
び
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
前
足
と
後
足
に
変
え
、
内
蔵

脊
椎
動
物
の
上
陸

脊
椎
動
物
の
上
陸

を
保
護
す
る
た
め
に
肋
骨
を
発
達
さ
せ
て
い
っ
た

（
図
４
）。
水
辺
に
は
、
節
足
動
物
や
環
形
動
物
と

い
っ
た
餌
生
物
が
多
か
っ
た
が
、
ウ
ミ
サ
ソ
リ
の

よ
う
な
捕
食
者
も
生
息
し
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の

人
が
「
ク
モ
嫌
い
」
で
あ
る
背
景
に
は
、
蛛
形
類

の
祖
先
で
あ
る
ウ
ミ
サ
ソ
リ
へ
の
恐
怖
の
原
記
憶

が
脊
椎
動
物
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う

説
が
あ
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

外
骨
格
を
持
つ
節
足
動
物
に
対
し
て
、
内
骨
格

を
持
つ
脊
椎
動
物
は
、
高
い
運
動
能
力
を
維
持
し

つ
つ
大
型
化
で
き
る
と
い
う
構
造
上
の
利
点
を

持
っ
て
い
た
。
デ
ボ
ン
紀
以
降
の
節
足
動
物
に

と
っ
て
、
脊
椎
動
物
の
姿
は
恐
怖
の
対
象
に
な
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
地
球
に
初
め
て
森
林
が
成
立
し

た
石
炭
紀
に
は
、
そ
こ
で
生
き
て
い
た
生
物
相
は

全
く
異
な
る
も
の
の
、
現
世
と
よ
く
似
た
生
態
系

が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
海
に
生
活
し
て
い
た
生

物
の
ほ
ん
の
一
部
の
パ
イ
オ
ニ
ア
が
、
い
く
つ
か

の
前
適
応
を
幸
運
と
し
て
、
水
圏
と
陸
圏
の
境
界

を
主
に
淡
水
の
水
辺
か
ら
越
え
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
子
孫
が
や
が
て
著
し
い
多

様
化
を
遂
げ
て
、
無
尽
蔵
に
広
が
る
大
地
に
君
臨

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
未
開
拓
な
環
境

へ
の
越
境
に
際
し
て
、
そ
の
困
難
に
あ
え
て
立
ち

向
か
っ
た
先
駆
者
の
み
に
そ
の
後
の
繁
栄
が
約
束

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
深
い
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
。

図 4  初期に上陸を遂げた脊椎動物の生き残りである
両生類の有尾類。

 Ａ  ヒダサンショウウオの幼生（鰓を持ち、水
中生活）、

 Ｂ  アカイシサンショウウオの成体（肺を持ち、
陸上生活）。
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自
然
が
真
空
を
嫌
う
よ
う
に
、
人
間
に
は
不
純

を
嫌
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。
同
じ
犬
で
も
血
統

書
つ
き
の
純
粋
種
は
愛
玩
さ
れ
る
の
に
、
雑
種
は

や
っ
か
い
払
い
さ
れ
る
。
奇
特
な
飼
い
主
を
見
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
雑
種
犬
は
あ
わ
れ
に
も
打
ち
棄

て
ら
れ
て
野
良
犬
と
な
り
、
下
手
す
れ
ば
保
健
所

送
り
で
あ
る
。
我
が
家
で
は
柴
犬
を
飼
っ
て
い
る

が
、
散
歩
し
て
い
る
と
、
よ
く
「
ベ
ル
ち
ゃ
ん
で

す
か
？
」
と
間
違
わ
れ
る
。
ベ
ル
は
近
所
で
飼
わ

れ
て
い
る
柴
犬
で
、
雑
種
で
は
あ
る
が
、
な
ん
と

な
く
気
品
が
あ
り
、
お
し
ろ
い
を
塗
っ
た
よ
う
な

色
白
顔
の
そ
の
犬
を
私
は
京
美
人
と
呼
ん
で
か
わ

い
が
っ
て
い
る
。
同
じ
柴
で
も
十
人
十
色
、
ス
リ

ム
で
顔
の
と
が
っ
た
キ
ツ
ネ
の
よ
う
な
の
も
お
れ

ば
、
目
つ
き
、
体
つ
き
か
ら
、
毛
の
色
ツ
ヤ
に
い

た
る
ま
で
タ
ヌ
キ
の
化
身
み
た
い
な
の
も
い
る
。

血
統
書
つ
き
の
犬
と
い
っ
て
も
、
縄
文
時
代
こ
の

か
た
同
じ
血
統
を
保
っ
て
い
る
も
の
は
皆
無
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
四
、五
代
さ

か
の
ぼ
れ
ば
、
ど
こ
の
馬
の
骨
と
も
分
か
ら
な
い

の
が
た
い
て
い
で
は
な
い
か
。
同
じ
雑
種
で
も
人

間
が
人
工
的
に
つ
く
り
あ
げ
た
雑
種
は
雑
種
か
ら

純
粋
種
に
格
上
げ
さ
れ
、
高
値
で
売
買
さ
れ
る
。

俺
の
ブ
ル
ド
ッ
グ
は
純
粋
種
の
ブ
ル
ド
ッ
グ
だ
な

ど
と
い
っ
て
威
張
る
人
が
い
る
か
ら
お
か
し
い
。

親
犬
の
道
な
ら
ぬ
恋
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
京
美
人

も
、
愛
好
者
が
ふ
え
れ
ば
や
が
て
「
京
美
人
」
と

い
う
純
粋
種
が
生
み
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
、
純
粋
種
も
雑
種
も
、
し
ょ
せ
ん
、
犬
は

犬
、
三
毛
猫
も
ペ
ル
シ
ャ
猫
も
同
じ
猫
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
く
、
顔
は
猫
で
胴
体
は
犬
、
尾

は
鳥
だ
と
い
う
珍
種
が
現
れ
る
こ
と
も
な
い
。
と

き
に
は
胴
体
は
ビ
ー
バ
ー
か
カ
ワ
ウ
ソ
の
類
だ
が
、

鴨
の
よ
う
な
嘴
を
も
ち
、
し
か
も
卵
生
と
い
う
念

の
入
っ
た
珍
獣
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一
八
世

紀
に
こ
の
奇
妙
奇
天
烈
な
動
物
の
毛
皮
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
き
、
鴨
の
嘴
を
動
物

の
毛
皮
に
縫
い
合
わ
せ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

疑
っ
た
人
も
い
た
そ
う
で
あ
る
。
世
の
騒
ぎ
を
よ

そ
に
、動
物
学
者
は
哺
乳
類
（
綱
）
の
「
単
孔
目
」

の
下
に
「
カ
モ
ノ
ハ
シ
」
と
い
う
一
科
を
設
け
、

一
件
落
着
と
相
成
っ
た
。
不
純
の
存
在
と
見
え
た

も
の
も
分
類
図
に
場
所
を
与
え
ら
れ
れ
ば
立
派
な

純
粋
種
と
な
る
の
だ
。
こ
う
し
て
動
物
は
、
上
は

界
や
綱
か
ら
、
下
は
科
、
属
、
種
に
至
る
ま
で
、

菌
糸
が
に
ょ
き
に
ょ
き
増
殖
し
て
い
く
よ
う
に
、

細
か
く
枝
分
か
れ
し
て
い
く
。
分
岐
点
を
除
け
ば
、

一
点
の
交
差
点
も
も
つ
こ
と
が
な
い
。
生
物
分
類

図
は
、
不
純
を
嫌
う
人
間
精
神
の
生
み
だ
し
た
最

高
傑
作
と
い
っ
た
ら
い
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
生
物
の
分
類
と
違
っ
て
、
哲
学
的
・

社
会
科
学
的
概
念
の
分
類
の
場
合
に
は
、
だ
い
ぶ

事
情
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
法
的
な
所
有
概
念
は

公
有
、
共
有
、
私
有
な
ど
に
分
割
さ
れ
る
が
、
こ

れ
ら
は
必
ず
し
も
排
反
的
で
は
な
い
。
イ
ヌ
科
の

動
物
と
ネ
コ
科
の
動
物
は
ま
ぎ
れ
な
く
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
私
有
と
共
有
は
そ
れ

ほ
ど
明
確
に
区
別
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
家
族

で
所
有
す
る
自
動
車
や
電
機
製
品
は
法
律
的
に
は

私
有
で
あ
る
が
、
家
族
全
員
が
全
員
で
使
用
し
て

い
る
と
い
う
意
味
で
は
そ
れ
ら
を
共
有
し
て
い
る

と
も
い
え
る
し
、
反
対
に
資
源
の
共
同
利
用
地
で

あ
る
コ
モ
ン
ズ
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
も
た
な
い

人
々
を
排
除
す
る
と
い
う
意
味
で
は
私
有
と
多
少

は
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
公
的
空
間
と
私
的
空
間

分
類
に
お
け
る
分
離
と
重
複

分
類
に
お
け
る
分
離
と
重
複

境
界
か
ら
空
間
へ

―
―

視
値
覚
に
お
け
る
虚
と
実―

―

間
宮
陽
介 
｜Y

O
SU
K
E M
A
M
IY
A

間
宮
陽
介
（
ま
み
や　

よ
う
す
け
）

一
九
四
八
年
長
崎
市
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
。

コ
モ
ン
ズ
を
は
じ
め
と
し
て
、
都
市
・
政
治
領
域
な
ど
の
諸
問
題
を
空
間
論
の

視
点
か
ら
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
主
な
著
書
に
『
モ
ラ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス

と
し
て
の
経
済
学
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
六
年
）、『
ケ
イ
ン
ズ
と
ハ

イ
エ
ク
』（
中
央
公
論
社
、一
九
八
九
年
）、『
法
人
企
業
と
現
代
資
本
主
義
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
三
年
）、『
丸
山
眞
男
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
。

生物の分類図（右）
社会科学・人間学の概念体系（左）

カモノハシ（Platypus, 1810 / by J.W. Lewin）
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の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
て
、
住
居
の
よ
う
な
私
的

空
間
の
中
に
も
居
間
や
食
堂
の
よ
う
な
公
的
空
間

が
あ
る
。
居
間
や
食
堂
に
比
べ
た
ら
寝
室
や
風
呂

場
は
私
的
空
間
、
い
わ
ば
私
的
空
間
の
中
の
私
的

空
間
で
あ
る
。
街
路
の
よ
う
な
公
的
空
間
で
も
長

屋
の
路
地
は
私
的
性
格
を
帯
び
、
長
屋
全
体
の
居

間
と
い
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
公
と
私
、
公
的

空
間
と
私
的
空
間
は
必
ず
し
も
排
反
的
で
は
な
く
、

む
し
ろ
含
み
含
ま
れ
の
入
れ
子
関
係
を
な
し
て
い

る
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。

　

快
、
便
宜
、
正
義
と
い
っ
た
道
徳
的
概
念
も
、

思
想
と
行
動
と
い
っ
た
人
間
学
的
概
念
も
、
相
互

に
排
反
的
で
は
な
く
、
大
な
り
小
な
り
重
複
す
る

部
分
を
も
っ
て
い
る
。
Ｒ
・
Ｇ
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ

ド（
１
）

は
こ
の
よ
う
な
概
念
の
重
複
をoverlap of 

classes 

と
呼
び
、
概
念
の
程
度
差
に
よ
る
階
梯

scale of form
s

（「
公
的
」、「
私
的
」
と
い
っ
た

概
念
が
絶
対
的
意
味
を
も
つ
の
で
な
く
、
た
か
だ

か
程
度
の
違
い
で
あ
る
の
は
そ
の
一
例
）
と
と
も

に
彼
の
哲
学
方
法
論
の
礎
石
と
し
た
の
で
あ
る
。

生
物
界
の
種
概
念
と
違
っ
て
、
人
間
界
の
概
念
は

状
況
が
違
え
ば
意
味
や
価
値
を
変
え
る
。
正
直
は

と
き
に
よ
っ
て
は
馬
鹿
正
直
と
な
り
、
快
楽
も
度

を
越
せ
ば
苦
痛
と
な
る
。
正
直
と
馬
鹿
正
直
の
境

に
、
機
に
応
じ
た
適
切
な
行
動
を
と
る
と
い
う
便

宜
や
機
会
の
思
想
（
便
宜
主
義
、
機
会
主
義
）
が

生
ま
れ
、
便
宜
・
機
会
ば
か
り
が
追
い
求
め
ら
れ

オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
が
蔓
延
し
て
い
く
と
、
こ
ん
ど

は
ふ
た
た
び
原
点
に
立
ち
返
り
、
正
義
の
原
理
原

則
が
呼
び
起
こ
さ
れ
る
。
原
理
主
義
と
修
正
主
義

の
対
立
は
異
質
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
で
は
な

く
、
同
類
異
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
、
す
な

わ
ち
同
一
の
主
義
・
思
想
の
解
釈
を
め
ぐ
る
対
立

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
は
、
人
間
や
社

会
の
領
分
で
は
、
当
の
人
間
の
動
機
が
多
様
で
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
し
か
も
行
為
の
帰
結
は

人
間
を
取
り
巻
く
諸
条
件
に
深
く
依
存
し
て
い
る

と
い
う
事
実
に
よ
る
。
同
一
の
行
為
で
も
動
機
の

純
・
不
純
に
よ
っ
て
評
価
が
異
な
る
場
合
も
あ
る

し
、
不
純
な
動
機
に
発
す
る
行
為
で
も
結
果
が
動

機
の
不
純
さ
を
帳
消
し
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
シ

ン
ド
ラ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
の
は
博
愛
的
動

機
で
は
な
く
経
済
的
動
機
か
ら
で
あ
っ
た
。
残
忍

な
や
り
方
で
ロ
マ
ー
ニ
ャ
を
平
定
し
た
チ
ェ
ザ

レ
・
ボ
ル
ジ
ア
は
、
残
忍
と
い
わ
れ
た
く
な
い
ば

か
り
に
ピ
ス
ト
イ
ア
を
見
殺
し
に
し
た
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
人
よ
り
は
、
よ
ほ
ど
慈
悲
に
と
ん
で
い
た（

２
）。

政
治
の
世
界
で
求
め
ら
れ
る
の
は
道
徳
的
善
意
で

あ
る
よ
り
は
、
人
々
に
安
寧
を
も
た
ら
す
か
否
か

の
帰
結
で
あ
り
、「
正
義
を
行
う
べ
し
、
た
と
え

世
界
が
滅
ぶ
と
も（
３
）」
と
い
う
偉
大
な
格
言
が
政
治

の
世
界
に
お
い
て
悲
惨
で
あ
る
の
は
、
正
義
の
大

義
の
た
め
に
世
界
が
滅
ん
で
は
元
も
子
も
な
い
か

ら
で
あ
る
。
政
治
権
力
の
担
い
手
は
「
手
術
は
成

功
し
た
が
患
者
は
死
ん
だ
」
と
自
己
満
足
に
耽
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
道
徳
世
界
の
正
義
が
往
々
に

し
て
政
治
世
界
の
不
正
義
と
な
る
こ
と
は
、
歴
史

上
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
科
学
・
人
間
学
的
諸
概
念
は

生
物
の
場
合
と
は
異
な
り
、
与
え
ら
れ
た
分
類
体

系
の
特
定
の
場
所
に
ピ
ン
止
め
し
固
定
し
て
や
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
正
義
は
不
正
義
に
な
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
不
正
義
が
正
義
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

概
念
の
重
複
は
こ
れ
ら
の
学
問
分
野
に
お
い
て
は

不
可
避
で
あ
り
、
純
粋
概
念
の
飽
く
な
き
追
求
は

か
え
っ
て
概
念
と
い
う
認
識
の
眼
鏡
を
曇
ら
せ
る
。

概
念
の
不
純
さ
は
学
問
の
客
観
性
を
損
な
う
ど
こ

ろ
か
、
む
し
ろ
現
実
を
見
る
目
を
豊
か
に
す
る
と

さ
え
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

境
界
は
分
類
図
に
お
け
る
境
界
ば
か
り
で
な
く
、

異
質
な
領
域
と
領
域
が
踵
を
接
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
。
山
と
里
の
間
に
は

里
山
と
い
う
境
界
が
あ
る
し
、
文
化
と
文
化
の
間

に
は
「
雑
種
的
文
化
」（
加
藤
周
一
）
の
一
帯
が

存
在
す
る
こ
と
も
あ
る
。
色
の
違
っ
た
二
枚
の
色

紙
を
ず
ら
し
て
重
ね
合
わ
せ
る
と
境
目
が
線
と

な
っ
て
浮
き
立
つ
が
、
同
じ
色
で
は
こ
う
は
行
か

な
い
。
国
と
国
が
違
う
か
ら
境
界
線
が
存
在
す
る

の
で
あ
り
、
逆
に
国
境
線
が
あ
る
た
め
に
国
の
領

域
性
が
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
歴

史
、
伝
統
、
文
化
の
独
自
性
の
強
調
は
そ
の
一
例

で
あ
る
。
国
に
よ
り
歴
史
や
文
化
が
違
う
の
は
、

人
ご
と
に
顔
つ
き
や
性
格
が
違
う
の
と
な
ん
ら
択

ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が「
わ
が
国
の
」

歴
史
、「
わ
が
国
の
」
文
化
と
な
り
、
独
自
の
文

化
を
強
調
す
る
た
め
に
神
話
ま
で
駆
り
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
、
事
情
は
違
っ
て
く
る
。
こ
の
よ

う
な
神
話
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
共
同
体
は
「
創

ら
れ
た
共
同
体
」、「
想
像
の
共
同
体
」
な
の
で
あ

り
、国
民
国
家
の
形
成
を
機
に
生
み
だ
さ
れ
た「
国

民
」
共
同
体
だ
と
い
え
る
。

　

異
質
な
領
域
が
接
す
れ
ば
境
界
が
あ
る
と
い
っ

た
が
、
そ
れ
で
は
人
間
は
ど
う
か
。
人
間
に
お
い

て
も
ま
た
外
側
の
領
域
（
身
体
、
自
然
、
外
界
）

と
内
側
の
領
域
（
心
、
精
神
、
内
界
）
と
い
う
内

外
二
つ
の
領
域
が
背
中
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。

と
し
た
ら
必
ず
や
境
界
を
も
っ
て
い
る
に
ち
が
い

な
い
。
境
界
と
い
う
も
の
の
存
在
に
思
い
い
た
ら

精
神
と
身
体
の
境
界

精
神
と
身
体
の
境
界

（
１
）
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
。

二
〇
世
紀
前
半
、
イ
ギ
リ
ス
を
席

巻
す
る
実
証
主
義
哲
学
に
抗
し
、

独
自
の
形
而
上
学
、
歴
史
哲
学
を

構
築
し
た
。
彼
の
哲
学
方
法
論
は
、

A
n

 E
ssa

y on
 P

h
ilosop

h
ica

l 
M

eth
od (O

xford,1933) 

に
お
い

て
詳
し
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
マ
キ
ャ
ベ
ッ
リ
『
君
主
論
』

第
一
七
章
、「
冷
酷
と
仁
慈
」
の

逆
説
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

（
３
）
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
ェ
ル

デ
ィ
ナ
ン
ド
一
世
（
一
五
〇
三
―

六
四
）
の
言
葉
。
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な
か
っ
た
た
め
に
、
古
来
ひ
と
び
と
は
、
内
部
と

外
部
の
い
ず
れ
か
一
方
を
実
在
と
し
て
他
方
は
そ

の
産
物
あ
る
い
は
影
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
か
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
両
者
を
何
の
関
連
も
考
え
ず
に
併

置
す
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
。
デ
カ
ル
ト
は

身
体
と
精
神
を
つ
な
ぐ
何
も
の
か
が
あ
る
と
考
え

た（
４
）点

で
例
外
的
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
彼
も
、

脳
の
中
の
松
果
腺
と
い
う
器
官
が
結
節
点
で
あ
る

と
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
外
界
は
感
覚
器
官
に
捉

え
ら
れ
、
神
経
を
た
ど
っ
て
松
果
腺
に
い
た
る
。

そ
こ
を
経
由
し
て
感
覚
は
精
神
に
変
換
さ
れ
る
と

彼
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
松
果
腺
は
人
間
の
内
部

と
外
部
の
境
界
の
よ
う
に
見
え
て
、
そ
の
実
は
外

部
＝
身
体
の
一
部
で
し
か
な
い
。

　

人
間
の
境
界
と
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
。
は
た

し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
の
か
。
も
し

存
在
し
な
け
れ
ば
、
人
間
の
内
界
と
外
界
は
窓
の

な
い
家
の
内
部
と
外
部
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
心
の
内
部
が
鍵
を
か
け
て
閉
ざ

さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
外
部
の
光
が
差
し
込
む
こ

と
は
な
く
、
心
の
世
界
が
外
に
漏
れ
る
こ
と
も
な

い
。
や
は
り
な
ん
ら
か
の
境
界
が
あ
る
と
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
皮
膚
？―

―

な
る
ほ
ど
そ
れ
は

生
物
的
個
体
と
外
界
を
分
か
つ
境
界
だ
が
、
人
間

の
内
界
＝
マ
イ
ン
ド
と
の
境
界
で
は
な
い
。
皮
膚

も
ま
た
デ
カ
ル
ト
の
松
果
腺
と
同
じ
く
、
ボ
デ
ィ

の
一
部
、
マ
イ
ン
ド
に
と
っ
て
は
外
界
の
一
部
で

あ
る
。
感
覚
器
官
？―

―

外
部
世
界
は
触
知
す
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
内
部
世
界
を
顕
わ
に
す
る
こ

と
は
な
い
。
そ
れ
は
一
方
向
の
み
光
を
通
す
一
方

通
行
の
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
、
人
間
の
内
界
と
外
界
の
境
界
は
、
ほ
か

で
も
な
い
、
活
動
だ
と
考
え
る
。
外
部
世
界
は
活

動
に
作
用
し
て
活
動
を
規
定
す
る
一
方
、
内
部
世

界
は
活
動
の
う
ち
に
表
れ
る
か
ら
だ
。
遠
く
を
歩

く
人
の
姿
や
歩
き
方
は
道
の
物
理
的
・
空
間
的
な

状
況
を
反
映
し
、
同
時
に
、
疲
れ
て
い
る
、
物
思

い
に
ふ
け
っ
て
い
る
と
い
っ
た
、
そ
の
人
の
心
的

状
況
を
表
し
て
も
い
る
。
重
い
石
を
持
ち
上
げ
よ

う
と
し
て
い
る
人
は
、「
重
さ
よ
、
飛
ん
で
い
け
」

と
い
う
心
的
状
況
を
石
に
押
し
つ
け
、
念
力
に

よ
っ
て
石
を
無
重
力
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
は
な
く
、
石
の
重
さ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ず
っ
し
り
と
し
た
重
み

が
彼
を
動
か
し
、
重
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
石

を
持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
意
思
は
彼
の
し
ぐ
さ
や

表
情
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

　

活
動
は
内
部
世
界
と
外
部
世
界
を
反
映
す
る
だ

け
で
な
く
、
両
世
界
を
変
化
さ
せ
も
す
る
。
道
を

歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
身
体
を
移
動
さ
せ
る
、

す
な
わ
ち
身
体
＝
外
部
世
界
を
変
化
さ
せ
る
と
同

時
に
、
気
晴
ら
し
や
達
成
感
に
よ
っ
て
内
部
世
界

を
変
化
さ
せ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
は
自
然
を

変
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
人
間
の
自
然
を
も
変
化

さ
せ
る
、
と
い
っ
た（

５
）が

、
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
を
唯
物
論
あ
る
い
は
生
命
過
程
論

と
し
て
解
釈
し
た
の
で
は
彼
の
真
意
は
伝
わ
ら
な

い
。
身
体
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
出
し
て
自
然
に
働

き
か
け
こ
れ
を
変
化
さ
せ
る
。
同
時
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
支
出
は
体
内
の
乳
酸
を
増
や
し
彼
の
身
体

を
疲
れ
さ
せ
る
。
こ
れ
で
は
人
間
は
ロ
ボ
ッ
ト
や

車
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
ん
の
変
わ
り
も
な
い
こ
と
に

な
る
。
労
働
が
変
化
さ
せ
る
「
人
間
の
自
然
」
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
も
の
だ
と
し
た
ら
、
労
働

者
を
解
放
す
る
社
会
革
命
は
た
か
だ
か
労
働
条
件

を
緩
和
す
る
た
め
の
技
術
革
命
に
す
ぎ
な
く
な
る
。

　

境
界
と
し
て
の
活
動
が
内
部
と
外
部
の
二
領
域

を
つ
く
り
出
す
と
い
う
発
想
は
と
て
も
重
要
だ
と

思
う
。
心
を
病
ん
で
い
る
と
き
、
活
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
心
の
内
部
を
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

精
神
病
の
作
業
療
法
は
こ
れ
を
意
識
的
に
実
践
す

る
も
の
で
あ
る
。
身
体
的
作
業
療
法
は
活
動
に

よ
っ
て
身
体
＝
外
部
世
界
を
回
復
す
る
こ
と
に
重

点
が
お
か
れ
る
。「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ

よ
」
と
い
う
諺
が
説
く
経
験
重
視
も
同
じ
こ
と
で

あ
ろ
う
。
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、
経
験
と
は
「
人
間

が
外
界
を
変
革
す
る
と
と
も
に
自
己
自
身
を
変
化

さ
せ
る
活
動
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
活
動
は
人
間

の
内
界
と
外
界
を
結
び
つ
け
、
活
動
に
よ
っ
て
人

間
内
外
の
二
つ
の
世
界
が
形
成
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
活
動
は
人
間
の
内
部
と
外
部
の
境
界
で
あ
る
。

―
―

突
飛
な
仮
説
だ
が
、
掘
り
下
げ
て
み
る
価
値

は
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

境
界
に
は
生
物
の
分
類
に
お
け
る
よ
う
に
種
と

種
、
類
と
類
を
完
全
に
分
離
す
る
境
界
も
あ
れ
ば
、

干
潟
や
渚
の
よ
う
に
領
域
と
領
域
の
重
複
と
し
て

の
境
界
も
あ
る
。
重
複
と
し
て
の
境
界
は
、
領
域

と
領
域
を
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
は
領
域
そ
の
も
の

を
改
変
し
、
創
造
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
中
世

都
市
の
囲
壁
に
穿
た
れ
た
城
門
の
付
近
に
は
、
開

門
を
待
つ
人
々
の
た
め
の
宿
屋
や
露
店
が
た
ち
始

め
、
や
が
て
フ
ォ
ブ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
城
外
市
へ

と
発
展
し
て
い
っ
た
。
囲
壁
に
し
ろ
広
場
に
し
ろ
、

中
世
都
市
の
成
長
を
見
て
い
る
と
、
内
部
と
外
部
、

公
的
空
間
と
私
的
空
間
の
境
界
が
し
だ
い
に
融
解

し
、
新
し
い
都
市
の
領
域
や
空
間
を
形
成
し
て

い
っ
た
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

　

内
部
と
外
部
の
せ
め
ぎ
合
い
を
経
て
や
が
て
融

和
へ
と
至
る
中
世
都
市
に
対
し
、
囲
壁
を
も
た
な

空
間
へ

空
間
へ

（
４
）
デ
カ
ル
ト
は
『
情
念
論
』

で
身
体
と
精
神
の
結
び
つ
き
を
考

え
、
そ
の
座
を
松
果
腺
に
求
め
た
。

（
５
）『
資
本
論
』
第
三
篇 

第
五

章 

第
一
節 

の
冒
頭
部
分
に
、「
こ

の
運
動
に
よ
り
、
彼
の
外
に
あ
る

自
然
に
働
き
か
け
、
こ
れ
を
変
化

さ
せ
る
と
と
も
に
、
同
時
に
彼
は

彼
自
身
の
自
然
を
変
化
さ
せ
る
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
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い
近
代
都
市
は
、
空
間
の
新
し
い
構
成
原
理
を

も
っ
て
都
市
を
構
成
し
な
お
し
た
。
す
な
わ
ち
、

居
住
、
レ
ジ
ャ
ー
、
仕
事
、
交
通
な
ど
の
機
能
に

よ
っ
て
空
間
を
分
割
し
構
成
す
る
途
を
択
ん
だ
の

で
あ
る
。
モ
ン
ド
リ
ア
ン
の
「
赤
、
黄
、
青
、
黒

の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
や
「
黒
、
赤
、
灰
色
、
黄

色
、青
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
一
連
の
「
コ

ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
近
代
都
市

の
幾
何
学
的
構
成
に
想
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
一
モ
チ
ー
フ
の
作
品
の
一
つ
に
「
コ
ン
コ
ル
ド

広
場
」
と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
、
都
市
の
イ
メ
ー

ジ
が
頭
に
あ
っ
た
の
は
た
ぶ
ん
確
か
だ
ろ
う
。
パ

リ
に
あ
る
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
は
典
型
的
な
バ
ロ
ッ

ク
広
場
で
、
シ
エ
ナ
の
カ
ン
ポ
広
場
や
プ
ラ
ハ
の

オ
ー
ル
ド
・
タ
ウ
ン
広
場
の
よ
う
な
生
活
主
体
の

中
世
広
場
と
は
異
な
り
、
額
縁
に
収
め
ら
れ
て
い

る
か
の
感
の
あ
る
絵
画
的
な
広
場
で
あ
る
。
機
能

的
な
幾
何
学
都
市
も
ま
た
、
そ
こ
で
営
ま
れ
る
生

活
や
人
々
の
活
動
よ
り
は
、
見
る
者
の
視
線
、
と

り
わ
け
都
市
を
制
作
す
る
者
、
あ
る
い
は
権
力
者

の
視
線
を
重
視
す
る
。

　

い
っ
た
い
、
住
機
能
に
特
化
し
た
領
域
で
の
人

間
活
動
と
は
ど
の
よ
う
な
活
動
で
あ
ろ
う
。
あ
る

い
は
仕
事
機
能
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
領
域
で
の
人

間
活
動
と
は
。
機
能
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
都
市

は
人
間
の
活
動
を
も
機
能
に
よ
っ
て
分
割
せ
ず
に

は
お
か
な
い
。
だ
が
、
機
能
に
よ
っ
て
区
々
に
切

り
分
け
ら
れ
た
活
動
は
機
械
の
活
動
で
あ
っ
て
、

決
し
て
人
間
の
活
動
、
自
然
を
つ
く
る
と
と
も
に

人
間
の
自
然
を
つ
く
る
境
界
と
し
て
の
活
動
で
は

な
い
。

　

不
純
を
忌
み
嫌
う
精
神
に
よ
っ
て
領
域
を
構
成

す
る
と
、
領
域
と
領
域
の
境
界
は
ど
ん
ど
ん
や
せ

細
り
、
最
後
に
は
幅
を
も
た
な
い
線
に
す
ぎ
な
く

な
る
。
赤
は
赤
、
黄
は
黄
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

二
つ
の
色
が
混
合
し
て
別
の
色
が
生
ま
れ
る
可
能

性
は
絶
た
れ
て
し
ま
う
。
公
的
領
域
と
私
的
領
域

の
あ
い
だ
に
半
公
・
半
私
あ
る
い
は
半
私
・
半
公

の
領
域
を
介
在
さ
せ
な
い
と
し
た
ら
、
住
戸
の
す

ぐ
外
は
誰
も
が
入
る
こ
と
の
で
き
る
公
的
領
域
に

な
り
、
集
合
住
宅
で
は
ド
ア
の
す
ぐ
外
は
往
来
と

変
わ
り
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
住
人
に
と
っ
て
こ

れ
は
悲
劇
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
と
い
う

の
は
、
誰
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
て
誰
に
も
見
ら

れ
な
い
密
室
の
公
共
空
間
は
犯
罪
者
に
と
っ
て
は

格
好
の
仕
事
場
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
近
代
的
な
集
合
住
宅
、
プ
ル
ー
イ
ッ
ト
―
ア
イ

ゴ
ー
団
地（

６
）が

、
建
設
か
ら
一
〇
年
そ
こ
い
ら
で
犯

罪
の
巣
窟
に
な
り
、
そ
し
て
困
り
果
て
た
市
当
局

の
手
に
よ
っ
て
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
爆
破
さ
れ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
の
は
、
設
計
者
が
公
的
領
域
と
私

的
領
域
の
境
界
に
あ
ま
り
に
も
無
頓
着
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

社
会
科
学
の
対
象
と
す
る
「
社
会
」
と
ち
が
っ

て
、
空
間
は
形
を
も
つ
。
形
を
も
て
ば
、
そ
の
形

に
は
良
い
形
も
あ
れ
ば
悪
い
形
も
あ
る
。
で
は
何

を
も
っ
て
空
間
の
形
と
い
う
の
か
。
幾
何
学
的
形

態
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
第
一
義
に
は
そ
う
い

う
形
態
を
空
間
の
形
と
い
う
の
で
は
な
い
。
わ
れ

わ
れ
の
考
え
る
形
と
は
、
領
域
、
内
部
と
外
部
、

表
と
裏
、
公
的
と
私
的
、
そ
し
て
領
域
と
領
域
の

境
界
な
ど
に
よ
っ
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
る
形―

―

ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
な
形
態
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
て
空
間
を
形
成
す

る
の
か
。
人
間
は
空
間
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
か

た
ち
で
参
与
す
る
の
か
。
そ
し
て
彼
ら
は
空
間
の

形
態
か
ら
い
か
な
る
作
用
を
受
け
る
か
。
私
に

と
っ
て
境
界
を
論
じ
る
こ
と
は
、
空
間
を
論
じ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
境
界
論
は
空
間
論
の
一
環
と

し
て
の
境
界
論
な
の
で
あ
る
。

（
６
）
ミ
ノ
ル
・
ヤ
マ
サ
キ
の
設

計
に
よ
っ
て
、
一
九
五
〇
年
代
半

ば
、
ミ
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス

の
ス
ラ
ム
跡
に
建
て
ら
れ
た
近
代

的
な
大
型
団
地
。「
太
陽
と
緑
と

空
気
」
の
近
代
都
市
計
画
の
理
念

を
地
で
行
く
よ
う
な
団
地
で
あ
っ

た
が
、
犯
罪
と
破
壊
行
為
が
多
発

し
、
一
九
七
二
年
、
市
当
局
に
よ

り
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
爆
破
さ
れ
た
。

「コンコルド広場」（P. モンドリアン画）

プルーイット－アイゴー団地の航空写真

ダイナマイト爆破（1972 年）
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
様
々
な
も
の
を
0
と
1
の
文

字
列
で
コ
ー
ド
化
し
、
こ
の
文
字
列
を
操
作
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
も

ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
0
と
1
と
い
う
二

つ
の
値
を
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は

正
確
で
効
率
の
よ
い
情
報
処
理
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
我
々
が
日
常
生
活
で
出
会
う
多
く
の

事
柄
は
0
と
1
で
割
り
切
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
決
め
ろ
と
い
わ

れ
て
も
判
断
に
困
る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
部
分
を
排
除
し
て
、
0
か

1
の
二
値
で
も
の
ご
と
を
処
理
す
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
効
率
の

本
質
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ

と
で
効
率
よ
い
処
理
が
行
え
る
の
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
効

率
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
イ
エ
ス
と
ノ
ー
の
間

に
あ
る
様
々
な
状
態
を
考
慮
し
た
複
雑
な
処
理
を

排
除
し
て
い
く
「
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
が
進
行

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

し
か
し
、
実
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
計
算
の
世

界
も
0
と
1
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。
0
か
1
で
答
え
を
出
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、
実
行
し
て
み
る

と
、
永
遠
に
計
算
が
止
ま
ら
ず
答
え
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
間
違
い
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
答
え
を

求
め
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
不
可
能
な
問
題
の
存
在

が
計
算
の
理
論
で
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

問
題
を
解
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
理
や
り
書
こ
う
と

し
て
も
、
ど
れ
か
の
入
力
に
対
し
て
止
ま
ら
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す（

１
）。
こ
の
よ
う

に
、
す
べ
て
の
問
題
が
真
（
1
）
か
偽
（
0
）
か

ど
ち
ら
か
の
値
を
も
つ
数
学
の
世
界
と
異
な
り
、

値
を
求
め
る
た
め
の
具
体
的
な
手
順
も
含
め
て
考

え
る
計
算
の
世
界
で
は
、
0
と
1
の
間
に
「
計
算

が
止
ま
ら
な
い
た
め
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
値
が

必
然
的
に
存
在
す
る
の
で
す
。

こ
の
、「
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
値
の
こ
と
を
、

ボ
ト
ム
と
い
い
、
⊥
と
い
う
記
号
で
あ
ら
わ
し
ま

す
。
ボ
ト
ム
は
情
報
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
役
に
は
立
た
ず
、
普
通
の
考
え
方
で
は
、

で
き
る
だ
け
排
除
し
た
い
対
象
で
す
。
し
か
し
、

自
然
数
の
よ
う
な
離
散
な
構
造
を
持
つ
も
の
で
は

な
く
、
実
数
の
よ
う
な
連
続
な
構
造
を
も
つ
も
の

を
対
象
と
し
た
計
算
を
考
え
る
時
、
ボ
ト
ム
は
重

要
な
役
割
を
は
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
述
べ
る
よ

う
に
、
0
と
1
に
⊥
（
ボ
ト
ム
）
も
加
え
た
文
字

列
を
用
い
る
と
、
実
数
の
よ
う
な
連
続
な
構
造
を

も
つ
も
の
も
自
然
に
コ
ー
ド
化
で
き
、
ボ
ト
ム
を

残
し
た
ま
ま
、
す
な
わ
ち
、
デ
ー
タ
の
あ
る
部
分

が
分
か
ら
な
い
状
態
を
許
し
た
ま
ま
計
算
を
す
す

め
る
と
、
実
数
の
よ
う
な
連
続
な
構
造
を
持
つ
も

の
の
上
の
計
算
も
可
能
と
な
り
ま
す[

１]

。

数
学
的
な
内
容
を
日
常
的
な
感
覚
と
結
び
つ
け

て
説
明
す
る
の
は
誤
解
の
も
と
で
す
が
、
ボ
ト
ム

の
役
割
は
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
決
め
ら
れ
ず
に
あ

い
ま
い
な
態
度
を
と
り
つ
づ
け
る
人
が
い
る
お
か

げ
で
、
組
織
が
分
裂
を
起
こ
さ
ず
に
連
続
な
状
態

で
保
た
れ
て
い
る
状
況
を
想
像
し
て
も
ら
え
ば
感

じ
が
つ
か
め
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ボ
ト
ム
の
立

場
の
人
は
、
イ
エ
ス
の
可
能
性
も
ノ
ー
の
可
能
性

も
常
に
残
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
し
ボ

ト
ム
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
て
し
ま
う
と
、
全
体

が
イ
エ
ス
と
ノ
ー
と
ボ
ト
ム
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
裂
し
て
し
ま
い
、
ボ
ト
ム
の
意
味
を
な
さ
な

い
か
ら
で
す（

２
）。
ボ
ト
ム
は
答
え
を
出
さ
な
い
非
生

産
的
な
も
の
な
の
で
、
頻
繁
に
使
わ
れ
る
と
対
応

に
苦
慮
し
そ
う
で
す
。
そ
の
点
、
実
数
の
表
現
で

は
、
各
実
数
の
コ
ー
ド
に
ボ
ト
ム
は
高
々
一
回
し

か
現
れ
ま
せ
ん
。
同
時
に
複
数
の
場
所
で
「
ボ
ト

ム
」
で
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
一
つ
の
問
題
に

「
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
を
留
保
し
て
い
る
間
は
、

他
の
問
題
に
対
し
て
は
答
え
を
出
し
続
け
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。
こ
の
制
限
に
よ
り
、
ボ
ト
ム

の
入
っ
た
文
字
列
の
入
出
力
が
可
能
と
な
り
ま
す（

３
）。

前
置
き
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
ボ
ト
ム
の

は
じ
め
に

は
じ
め
に

（
１
） 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
入
力
に
対

し
て
止
ま
る
か
止
ま
ら
な
い
か
を

求
め
る
こ
と
自
体
が
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
書
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
答

え
を
求
め
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
後
述
す
る
ボ
ト

ム
（
⊥
）
は
計
算
不
可
能
な
値
と

い
う
こ
と
で
す
。

（
２
） 

注
１
で
述
べ
た
、
ボ
ト
ム

は
計
算
不
可
能
と
い
う
こ
と
と
関

係
し
て
い
ま
す
。

（
３
） 

人
間
・
環
境
学
研
究
科
や

総
合
人
間
学
部
は
、
理
系
、
文
系

と
い
う
0
と
1
に
対
し
て
、
そ
れ

を
定
め
な
い
「
ボ
ト
ム
の
状
態
」

を
許
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ボ
ト

ム
と
実
数
の
表
現
に
現
れ
る
ボ
ト

ム
は
似
て
い
る
面
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
？

０
と
１
と
の
境
界

立
木
秀
樹 
｜H

ID
EK
I T
SU
IK
I

立
木
秀
樹
（
つ
い
き　

ひ
で
き
）

一
九
六
三
年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
准

教
授
。
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
中
途
退
学
。
京
都
大
学

数
理
解
析
研
究
所
助
手
、
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
助
手
、
京
都
産
業
大

学
理
学
部
助
教
授
、
京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
助
教
授
を
経
て
現
在
に
至
る
。

専
門
は
理
論
計
算
機
科
学
。
数
学
と
情
報
の
境
界
で
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル

の
溝
を
埋
め
る
べ
く
、
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
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入
っ
た
文
字
列
を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ

の
間
の
溝
を
埋
め
る
お
話
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
計
算
の
多
く
は
実
数

を
扱
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
、
実
数
の
正
確
な
値
を
用
い
て
計
算
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
近
似
値
を
用
い
た
近
似
計
算
を
し

て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
近
似
値
だ
か
ら
誤
差
は

つ
き
も
の
だ
し
、
誤
差
の
評
価
を
間
違
え
る
と
と

ん
で
も
な
い
計
算
結
果
を
う
の
み
に
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
実
数
上
で
、
近
似
で
は
な
い
計
算
は

考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

す
べ
て
の
実
数
を
有
限
の
長
さ
の
文
字
列
で

コ
ー
ド
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、
無
限
の

長
さ
の
文
字
列
（
以
下
、
無
限
列
と
い
い
ま
す
）

で
な
ら
コ
ー
ド
化
で
き
ま
す
。
例
え
ば
π
の
十
進

展
開
は
、3.141592653589

… 

と
無
限
に
続
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
十
進
展
開
は
、
0
か
ら
9
と

ピ
リ
オ
ド
（.）
と
い
う
十
一
種
類
の
文
字
の
無
限
列

に
よ
る
実
数
の
コ
ー
ド
化
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
10
の
展
開
は
、10.000

… 

だ
け
に
し
て
、

9.999

… 

は
用
い
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
の
コ
ー
ド

が
一
意
に
定
ま
る
コ
ー
ド
化
の
み
を
考
え
る
こ
と

に
し
ま
す
。

通
常
、「
計
算
」
は
有
限
の
長
さ
の
文
字
列
に

よ
る
コ
ー
ド
を
用
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
無
限

列
に
よ
る
コ
ー
ド
を
用
い
て
も
、
計
算
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
3
で
割
る
と
い
う

実
数
上
の
演
算
は
、
引
数
の
無
限
列
を
先
頭
か
ら

見
な
が
ら
結
果
の
無
限
列
を
先
頭
か
ら
書
い
て
い

く
形
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
計
算
は
、

π
に
対
し
て
行
え
ば 1.04719755119

… 

と
い
う

実
数
と
無
限
文
字
列

実
数
と
無
限
文
字
列

具
合
に
、
誰
で
も
暗
算
で
出
来
る
は
ず
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
結
果
の
無
限
列
全
体
を
有
限
時
間
内
に

求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
時
間
を

か
け
れ
ば
ど
こ
ま
で
で
も
計
算
で
き
る
と
い
う
意

味
で
、
こ
れ
は
3
で
割
る
と
い
う
演
算
の
計
算
手

続
き
で
あ
り
、
3
で
割
る
と
い
う
演
算
は
十
進
展

開
を
用
い
て
計
算
可
能
と
い
え
ま
す
。

で
は
、
3
を
掛
け
る
と
い
う
演
算
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
π
に
対
し
て
な
ら
暗
算
で
も
三
倍
に

し
た
無
限
列
を9.42477796076

…
と
先
頭
か
ら

書
い
て
い
け
ま
す
が
、
桁
上
が
り
が
あ
る
の
で
先

程
よ
り
や
や
こ
し
い
で
す
。
実
際
、
数
に
よ
っ
て

は
引
数
の
無
限
列
を
左
か
ら
右
に
見
な
が
ら
、
そ

の
三
倍
の
値
の
無
限
列
を
左
か
ら
右
に
書
い
て
い

く
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
た
と
え
ば
、
た
ま
た
ま

入
力
が3.33333

…
と
無
限
に
続
い
て
い
た
と
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
、10.00000

…
と
い
う
結

果
を
出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
入
力
列
を

ど
こ
ま
で
見
て
も
、
そ
の
先
に
0
、
1
、
2
が
現

れ
て
結
果
の
列
を
9
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
最
初
を
1
に
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
一
文
字
も
出
力
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
十
進
展
開
に
よ
る
コ
ー

ド
化
で
は
、
3
を
掛
け
る
と
い
う
簡
単
な
演
算
も

計
算
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
二
進
展
開
で
も
同

じ
で
す
し
、
実
は
、
各
数
の
コ
ー
ド
が
一
つ
に
定

ま
る
よ
う
な
、
い
か
な
る
コ
ー
ド
化
で
も
同
様
な

こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
こ
の
計
算
が
う
ま
く
い
か
な
い
か
と
い
え

ば
、
無
限
列
全
体
の
集
合
と
実
数
全
体
の
集
合
と

で
は
、
位
相
と
い
う
、
近
さ
を
示
す
構
造
が
違
う

か
ら
で
す（

４
）。
集
合
に
つ
い
て
、
位
相
も
含
め
て
考

え
た
も
の
を
位
相
空
間
と
い
い
、
実
数
空
間
、
無

限
列
空
間
と
い
う
具
合
に
呼
び
ま
す
。
実
数
空
間

で
の
近
さ
の
概
念
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
は
ず

で
す（
５
）。
無
限
列
空
間
で
の
近
さ
は
、
先
頭
か
ら
何

文
字
目
ま
で
一
致
し
て
い
る
か
で
測
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
無
限
列
の
先
頭
か
ら
ｎ
文
字
目
ま
で
を

出
力
す
れ
ば
、
そ
の
無
限
列
の
ｎ
文
字
目
ま
で
が

そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
無
限
列
の

近
似
情
報
を
示
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
無
限
列

を
前
か
ら
出
力
し
て
い
く
の
は
、
無
限
列
の
世
界

に
お
い
て
、
こ
の
近
似
を
よ
く
し
て
い
く
こ
と
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

実
数
の
計
算
は
、
無
限
に
動
き
な
が
ら
結
果
の

近
似
の
精
度
を
高
め
て
い
く
よ
う
な
手
続
き
で
す
。

例
え
ば
、
3
を
掛
け
る
例
で
、
入
力
を
3.
ま
で

読
ん
だ
時
点
で
9
以
上 

12 

未
満
、
3.3
ま
で
読
ん

だ
と
き
に
は
9.9
以
上
10.2
未
満
と
近
似
が
よ
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
計
算
結
果
を
無
限
列
と

し
て
前
か
ら
出
力
し
て
い
く
、
す
な
わ
ち
、
無
限

列
の
世
界
で
近
似
が
よ
く
な
っ
て
い
く
過
程
と
し

て
表
現
す
る
た
め
に
は
、
コ
ー
ド
化
を
通
じ
て
、

実
数
空
間
と
無
限
列
空
間
で
、
近
似
の
概
念
が
一

致
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
６
）。
し
か
し
、
実
数

空
間
と
無
限
列
空
間
で
は
空
間
の
つ
な
が
り
方
の

構
造
が
違
う
の
で
、
ど
ん
な
一
対
一
の
コ
ー
ド
化

を
考
え
て
も
近
似
の
概
念
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
境
界
と
の
関
わ
り

と
い
う
観
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
る
位
相
空
間
を
Ａ
と
Ｂ
と
い
う
二
つ
の
部
分

に
分
け
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
あ

る
Ａ
の
要
素
の
ど
ん
な
に
近
く
に
も
Ｂ
の
要
素
が

存
在
し
た
り
、
そ
の
逆
に
、
あ
る
Ｂ
の
要
素
の
ど

ん
な
に
近
く
に
も
Ａ
の
要
素
が
存
在
す
る
場
合
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
要
素
を
、
Ａ
と
Ｂ

の
境
界
上
の
要
素
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
実
数

（
４
） 

位
相
の
正
確
な
定
義
は
省

略
し
ま
す
。

（
５
） 

数
の
差
が
小
さ
け
れ
ば
小

さ
い
ほ
ど
近
い
で
す
。

（
６
） 

位
相
空
間
の
言
葉
で
言
う

と
、
コ
ー
ド
化
と
い
う
実
数
空
間

か
ら
無
限
列
空
間
へ
の
写
像
が
中

へ
の
同
相
写
像
（
す
な
わ
ち
、
位

相
的
な
埋
め
込
み
）
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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空
間
を
あ
る
数
ｃ
を
境
に
大
き
い
数
と
小
さ
い
数

に
分
け
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。
ｃ
は
ど
ち
ら
か
に

含
め
る
と
し
ま
す
。
す
る
と
、
ｃ
を
ど
ち
ら
に
含

め
た
と
し
て
も
、
ｃ
は
そ
の
二
つ
の
集
合
の
境
界

上
に
あ
り
ま
す
。
実
数
空
間
は
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
二
つ
に
分
け
て
も
、
必
ず
境
界
上
の
要
素
が

存
在
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
空
間
の
こ
と
を
、
連

結
と
い
い
ま
す
。
連
結
空
間
は
、「
全
体
が
切
れ

ず
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」空
間
で
す
。こ
れ
は
、「
連

続
」
と
言
っ
た
方
が
日
常
用
語
に
近
い
と
思
う
の

で
、
本
論
で
は
連
結
の
代
わ
り
に
連
続
と
い
う
言

葉
を
使
う
こ
と
に
し
ま
す
。

一
方
、
0 

1
無
限
列
空
間
（
カ
ン
ト
ー
ル
空
間

と
も
い
い
ま
す
）
を
、
0
で
始
ま
る
も
の
の
集
合

Ａ
と
1
で
始
ま
る
も
の
の
集
合
Ｂ
に
分
け
る
こ
と

を
考
え
ま
す
。
Ａ
に
属
す
る
ど
の
文
字
列
に
つ
い

て
も
そ
れ
と
十
分
に
近
い
（
具
体
的
に
は
1
文
字

目
が
同
じ
）
文
字
列
は
す
べ
て
Ａ
に
属
し
ま
す
。

Ｂ
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
こ
れ
は
、
Ａ
と
Ｂ
の

境
界
上
の
要
素
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
境
界
が
な
い
の
で
、
0 

1
無
限
列
全
体

は
、
Ａ
と
Ｂ
の
二
つ
に
き
れ
い
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
境
界
を
持
た
な
い
二
つ
の
部
分
に

分
け
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
の
こ
と
を
、
不
連
結

空
間
と
い
い
ま
す
。
0 

1
無
限
列
空
間
は
、
単
に

不
連
結
な
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
や
Ｂ
も
ま

た
、
２
文
字
目
が
0
か
1
か
で
二
つ
の
境
界
の
な

い
部
分
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
無
限

列
空
間
は
、
二
点
以
上
を
含
む
ど
ん
な
部
分
も
連

結
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
空
間
を
完
全

不
連
結
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
実
数
空
間
は
連
続
で
、
無
限
列

空
間
は
完
全
不
連
結
で
す
。
空
間
の
つ
な
が
り
方

に
こ
の
よ
う
な
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
近
さ

の
概
念
を
保
つ
よ
う
な
、
実
数
の
無
限
列
で
の

コ
ー
ド
化
は
で
き
な
い
の
で
す（

７
）。

実
数
の
計
算
の
理
論
で
は
、
こ
れ
を
解
決
す
る

の
に
、
各
数
が
唯
一
の
コ
ー
ド
を
も
つ
と
い
う
制

限
を
緩
め
て
一
つ
の
数
が
複
数
の
コ
ー
ド
を
も
つ

こ
と
を
許
し
、
許
容
的
表
現
と
よ
ば
れ
る
コ
ー
ド

を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
す[

3]

。
（
８
）

そ
れ
に
対
し
、

私
は
、
そ
れ
以
外
の
解
決
法
と
し
て
、
文
字
列
空

間
の
方
を
広
げ
て
、
コ
ー
ド
の
文
字
列
に
ボ
ト
ム

（
⊥
）の
出
現
を
許
す
こ
と
に
よ
り
一
対
一
の
コ
ー

ド
を
実
現
す
る
と
い
う
方
法
を
考
え
ま
し
た[

1]

。

そ
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
自
然
数
を
０
と
１
の
列
と
し

て
コ
ー
ド
化
す
る
の
に
二
進
法
を
用
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
が
自
然
数
を
０
と
１
と
で
コ
ー
ド

化
す
る
唯
一
の
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
表
１
の

二
進
反
転
グ
レ
イ
コ
ー
ド
（
単
に
グ
レ
イ
コ
ー
ド

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
）
は
、
二
進
法
と
は
異
な

る
自
然
数
の
コ
ー
ド
化
の
一
つ
で
す
。
二
進
法
で

実
数
の
グ
レ
イ
コ
ー
ド
展
開
と
ボ
ト
ム

実
数
の
グ
レ
イ
コ
ー
ド
展
開
と
ボ
ト
ム

は
、
0
、
1
、
2
、
3
は
そ
れ
ぞ
れ 

０
、１
、
10
、

11
、 

と
コ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
グ

レ
イ
コ
ー
ド
で
は
０
、１
、
11
、
10
、 

と
コ
ー
ド

化
さ
れ
ま
す
。
一
般
に
、
二
進
法
で
は
ｎ
桁
で
表

現
し
き
れ
な
く
な
り
桁
溢
れ
を
起
こ
す
と
き
に
、

ｎ
＋
１
桁
目
を
１
と
し
て
そ
れ
ま
で
の
コ
ー
ド

を
繰
り
返
す
の
に
対
し
、
こ
の
コ
ー
ド
で
は
ｎ

＋
１
桁
目
を
１
と
し
て
そ
れ
ま
で
の
コ
ー
ド
を

逆
の
順
序
で
並
べ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
コ
ー
ド
化

す
れ
ば
、
数
が
１
増
え
る
と
き
に
、
必
ず
１
文
字

し
か
変
化
し
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
二
進
法
で

は 

15 

か
ら 

16 

に
変
化
す
る
の
に 01111 

か
ら 

10000 

と
、
す
べ
て
の
文
字
が
変
わ
る
の
に
対
し
、

グ
レ
イ
コ
ー
ド
で
は 01000 

か
ら 11000 

と
い

う
具
合
で
す
。

こ
の
グ
レ
イ
コ
ー
ド
を
用
い
て
も
、
実
数
を
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
図
１
、
図
２
は
、
単

位
閉
区
間[0,1 ] 

区
間
に
対
し
て
、
通
常
の
二
進

展
開
と
グ
レ
イ
コ
ー
ド
に
よ
る
展
開
を
比
較
し
た

も
の
で
す
。
線
を
引
い
て
あ
る
部
分
は
対
応
す
る

桁
の
値
が
1
、
線
の
な
い
部
分
は
0
で
す
。[0,1 ] 

区
間
で
は
、
展
開
の
文
字
列
は
必
ず ”0. “ 

か
ら
始

ま
る
の
で
、
そ
の
後
の
0
、
1
の
無

限
列
だ
け
を
考
え
る
こ
と
に
し
ま

す
。
す
る
と
、 

0.5 

に
対
す
る
二
進
展

開
は
、
図
１
の
点
線
の
両
側
の
列
で

あ
る 10000

…
と 01111

…
の
二
つ
に

な
り
ま
す
。
グ
レ
イ
コ
ー
ド
で
も
同

じ
で
、
0.5 

の
展
開
は
、11000

… 

と 
01000

… 

の
二
つ
が
存
在
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
最
初
の
１
文
字

し
か
違
い
ま
せ
ん
。
展
開
の
文
字
列

は
数
の
値
を
指
し
示
す
た
め
の
も

の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
１
文
字
目

（
７
） 

位
相
の
用
語
で
説
明
す
る

と
、
連
結
な
実
数
空
間
を
完
全
不

連
結
な
無
限
列
空
間
に
位
相
的
に

埋
め
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

（
８
） 

許
容
的
表
現
と
し
て
、
0

と
1
と
マ
イ
ナ
ス
1
と
い
う
三
つ

の
記
号
で
実
数
を
二
進
展
開
す
る

符
号
付
き
二
進
表
現
が
あ
り
ま
す
。

許
容
的
表
現
は
、
実
数
空
間
に
自

然
な
計
算
概
念
を
導
出
し
、
実
数

な
ど
の
連
続
値
を
も
つ
対
象
上
の

計
算
可
能
性
に
つ
い
て
の
研
究
で

あ
る
、
計
算
可
能
性
解
析
学
の
基

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
符
号
付
き

二
進
表
現
は
、
図
４
の
グ
ラ
フ
と

同
じ
近
似
の
構
造
を
導
出
し
、
本

論
の
最
後
の
節
の
内
容
と
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

自然数 二進コード グレイコード
0 0 0
1 1 1
2 10 11
3 11 10
4 100 110
5 101 111
6 110 101
7 111 100
8 1000 1100
9 1001 1101
10 1010 1111
11 1011 1110
12 1100 1010
13 1101 1011
14 1110 1001
15 1111 1000
16 10000 11000
表１　0から 16 までのグレイコード
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は
、
0
で
あ
っ
て
も
1
で
あ
っ
て
も
意
味
す
る
数

は
同
じ
で
あ
り
、
１
文
字
目
は
こ
の
値
が
0.5 

で

あ
る
と
指
定
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
の
部
分
は
0
か
1
に
決
め
ず
に
「
0

か
1
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
状
態
、
す
な
わ
ち
、

ボ
ト
ム
（
⊥
）
の
ま
ま
残
し
て
お
く
の
が
自
然
で

す
。
よ
っ
て
、
0.5 

の
コ
ー
ド
を⊥

10000

…
と
一

意
に
定
義
し
直
す
こ
と
に
し
ま
す（
９
）。

他
の
二
進
展
開
が
二
つ
存
在
す
る
場
所
で
も
同

様
で
す
。
分
母
が
2
の
冪べ
き

で
あ
る
有
理
数
に
対
し

て
二
つ
の
グ
レ
イ
コ
ー
ド
展
開
が
存
在
し
ま
す
が
、

そ
れ
ら
は
一
文
字
し
か
違
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

そ
の
部
分
を
ボ
ト
ム
に
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
図
２

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
桁
の
値
が
1
で
あ
る
こ

と
を
示
す
線
分
の
端
で
の
値
を
⊥
と
し
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
実
数
に
対
す
る
コ
ー
ド
が

一
意
に
定
ま
る
よ
う
な
、
0
と
1
と
⊥
の
無
限
列

に
よ
る
コ
ー
ド
が
で
き
ま
す（

10
）。

こ
れ
は
、
0 

1
無

限
列
で
実
数
を
コ
ー
ド
化
す
る
の
で
す
が
、
そ
の

中
に
「
0
か
1
か
決
め
ら
れ
な
い
」
部
分
が
存
在

し
て
も
い
い
コ
ー
ド
で
す
。
各
数
の
コ
ー
ド
の
無

限
列
の
中
に
、
⊥
が
高
々
一
つ
し
か
存
在
し
な
い

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
０
と

１
と
⊥
の
無
限
列
を
1
⊥
列
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま

す
。1

⊥
列
の
集
合
に
は
、
⊥
以
外
の
と
こ
ろ
で
等

し
い
部
分
が
多
い
文
字
列
を
近
い
文
字
列
と
考
え

る
位
相
を
入
れ
ま
す（

11
）。

す
る
と
、
こ
の
コ
ー
ド
で

は
、
数
が
ほ
ん
の
少
し
変
化
し
た
と
き
、
コ
ー
ド

の
文
字
列
も
ほ
ん
の
少
し
し
か
変
化
し
ま
せ
ん
。

実
数
を
連
続
し
て
変
化
さ
せ
る
と
、1
⊥
列
も「
な

め
ら
か
」
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

[0,1 ] 

区
間
の
実
数
と
、
そ
の
コ
ー
ド
と
な
る
1

⊥
列
と
を
同
一
視
し
て
も
、
近
さ
の
関
係
が
保
た

れ
、 [0,1 ] 

区
間
は
1
⊥
列
の
な
す
空
間
の
一
部
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
グ
レ
イ
コ
ー

ド
埋
め
込
み
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
の [0,1 ] 

区
間
の
埋
め
込
み
に
少
し
工
夫
を
加
え
る
と
、
実

数
全
体
の
1
⊥
列
空
間
へ
の
埋
め
込
み
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

各
コ
ー
ド
に
ボ
ト
ム
（
⊥
）
が
高
々
一
つ
現
れ

る
こ
と
を
許
す
だ
け
で
、
実
数
と
い
う
連
続
に
つ

な
が
っ
た
も
の
を
無
限
列
で
表
現
で
き
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
1
⊥
列
を
入
出
力
す
る

計
算
の
仕
組
み
は
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
前

に
述
べ
た
よ
う
に
、
実
数
の
計
算
は
、
有
限
時
間

内
に
正
確
な
値
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
計
算
が

進
む
に
従
っ
て
近
似
の
精
度
が
い
く
ら
で
も
良
く

な
っ
て
い
く
無
限
の
計
算
過
程
で
す
。
そ
の
よ
う

な
計
算
に
基
づ
い
て
、
結
果
の
実
数
値
の
1
⊥
列

を
出
力
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
コ
ー
ド
の
あ
る
部
分
が
⊥
で
あ
る
こ
と

は
計
算
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。１
文
字
目
が
⊥
で
あ
る
の
は
、そ
の
数
が
ち
ょ

う
ど
1/2
の
と
き
だ
け
で
す
。
ど
ん
な
に
実
数
の

近
似
を
よ
く
し
て
も
、
近
似
か
ら
そ
の
こ
と
は
分

か
り
ま
せ
ん
。

1/2
よ
り
大
き
い
実
数
ｘ
に
対
し
て
計
算
を

行
っ
て
い
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
計
算
を

す
す
め
て
い
く
中
で
、
い
つ
か
は
1/2
よ
り
大
き

い
a
に
対
し
、(a, d)

と
い
う
区
間
に
入
っ
て
い
る

と
い
う
形
の
近
似
情
報
が
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

そ
の
時
点
で
、
出
力
の
１
文
字
目
は
1
だ
と
分
か

り
ま
す
。
同
様
に
、x<

1/2

の
時
に
も
、
あ
る

時
点
で
１
文
字
目
は
0
だ
と
分
か
り
ま
す
。
問
題

一
文
字
と
ば
し

一
文
字
と
ば
し

（
９
） 

コ
ー
ド
が
一
意
に
な
り
ま

せ
ん
が
、
0.5 

の
コ
ー
ド
を
、⊥

1000

… 

に 11000

… 

と 01000

… 

を
加
え
た
三
つ
に
す
る
と
い
う
考

え
方
で
も
う
ま
く
計
算
を
定
義
で

き
ま
す
。

（
10
） 

こ
の
コ
ー
ド
は
、
力
学
系

に
お
い
て
、
テ
ン
ト
関
数
の
旅
程

と
呼
ば
れ
る
も
の
と
一
致
し
ま
す
。

（
11
） 

正
確
な
定
義
は
や
め
て
お

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
T0
と
呼
ば
れ

る
弱
い
性
質
し
か
持
た
ず
、
距
離

で
は
表
現
で
き
な
い
位
相
で
す
。

1

2

3
4
5

0.0 0.5 1.0
図 １　[0, 1] 区間の二進展開

1

2

3
4
5

0.0 0.5 1.0
図 ２　[0, 1] 区間のグレイコード展開
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は
、x=

1/2

の
と
き
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
い

く
ら
待
っ
て
も
一
文
字
目
の
値
は
求
ま
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、x=

1/2

な
ら
、1/4<

x
<
3/4

と
い

う
こ
と
が
、
い
つ
か
は
分
か
る
は
ず
で
す
。
そ
の

と
き
グ
レ
イ
コ
ー
ド
な
ら
、
１
文
字
目
を
と
ば
し

て
２
文
字
目
に
1
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
の
計
算
を
す
す
め
る
中
で
、
も
し 

1/4<
x
<
1/2

ま
た
は1/2<

x
<
3/4

だ
と
分

か
っ
た
ら
、
と
ば
し
て
い
た
一
文
字
目
に
0
ま
た

は
1
を
書
け
ば
い
い
し
、3/8

<
x
<
5/8

だ
と
分

か
っ
た
ら
、
３
文
字
目
に
0
を
書
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、x=

1/2

の
と
き
に

は
１
文
字
目
を
と
ば
し
た
ま
ま
、
２
文
字
目
以
降

に 1000

…
と
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
た
が
っ

て
、
計
算
を
始
め
る
時
点
で
は
す
べ
て
の
文
字
が

分
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
す
べ
て
⊥
と
い
う
状
況

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
い
つ
ま
で

も
と
ば
さ
れ
た
ま
ま
の
部
分
は
⊥
の
ま
ま
残
り
、

ｘ
の
グ
レ
イ
コ
ー
ド
の
無
限
列
を
出
力
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
他
の
数
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

こ
の
出
力
過
程
の
特
徴
は
、
常
に
、
次
に
出
力

す
る
可
能
性
の
あ
る
位
置
が
二
つ
存
在
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
よ
う
な
出
力
は
、
出
力
ヘ
ッ
ド
を
二

つ
持
つ
マ
シ
ン
を
考
え
れ
ば
可
能
に
な
り
ま
す
。

入
力
も
同
様
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
入
出
力
の
た

め
の
ヘ
ッ
ド
を
二
つ
持
つ
マ
シ
ン
（
Ｉ
Ｍ
２
マ
シ

ン
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。）
を
考
え
る
と
、
1

⊥
列
の
入
出
力
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
２
マ
シ
ン
を
用
い
れ
ば
、
1
⊥
列
を
入
出

力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一
方
、グ
レ
イ
コ
ー

ド
埋
め
込
み
に
よ
り
、
実
数
集
合
は
1
⊥
列
空
間

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｍ
２
マ

シ
ン
は
こ
の
埋
め
込
み
を
通
じ
て
実
数
を
直
接
入

出
力
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
実
数
上

に
計
算
概
念
が
導
入
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
3

を
掛
け
る
と
い
う
演
算
も
計
算
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
計
算
概
念
は
計
算
可
能
性
解
析
学

の
標
準
的
な
計
算
概
念[

３]

と
一
致
し
ま
す
。

こ
の
ボ
ト
ム
の
個
数
を
増
や
し
て
い
け
ば
、
よ

り
複
雑
な
空
間
も
⊥
入
り
無
限
列
空
間
に
埋
め
込

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
各
無
限
列
に
⊥
が
ｎ
個

ま
で
現
れ
て
も
い
い
ｎ
⊥
列
空
間
に
は
、
す
べ
て

の
ｎ
次
元
可
分
距
離
空
間
を
埋
め
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す[

２] （12
）。

　

図
３
、４
は
、
0 

1
無
限
列
、
お
よ
び
、
実
数

に
対
応
す
る
1
⊥
列
を
出
力
す
る
過
程
を
図
示
し

た
も
の
で
す
。

図
３
は
0 
1
無
限
列
の
場
合
で
す
。
0 

1
無

限
列
集
合
は
、
１
文
字
目
を
出
力
し
た
時
点
で
0

か
ら
始
ま
る
か
1
か
ら
始
ま
る
か
で
二
つ
の
集
合

に
分
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
２
文
字
目
を
み
た
時
点

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ま
た
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
し
て
二
分
的
な
分
岐
を
繰
り
返
し
、
そ

の
極
限
と
し
て
、
無
限
列
の
な
す
空
間
が
得
ら
れ

ま
す
。

図
４
は
、
実
数
に
対
応
す
る
1
⊥
列
の
場
合
で

す
。
こ
の
場
合
、
最
初
の
出
力
が
、
0
と
1
と
、

１
文
字
と
ば
し
て
1
を
出
力
す
る
と
い
う
三
つ
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
求
め
る
実
数

が[0,1/2 ), (1/2,1 ], (1/4,3/4 ) 

と
い
う
区
間
に

存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す（

13
）。

そ
し
て
、

そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
出
力
に
三
つ
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
図
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
出
力

に
は
お
互
い
に
重
な
り
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

入
出
力
の
極
限

入
出
力
の
極
限

0 

1
と
い
う
文
字
列
を
出
力
す
る
の
に
、
0
↓

0 

1
と
⊥
1
↓
0 

1
と
い
う
二
つ
の
道
が
存
在

し
ま
す
。
こ
の
出
力
を
受
け
と
っ
て
行
う
処
理
は
、

⊥
が
永
遠
に
埋
め
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

後
者
に
対
し
て
１
文
字
目
の
0
が
埋
ま
る
の
を

待
っ
て
か
ら
始
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
２
文
字
目

の
1
を
う
け
と
っ
た
時
点
で
対
応
す
る
処
理
を
行

う
必
要
が
生
じ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ど
ち
ら
の

道
を
た
ど
っ
た
か
で
、
同
じ
「
0 

1
」
と
い
う
入

力
を
受
け
と
っ
て
も
計
算
結
果
が
異
な
っ
て
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
実
数
の
計
算

可
能
性
の
理
論
で
は
、
同
じ
入
力
に
対
し
て
も
結

果
に
複
数
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
多
値
関
数
を

考
え
る
の
が
自
然
で
、
普
通
の
関
数
は
そ
の
特
別

な
場
合
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

図
３
よ
り
図
４
の
方
が
ノ
ー
ド
も
多
い
し
多
値

性
も
出
て
き
て
複
雑
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
文
字

列
の
最
初
か
ら
で
は
な
く
、
１
文
字
と
ば
し
て
出

力
し
て
も
い
い
と
い
う
自
由
度
は
、
そ
れ
な
り
の

コ
ス
ト
が
伴
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
分
、
こ
の
よ

う
な
出
力
を
無
限
に
続
け
た
極
限
と
な
る
⊥
入
り

無
限
列
全
体
は
、
実
数
の[0,1 ]

区
間
と
基
本
的

に
同
じ
も
の
に
な
り
ま
す（

14
）。

す
な
わ
ち
、
図
４
の

有
限
の
近
似
の
グ
ラ
フ
の
極
限
と
し
て
連
続
な
空

間
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
出
力
の
自
由

度
を
さ
ら
に
上
げ
て
、
ま
だ
埋
め
ら
れ
て
な
い
最

初
のn+

1

文
字
の
ど
こ
か
ら
埋
め
て
も
い
い
こ

と
に
す
れ
ば
、
グ
ラ
フ
は
さ
ら
に
複
雑
に
な
り
ま

す
が
、
極
限
と
し
て
ｎ
次
元
空
間
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

実
数
計
算
や
ボ
ト
ム
入
り
文
字
列
を
離
れ
て
、

学
問
は
連
続
に
つ
な
が
っ
て
い
る
？

学
問
は
連
続
に
つ
な
が
っ
て
い
る
？

（
12
） 

こ
こ
で
い
う
次
元
は
、
実

数
値
を
と
る
フ
ラ
ク
タ
ル
次
元
で

は
な
く
、
整
数
値
を
と
る
位
相
次

元
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
位
相

次
元
で
、
無
限
列
空
間
は
〇
次
元
、

直
線
は
一
次
元
、
平
面
は
二
次
元

で
、
空
間
は
三
次
元
で
す
。

（
13
） 

一
文
字
と
ば
し
て
0
を
出

力
す
る
と
い
う
の
は
考
え
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

（
14
） 

出
力
の
極
限
に
は
、11000

…, 01000

… 

と
い
っ
た
文
字
列

も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を ⊥

1000

… 

と
同
一
視
す
れ
ば
、[0,1] 

区
間
と
同
相
な
位
相
空
間
と
な
り

ま
す
。
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こ
の
二
つ
の
図
の
表
す
構
造
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
普
通
の
組
織
図
や
分
類
図
は
、
図
３

の
様
な
枝
分
か
れ
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
我
々
人

環
の
組
織
図
も
、
専
攻
、
講
座
、
分
野
と
同
じ
よ

う
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
管
理
の
た
め

の
分
類
で
あ
っ
て
、
学
問
の
分
類
で
な
い
こ
と
を

我
々
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
が
、
世
の
中
に
は
専

門
分
化
と
い
う
も
の
を
、
こ
う
い
っ
た
樹
形
図
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
図
３
の
よ
う
な
世
界
観
で
は
、
人
生

で
選
択
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
仲
間
が
減
っ
て

い
っ
て
し
ま
い
ま
す（

15
）。

そ
れ
に
対
し
、
図
４
の
よ

う
な
世
界
観
だ
と
、
二
つ
の
違
っ
た
専
門
に
進
ん

で
も
、
違
っ
た
道
を
経
由
し
て
同
じ
場
所
に
た
ど

り
着
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
異
な
る
経
験
を
し

た
多
種
多
様
な
人
と
一
緒
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
し
い
展
開
の
可
能
性
も
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

仮
に
、
図
３
と
図
４
を
学
問
の
専
門
分
化
の
図

だ
と
し
ま
し
ょ
う（

16
）。

無
限
の
極
限
が
各
人
の
専
門

を
表
し
て
い
る
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

れ
は
有
限
時
間
で
は
た
ど
り
つ
け
な
い
の
で
、
横

線
の
下
の
グ
ラ
フ
の
中
の
ど
こ
か
の
点
が
そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
現
在
の
状
態
を
示

し
て
い
る
と
し
ま
し
ょ
う
。
図
３
は
各
研
究
者
が

現
在
の
専
門
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
深
め
て
い

く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
図
４
で
は
、

最
初
0
に
進
ん
だ
と
し
て
、
0 

1
の
あ
た
り
に
面

白
い
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
た
ら
、
今
ま
で
基
礎
と

し
て
足
り
な
か
っ
た
⊥
1
の
勉
強
を
し
て
、
そ
の

両
者
を
基
に
し
て
0 

1
に
取
り
組
む
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
学
問
は
、
発
展
に
伴

い
専
門
分
化
し
て
深
化
し
て
い
く
の
は
当
然
で
す

し
、
そ
れ
は
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で
す
。
図
４

に
は
、
そ
の
よ
う
な
道
も
含
ま
れ
て
い
ま
す（

17
）。

し

⊥1 10

⊥100⊥100 01 1⊥111 10

（ほぼ、）[0,1]区間の実数のなす空間

１文字目

２文字目

３文字目 010 ⊥100 110

10

00 01 10 11

0,1無限列のなす空間

１文字目

２文字目

３文字目 011 100010000 101100 110 111

図 4　[0, 1] 区間のグレイコード出力に対応した近似構造 図 3　0, 1 無限列のなす空間の近似構造

か
し
、
境
界
的
な

（
18
）

と
こ
ろ
に
ま
だ
誰
も
取
り
組
ん

だ
こ
と
の
な
い
面
白
い
問
題
が
隠
れ
て
い
る
の
も

確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

学
問
（
と
し
て
人
間
が
研
究
す
べ
き
こ
と
）
全

体
が
、（
高
次
元
版
の
）
図
４
の
よ
う
に
連
続
に

つ
な
が
っ
て
い
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
考
え
る
の
は
、
無
理
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す（

19
）。

図
４
で
は
、「
３
文
字

目
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
上
だ
け
を
見
て
も
、
グ

ラ
フ
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
し
、
ど
ん
な
ｎ
に
対

し
て
も
、
ｎ
文
字
目
か
ら
上
だ
け
で
グ
ラ
フ
は
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
構
造
を
学
問
全

体
が
と
っ
て
い
る
と
想
像
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に

現
実
離
れ
し
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

ど
こ
と
ど
こ
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
分
か
ら
な
い
こ
と
で

す
し
、
つ
な
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

て
見
な
い
と
、
つ
な
が
り
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。
学
問
の
広
が
り
に
関
し
て
、

気
持
ち
だ
け
で
も
図
４
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
の
は
、
新
し
い
境
界
分
野
を
開
拓
し
て
い
く
上

で
、
悪
い
こ
と
で
は
な
い
気
が
し
ま
す
。
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）
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
る
社

会
は
、「
完
全
不
連
結
」
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

（
16
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1
⊥
無
限
列
の
表
現
で
は
、

各
成
分
が
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対
し
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相

補
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な
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合
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れ
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は
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通
部
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を
持
ち
ま
せ
ん
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は
、
学
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不
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ま
せ
ん
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1
と
⊥
の
無
限
列
と
し
て

の
位
相
空
間
の
表
現
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
て
、
こ
ち
ら
の
文
字
列

空
間
で
は
、
ど
の
開
集
合
も
そ
の

外
側
全
体
が
境
界
で
あ
り
、
ま
た
、

ど
の
開
集
合
と
ど
の
開
集
合
も
共

通
部
分
を
持
ち
ま
す
。
学
問
分
野

の
た
と
え
と
し
て
は
、
こ
ち
ら
の

方
が
よ
り
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
17
） 

各
ノ
ー
ド
か
ら
ま
っ
す
ぐ

上
に
あ
が
る
道
が
そ
れ
で
す
。

（
18
） 

こ
こ
で
い
う
境
界
は
、
こ

こ
ま
で
の
位
相
空
間
論
で
の
境
界

と
意
味
が
違
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で

は
、
0
と
1
と
い
う
、
互
い
に
両

立
し
な
い
（
す
な
わ
ち
、
重
な
り

あ
い
の
な
い
）
も
の
の
間
の
境
界

に
つ
い
て
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
境
界
分
野
と
い
う

と
き
に
は
、
0
と
⊥
1
の
よ
う
な

互
い
に
重
な
る
も
の
に
対
し
、
そ

の
共
通
部
分
の
こ
と
を
い
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
19
） 

数
学
的
概
念
を
こ
こ
で
持

ち
出
す
こ
と
自
体
に
非
常
に
無
理

が
あ
り
ま
す
の
で
、
真
面
目
に
考

え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

極
限

有
限
の
近
似
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中
・
東
欧
は
、
ス
ラ
ヴ
系
の
言
語
が
広
く
話
さ

れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。そ
こ
に
は
ロ
シ
ア
、ポ
ー

ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
あ
る
い
は
セ
ル
ビ
ア
と
い
っ

た
ス
ラ
ヴ
人
の
国
家
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
同
時
に
、
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
、
国
を
持
た
ず
、

言
語
と
民
族
意
識
だ
け
を
維
持
し
て
き
た
ス
ラ
ヴ

人
も
暮
ら
し
て
い
る
。
彼
ら
の
言
語
は
必
然
的
に

境
界
上―

―

複
数
の
言
語
の
接
触
上
に
形
成
さ
れ
、

接
触
関
係
に
あ
る
言
語
の
そ
れ
ぞ
れ
に
似
て
い
な

が
ら
い
ず
れ
と
も
異
な
る
特
徴
を
も
つ
。
そ
の
よ

う
な
言
語
は
、
言
語
学
の
立
場
か
ら
「
境
界
」
を

科
学
す
る
に
最
適
の
対
象
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
言

語
の
一
つ
が
、
ル
シ
ン
語
で
あ
る
。

　

バ
ル
カ
ン
半
島
北
部
を
流
れ
る
サ
ヴ
ァ
川
は
、

セ
ル
ビ
ア
の
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
ド
ナ
ウ
川
に

合
流
し
、
流
れ
は
さ
ら
に
東
へ
と
下
っ
て
い
く
。

そ
の
サ
ヴ
ァ
川
と
ド
ナ
ウ
川
を
結
ん
だ
線
よ
り
北

側
の
地
域
が
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ

デ
ィ
ナ
自
治
州
で
あ
る
。
面
積
は
約
二
万
一
千
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
日
本
で
い
え
ば
四
国
よ
り
や

や
広
い
程
度
の
地
域
に
二
百
万
人
ほ
ど
が
住
む
小

さ
な
州
だ
が
、
民
族
構
成
は
多
彩
で
あ
り
、
そ
の

多
民
族
性
を
反
映
し
て
、
州
の
公
用
語
は
、
国
家

公
用
語
の
セ
ル
ビ
ア
語
の
ほ
か
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、

ク
ロ
ア
チ
ア
語
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
語
、
ル
シ
ン
語―

―

こ
れ
が
本
稿
の
主
役
と
な

る
言
語
で
あ
る―

―

の
五
言
語
に
お
よ
ぶ
。
州
都

ノ
ヴ
ィ
サ
ド
は
、
一
七
世
紀
末
ま
で
オ
ス
マ
ン
・

ト
ル
コ
帝
国
の
北
の
前
線
で
あ
っ
た
ド
ナ
ウ
川
を

臨
み
、
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ
ラ
デ
ィ
ン
要
塞
を
擁
し
て
発

展
し
た
町
。
そ
の
中
心
に
あ
る
市
役
所
の
入
り
口

に
も
、
こ
の
地
域
の
多
言
語
性
を
示
す
よ
う
に
セ

ル
ビ
ア
語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
語
、

そ
し
て
ル
シ
ン
語
の
四
言
語
で
表
示
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

現
在
の
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
一
帯
は
、
中
世

初
期
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
領
土
だ
っ
た
が
、

一
六
世
紀
後
半
に
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
を
北
上

し
て
勢
力
拡
張
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
占
領
さ
れ

た
。
こ
れ
を
再
び
一
七
世
紀
末
期
に
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
が
と
り
も
ど
し
、
以
後
こ
こ
は
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
帝
国
の
軍
政
地
帯
と
な
っ
た
。
軍
政
地
帯
と

は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る
防
波
堤
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
軍
事
的
境
界
地
域
を

指
す
。
つ
ま
り
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
は
、
キ
リ
ス

ト
教
世
界
西
欧
と
イ
ス
ラ
ム
世
界
オ
ス
マ
ン
・
ト

ル
コ
の
境
界
上
に
で
き
た
地
域
な
の
で
あ
る
。
そ

の
境
界
地
帯
に
、
国
境
警
備
を
軍
務
と
し
な
が

ら
開
墾
に
従
事
す
る
、
日
本
の
屯
田
兵
の
よ
う
な

人
々
の
入
植
が
進
め
ら
れ
た
。
筆
頭
は
当
時
ま
だ

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ド
ナ
ウ
川
以

南
に
住
む
セ
ル
ビ
ア
人
た
ち
で
、
彼
ら
は
こ
の
地

で
自
分
た
ち
の
軍
司
令
官
を
選
び
、
自
治
的
な
組

織
を
持
て
る
と
い
う
約
束
を
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝

か
ら
取
り
つ
け
て
到
来
し
た
。
そ
の
数
は
六
万
か

ら
七
万
人
と
さ
れ
る
。
こ
の
〈
軍
司
令
官
〉
を
セ

ル
ビ
ア
語
で
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
ダ
（V

ojvoda

）
と
い

う
こ
と
か
ら
、
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
と
い
う
名
称

が
現
れ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の

地
に
は
ま
た
ド
イ
ツ
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
ル
ー

マ
ニ
ア
人
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
、

そ
し
て
ル
シ
ン
人
た
ち
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝
の

許
可
を
得
て
、
移
住
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
多

民
族
混
在
の
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
が
作
り
上
げ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝
の
約
束
し

た
自
治
は
、
し
か
し
な
が
ら
実
現
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、〈
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
ダ
の
地
〉
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

境
界
上
の
言
語―

―

ル
シ
ン
語

境
界
上
の
言
語―

―

ル
シ
ン
語

境
界
の
地―

―

ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ

境
界
の
地―

―

ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ

境
界
上
で
あ
る
こ
と

―
―

ル
シ
ン
語
と
ル
シ
ン
人
の
場
合

三
谷
惠
子 
｜K

EIK
O

　

M
IT
A
N
I

三
谷
惠
子
（
み
た
に　

け
い
こ
）

東
京
都
出
身
。
東
京
大
学
文
学
部
・
同
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
専
門
は
言
語
学
・
ス
ラ
ヴ
語
学
、
ス
ラ
ヴ
言
語
文
化
論
。
主
要
著
書
は

『
ソ
ル
ブ
語
辞
典
』（
大
学
書
林
、
二
〇
〇
三
年
）、「
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
言
語
学

―
―

二
十
世
紀
言
語
学
へ
の
貢
献
」
望
月
哲
男
編
『
創
像
都
市
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

―
―

歴
史
・
科
学
・
文
化
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）、「
地
域
研

究
と
言
語
学Balkan

の
用
法
か
ら
バ
ル
カ
ン
を
探
る
」
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

監
修
、
家
田
修
編
『
講
座
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
』（
第
一
巻
、
二
〇
〇
八
年
）。

ノヴィサド市役所の入り口の表示。
上からセルビア語、ハンガリー語、
スロヴァキア語、ルシン語。
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=
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
ま
ま
、

第
一
次
大
戦
の
終
結
を
迎
え
る
。
そ
し
て
ヴ
ォ
イ

ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
は
「
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
王
国
」、後
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
の
一
部
と
な
り
、
第
二
次
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
政

権
時
代
を
除
き
今
日
ま
で
、
セ
ル
ビ
ア
の
自
治
州

と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
き
た
。

　

さ
て
、
こ
の
境
界
上
の
多
民
族
地
域
ヴ
ォ
イ

ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
で
公
用
語
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
ル

シ
ン
語
と
は
ど
の
よ
う
な
言
語
で
、
そ
の
言
葉
を

話
す
人
々
と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
、
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
で
ル
シ
ン
語
を
話

す
ル
シ
ン
人
の
数
は
約
一
万
五
千
人
、
ほ
と
ん
ど

が
西
部
地
域
に
集
中
し
、
と
く
に
ノ
ヴ
ィ
サ
ド
か

ら
北
西
に
四
五
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る

村
ル
ス
キ
ケ
レ
ス
ト
ゥ
ル
（Ruski K

（
１
）

erestur

）

は
、
今
も
約
五
千
人
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
ル
シ

ン
語
を
話
す
、
ル
シ
ン
文
化
の
本
拠
地
で
あ
る
。

こ
の
地
に
住
む
ル
シ
ン
人
た
ち
は
、
自
ら
を
「
ル

シ
ン（Rusin

）」あ
る
い
は「
ル
ス
ナ
ク(Rusnak)

」

と
称
し
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る rus- 

と
い
う
共
通

の
語
幹
か
ら
は
「
ル
シ
ン
の
」
と
い
う
意
味
の
形

容
詞 ruski 

も
作
ら
れ
る
。
こ
こ
で
ロ
シ
ア
語
に

馴
染
み
の
あ
る
人
な
ら
す
ぐ
に
気
が
つ
く
こ
と
だ

ろ
う
、こ
の
形
は
あ
き
ら
か
に
、ロ
シ
ア
語
で
「
ロ

シ
ア
の
」
と
い
う
形
容
詞 russkij 

と
よ
く
似

て
い
る
。
ル
シ
ン
語
で
「
ル
シ
ン
語
」
は ruski 

jazik

、
ま
た
現
在
ノ
ヴ
ィ
サ
ド
で
刊
行
さ
れ
て

い
る
ル
シ
ン
語
の
週
刊
誌
は
『Ruske Slovo

』

（『
ル
シ
ン
の
言
葉
』）
と
、
ぼ
ん
や
り
見
て
い
る

と
ロ
シ
ア
語
の
こ
と
か
と
思
っ
て
し
ま
い
そ
う
な

「
ル
シ
ン
」
の
由
来

「
ル
シ
ン
」
の
由
来

形
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
こ
れ
ら
の
語
に
あ
る
語
幹

の rus- 

は
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
で
知
ら
れ
る
ロ

シ
ア
の
呼
称
「
ル
ー
シ(Rus')

」
と
お
そ
ら
く
同

起
源
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
名
称
の
類
似
性
、
あ
る

い
は
語
源
的
共
通
性
か
ら
、
時
に
「
ル
シ
ン
人
と

は
古
い
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
」
と
い
っ
た
誤
解
さ
え

生
じ
る
の
だ
が
、
ル
シ
ン
人
が
古
い
ロ
シ
ア
、
す

な
わ
ち
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
と
直
接
の
関
係
を
も
っ

た
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
近
代
以
後
の
歴
史
の
中

で
彼
ら
に
関
係
し
て
く
る
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
ま
ぎ
ら
わ
し
い
名
称
は
、

い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
を
知
る
た
め
に
は
、
ル
シ
ン
人
の
、
と
い
う
よ

り
は「
ル
シ
ン
人
」と
い
う
名
称
の
ル
ー
ツ
を
少
々

た
ど
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
ん
に
ち
中
欧
か
ら
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
北
部
に
広
く
分
布
す

る
ス
ラ
ヴ
諸
言
語
の
話
し
手
で

あ
る
ス
ラ
ヴ
族
は
、
紀
元
五
〜

六
世
紀
頃
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
南

東
部
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
西
部

を
中
心
に
居
住
し
て
お
り
、
そ

の
後
、
東
、
西
、
南
に
分
か
れ

て
移
住
を
開
始
し
て
現
在
居

住
す
る
各
地
域―

―

東
の
ロ
シ

ア
、
西
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ

コ
、
あ
る
い
は
南
の
バ
ル
カ
ン

各
地
な
ど
に
定
住
し
た
。
そ
の

民
族
移
住
の
頃
に
、
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
・
ザ
カ
ル
パ
チ
ア
地

方
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
北
部
ま
で

ル
シ
ン―
―
名
称
の
境
界
性

ル
シ
ン―
―
名
称
の
境
界
性

弧
を
描
い
て
連
な
る
カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
の
西
側
の

麓
に
居
を
定
め
た
東
ス
ラ
ヴ
系
の
人
々
が
、
ル
シ

ン
人
の
起
源
と
さ
れ
る
。
彼
ら
は
国
家
的
集
合
体

を
形
成
し
た
こ
と
は
な
く
、
九
世
紀
に
東
か
ら
到

来
し
た
マ
ジ
ャ
ー
ル
族
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
）
が
、

カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
西
側
か
ら
パ
ン
ノ
ニ
ア
地
方
一

帯
を
制
し
て
建
国
し
た
後
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国

内
に
少
数
集
団
と
し
て
居
住
し
続
け
て
来
た
。
彼

ら
の
居
場
所
も
彼
ら
自
身
の
〈
ル
シ
ン
人
〉
と
い

う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
も―

―

そ
れ
を
い
つ
か

ら
明
確
に
持
ち
始
め
た
か
は
不
明
だ
が―

―

基
本

的
に
変
わ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
そ

の
中
の
一
部
が
一
八
世
紀
半
ば
、
上
に
述
べ
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
南
部
の
軍
政
地
帯
に
移
住
し
て
、
ヴ
ォ

（
１
）キ
リ
ル
文
字
表
記
で Руски 

Керестур, 

ま
た
セ
ル
ビ
ア
語
式

に
は Руски К

рстур/R
uski 

K
rstur 

ル
ス
キ
ク
ル
ス
ト
ゥ
ル

と
な
る
。
な
お
、
ル
シ
ン
語
、
セ

ル
ビ
ア
語
は
キ
リ
ル
文
字
言
語
だ

が
、
本
稿
で
は
す
べ
て
ラ
テ
ン
文

字
に
翻
字
し
て
表
記
す
る
。
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イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
ル
シ
ン
人
の
祖
先
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
流
れ
だ
け
を
見
れ

ば
、
ル
シ
ン
人
の
歴
史
は
単
純
な
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
名
称
が
担
う
歴
史
は
、
な
か
な
か
複

雑
で
あ
る
。

　

現
代
言
語
学
の
先
駆
者
た
る
Ｆ
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー

ル
に
よ
れ
ば
、
一
つ
の
言
語
記
号
は
、
能
記
（
形

式
、
音
）
と
所
記
（
意
味
内
容
）
の
結
び
つ
き
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
用
い
れ
ば
「
ル
シ
ン
」

と
い
う
記
号
は Rusin [r

（
２
）

usin]

と
い
う
能
記
と
、

そ
の
所
記
た
る
ル
シ
ン
人
の
結
び
つ
き
で
構
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、「
ル
シ
ン
」
に

関
す
る
問
題
は
ま
さ
に
こ
の
点
、
つ
ま
り
能
記 

Rusin 

に
対
す
る
所
記
の
ル
シ
ン
人
が
、
時
代
や

場
所
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
点
に
あ
る
と

い
え
る
。
ル
シ
ン
と
い
う
語
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
ロ
シ
ア
の
古
称
ル
ー
シ
と
結
び
つ
く
。
こ

の
ル
ー
シ
と
い
う
語
自
体
が
語
源
不
明
な
の
だ

が
、
と
に
か
く
一
〇
世
紀
以
後
、
ル
シ
ン
人
た
ち

の
居
住
地
よ
り
さ
ら
に
東
の
地
域
に
キ
エ
フ
・

ル
ー
シ
が
形
成
さ
れ
、
西
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ

ト
ア
ニ
ア
と
い
っ
た
国
家
が
台
頭
し
て
、
中
世
以

後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
の
図
版
が
で
き
上
が
る

と
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
広
く
、
東
ス
ラ
ヴ
人
が
住

む
土
地
す
な
わ
ち
現
在
の
ロ
シ
ア
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
一
帯
を
指
し
て
ル
ー
シ
と
い
う
語
が

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
一
世
紀
に
は
、

こ
の
語
か
ら
派
生
し
た Rusin

、
ま
た
こ
れ
に
対

応
す
る
ラ
テ
ン
語
形
の Rusinus, Rusenus 

あ

る
い
は Ruthenus

な
ど
が
、
そ
こ
に
住
む
人
々

の
名
称
と
し
て
現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
語
か
ら
は
、

ド
イ
ツ
語
形 Ruthener

、
英
語
形 Ruthenian 

と
い
っ
た
語
も
後
に
生
じ
、
一
六
世
紀
以
後
の
中

欧
で
は
、
ル
シ
ン
あ
る
い
は
ル
テ
ネ
は
、
東
に
新

た
に
台
頭
し
た
モ
ス
ク
ワ
公
国
の
ロ
シ
ア
人

（M
oscovitae 

と
呼
ば
れ
た
）
と
区
別
し
て
、
そ

の
領
域
よ
り
西
に
住
む
東
ス
ラ
ヴ
人
を
指
し
て
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
時
代
が
下
り

一
九
世
紀
に
な
る
と
、
ル
シ
ン
／
ル
テ
ネ（
３
）は
よ
り

限
定
的
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
領
内
に
住
む
東
ス
ラ

ヴ
人
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
人
々
の
住
む
地
域
、
と
く
に
、
歴
史

的
に
ガ
リ
ツ
ィ
ア
と
し
て
知
ら
れ
る
、
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
西
部
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
民
族
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
始
め
る
と
、

ル
シ
ン
（
ル
テ
ニ
ア
）
と
い
う
語
は
、
あ
ら
た
に

民
族
意
識
を
獲
得
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
を
指
示
対

象
と
す
る
記
号
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
う
し
て
、
ル
シ
ン
と
い
う
語
は
、
歴
史
的

に
異
な
る
意
味
で
、
つ
ま
り
所
記
の
境
界
を
さ
ま

ざ
ま
に
変
え
な
が
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
ル
シ
ン
と
い
う
古
く
か
ら
の
名
称
を
維
持
す

る
ル
シ
ン
人
に
対
し
て
、
今
も
な
お
「
彼
ら
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
で
あ
ろ
う
と
し
な
い
、
あ
る
い
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
に
な
り
そ
こ
ね
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
で

あ
る
」
と
い
っ
た
議
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た

「
ル
シ
ン
」
の
名
称
が
担
っ
て
き
た
複
雑
な
歴
史

の
ゆ
え
ん
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
ル
シ
ン
人
の
多
く
は
、

ギ
リ
シ
ャ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会（

４
）
の
信
者
で
あ
る
。

ル
シ
ン
人
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
に
つ
い
て

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、

一
四
世
紀
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
西
部
で
作
ら
れ
た
祈
禱

書
な
ど
か
ら
は
、
東
方
正
教
会
と
早
く
か
ら
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
一
七

ル
シ
ン
人――

宗
教
の
境
界
性

ル
シ
ン
人――

宗
教
の
境
界
性

世
紀
中
葉
以
後
の
ル
シ
ン
人
の
精
神
文
化
は
、

一
五
九
六
年
の
「
ブ
ジ
ェ
シ
チ
（
ブ
レ
ス
ト
）
合

同
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
ギ
リ
シ
ャ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
属
し
な

が
ら
、
典
礼
の
方
法
や
教
会
規
律
な
ど
に
お
い
て

東
方
正
教
会
の
伝
統
を
保
持
す
る
教
会
を
指
す
。

キ
ェ
ニ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
著
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
』（
恒

文
社
、
第
一
巻
二
一
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
国
内
の
宗
教
的
安
定
を
意
図
し
て
行
わ
れ
た

こ
の
教
会
合
同
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
内
の
正
教
徒
に

は
実
質
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
半
世
紀
後
の
一
六
四
六
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
西

部
で
も
行
わ
れ
た
教
会
合
同
は
、
ル
シ
ン
人
に

と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。「
ウ

ジ
ュ
ホ
ロ
ド
の
合
同
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
出
来
事

に
よ
っ
て
、
そ
の
地
に
住
む
ル
シ
ン
人
の
多
く
が

ギ
リ
シ
ャ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
信
者
と
な
り
、

そ
の
信
仰
は
、
教
会
合
同
の
約
一
〇
〇
年
後
に
故

郷
を
離
れ
て
南
に
移
住
し
た
ル
シ
ン
人
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
の
一
つ
の
要
素
と
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
歴
史
的
に
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
二

分
し
て
き
た
の
が
東
西
教
会
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

ギ
リ
シ
ャ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
ま
さ
に
そ
の

東
西
教
会
の
境
界
上
に
で
き
上
が
っ
た
組
織
で
あ

り
、
そ
の
信
者
で
あ
る
ル
シ
ン
人
た
ち
は
、
信
仰

に
お
い
て
も
境
界
上
の
存
在
と
し
て
、
ヴ
ォ
イ

ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
地
に
現
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ル
シ
ン
語
は
ル
シ
ン
人
が
も
と
い
た
と
こ
ろ
、

す
な
わ
ち
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ザ
カ
ル
パ
チ
ア
地
方
を

中
心
と
し
て
、
カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
の
西
南
麓
に
、

ル
シ
ン
語―

―

言
語
の
境
界
性

ル
シ
ン
語―

―

言
語
の
境
界
性

（
２
）地
域
変
種
に
よ
っ
て Rusyn 

と
な
る
場
合
が
あ
る
。

（
３
）西
洋
史
な
ど
で
は
、
伝
統
的

に
「
ル
テ
ニ
ア
人
」
と
い
う
表
記

が
用
い
ら
れ
る
。

（
４
）東
方
帰
一
教
会
、
ユ
ニ
ア
ー

ト
教
会
な
ど
と
い
っ
た
名
称
も
歴

史
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
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複
数
の
国
家
に
ま
た
が
っ
て
現
在
も
分
布
す
る
。

そ
の
中
で
バ
ル
カ
ン
半
島
に
移
住
し
た
ル
シ
ン
語

の
み
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
時
代
か
ら
独
自
の

言
語
と
し
て
扱
わ
れ
、
ル
シ
ン
人
と
い
う
民
族
集

団
も
公
的
に
存
在
を
認
め
ら
れ
て
き
た
。
ノ
ヴ
ィ

サ
ド
大
学
文
学
部
に
設
け
ら
れ
て
い
る
ル
シ
ン
学

科
の
開
設
は
一
九
七
二
年
、
先
に
言
及
し
た
ル
シ

ン
語
の
週
刊
誌
『
ル
シ
ン
の
言
葉
』
の
刊
行
も
、

一
九
五
〇
年
代
か
ら
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ

の
状
況
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
ま
で
ル
シ
ン
語
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
方
言
と
み
な
さ
れ
、
ル
シ
ン
人

と
い
う
民
族
の
存
在
も
否
定
さ
れ
て
き
た
そ
の
他

の
旧
共
産
圏
地
域
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

後
者
の
地
域
で
は
、
よ
う
や
く
一
九
九
〇
年
代
の

民
主
化
以
後
に
状
況
の
変
化
が
現
れ
、
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
は
一
九
九
五
年
か
ら
ル
シ
ン
語
を
国
内
の
少

数
言
語
と
し
て
認
定
、
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
も

二
〇
〇
五
年
に
ル
シ
ン
語
を
公
式
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
語
と
は
別
の
言
語
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
名
称
は

『
レ
ム
コ
語
』）
と
し
て
認
め
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
ル
シ
ン
語
が
そ
の
他
の

―
―

彼
ら
の
〈
故
郷
〉
た
る
カ
ル
パ
チ
ア
地
方
の

ル
シ
ン
語
と
異
な
る
の
は
、
社
会
的
状
況
だ
け
で

は
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ル
シ
ン
語
は

系
統
的
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
や
ロ
シ
ア
語
と
同
じ

東
ス
ラ
ヴ
語
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
八

世
紀
半
ば
に
バ
ル
カ
ン
半
島
北
部
に
も
た
ら
さ
れ

る
以
前
に
、
す
で
に
長
い
間
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
あ

る
い
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
な
ど
西
ス
ラ
ヴ
語
話
者
と

の
接
触
関
係
に
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
接
触
の
痕

跡
が
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
ル
シ
ン
語
で
「
石
鹸
」
は m

idlo 

と
い
う
が
、

こ
の
よ
う
に-dl-

と
い
う
子
音
連
続
を
含
む
形
は

西
ス
ラ
ヴ
語
に
特
有
の
も
の
で
、
東
・
南
ス
ラ
ヴ

語
で
は d 

が
脱
落
し
て l 

だ
け
に
な
る
。
じ
っ

さ
い
に
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
語
で
は m

ýdlo

、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
語
で
は m

ylo 

が
そ
れ
ぞ
れ
「
石
鹸
」
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
で
ル
シ
ン
語
は
、
西
ス
ラ

ヴ
語
的
で
あ
る
。
し
か
し
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の

ル
シ
ン
語
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
に
移
住
し
て
二
世

紀
半
を
経
る
間
に
南
ス
ラ
ヴ
語
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア

語
の
影
響
も
受
け
、
カ
ル
パ
チ
ア
山
麓
の
ル
シ
ン

語
と
は
異
な
る
特
徴
も
見
せ
る
。
た
と
え
ば
す

で
に
挙
げ
た
「
語
」
と
い
う
意
味
の jazik

を
見

る
と
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
母
音 i[i] 

は
そ
の
他
の

地
域
の
ル
シ
ン
語
で
は jazyk 

と y

（
中
舌
音
の

[]

ま
た
は[])

に
な
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
意
味

の
語
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
は jazyk

、
い
っ
ぽ
う

セ
ル
ビ
ア
語
で
は jezik

、
つ
ま
り i/y 

の
部
分

に
注
目
す
れ
ば
、
ル
シ
ン
語
は
セ
ル
ビ
ア
語
と
同

じ
形
を
と
る
。
ス
ラ
ヴ
語
に
は
も
と
も
と
前
舌
母

音
の i 

と
中
舌
母
音
の y 

の
音
韻
的
対
立
が
あ

り
、
こ
の
対
立
は
ス
ラ
ヴ
語
世
界
の
北
す
な
わ
ち

ロ
シ
ア
語
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
な
ど
で
は
っ
き
り
現

れ
、
南
に
下
る
ほ
ど
弱
く
な
っ
て
セ
ル
ビ
ア
語
な

ど
南
ス
ラ
ヴ
語
で
は
、
こ
の
対
立
は
完
全
に
解
消

さ
れ
、
も
と
のi

もy 

も
区
別
な
く i 
に
な
る
。

「
語
」
は
本
来
中
舌
音
の y 

を
含
む
た
め
、
こ
こ

に
セ
ル
ビ
ア
語
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
や
カ
ル
パ
チ
ア

の
ル
シ
ン
語
の
違
い
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ォ

イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
ル
シ
ン
語
は
、
セ
ル
ビ
ア
語
の

影
響
を
受
け
て y>i 

の
変
化
を
起
こ
し
て
お
り
、

こ
の
点
で
は
南
ス
ラ
ヴ
語
的
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
の
ル
シ
ン

語
は
、
東
ス
ラ
ヴ
語
に
起
源
を
も
ち
な
が
ら
、
西

ス
ラ
ヴ
語
、
南
ス
ラ
ヴ
語
の
そ
れ
ぞ
れ
と
部
分
的

に
重
な
り
、
な
お
か
つ
移
住
後
に
獲
得
し
た
独
自

の
特
徴
（
も
と
も
と
のse

がše

に
な
る
な
ど
）

も
加
わ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
ス
ラ
ヴ
語

に
似
て
い
な
が
ら
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
、
ス
ラ

ヴ
語
世
界
の
境
界
上
の
言
語
と
し
て
今
に
至
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

本
特
集
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
境
界
」
を
言
語
研

究
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
す
る
と―

―

言
語
学
に

お
い
て
は
、
言
語
間
の
境
界
を
ど
こ
に
、
ま
た
い

か
な
る
基
準
を
も
っ
て
定
め
る
か
が
重
要
な
課
題

と
な
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
反
対
に
、
本
来
あ

る
（
あ
る
い
は
あ
っ
た
）
言
語
間
の
境
界
が
ど
こ

で
、
ま
た
い
か
に
し
て
不
明
瞭
に
な
る
か
、
そ
の

不
明
瞭
な
境
界
か
ら
ど
の
よ
う
な
新
た
な
言
語
が

現
れ
て
く
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合

も
あ
る
。
ル
シ
ン
語
は
ま
さ
に
後
者
の
よ
う
な
考

察
を
必
要
と
す
る
言
語
で
あ
り
、
言
語
の
動
態
性

や
可
変
性
を
考
え
る
上
で
も
、
興
味
尽
き
な
い
研

究
対
象
な
の
で
あ
る
。

ヴォイヴォデイナの州都ノヴィサド
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我
々
が
住
む
地
球
は
、
岩
石
と
金
属
か
ら
で
き

た
惑
星
で
あ
る
。
我
々
の
足
下
か
ら
地
球
の
中
心

ま
で
、
岩
石
と
金
属
と
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
金
属
と
岩
石
が
接
す
る
と
こ
ろ
、

あ
る
い
は
、
金
属
部
分
・
岩
石
部
分
の
中
に
、
様
々

な
「
境
界
」
が
あ
る
。
地
球
の
中
が
ど
う
な
っ
て

い
よ
う
と
、
我
々
に
は
関
係
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、そ
う
で
は
な
い
。「
境

界
」
の
存
在
な
く
し
て
地
球
が
現
在
の
姿
に
な
る

こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
そ
れ
く
ら
い
、
地
球
の
中
に
あ
る
境
界

は
、
地
球
の
歴
史
、
そ
し
て
、
我
々
人
類
の
存
在

そ
の
も
の
に
さ
え
、
様
々
な
面
で
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
ん
な
地
球
の
中

の
境
界
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
地
球
の
中
身
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
姿
を
概
観
し
て
み
よ
う
（
図
１
）。
地
球
の

内
部
は
、
岩
石
と
金
属
と
が
層
を
成
し
て
積
み
重

な
っ
た
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
一
番
外
側
に
は
、

岩
石
か
ら
で
き
て
い
る
地
殻
が
あ
る
。
我
々
が

日
々
踏
み
し
め
て
い
る
大
地
は
、
地
殻
の
表
面
で

あ
る
。
地
殻
の
厚
さ
は
平
均
で
十
六
㎞
程
度
で
あ

る
が
、
薄
い
と
こ
ろ
で
五
㎞
以
下
、
厚
い
と
こ
ろ

で
は
五
〇
㎞
を
超
え
る
。
地
殻
の
下
に
は
、
地
殻

と
は
違
う
種
類
の
岩
石
か
ら
な
る
マ
ン
ト
ル
が
あ

り
、
深
さ
お
よ
そ
二
九
〇
〇
㎞
ま
で
続
い
て
い
る
。

マ
ン
ト
ル
の
内
部
は
、
深
さ
六
六
〇
㎞
あ
た
り
で
、

岩
石
の
密
度
の
違
い
に
よ
り
上
部
マ
ン
ト
ル
と
下

部
マ
ン
ト
ル
に
分
か
れ
て
い
る
。
マ
ン
ト
ル
の
下

に
は
、
金
属
か
ら
で
き
て
い
る
核
が
あ
り
、
地
球

の
中
心
ま
で
続
い
て
い
る
。
核
の
中
は
、
深
さ
お

よ
そ
五
一
〇
〇
㎞
で
外
核
と
内
核
に
分
か
れ
て
お

り
、
外
核
は
液
体
金
属
、
内
核
は
固
体
金
属
で
あ

る
。
地
殻
と
マ
ン
ト
ル
と
の
境
界
は
、
そ
の
発
見

者
の
名
前
を
と
っ
て
「
モ
ホ
ロ
ビ
チ
ッ
チ
不
連
続

面
（
モ
ホ
面
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る（

１
）。

上
部
マ
ン

ト
ル
と
下
部
マ
ン
ト
ル
と
の
境
界
は
、
そ
の
深
さ

か
ら
「
六
六
〇
㎞
境
界
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
。
マ
ン
ト
ル
と
核
と
の
境
界
、
外
核
と
内
核
と

の
境
界
に
つ
い
て
は
、
他
の
呼
び
方
で
呼
ば
れ
る

こ
と
は
少
な
い
。

　

以
上
は
、
地
球
内
部
を
、
物
質
の
種
類
に
よ
っ

て
分
け
た
と
き
の
層
構
造
と
境
界
で
あ
る
が
、
物

質
の
性
質
（
硬
さ
、
変
形
の
し
や
す
さ
な
ど
）
に

着
目
す
る
と
、
別
の
分
け
方
も
で
き
る
。
深
さ

一
〇
〇
㎞
付
近
ま
で
の
マ
ン
ト
ル
は
、
一
〇
〇
㎞

以
深
の
マ
ン
ト
ル
よ
り
も
硬
く
、
そ
の
上
に
乗
っ

て
い
る
地
殻
と
一
体
の
板
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
板
状
の
部
分
を
「
リ
ソ
ス
フ
ェ
ア
」、
そ
の

下
の
軟
ら
か
い
部
分
を
「
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
」
と

呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
（
図
１
）。
リ
ソ
ス
フ
ェ
ア
は

十
数
枚
に
分
か
れ
て
お
り
、
分
か
れ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
部
分
は
「
プ
レ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る（

２
）。
プ
レ
ー

ト
は
、
お
た
が
い
に
水
平
運
動
を
し
て
お
り
、
プ

レ
ー
ト
同
士
が
接
す
る
部
分
に
は
プ
レ
ー
ト
境
界

が
あ
る
。
プ
レ
ー
ト
境
界
に
は
、
プ
レ
ー
ト
が
離

れ
合
う
「
発
散
境
界
」、
プ
レ
ー
ト
が
ぶ
つ
か
り

合
う
「
収
束
境
界
」、
そ
し
て
プ
レ
ー
ト
が
す
れ

違
う
「
横
ず
れ
境
界
」
の
三
種
類
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、地
球
の
中
は
い
く
つ
も
の
「
層
」

に
分
か
れ
て
お
り
、
層
と
層
と
の
間
に
は
境
界
が

あ
る
。
ま
た
、
層
の
中
に
も
境
界
が
あ
る
。
で
は
、

こ
れ
ら
の
境
界
の
存
在
は
、
地
球
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
地
球
の
表
面
近
く
に
あ
る
プ
レ
ー
ト
境

界
か
ら
紹
介
し
よ
う
。
上
述
の
三
種
類
の
プ
レ
ー

ト
境
界
の
う
ち
、
特
に
発
散
境
界
と
収
束
境
界
が
、

地
球
あ
る
い
は
我
々
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。

　

プ
レ
ー
ト
発
散
境
界
で
は
、
境
界
の
両
側
に
プ

レ
ー
ト
が
離
れ
て
い
く
に
従
っ
て
、
そ
の
下
に
あ

る
ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
の
物
質
（
実
態
は
カ
ン
ラ
ン

は
じ
め
に

は
じ
め
に

地
球
内
部
の
構
造
と
境
界

地
球
内
部
の
構
造
と
境
界

　

プ
レ
ー
ト
発
散
境
界

　

プ
レ
ー
ト
発
散
境
界

（
１
）
ア
ン
ド
リ
ア
・
モ
ホ
ロ
ビ

チ
ッ
チ
（1857-1936

）
は
、
ク

ロ
ア
チ
ア
の
地
震
学
者
・
気
候
学

者
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年
に
、
地

震
波
の
伝
わ
り
方
の
解
析
か
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
下
に
地
震
波
速

度
が
急
速
に
速
く
な
る
不
連
続
面

が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
の

不
連
続
面
が
、
地
殻
と
マ
ン
ト
ル

と
の
境
界
で
あ
る
。

（
２
）
プ
レ
ー
ト
は
、
軟
ら
か
い

ア
セ
ノ
ス
フ
ェ
ア
の
上
を
水
平
移

動
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
プ

レ
ー
ト
の
動
き
で
地
球
表
層
の
変

動
を
説
明
す
る
考
え
方
を
「
プ

レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
」
と
い
う
。

地
球
の
中
の
境
界

―
―

視
値
覚
に
お
け
る
虚
と
実―

―

小
木
曽　

哲 
｜T

ET
SU
 K
O
GISO

小
木
曽　

哲
（
こ
ぎ
そ　

て
つ
）

一
九
六
七
年
、
岐
阜
県
瑞
浪
市
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
（
地
質
学
鉱
物
学
専
攻
）
修
了
。
博
士
（
理
学
）。
現
在
、
京
都
大

学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
（
相
関
環
境
学
専
攻
）
准
教
授
。
専
門
は
岩

石
学
・
地
球
化
学
。
主
に
高
圧
実
験
と
放
射
光
Ｘ
線
分
析
を
用
い
て
、岩
石
（
特

に
火
成
岩
）
か
ら
地
球
内
部
物
質
の
動
き
と
進
化
を
読
み
解
く
研
究
を
進
め
て

い
る
。

図 1　地球内部の層構造と境界。
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岩
と
い
う
岩
石
）
が
上
昇
し
、
そ
の
一
部
が
融
け

て
マ
グ
マ
を
生
成
し
て
い
る
。
そ
の
マ
グ
マ
が
噴

出
し
て
固
結
し
た
部
分
と
、
マ
グ
マ
を
吐
き
出
し

た
融
け
残
り
と
が
、
硬
い
プ
レ
ー
ト
と
な
っ
て
境

界
の
両
側
へ
水
平
移
動
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
発

散
境
界
と
は
プ
レ
ー
ト
が
生
ま
れ
る
場
所
で
あ
り
、

そ
し
て
、
常
に
マ
グ
マ
が
生
成
さ
れ
噴
出
し
て
い

る
場
所
で
も
あ
る
。

　

発
散
境
界
の
大
部
分
は
海
底
に
あ
る
。
そ
こ
は
、

中
央
海
嶺
と
呼
ば
れ
る
、
海
底
に
何
万
㎞
も
連
な

る
大
山
脈
で
あ
る
。
中
央
海
嶺
で
噴
出
す
る
マ
グ

マ
が
も
た
ら
す
物
質
や
熱
は
、
海
洋
の
環
境
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き

こ
と
は
、
マ
グ
マ
活
動
に
伴
っ
て
起
こ
っ
て
い
る

熱
水
活
動
で
あ
る
。
中
央
海
嶺
付
近
で
は
、
海
底

下
に
し
み
込
ん
だ
海
水
が
地
下
の
マ
グ
マ
に
よ
っ

て
熱
せ
ら
れ
、
熱
水
と
し
て
再
び
海
水
中
に
吹
き

出
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
海
底
に
わ
き
出
し
て
い

る
温
泉
で
あ
る
。
こ
の
熱
水
に
は
、
海
底
下
の
岩

石
か
ら
様
々
な
成
分
が
と
け
出
し
て
き
て
い
る
。

そ
の
成
分
の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
使
え
る
金
属

も
あ
れ
ば
、
生
物
が
必
要
と
す
る
化
学
物
質
や
栄

養
塩
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
央
海
嶺

沿
い
に
あ
る
熱
水
噴
出
孔
の
周
囲
に
は
、
熱
水
中

の
物
質
を
利
用
し
て
繁
殖
す
る
生
物
と
そ
れ
を
餌

に
し
て
い
る
生
物
達
が
、
大
き
な
群
集
を
成
し
て

生
息
し
て
い
る
場
所
が
あ
る
。

　

中
央
海
嶺
が
生
物
に
と
っ
て
重
要
な
生
息
場
所

で
あ
る
の
は
、
現
在
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
生
命
が
誕
生
し
た
頃
の
生
物
に
と
っ
て
も
、

中
央
海
嶺
は
重
要
な
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
、
地
層

と
化
石
の
記
録
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
世

界
最
古
の
化
石
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
砂
漠
地

帯
で
見
つ
か
っ
た
約
三
五
億
年
前
の
バ
ク
テ
リ
ア

化
石
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
化
石
が
見
つ
か
っ

た
地
層
は
、
マ
グ
マ
が
海
底
で
固
ま
っ
た
岩
石
と
、

そ
の
岩
石
を
割
っ
て
貫
入
し
て
い
る
シ
リ
カ
岩
脈

か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
層
を
詳
細
に
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
そ
こ
が
、
太
古
の
中
央
海
嶺
付
近
で

熱
水
活
動
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
た
。
つ
ま
り
、
三
五
億
年
前
の
バ
ク
テ
リ
ア

様
の
生
き
物
は
、
中
央
海
嶺
の
熱
水
噴
出
孔
近
く

の
、
極
め
て
熱
い
海
水
の
中
で
生
息
し
て
い
た
よ

う
な
の
だ
。

　

こ
れ
を
支
持
す
る
証
拠
が
、
生
物
学
の
研
究
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
伝
子
解
析
に
基
づ
く
生
物

の
進
化
系
統
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
現
在
地
球
上
に

生
息
す
る
生
物
の
な
か
で
最
も
原
始
的
な
も
の
は
、

好
熱
菌
と
呼
ば
れ
る
、
温
度
が
高
い
場
所
で
し
か

生
息
で
き
な
い
菌
で
あ
る
そ
う
だ
。
こ
れ
は
、

三
五
億
年
前
の
生
物
が
熱
い
海
水
中
で
生
息
し
て

い
た
と
い
う
観
察
と
整
合
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

太
古
の
昔
に
現
れ
た
原
始
生
命
が
熱
水
環
境
で
生

息
し
て
い
た
、
と
い
う
説
を
、
地
質
学
と
生
物
学

と
い
う
、
全
く
別
の
分
野
の
研
究
が
支
持
し
て
い

る
の
だ
。
中
央
海
嶺
と
い
う
「
境
界
」
は
ど
う
や

ら
、
生
命
の
発
生
と
進
化
に
と
っ
て
、
極
め
て
重

要
な
意
味
を
持
つ
場
所
で
あ
る
ら
し
い
。

　

次
に
、
プ
レ
ー
ト
が
ぶ
つ
か
り
合
う
収
束
境
界

を
見
て
み
よ
う
。収
束
境
界
で
は
、一
方
の
プ
レ
ー

ト
が
他
方
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
場
合
も

あ
れ
ば
、
沈
み
込
む
こ
と
な
く
二
つ
の
プ
レ
ー
ト

が
衝
突
し
て
、
プ
レ
ー
ト
を
激
し
く
変
形
さ
せ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
。
前
者
の
例
は
、
我
々
の
住

む
日
本
で
あ
り
、「
沈
み
込
み
帯
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

プ
レ
ー
ト
収
束
境
界

プ
レ
ー
ト
収
束
境
界

後
者
の
例
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
で
あ
り
、「
大
陸

衝
突
帯
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

プ
レ
ー
ト
収
束
境
界
で
は
、
二
つ
の
プ
レ
ー
ト

が
押
し
合
う
こ
と
で
両
方
の
プ
レ
ー
ト
に
常
に
大

き
な
力
が
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
力
が
や
が
て
プ

レ
ー
ト
内
部
に
破
壊
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
の
破
壊

に
よ
っ
て
激
し
い
揺
れ
が
発
生
し
て
周
囲
に
伝

わ
っ
て
行
く
、
そ
れ
が
地
震
で
あ
る
。
地
球
上
で

起
こ
る
地
震
の
ほ
と
ん
ど
が
、
プ
レ
ー
ト
収
束
境

界
で
起
こ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
プ
レ
ー
ト
収
束
境
界
（
特
に
沈
み
込
み

帯
）
で
は
、
活
発
な
火
山
活
動
も
起
こ
っ
て
い
る
。

沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
の
最
上
部
に
は
、
中
央
海
嶺

の
熱
水
で
変
質
し
た
岩
石
や
、
海
底
で
た
ま
っ
た

堆
積
物
な
ど
、
水
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん
だ
物
質
が

あ
る
。
そ
れ
ら
が
沈
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
沈

み
込
み
帯
の
地
下
に
は
水
が
常
に
供
給
さ
れ
て
い

る
（
図
２
）。
水
に
は
物
質
の
融
け
る
温
度
を
下

げ
る
働
き
が
あ
る
た
め
、
沈
み
込
み
帯
の
地
下
に

あ
る
物
質
は
、
水
の
供
給
に
よ
っ
て
融
け
や
す
く

な
る
。
水
に
は
ま
た
、
岩
石
を
軟
ら
か
く
す
る
性

質
が
あ
る
た
め
、
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
の
上
に
あ

る
マ
ン
ト
ル
は
、
マ
ン
ト
ル
の
他
の
部
分
よ
り
も

軟
ら
か
く
な
っ
て
い
る
。
軟
ら
か
く
な
っ
た
マ
ン

ト
ル
物
質
は
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
深
部

へ
と
引
き
ず
ら
れ
て
い
き
、
そ
れ
を
補
完
す
る
反

流
と
し
て
、
深
部
か
ら
高
温
の
マ
ン
ト
ル
物
質（

３
）が

上
昇
し
て
く
る
（
図
２
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

沈
み
込
み
帯
の
地
下
に
は
水
と
高
温
物
質
が
供
給

さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
や

そ
の
上
に
あ
る
マ
ン
ト
ル
が
融
け
て
マ
グ
マ
が
生

成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
マ
グ
マ
が
地
表
ま
で

達
し
て
火
山
活
動
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
、
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
地
球
の
中
は
、深
さ
に
伴
っ

て
温
度
も
圧
力
も
上
が
っ
て
い
く
。 図 2　沈み込み帯における物質の動き。



特集：境界を科学する　36
　

沈
み
込
み
帯
で
の
マ
グ
マ
生
成
は
、
大
陸
を
形

成
す
る
と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
現
在
の
地

球
は
、
表
面
の
お
よ
そ
三
割
を
大
陸
が
占
め
て
い

る
が
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
頃
の
地
球
は
、
大
陸

の
全
く
な
い
、
表
面
が
全
て
海
で
覆
わ
れ
た
星
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
や
が
て
プ

レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
が
始
ま
り（

４
）、

地
球
の
あ
ち

こ
ち
に
沈
み
込
み
帯
が
で
き
て
、
そ
こ
で
マ
グ
マ

の
生
成
が
始
ま
っ
た
。
マ
グ
マ
の
噴
出
に
よ
り
沈

み
込
み
帯
に
は
海
底
火
山
列
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ

が
や
が
て
火
山
列
島
と
な
り
、
更
に
は
プ
レ
ー
ト

運
動
に
よ
っ
て
火
山
列
島
ど
う
し
が
ぶ
つ
か
り

あ
っ
て
大
き
な
陸
地
を
形
成
し
て
い
っ
た（

５
）。

こ
う

し
て
地
球
上
に
陸
地
が
増
え
て
い
き
、
や
が
て
大

き
な
大
陸
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、沈
み
込
み
帯
と
い
う
「
境
界
」
は
、

大
地
震
や
火
山
噴
火
の
よ
う
な
甚
大
な
災
害
を
も

た
ら
す
厄
介
な
存
在
で
も
あ
る
が
、
我
々
人
類
を

含
む
多
様
な
生
命
を
育
む
豊
か
な
大
地
を
作
っ
て

く
れ
た
、
有
り
難
い
存
在
で
も
あ
る
の
だ
。

　

次
に
、
地
球
の
内
部
に
あ
る
境
界
に
目
を
向
け

て
み
よ
う
。
モ
ホ
面
は
、
地
殻
の
岩
石
と
マ
ン
ト

ル
の
岩
石
と
が
接
す
る
境
界
で
あ
り
、
そ
の
上
下

で
は
岩
石
の
化
学
組
成
と
密
度
が
大
き
く
違
っ
て

い
る
。
六
六
〇
㎞
境
界
も
、
岩
石
と
岩
石
と
の
境

界
で
あ
る
が
、
そ
の
上
下
で
は
、
岩
石
の
化
学
組

成
は
ほ
ぼ
同
じ
で
密
度
だ
け
が
違
う
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
核

マ
ン
ト
ル
境
界
は
、
液
体
の
金
属

と
固
体
の
岩
石
と
が
接
す
る
境
界
で
あ
る
。
外
核

‐
内
核
境
界
は
、
液
体
金
属
と
固
体
金
属
と
の
境

界
で
あ
る
。

六
六
〇
㎞
境
界

六
六
〇
㎞
境
界

　

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
境
界
の
上
下
で
の

物
質
の
違
い
が
最
も
大
き
い
の
が
核

マ
ン
ト
ル

境
界
、
最
も
小
さ
い
の
が
六
六
〇
㎞
境
界
で
あ
る
、

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
境
界
と
し
て
あ
ま
り
顕
著
な

存
在
で
は
な
い
の
が
六
六
〇
㎞
境
界
、
と
言
え
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な
マ
イ
ナ
ー

（
？
）
な
六
六
〇
㎞
境
界
が
、
実
は
、
地
球
の
歴

史
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
可
能

性
が
あ
る
の
だ
。

　

マ
ン
ト
ル
は
、
カ
ン
ラ
ン
岩
と
呼
ば
れ
る
岩
石

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ラ
ン
岩
は
、
マ
ン

ト
ル
の
比
較
的
浅
い
部
分
で
は
、
カ
ン
ラ
ン
石
・

輝
石
・
ザ
ク
ロ
石
な
ど
の
鉱
物
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
鉱
物
は
、
圧
力
の
上
昇
に
伴
っ

て
、
密
度
の
大
き
い
（
＝
重
い
）
別
の
鉱
物
に
変

化
し
て
い
く
。
例
え
ば
、
カ
ン
ラ
ン
岩
中
に
最
も

多
く
含
ま
れ
る
カ
ン
ラ
ン
石
は
、
深
さ
四
一
〇
㎞

付
近
で
ウ
ォ
ズ
レ
ア
イ
ト
と
い
う
鉱
物
に
変
化
す

る
。
こ
の
よ
う
な
鉱
物
の
変
化
は
、「
相
転
移
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
カ
ン
ラ
ン
岩
中
の
鉱
物
は
、

様
々
な
深
さ
で
相
転
移
を
起
こ
す
が
、
マ
ン
ト
ル

中
で
最
も
密
度
差
の
大
き
い
相
転
移
が
起
こ
る
場

所
が
六
六
〇
㎞
境
界
で
あ
る（

６
）。

　

六
六
〇
㎞
境
界
が
持
つ
重
要
な
性
質
は
、
重
い

鉱
物
へ
の
相
転
移
が
起
こ
る
圧
力
と
温
度
と
の
関

係
に
あ
る
。
六
六
〇
㎞
で
鉱
物
が
相
転
移
す
る
条

件
を
温
度

圧
力
（
深
さ
）
図
上
に
表
す
と
、
相

転
移
の
境
界
を
表
す
線
（
相
転
移
曲
線
）
の
勾
配

が
負
に
な
る
（
図
３
Ａ
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ら
の
相
転
移
は
、温
度
が
低
い
ほ
ど
よ
り
高
圧（
よ

り
深
く
）
で
、
温
度
が
高
い
ほ
ど
よ
り
低
圧
（
よ

り
浅
く
）で
起
こ
る
。
こ
の
こ
と
が
、地
球
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

マ
ン
ト
ル
の
岩
石
は
固
体
で
あ
る
が
、
非
常
に

ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
度
で
対
流
し
て
い
る
。
マ
ン

ト
ル
の
底
で
核
か
ら
の
熱
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
て

軽
く
な
っ
た
部
分
が
、
マ
ン
ト
ル
の
中
を
上
昇
し

て
い
く
。
一
方
、
地
表
付
近
で
冷
や
さ
れ
て
重
く

な
っ
た
マ
ン
ト
ル
は
下
降
し
て
い
く
。
し
た
が
っ

て
、
マ
ン
ト
ル
を
上
昇
す
る
流
れ
は
、
や
や
高
温

に
、
下
降
す
る
流
れ
は
、
や
や
低
温
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
上
昇
流
と
下
降
流
が
六
六
〇
㎞
境

界
付
近
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
負
の
勾
配
の
効
果

が
あ
ら
わ
れ
る
。
図
３
に
あ
る
よ
う
に
、
や
や
低

温
の
下
降
流
の
中
で
は
、
相
転
移
曲
線
の
負
の
勾

配
の
せ
い
で
、
重
い
鉱
物
へ
の
相
転
移
が
や
や
深

い
と
こ
ろ
で
起
こ
る
。
そ
の
た
め
、
下
降
流
の
中

で
は
、
軽
い
鉱
物
が
よ
り
深
い
と
こ
ろ
ま
で
存
在

し
、
下
降
流
に
対
し
て
上
向
き
、
つ
ま
り
、
流
れ

を
妨
げ
る
方
向
に
力
が
働
く
（
図
３
Ｂ
）。
上
昇

流
の
場
合
は
逆
に
、
重
い
鉱
物
が
よ
り
浅
い
部
分

（
４
）
地
球
の
誕
生
は
四
五
・
六
億

年
前
、
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

の
開
始
は
四
〇
億
年
以
上
前
と
す

る
説
が
有
力
で
あ
る
。

（
５
）
沈
み
込
み
帯
で
生
成
さ
れ

る
マ
グ
マ
の
ほ
か
に
、
沈
み
込
む

プ
レ
ー
ト
の
最
上
部
に
あ
る
堆
積

物
や
海
底
の
玄
武
岩
（
中
央
海
嶺

で
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
固
ま
っ
た

も
の
）
が
沈
み
込
む
際
に
陸
側
に

付
加
す
る
、
と
い
う
過
程
も
、
陸

地
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
。

（
６
）
六
六
〇
㎞
付
近
で
は
、
リ

ン
グ
ウ
ッ
ダ
イ
ト
（
カ
ン
ラ
ン
石

の
高
圧
相
）
がM

g

ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
と
マ
グ
ネ
シ
オ
ヴ
ス
タ
イ
ト

に
分
解
す
る
相
転
移
と
、
メ

ジ
ャ
ー
ラ
イ
ト
（
輝
石
・
ザ
ク
ロ

石
の
高
圧
相
）
がM

g

ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
・Ca

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

に
変
化
す
る
相
転
移
が
あ
る
。

図 3　(A) 660km 境界における相転移と、マントルの上昇流・下
降流の温度を、温度－圧力グラフ上で模式的に表した図。
(B) 上昇流・下降流がある場合の、660km（点線）と相転移境界
の深さ（実線）との関係を表した図。より低温の下降流の中では、
軽い鉱物が 660km よりも深いところまで存在するため、660km
よりも少し下では、上向きの浮力（黒矢印）が働く。上昇流の場
合も同様である。
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ま
で
存
在
す
る
た
め
に
、
上
昇
流
に
対
し
て
下
向

き
の
力
が
働
く
。
こ
の
よ
う
に
、
六
六
〇
㎞
境
界

付
近
で
の
相
転
移
曲
線
が
温
度

圧
力
図
上
で
負

の
勾
配
を
持
つ
こ
と
は
、
上
部
マ
ン
ト
ル
と
下
部

マ
ン
ト
ル
と
の
間
の
流
れ
を
妨
げ
る
働
き
を
し
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
マ
ン
ト
ル
全
体
で
の
流
れ
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え

う
る
一
つ
の
可
能
性
は
、
図
４
の
よ
う
に
、
下
降

流
・
上
昇
流
が
六
六
〇
㎞
境
界
付
近
で
一
旦
溜
ま

り
、
相
転
移
が
起
こ
る
だ
け
の
十
分
な
時
間
が

経
っ
た
後
に
、
一
挙
に
境
界
を
越
え
て
い
く
、
と

い
う
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
上
部
マ
ン

ト
ル
と
下
部
マ
ン
ト
ル
と
の
間
で
行
き
来
す
る
物

質
の
量
が
、
間
欠
的
に
急
増
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
マ
ン
ト
ル
全
体
で
の
流
れ
が
、
激
し
く

な
っ
た
り
穏
や
か
に
な
っ
た
り
を
繰
り
返
す
の
で

あ
る
。
マ
ン
ト
ル
全
体
で
の
流
れ
が
激
し
く
な
る

と
、
マ
ン
ト
ル
の
浅
い
部
分
ま
で
も
た
ら
さ
れ
る

上
昇
流
の
量
も
多
く
な
る
の
で
、
地
球
表
面
で
の

火
山
活
動
が
活
発
化
し
た
り
、
プ
レ
ー
ト
の
生
産

量
が
増
え
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る（

７
）。
プ

レ
ー
ト
の
生
産
量
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
分
、
マ
ン

ト
ル
に
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
の
量
も
増
え
る
の
で
、

沈
み
込
み
帯
で
生
成
さ
れ
る
大
陸
地
殻
の
量
も
多

く
な
る
。

　

で
は
実
際
の
地
球
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
過
去
の

マ
グ
マ
活
動
の
歴
史
を
見
る
と
、
確
か
に
、
マ
グ

マ
の
生
産
量
が
多
い
時
期
と
そ
う
で
な
い
時
期
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
恐
竜
が
繁
栄
し

て
い
た
白
亜
紀
に
は
、
海
洋
地
殻
の
生
成
率
、
つ

ま
り
、
中
央
海
嶺
に
噴
出
し
た
マ
グ
マ
の
量
が
そ

の
前
後
の
時
代
の
二
倍
近
く
も
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
図
５
Ａ
）。
ま
た
、
大
陸

地
殻
の
年
代
別
の
面
積
割
合
を
見
て
み
る
と
、
大

陸
地
殻
が
急
激
に
増
加
す
る
時
期
が
五
〜
一
〇
億

年
の
間
隔
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
（
図
５
Ｂ
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
上
に
述
べ
た
予
想
と
ま
さ
に

一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
球
の
歴
史
の
中
で

実
際
に
、
マ
ン
ト
ル
対
流
が
間
欠
的
に
激
し
く

な
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
い
う
こ
と
は
、

六
六
〇
㎞
境
界
で
の
相
転
移
が
、
マ
ン
ト
ル
対
流

の
様
式
を
強
く
支
配
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。六
六
〇
㎞
境
界
は
、決
し
て
マ
イ
ナ
ー

な
境
界
な
ど
で
は
な
く
、
地
球
内
部
と
表
層
の
変

動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
、
極
め
て
重
要
な
境

界
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
地
球
の
中
に
あ
る
境
界
に
つ
い
て
、
そ

の
存
在
の
意
味
す
る
所
を
簡
単
に
紹
介
し
た
。
こ

こ
で
触
れ
な
か
っ
た
境
界
も
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

　

地
球
は
、
四
五
・
六
億
年
前
に
誕
生
し
て
以
来
、

現
在
の
よ
う
な
姿
に
な
る
ま
で
に
、
様
々
な
出
来

事
、
変
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
の
長
い
歴
史

の
中
で
、
地
球
の
中
の
境
界
が
果
た
し
た
役
割
は

決
し
て
小
さ
く
な
い
。
も
し
、
地
球
の
中
に
境
界

が
な
か
っ
た
ら
、
地
球
は
ど
ん
な
姿
に
な
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
我
々
が
住
む
陸
地
は
出
現
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
生
命
は
ど
の
よ
う
に
進
化
し

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

も
し
、
地
球
の
中
に
「
境
界
」
が
な
か
っ
た
ら
、

我
々
は
、
こ
の
地
球
上
に
存
在
さ
え
し
て
い
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

（
７
）
マ
ン
ト
ル
対
流
の
活
発
さ

と
プ
レ
ー
ト
運
動
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

（
８
）R. L. Larson (1991) Latest 

pulse of Earth: evidence for 
a
 
m
id
-C
r
e
t
a
c
e
o
u
s 

superplum
e, G

eolog
y, 19, 

547-550.

（
９
）S. Rino et al. (2008) T

he 
Grenvillian and Pan-A

frican 
orogens: w

orld's largest 
orogenies through geologic 
tim
e, and their im

plications 
on the origin of superplum

e, 
G

ondw
ana R

esearch, 14, 51-72.

図 4　660km 境界での相転移がマントル対流に与える影
響のイメージ。660km 境界付近で一旦溜まった上昇流・
下降流が、間欠的に境界を越えていく。

図 5　（A）白亜紀から現代までの海洋地殻生成率の変化
（８）

。１億２千万年前頃
には、海洋地殻の生成率が現在の２倍近くにまで上昇している。（B）大陸地
殻の形成年代分布

（９）

。大陸地殻が急激に形成された時期が間欠的に何度も繰り
返されている。



特集：境界を科学する　38
　

境
界
と
い
う
も
の
は
不
明
確
な
も
の
で
あ
る
と

同
時
に
、
難
し
い
も
の
だ
。
境
界
に
か
か
わ
る
問

題
は
、
私
た
ち
の
も
の
の
考
え
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
、

す
べ
て
に
行
き
渡
る
。
境
界
と
い
う
も
の
が
な
ぜ

不
明
確
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
、
そ
も

そ
も
そ
れ
が
自
然
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ

に
無
理
や
り
私
た
ち
が
線
引
き
し
よ
う
と
す
る
か

ら
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

例
え
ば
、
国
と
国
の
境
界
と
は
明
ら
か
に
人
為

的
な
も
の
だ
。
も
し
人
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
こ
か

ら
が
日
本
で
こ
こ
か
ら
が
中
国
だ
と
い
う
よ
う
な

境
界
は
、
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、

今
ま
さ
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
が
、

あ
る
地
域
が
ど
ち
ら
の
領
土
に
属
し
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
不
明
確
な

点
が
あ
り
、
明
確
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
理

的
な
形
状
や
気
候
な
ど
に
訴
え
て
も
ど
う
し
よ
う

も
な
く
、
人
為
的
に
決
め
る
し
か
な
い
。
だ
か
ら
、

境
界
は
不
明
確
で
あ
る
と
同
時
に
、
不
安
定
で
も

あ
る
。
そ
れ
は
移
ろ
い
行
く
歴
史
の
中
で
変
化
し
、

安
定
し
て
い
る
時
期
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
絶
対
唯
一
の
境
界
と
な
り
う
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
境
界
が
も
つ
不
明
確
さ
と
不
安
定

さ
は
、
先
ほ
ど
も
言
っ
た
よ
う
に
、
領
土
の
よ
う

な
問
題
に
限
ら
ず
、
私
た
ち
の
も
の
の
考
え
か
た

す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
。
領
土
の
よ
う
な
問
題
に

し
て
も
、
こ
れ
は
具
体
的
で
即
物
的
な
も
の
の
境

界
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
一
方
で
、
あ
る
国
家
、
例
え
ば
「
日
本
」

と
い
う
考
え
・
概
念
の
境
界
に
か
か
わ
る
問
題
と

も
言
え
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
も
し
私
た

ち
が
、
自
分
た
ち
が
使
用
す
る
言
葉
の
意
味
や
概

念
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
方

で
、
必
ず
そ
の
境
界
に
関
わ
る
問
題
が
た
ち
あ
ら

わ
れ
る
。

　

哲
学
と
い
う
学
問
は
、
昔
か
ら
、
こ
う
い
っ
た

概
念
の
分
析
と
明
晰
化
に
、
特
に
か
か
わ
っ
て
き

た
学
問
だ
と
言
え
る
。
二
〇
世
紀
に
は
、
む
し
ろ

そ
の
よ
う
な
作
業
こ
そ
が
、
哲
学
の
唯
一
の
な
す

べ
き
役
割
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
ま
で
現
れ
た
。

　

私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
Ｘ
が
、

本
当
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
本
当
に
私
た

ち
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
か
、
古
代
の
偉
大
な

る
哲
学
者
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
は
、
こ
の
問
題
に
い

た
る
と
こ
ろ
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
プ
ラ
ト
ン
の

師
で
あ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
主
人
公
と
な
っ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
著
作
で
は
、
た
い
て
い
結
局
私
た
ち

は
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
な
か
っ
た
よ
ね
、
と
い
う
形
で
話
が
終
わ
る
わ

け
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
は
、
私
た
ち
の
無
知
を
暴
い
て
い
る
と
同
時
に
、

探
求
の
対
象
で
あ
る
事
柄
が
も
つ
不
明
確
さ
に
も

よ
る
だ
ろ
う
。

　

確
か
に
、
善
や
美
や
徳
と
い
っ
た
明
ら
か
に
抽

象
的
な
も
の
に
比
べ
れ
ば
、
は
る
か
に
概
念
が
明

確
で
、
境
界
線
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
椅
子
と
は
何

か
と
か
、
机
が
何
か
と
か
、
花
瓶
が
何
か
と
か
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
ま
り
も
自
明
で
、
国
境

問
題
が
も
っ
て
い
る
よ
う
な
不
安
定
さ
を
も
っ
て

い
な
い
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

そ
う
だ
ろ
う
か
。
備
前
焼
の
徳
利
に
一
輪
の
花
を

挿
し
て
み
た
と
き
、
そ
れ
は
徳
利
な
の
か
、
一
輪

ざ
し
な
の
か
。
つ
ま
り
、
あ
る
も
の
Ａ
を
Ｂ
と
し

て
使
う
場
合
、
そ
れ
は
Ａ
な
の
か
Ｂ
な
の
か
。
そ

れ
が
作
ら
れ
た
も
と
も
と
の
目
的
や
、
使
い
手
の

意
図
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
考
え
れ
ば
、
一
意
に

決
定
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

こ
う
い
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
見
立
て
」
の
よ
う
な
事
柄
以
外
に
も
、

そ
れ
こ
そ
既
成
概
念
を
打
ち
破
ろ
う
と
す
る
か
の

よ
う
な
作
品
を
生
み
出
す
芸
術
家
の
試
み
は
、
境

界
が
も
つ
不
安
定
さ
を
、
い
く
ば
く
か
で
も
、
私

た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
椅
子
や
机
の
よ
う
な
も
の
は
、

自
然
に
そ
の
ま
ま
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
が
そ

れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
よ
う
と
、
そ
れ
自
体
と
し

て
あ
る
も
の
だ
と
考
え
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ
た
も
の
だ
っ
て
、
人
が
作
っ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
「
椅
子
」
と
い

う
名
前
を
人
が
つ
け
た
も
の
で
は
あ
る
。
で
も
ま

境
界
に
つ
い
て

―
―

視
値
覚
に
お
け
る
虚
と
実―

―

戸
田
剛
文 
｜T

A
K
EFU

M
I　

T
O
D
A

戸
田　

剛
文
（
と
だ　

た
け
ふ
み
）

一
九
七
三
年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
一
九
九
三
年
京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
入
学
、

二
〇
〇
五
年
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
修
了
（
人
間
・
環
境
学

博
士
）。
専
門
は
哲
学
。
主
要
著
作
は
『
バ
ー
ク
リ―

―

観
念
論
・
科
学
・
常
識
』

（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
七
年)

、『
知
を
愛
す
る
者
と
疑
う
心
』（
佐
藤
義

之
・
安
部
浩
と
共
編
著
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
八
年)

、（
翻
訳
）
バ
ー
ク
リ
『
ハ

イ
ラ
ス
と
フ
ィ
ロ
ナ
ス
の
三
つ
の
対
話
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）。
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ず
物
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
そ
れ
に
私
た
ち
は
「
椅

子
」
と
い
う
名
前
を
付
け
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て

そ
う
い
っ
た
椅
子
（
と
名
づ
け
ら
れ
た
物
）
に
つ

い
て
の
概
念
は
、
そ
の
物
に
つ
い
て
の
私
た
ち
の

捉
え
方
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
、

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
よ
う
と
も
、
そ
れ
自

体
と
し
て
あ
る
の
だ
、
そ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

話
が
少
し
や
や
こ
し
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
ち
ょ
っ
と
別
の
言
い
方
を
し
て
み
よ

う
。
世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
、
私

た
ち
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
名
前
を
付
け
、
概
念
を

作
る（

１
）。
私
た
ち
の
そ
の
概
念
に
は
、
不
明
確
さ
や

不
安
定
さ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
界
に
あ

る
い
ろ
い
ろ
な
物
自
体
に
不
明
確
さ
や
境
界
な
ど

な
い
。
私
た
ち
の
概
念
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
と

き
に
は
、
私
た
ち
の
概
念
と
世
界
の
あ
り
方
が
一

致
し
て
い
る
の
だ
が
、
私
た
ち
の
概
念
が
間
違
っ

て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
概
念
と
世
界
と
の
対
応

が
ず
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
不
安
定
さ
は

私
た
ち
の
能
力
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て

（
神
さ
ま
な
ん
か
と
は
違
っ
て
！
）、
世
界
自
体
に

不
明
確
さ
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
こ
の
文
書
の
冒
頭
で
私

が
書
い
た
「
境
界
と
い
う
も
の
が
な
ぜ
不
明
確
で

あ
る
か
と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
、
そ
も
そ
も
そ
れ

が
自
然
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
無
理
や

り
私
た
ち
が
線
引
き
し
よ
う
と
す
る
か
ら
だ
」
と

い
う
言
葉
と
も
一
致
す
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
言
い
方
は
、
境
界

と
い
う
も
の
を
、
私
た
ち
人
の
主
観
の
ほ
う
に

持
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
方

で
、
境
界
と
い
う
問
題
に
苦
し
ま
な
い
世
界
を
、

私
た
ち
は
確
保
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

し
か
し
、
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
私
が
冒

頭
で
言
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、「
境
界
と
い
う
も

の
が
な
ぜ
不
明
確
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
お
そ
ら

く
、
そ
も
そ
も
そ
れ
が
自
然
に
あ
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
こ
に
無
理
や
り
私
た
ち
が
線
引
き
し
よ
う

と
す
る
か
ら
だ
」
と
い
う
言
葉
は
、
必
ず
し
も
、

そ
う
い
っ
た
境
界
が
な
い
、
私
た
ち
の
主
観
と
は

別
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
世
界
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。

　

こ
こ
で
少
し
過
去
の
哲
学
者
に
触
れ
よ
う
。
か

つ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ク
リ

（
一
六
八
五―

一
七
五
三
）
と
い
う
哲
学
者
が
い

た（
２
）。

彼
の
哲
学
は
、
主
観
的
観
念
論
と
い
う
ラ
ベ

ル
を
貼
ら
れ
た
。
そ
の
考
え
を
簡
単
に
言
え
ば
次

の
よ
う
な
も
の
だ
。
当
時
、
哲
学
で
は
、
私
た
ち

が
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
も
の
は
、
私
た
ち
の
心

の
外
の
世
界
が
私
た
ち
の
心
の
中
に
映
し
出
し
た

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
一
般
に
（
哲
学

の
世
界
で
は
）
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
バ
ー
ク

リ
は
、
こ
の
考
え
方
の
一
部
を
受
け
入
れ
、
別
の

一
部
を
否
定
し
た
。
彼
が
受
け
入
れ
た
も
の
と
は
、

私
た
ち
が
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
世
界
が
、
私
た

ち
の
心
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
い
う
考
え
方
だ
。

そ
し
て
、
彼
が
否
定
し
た
考
え
は
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
を
私
た
ち
に
映
し
出
す
、
私
た
ち
の
心
の
中
に

な
い
世
界
が
あ
る
と
い
う
考
え
だ
。

　

彼
は
、
こ
の
こ
と
を
示
そ
う
と
、
い
く
つ
か
の

議
論
を
展
開
し
た
が
、
そ
の
一
つ
は
次
の
よ
う
な

も
の
だ
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
に
見
た
り
聞
い
た
り

さ
れ
な
い
、
私
た
ち
の
心
の
外
に
あ
る
世
界
に
つ

い
て
、
私
た
ち
が
語
る
と
き
、
私
た
ち
は
、
そ
れ

を
考
え
て
い
る
、
つ
ま
り
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
心

の
中
に
あ
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
だ
。
彼

の
議
論
は
（
こ
の
議
論
だ
け
で
は
な
い
が
）、
多

く
の
哲
学
者
の
注
目
を
集
め
た
が
、
そ
れ
と
同
じ

く
ら
い
多
く
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

少
し
前
ま
で
、
私
は
、
彼
の
こ
の
観
念
論
的
な

立
場
に
つ
い
て
、
少
し
ば
か
り
疑
念
を
も
っ
て
い

た
。
も
ち
ろ
ん
今
だ
っ
て
、
そ
れ
が
正
し
い
と
確

信
し
て
は
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
以
前
よ
り
も

魅
力
を
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
紹
介
し
た
彼

の
議
論
は
、
こ
の
文
章
で
私
が
考
え
て
い
る
こ
と

に
も
同
じ
よ
う
に
当
て
は
ま
る
と
思
う
。

　

私
が
冒
頭
で
書
い
た
、
そ
も
そ
も
境
界
な
ど
も

た
な
い
自
然
、
あ
る
い
は
客
観
世
界
、
そ
う
い
っ

た
も
の
も
ま
た
、「
私
た
ち
の
考
え
の
お
よ
ぶ
と

こ
ろ
の
も
の
」
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で

は
、
や
は
り
境
界
問
題
と
ま
っ
た
く
無
縁
な
も
の

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、「
本
来
、
境
界
の
な

い
自
然
」
と
い
う
言
葉
（
あ
る
い
は
概
念
）
で
、

そ
の
世
界
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、

そ
こ
に
境
界
は
な
い
と
言
っ
て
い
い
の
だ
が
、
そ

れ
は
、
私
た
ち
が
そ
う
考
え
る
か
ら
境
界
が
な
い

と
言
っ
て
い
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
は
無
関
係

に
境
界
が
な
い
の
で
は
な
い
と
、
私
は
言
お
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
も
こ
こ
で
次
の
よ
う
に

書
い
て
み
れ
ば
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
先
ほ
ど
、

「
本
来
、
境
界
の
な
い
自
然
」
と
書
い
た
が
、
そ

こ
に
言
葉
を
付
け
加
え
て
、「
本
来
、
私
た
ち
の

考
え
方
と
は
無
関
係
で
、
境
界
の
な
い
自
然
」
と

す
る
な
ら
ば
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

私
は
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。

つ
ま
り
、「「
本
来
、
私
た
ち
の
考
え
方
と
は
無
関

係
で
、
境
界
の
な
い
自
然
」
と
い
う
も
の
が
あ
る

と
私
た
ち
は
考
え
て
い
る
か
ら
、
そ
の
自
然
に
は

境
界
が
な
い
」
と
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
書
く

（
１
）
も
っ
と
も
、
私
は
、
実
際

に
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
私
た
ち
の

概
念
が
で
き
る
と
強
く

0

0

主
張
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
文
章

で
書
い
た
よ
う
な
大
き
な
枠
組
み

か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は

も
っ
と
別
の
物
語
を
描
く
こ
と
が

で
き
る
。

（
２
）
バ
ー
ク
リ
と
い
う
哲
学
者

に
関
心
を
も
た
れ
た
方
は
、
拙
訳

『
ハ
イ
ラ
ス
と
フ
ィ
ロ
ナ
ス
の
三

つ
の
対
話
』（
岩
波
文
庫
）
を
お

読
み
い
た
だ
き
た
い
。
宣
伝
も
か

ね
て
。
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と
、
は
じ
め
の
ほ
う
に
出
て
く
る
「
私
た
ち
の
考

え
方
と
は
無
関
係
で
」
と
い
う
言
葉
と
、
後
に
出

て
く
る
「
考
え
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
コ

ン
フ
リ
ク
ト
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
も
思

え
る
。
私
は
支
離
滅
裂
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
私
に
は
ど
う

も
そ
の
よ
う
に
は
思
え
な
い
（
だ
か
ら
言
っ
て
い

る
の
だ
け
ど
）。

　

国
境
な
ど
の
場
合
、
そ
の
境
界
に
関
わ
る
問
題

を
決
定
す
る
仕
方
は
、
武
力
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
と
話
し
合
い
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
と
、
比
較
的
、

そ
の
恣
意
性
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
個
物
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
個
物

が
何
個
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
の

私
た
ち
の
概
念
は
、
そ
れ
ほ
ど
恣
意
的
な
も
の
で

は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
確
か
に
、
そ
う
い
っ
た

も
の
の
概
念
を
あ
ま
り
話
し
合
い
で
私
た
ち
は
決

め
る
こ
と
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
世
界
が
そ

う
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
し
て
私
た
ち

は
そ
う
い
っ
た
概
念
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
言
い
方
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え

ば
、
生
物
学
的
に
、
私
た
ち
の
概
念
の
発
生
を
語

ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
そ
の
よ
う
な
語
り
方

に
な
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
の
社
会
は
科
学
と
い
う

も
の
に
（
も
ち
ろ
ん
、
怪
し
い
自
称
科
学
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
）
か
な
り
の
信
頼
を
お
い
て
い
る
か

ら
、
こ
う
い
っ
た
語
り
方
も
、
や
は
り
客
観
的
な

世
界
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
私
た
ち
の
主
観
的
世

界
（
あ
る
い
は
信
念
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
い
う

構
図
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
学

問
的
な
語
り
方
自
身
が
、
あ
る
種
、
概
念
を
明
確

化
す
る
行
為
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う

し
、
ま
た
、
学
問
と
い
う
も
の
自
身
、
も
ち
ろ
ん

「
私
た
ち
の
考
え
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
」
で

あ
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
そ
れ
自
体
、
境
界
問
題

と
は
無
縁
で
は
な
い
。
学
問
の
数
（
…
学
）
と
い

う
も
の
が
、
時
代
と
と
も
に
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
く
の
は
、
個
々
の
学
問
の
境
界
に
あ
る
も
の
が

新
し
い
学
問
を
生
み
出
し
、
そ
し
て
ま
た
新
し
い

学
問
が
、
世
界
に
つ
い
て
の
新
し
い
概
念
を
生
み

出
し
た
り
、
ま
た
既
存
の
概
念
に
従
来
と
は
違
っ

た
境
界
を
与
え
た
り
し
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
ま

た
学
問
の
境
界
を
浮
き
彫
り
に
し
、
新
し
い
学
問

が
生
ま
れ
る
…
と
い
う
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
に
で
も

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
書
い
た
こ
と
で
、
私
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が

い
い
た
い
の
だ
。
世
界
に
境
界
を
引
く
、
あ
る
い

は
私
た
ち
の
概
念
を
分
析
し
、
明
確
に
し
よ
う
と

す
る
と
い
う
ふ
う
に
学
問
に
つ
い
て
語
る
と
、
そ

れ
が
世
界
と
い
う
も
の
を
そ
の
「
外
」
か
ら
、扱
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し

て
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
世
界
に
境
界

を
引
こ
う
と
す
る
学
問
自
体
も
、
世
界
の
中
の
境

界
に
か
か
わ
る
問
題
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
っ
て
い
る

の
だ
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
越
え
て
ゆ
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
先
ほ
ど
書
い
た
よ

う
な
、
私
た
ち
の
社
会
が
か
な
り
の
信
頼
を
お
い

て
い
る
自
然
科
学
な
ど
に
つ
い
て
も
例
外
な
く
当

て
は
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
問
も
ま

た
、
外
か
ら
世
界
を
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
世

界
の
中
に
あ
る
領
域
を
占
め
て
い
て
、
そ
の
領
域

に
私
た
ち
は
、
信
頼
で
き
る
も
の
と
い
う
地
位
を

与
え
て
い
る
（
に
す
ぎ
な
い
）
の
だ
。

　

そ
う
な
る
と
、
私
た
ち
が
世
界
に
境
界
を
引
く

引
き
方
が
、
恣
意
的
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、

い
か
な
る
境
界
問
題
に
も
関
わ
ら
な
い
世
界
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
保
障
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
境
界
の
引
き
方
が

恣
意
的
な
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
決
定
す

る
仕
方
自
体
が
、
境
界
に
関
わ
る
問
題
の
中
で
行

わ
れ
る
か
ら
だ
。

　

そ
し
て
そ
う
い
っ
た
知
の
営
み
に
よ
っ
て
境
界

を
引
き
続
け
ら
れ
る
世
界
も
ま
た
、
私
た
ち
の
考

え
が
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
た

ち
は
、
自
分
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
考
え
の
お
よ
ぶ

領
域
の
中
で
、
あ
る
も
の
を
自
然
だ
と
し
て
領
域

（
言
い
か
え
れ
ば
）
境
界
を
定
め
、
そ
し
て
ま
た

そ
れ
に
対
応
し
た
別
の
領
域
を
、
例
え
ば
学
問
的

な
領
域
と
し
て
定
め
、
そ
の
中
で
、
対
応
し
て
い

る
と
か
、
し
て
い
な
い
と
か
考
え
て
い
る
だ
け
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、「
だ
け
か
も
し

れ
な
い
」
と
書
い
て
は
見
た
が
、
別
に
悪
い
意
味

で
は
な
い
。

　

そ
う
な
る
と
、
そ
の
よ
う
な
「
本
来
、
私
た
ち

の
考
え
方
と
は
無
関
係
で
、
境
界
の
な
い
自
然
」

と
い
う
領
域
を
取
り
入
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、

バ
ー
ク
リ
の
よ
う
に
取
り
入
れ
な
い
の
か
と
い
う

こ
と
自
体
が
、
や
は
り
一
種
の
境
界
に
か
か
わ
る

問
題
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す

る
と
、
そ
れ
こ
そ
、
境
界
に
関
す
る
問
題
は
、
私

た
ち
の
世
界
す
べ
て
に
行
き
渡
る
問
題
な
の
だ
。

国
境
問
題
の
よ
う
な
政
治
的
な
問
題
か
ら
、
目
の

前
に
あ
る
コ
ッ
プ
が
一
個
の
コ
ッ
プ
だ
と
い
う
こ

と
ま
で
し
か
り
。

　

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
も
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
世
界
と
は
、
常
に
不
安
定
で
、
不
明
確
さ
を

も
つ
も
の
だ
と
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
デ

メ
リ
ッ
ト
な
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
た
ち
が
生
き
る

世
界
が
、
自
分
た
ち
の
地
盤
が
不
安
定
な
も
の
だ

と
い
う
こ
と
は
、
人
間
と
い
う
も
の
が
も
つ
有
限

性
が
、
し
ば
し
ば
、
か
つ
て
（
あ
る
い
は
今
で
も
）

そ
う
考
え
ら
れ
た
（
て
い
る
）
よ
う
に
、
よ
く
な
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い
も
の
で
あ
っ
て
、
克
服
し
よ
う
と
努
め
ら
れ
る

べ
き
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
再
び
、
ほ
か
の
哲
学
者
を
取
り
上
げ
て

み
る
と
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
哲
学

者
た
ち
は
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
私
た

ち
に
教
え
て
く
れ
て
い
る（
３
）。
ア
メ
リ
カ
哲
学
者
の

デ
ュ
ー
イ
は
、
不
安
定
さ
や
変
化
が
、
成
長
を
予

感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て

い
る（

４
）。

も
ち
ろ
ん
、
成
長
と
い
う
言
葉
は
、
あ
る

種
の
固
定
的
な
ゴ
ー
ル
を
暗
示
し
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
に
は
そ
の
ゴ
ー
ル
は
見
え

る
わ
け
で
も
な
い
し
、
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
こ

と
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

は
、
世
界
の
中
に
無
数
の
「
境
界
」
を
生
み
出
し

続
け
る
だ
ろ
う
。
も
し
そ
れ
が
私
た
ち
の
生
活
に

深
刻
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
き
は
、

私
た
ち
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
対
話
し
、
一
時
的
に

安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

哲
学
的
な
問
題
（
と
言
う
と
限
定
し
す
ぎ
か
も

し
れ
な
い
が
）
を
解
決
す
る
た
め
に
、
対
話
や
議

論
を
重
視
す
る
考
え
を
採
用
す
る
哲
学
者
は
、

二
〇
世
紀
以
降
増
え
て
き
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

そ
れ
が
多
数
派
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
確
固
と
し
た
基
盤
が
あ
る
べ
き
だ
、
あ
る
い
は

そ
う
い
っ
た
も
の
を
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る

人
々
は
多
い
だ
ろ
う
。
お
も
し
ろ
い
（
？
）
こ
と

に
、
哲
学
に
関
心
を
も
っ
て
く
れ
る
学
生
の
中
に

も
、
そ
う
い
っ
た
伝
統
的
な
真
理

0

0

と
い
う
も
の
に

憧
れ
を
い
だ
い
て
い
る
人
も
け
っ
こ
う
い
る
よ
う

だ
。
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
私
が
言
っ
て
い

る
こ
と
は
、
完
全
に
道
を
踏
み
外
し
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
、
ベ
ス
ト
な
も
の
が
な
か
な
か
見
つ

か
ら
な
い
か
ら
、
ベ
タ
ー
な
も
の
を
選
ん
で
い

る
と
い
う
よ
う
な
消
極
的
な
や
り
方
だ
と
思
う

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
の
よ
う
に
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
共
感
し
て
い
る
人
間
か

ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
書
い
て
い
る
こ
と
は
そ
の

よ
う
な
消
極
的
な
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

そ
の
よ
う
な
完
全
な
も
の
が
な
い
こ
と
を
積
極

的
に
喜
び
、
そ
の
不
安
定
さ
が
私
た
ち
の
生
を

豊
か
に
す
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
の
だ
。

　

境
界
が
生
み
出
す
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す

る
試
み
は
、
衣
服
の
破
れ
目
を
つ
ぎ
は
ぎ
す
る
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に
も
似
て
い
る
。
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
す
る
こ
と
で
、
境
界
が
な
く
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
新
た
な
境
界
が
生
み
出
さ
れ
る
。

た
だ
、
以
前
の
境
界
を
安
定
さ
せ
る
だ
け
だ
。

そ
し
て
そ
こ
に
ほ
つ
れ
め

0

0

0

0

が
で
き
た
ら
、
そ
こ

に
新
し
い
パ
ッ
チ
を
張
れ
ば
よ
い
。
そ
う
い
う

点
で
見
る
と
、
世
界
は
貼
り
絵
の
よ
う
な
も
の
に

も
見
え
て
く
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
な

ん
ら
か
の
欠
点
な
ど
で
は
な
い
。
優
れ
た
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
は
、
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
だ
ろ
う
し
、

優
れ
た
貼
り
絵
は
、
山
下
清
の
作
品
の
よ
う
に
す

ば
ら
し
く
魅
力
的
な
も
の
と
な
る（

５
）。

　

追　

記

　

蛇
足
な
が
ら
、
最
後
に
ひ
と
こ
と
付
け
加
え
て

お
く
。
こ
の
文
章
で
私
が
書
い
た
こ
と
も
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
の
ほ
ん
の
小
さ
な
一
片
で
し
か
な
い
。

（
３
）
私
は
、
こ
の
文
章
で
書
い

て
い
る
よ
う
な
考
え
に
な
る
の
に
、

本
文
で
と
り
あ
げ
た
バ
ー
ク
リ
や
、

近
年
に
こ
の
世
を
さ
っ
た
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
テ
ィ
ー
の
議
論

か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
彼
ら
の
哲
学
に
つ
い
て
の

私
の
理
解
が
正
し
い

0

0

0

も
の
か
ど
う

は
別
の
話
だ
が
。

（
４
）
デ
ュ
ー
イ
の
著
作
に
つ
い

て
は
、『
哲
学
の
改
造
』（
清
水
幾

太
郎
、
清
水
礼
子
（
訳
）
岩
波
文

庫
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）
こ
の
文
章
を
完
成
さ
せ
る

に
あ
た
っ
て
、
臼
井
杏
奈
さ
ん
と

豊
田
智
夏
さ
ん
に
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
の
写
真
は
李
ぶ
ん
さ
ん

に
撮
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



リレー連載：環境を考える　42
　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
環
境
科
学
や
リ
ス
ク
管
理

と
い
っ
た
特
定
の
研
究
課
題
を
共
有
す
る
、
複
数

の
研
究
分
野
の
研
究
者
と
学
際
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
だ
が
学
際
研
究
と
は
い
っ
て
も
異
分
野
の
方

法
論
が
縦
割
り
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
学

際
研
究
の
実
を
上
げ
る
う
え
で
大
き
な
障
害
と

な
っ
て
き
た
。
そ
の
反
省
か
ら
で
あ
ろ
う
、
最
近

で
は
、
環
境
経
済
学
や
環
境
社
会
学
を
拠
り
ど
こ

ろ
に
し
て
異
分
野
の
研
究
者
が
協
同
し
て
環
境
保

全
な
ど
の
学
際
的
課
題
に
対
処
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

今
後
必
要
な
こ
と
は
、
骨
太
の
研
究
課
題
に
対

し
て
異
な
る
研
究
分
野
の
研
究
者
が
学
際
研
究
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
研
究
分
野
の
方
法
論

の
妥
当
性
や
限
界
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
方
法
論

間
の
対
話
力
を
高
め
て
人
材
育
成
に
役
立
て
る
と

共
に
、
問
題
解
決
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
本
稿
で
は
、
筆
者
に

身
近
な
事
例
を
取
り
上
げ
、
意
志
決
定
論
と
い
う

視
点
か
ら
「
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
（
生
体
恒
常
性
）」

に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

　

私
の
奉
職
す
る
神
社
に
は
小
規
模
な
梅
園
が
あ

り
梅
見
時
に
は
楽
し
み
に
し
て
参
詣
に
こ
ら
れ
る

方
々
も
多
い
。
温
暖
化
の
せ
い
か
近
年
虫
の
つ
く

こ
と
が
多
く
な
っ
た
が
、
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
と

境
内
の
水
路
の
蟹
類
が
減
少
す
る
な
ど
悪
影
響
が

出
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
使
用
を
出
来
る
だ
け
控
え

る
た
め
に
、
梅
の
実
が
大
き
く
な
る
ま
え
に
実
を

つ
み
取
り
、
ま
た
、
葉
が
茂
る
前
に
剪
定
作
業
を

行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
最
近
で

は
虫
が
あ
ま
り
つ
か
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
、昨
年
の
四
月
下
旬
、

梅
園
の
梅
の
木
に
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
分
蜂
が
出

現
し
た
の
で
あ
る
（
図
１
）。
境
内
で
は
こ
れ
ま

で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、勿
論
、筆
者
に
と
っ

て
も
眼
に
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
幸
い
、
家

業
の
菓
子
店
経
営
の
か
た
わ
ら
長
年
に
わ
た
り
ニ

ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
を
研
究
し
、
養
蜂
業
の
利

用
に
適
し
た
巣
箱
作
り
を
研
究
し
て
い
る
駒
田
隆

氏
に
分
蜂
ご
と
ひ
き
と
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

巣
に
新
し
い
女
王
蜂
が
誕
生
す
る
と
こ
れ
ま
で

の
女
王
蜂
は
巣
を
新
し
い
女
王
蜂
に
譲
り
、
数
千

匹
の
働
き
蜂
と
共
に
新
し
い
巣
に
引
越
す
が
、
写

真
は
引
越
ま
で
の
間
、
仮
宿
し
て
い
る
様
を
示
し

て
い
る
。
子
細
に
見
る
と
、
無
数
の
働
き
蜂
が
女

王
蜂
を
取
り
囲
ん
で
動
き
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

新
し
い
巣
に
適
し
た
場
所
が
な
い
か
と
各
所
に
偵

察
に
い
っ
て
い
た
働
き
蜂
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
つ

け
た
場
所
の
方
向
と
距
離
を
特
定
の
形
状
の
ダ
ン

ス
を
し
な
が
ら
主
張
し
あ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
、

衆
議
一
決
し
た
ら
引
っ
越
し
て
い
く
そ
う
で
あ
る
。

　

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
分
蜂
を
ひ
き
と
っ
た
駒
田

氏
は
、
今
年
に
入
っ
て
、
養
蜂
に
適
し
た
新
た
な

巣
箱
を
完
成
し
、
特
許
申
請
中
と
の
報
告
と
共
に
、

空
の
巣
箱
を
梅
園
の
片
隅
に
置
い
て
い
っ
た
。
七

月
に
な
る
と
巣
箱
の
一
つ
に
ミ
ツ
バ
チ
が
巣
作
り

を
始
め
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ

チ
を
補
食
す
る
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣
が
近
く
の
軒
裏
に
出
現
し
た
。
よ

り
ど
う
猛
で
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
天

敵
で
あ
る
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
が
現
れ

て
も
困
る
し
、
何
分
、
近
く
を
通
る
参

詣
者
に
危
険
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
は

す
ぐ
に
退
治
し
た
。

　

な
に
は
と
も
あ
れ
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ

チ
が
天
敵
（
こ
れ
に
は
農
薬
も
あ
る
）

の
存
在
下
で
種
と
し
て
の
持
続
的
生

存
を
は
か
る
に
は
、
分
蜂
は
必
要
不
可

欠
な
行
為
で
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来

た
。
筆
者
が
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
集
団

行
動
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
花
粉
媒

介
虫
と
し
て
の
そ
の
生
物
的
側
面
よ

り
は
、
む
し
ろ
社
会
的
意
志
決
定
と
の

１　

は
じ
め
に

１　

は
じ
め
に

２　

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
分
蜂

２　

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
分
蜂

３　

社
会
的
意
思
決
定

３　

社
会
的
意
思
決
定

◉
リ
レ
ー
連
載
◉　
　

環　

境　

を　

考　

え　

る

学
際
的
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
す
す
め

･････････････････････････････････････ 

北
畠
能
房 Y

O
SH
IFU
SA
 K
IT
A
BA
T
A
K
E

北
畠
能
房
（
き
た
ば
た
け　

よ
し
ふ
さ
）

一
九
四
四
年
、
石
川
県
生
ま
れ
。
小
松
天
満
宮
宮
司
。
京
都
大
学
名
誉
教
授
。

米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
大
学
院
政
策
計
画
・
地
域
分
析
研
究
科
博
士
課
程
終
了

（Ph.D

）。
著
書
・
論
文
に
『
環
境
の
評
価
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
共
著
）、

「Real options analysis of the M
inam

i A
lps forest road construction 

project: new
 valuation approach to social infrastructure project 

w
ith sequential unit projects

」
が
あ
る
。

図 1　ニホンミツバチの分蜂（白い円で囲んだ部分）
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か
か
わ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
ケ
ネ
ス
・
ア

ロ
ー
は
、
民
主
社
会
に
お
け
る
社
会
的
意
志
決
定

ル
ー
ル
の
満
た
す
べ
き
四
つ
の
必
要
条
件
を
挙
げ

て
い
る
。

　

第
一
（
広
範
性
の
条
件
）
は
、
社
会
を
構
成
す

る
人
々
の
表
明
す
る
選
好
順
序
に
は
制
約
を
課
さ

な
い
（
自
己
の
選
好
を
表
明
す
る
自
由
を
も
つ
）

と
い
う
条
件
で
あ
る
。第
二（
パ
レ
ー
ト
原
理
）は
、

任
意
の
二
つ
の
社
会
状
態
ｘ
、
ｙ
に
対
し
て
、
全

て
の
人
が
ｘ
の
方
が
ｙ
よ
り
も
よ
い
と
選
択
し
た

な
ら
、
社
会
的
選
択
も
同
様
の
選
択
を
す
る
。
第

三
は
「
関
係
し
な
い
代
替
案
か
ら
の
独
立
性
」
条

件
で
あ
る
。
今
、
代
替
的
社
会
状
態
の
集
ま
り
が

二
つ
（
ｘ
、
ｙ
）
あ
り
、
ｘ
、
ｙ
に
関
す
る
全
て

の
人
の
選
好
が
同
一（
ｘ
を
ｙ
よ
り
選
好
）で
あ
っ

た
と
し
て
み
よ
う
。
こ
の
時
、
第
三
の
代
替
的
状

態
ｚ
を
導
入
し
て
、
選
択
し
う
る
社
会
状
態
の
集

ま
り
を
三
つ
に
拡
張
し
て
も
、
ｘ
と
ｙ
に
関
す
る

社
会
的
選
好
結
果
（
ｘ
を
ｙ
よ
り
選
好
）
は
ｚ
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
第
四
は
非
独
裁
制
条
件
で
あ
り
、
社

会
的
選
択
に
お
い
て
は
独
裁
者
の
存
在
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
で
あ
る
。

　

ア
ロ
ー
の
結
論
は
、
こ
の
一
見
妥
当
な
四
条
件

を
満
足
す
る
社
会
的
選
択
ル
ー
ル
は
存
在
し
な
い

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
社
会
的
選
択
論
と
ニ

ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
が
見
せ
る
、
新
し
い
巣
へ
の
移
動

に
伴
う
見
事
な
集
団
行
動
と
の
か
か
わ
り
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
ミ
ツ
バ
チ
は
巣
か
ら
一
定
距
離
以

内
で
は
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
内
で
、
巣
に
な
り
う

る
ど
ん
な
場
所
に
つ
い
て
も
、
好
ま
し
い
と
思
え

ば
仮
巣
に
戻
っ
て
き
て
報
告
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

第
一
条
件
を
満
足
し
て
い
る
。ま
た
、分
蜂
の
刻
々

変
化
す
る
形
状
を
経
て
、
最
終
的
に
皆
の
意
見
が

一
致
し
た
時
に
新
た
な
巣
に
飛
び
立
っ
て
い
く
の

で
、
第
二
と
第
四
の
条
件
も
満
た
し
て
い
る
と
み

な
し
う
る
。

　

問
題
は
第
三
条
件
で
あ
る
。
こ
の
条
件
も
満
足

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
集
団
行
動

（
社
会
的
意
志
決
定
）
は
不
可
能
、
と
い
う
の
が

ア
ロ
ー
の
結
論
で
あ
る
。
ミ
ツ
バ
チ
の
社
会
は
民

主
社
会
と
は
決
し
て
い
え
な
い
が
、
各
ハ
チ
が
蜂

球
内
を
動
き
回
っ
て
（
一
種
の
足
に
よ
る
投
票
）

合
意
形
成
を
図
り
、
集
団
的
意
志
決
定
に
成
功
し

て
い
る
と
し
た
ら
、
第
三
条
件
は
満
た
さ
れ
な
い

は
ず
で
あ
る
。

　

ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
を
使
用
し
た
実
験
は
見
あ
た

ら
な
い
が
、
シ
ャ
フ
ィ
ー
ル
ら
は
、
西
洋
ミ
ツ
バ

チ
を
用
い
た
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
所
定

濃
度
の
蔗
糖
液
を
し
み
込
ま
せ
た
人
工
花
を
長
さ

の
異
な
る
ト
ン
ネ
ル
の
端
に
置
き
、
人
工
花
を
二

種
類
（
ｘ
、ｙ
）
設
置
し
た
場
合
と
三
種
類
（
ｘ
、

ｙ
、
ｚ
）
設
置
し
た
場
合
の
ｘ
と
ｙ
の
相
対
的
選

好
結
果
（
ｘ
の
訪
問
回
数
を
ｘ
と
ｙ
の
訪
問
回
数

の
和
で
割
り
返
し
た
比
率
）
を
比
較
し
て
み
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
ｘ
に
は
一
回
の
訪
問
あ
た
り

二
μ
㍑
の
蔗
糖
液
を
与
え
、
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
四

㎝
、
ｙ
に
は
一
回
あ
た
り
三
μ
㍑
で
、
ト
ン
ネ
ル

五
㎝
で
あ
る
。
第
三
の
人
工
花
ｚ
の
は
〈
一
回
あ

た
り
三
μ
㍑
、
長
さ
一
〇
㎝
〉
で
あ
り
、
人
工
花

ｙ
に
比
べ
て
、
蔗
糖
液
量
は
同
一
で
あ
る
が
、
ト

ン
ネ
ル
の
長
さ
は
倍
と
長
い
。
ハ
チ
に
と
っ
て
は

同
一
量
の
蜜
源
に
到
達
す
る
努
力
量
が
大
と
な
る

の
で
、
ｙ
よ
り
も
劣
る
人
工
花
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、ｘ
と
ｙ
の
選
好
比
較
を
す
る
際
に
は
、

ｚ
は
「
関
係
し
な
い
代
替
案
」
と
考
え
ら
れ
る
。

　

シ
ャ
フ
ィ
ー
ル
ら
の
実
験
結
果
は
次
の
通
り
で

あ
っ
た
。
選
択
し
う
る
人
工
花
を
二
種
類
か
ら
三

種
類
に
拡
大
す
る
と
、
人
工
花
ｚ
に
も
ミ
ツ
バ
チ

が
訪
れ
る
た
め
、
ｘ
と
ｙ
へ
の
訪
問
回
数
は
共
に

減
少
し
た
が
、
減
少
度
合
い
は
異
な
っ
て
い
た
。

関
係
し
な
い
代
替
案
と
さ
れ
た
ｚ
に
よ
り
近
い
人

工
花
で
あ
る
ｙ
の
訪
問
回
数
の
減
り
方
が
ｘ
に
比

べ
て
少
な
い
た
め
、ｘ
と
ｙ
の
相
対
選
好
結
果
が
、

二
種
類
の
時
よ
り
も
ｙ
に
有
利
に
変
化
し
た
の
で

あ
る
（
実
際
に
は
、
一
〇
数
匹
の
ハ
チ
を
用
い
て

実
験
が
行
わ
れ
る
の
で
、
相
対
選
好
結
果
の
判
定

は
統
計
的
有
意
性
検
定
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
）。

こ
の
結
果
は
、
二
項
選
択
に
お
け
る
選
好
の
変
化

の
方
向
が
、
追
加
さ
れ
る
代
替
案
の
特
性
に
依
存

し
、
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ロ
ー
の
第
三
条
件
を
満
た
さ

な
い
と
判
断
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
カ
ケ
ス
や
他
の
鳥
類
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
中
の
ベ
ー

テ
ソ
ン
論
文
参
照
）。

　

前
節
の
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
を
使
用
し
た
実
験
の
場

合
、
個
々
の
ミ
ツ
バ
チ
の
意
志
決
定
構
造
の
理
論

モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
集
団
行
動
の
規
則
性
を
見

つ
け
る
実
証
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
も
長
年
従
事
し
た
環
境
経

済
学
の
実
証
研
究
に
お
い
て
は
、
個
々
人
の
意
志

決
定
の
理
論
枠
組
み
と
し
て
、
合
理
的
経
済
人
を

想
定
す
る
。
代
表
的
な
合
理
的
経
済
人
モ
デ
ル
は
、

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
の
ポ
ー
ル
・
サ
ミ
ュ

エ
ル
ソ
ン
の
研
究
に
も
と
づ
く
「
メ
ニ
ュ
ー
独
立

型
顕
示
選
好
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
今
、あ
る
人
（
Ａ

氏
）
が
ｘ
と
ｙ
と
い
う
異
な
る
二
つ
の
社
会
状
態

（
な
い
し
異
な
る
二
財
）
か
ら
ｘ
を
選
択
し
た
と

４ 

合
理
的
経
済
人
モ
デ
ル
へ
の
セ
ン
の
批
判

４ 

合
理
的
経
済
人
モ
デ
ル
へ
の
セ
ン
の
批
判
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い
う
行
為
が
観
察
さ
れ
た
と
し
て
み
る
。
こ
の
時
、

「
こ
の
行
為
自
体
が
、
Ａ
氏
の
選
好
（
ｘ
の
方
を

ｙ
よ
り
選
好
し
て
い
る
）
を
顕
示
し
て
い
る
」
と

と
ら
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
「
顕
示
選
好
モ
デ
ル
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、
ｘ
を
ｙ
よ
り
選
好
す
る
と
い

う
選
好
順
位
が
、
選
択
内
容
（
メ
ニ
ュ
ー
）
か
ら

独
立
で
あ
る
、
影
響
を
う
け
な
い
、
と
い
う
の
が

「
メ
ニ
ュ
ー
独
立
型
顕
示
選
好
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。

　

前
節
の
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
の
例
に
お
い
て
、
ミ
ツ
バ

チ
群
の
行
動
を
代
表
的
ミ
ツ
バ
チ
の
行
動
で
置
き

換
え
て
解
釈
し
て
み
る
。
二
種
類
の
人
工
花
と
三
種

類
の
人
工
花
を
使
用
し
た
実
験
で
は
、
ミ
ツ
バ
チ

に
と
っ
て
の
メ
ニ
ュ
ー
が
異
な
っ
て
い
る
。し
か
も
、

ｘ
と
ｙ
の
相
対
選
好
結
果
が
メ
ニ
ュ
ー
間
に
お
い

て
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、「
メ
ニ
ュ
ー
独

立
型
顕
示
選
好
モ
デ
ル
」
に
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
の
選

択
行
動
は
従
わ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
ア
マ

ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
は
、
人
間
の
選
択
行
動
が
重
要

で
あ
る
分
野
は
経
済
行
動
に
限
ら
ず
、
政
治
的
、

社
会
的
行
動
の
分
野
に
広
が
る
が
、
こ
う
し
た
広

範
囲
の
選
択
行
動
を
総
合
的
に
分
析
す
る
た
め
に

は
、
メ
ニ
ュ
ー
独
立
型
選
好
を
可
能
と
す
る
合
理

的
経
済
人
モ
デ
ル
は
、
適
用
範
囲
が
狭
す
ぎ
る
と

批
判
し
て
、
次
の
よ
う
な
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

今
、
夫
と
妻
の
前
に
お
い
し
そ
う
な
ケ
ー
キ
が

二
つ
あ
る
（
仮
に
、
Ｘ
と
Ｙ
）
と
す
る
。
夫
は
Ｘ

の
方
を
よ
り
好
む
か
ら
、
Ｘ
を
と
れ
ば
よ
い
の
だ

が
、
妻
も
ま
た
Ｘ
を
よ
り
好
む
こ
と
を
知
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
夫
は
、Ｙ
を
選
択
す
る
。
妻
へ
の「
い

た
わ
り
」
を
貫
き
た
い
と
す
る
夫
の
気
持
ち
が
、

自
分
の
好
み
で
あ
る
Ｘ
を
回
避
し
て
Ｙ
を
選
択
し

て
い
る
。愛
他
主
義
が
そ
う
さ
せ
る
の
で
は
な
い
。

同
情
を
通
じ
る
愛
他
主
義
は
究
極
的
に
は
利
己
主

義
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
夫
の
選
択
は
、
愛
他
主
義

に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
妻
の
福
祉
を
守
る

と
い
う
責
任
に
も
と
づ
く
、
と
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
ま
、
Ｘ
と
Ｙ
が
そ
れ
ぞ
れ
二
個

ず
つ
あ
っ
た
と
し
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
は
、
夫

は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
Ｘ
の
方
を
選
択
す
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
志
決
定
を
セ
ン
は
、
提
示

さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
に
よ
っ
て
意
志
決
定
が

異
な
る
と
い
う
意
味
で
、
メ
ニ
ュ
ー
従
属
型
選
択

行
動
と
よ
ん
で
い
る
。

  

人
々
は
、
利
己
主
義
以
外
の
動
機
の
も
と
で
、

あ
る
い
は
限
ら
れ
た
情
報
や
選
択
の
不
可
避
性
・

緊
急
性
の
も
と
で
選
択
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

り
、
メ
ニ
ュ
ー
従
属
型
選
択
過
程
を
含
め
た
意
志

決
定
モ
デ
ル
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
セ
ン
は
強
調

す
る
。

　

筆
者
が
一
橋
大
学
社
会
学
部
に
在
学
中
の
指
導

教
官
で
あ
っ
た
杉
田
元
宜
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、
サ

イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
関
連
本
の
輪
読
を
行
っ
て
い
た

が
、
そ
う
し
た
中
に
Ｗ
・
ロ
ス
・
ア
シ
ュ
ビ
ー
の

著
書
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

生
体
系
の
も
つ
恒
常
性
（
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
）

に
着
目
し
た
ア
シ
ュ
ビ
ー
は
、
脳
の
も
つ
適
応
能

力
を
、
生
体
系
の
生
存
に
と
っ
て
本
質
的
な
変
数

が
正
常
範
囲
内
に
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
そ

し
て
、
本
質
変
数
を
正
常
範
囲
内
に
と
ど
め
る
よ

う
に
生
体
系
の
部
分
間
の
行
動
を
調
整
す
る
能
力

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
適

応
能
力
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
機
械
（
ホ
メ
オ
ス

タ
ッ
ト
）
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。

　

杉
田
教
授
が
筆
者
ら
に
与
え
た
課
題
は
オ
ペ

５　

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス

５　

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
サ
ー
チ
分
野
に
お
け

る
数
理
計
画
法
と
ホ
メ
オ
ス
タ
ッ
ト
計

画
法
と
の
比
較
解
明
を
行
え
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
大
学
の
文
化
祭
に
て
ア
ナ

ロ
グ
計
算
機
を
使
用
し
て
計
算
比
較
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

図
２
の
⑴
図
は
二
種
類
（
労
働
と
資

本
な
ど
）
の
資
源
制
約
式
の
も
と
で
目

的
関
数
（
総
利
益
を
示
す
凹
関
数
と
す

る
）
を
最
大
に
す
る
よ
う
に
二
種
類
の

製
品
の
生
産
量
（
Ｘ
と
Ｙ
）
の
組
み
合

わ
せ
を
決
定
す
る
と
い
う
数
理
計
画
問

題
を
ア
ナ
ロ
グ
計
算
機
で
解
く
様
子
を

概
念
的
に
図
示
（
簡
単
化
の
た
め
に
状

態
変
数
が
二
つ
の
場
合
）
し
た
も
の
で

あ
る
。
任
意
の
初
期
生
産
量
組
み
合
わ

せ
か
ら
出
発
し
て
目
的
関
数
が
大
に
な

る
よ
う
に
製
品
生
産
量
を
増
加
さ
せ
て
い
く
と
資

源
制
約
に
ぶ
つ
か
る
。
制
約
式
に
触
れ
る
と
ダ
イ

オ
ー
ド
回
路
か
ら
制
約
式
内
に
引
き
戻
す
力
が
、

制
約
式
の
法
線
ベ
ク
ト
ル
と
い
う
形
で
瞬
間
的
か

つ
強
制
的
に
与
え
ら
れ
る
。
目
的
関
数
の
勾
配
ベ

ク
ト
ル
と
法
線
ベ
ク
ト
ル
の
和
と
し
て
新
た
な
製

品
生
産
量
ベ
ク
ト
ル
が
決
定
さ
れ
、
最
終
的
に
二

つ
の
資
源
制
約
式
の
交
点
に
て
最
適
な
生
産
量
組

み
合
わ
せ
が
決
定
さ
れ
る
例
を
示
し
て
い
る
。

　

図
２
の
⑵
図
は
、
ア
シ
ュ
ビ
ー
の
ホ
メ
オ
ス

タ
ッ
ト
の
仕
組
み
に
な
ぞ
ら
え
た
ホ
メ
オ
ス
タ
ッ

ト
計
画
法
に
よ
る
解
法
を
図
示
し
て
い
る
。
ホ
メ

オ
ス
タ
ッ
ト
計
画
法
に
と
っ
て
の
制
約
面
は
そ
こ

に
触
れ
る
と
直
ち
に
そ
こ
か
ら
離
れ
、
制
約
内
に

戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
組
織

の
行
動
を
規
制
す
る
シ
ス
テ
ム
・
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

を
変
化
さ
せ
（
図
で
は
a0
か
ら
a1
に
変
化
し
て
い

   システムパラメーター

 a1 

                                      ０                        X

                           目的関数
                            の動き
       a0                            X

Y                                 Y

(2)                                       (1)

図 2　数理計画法とホメオスタット計画法の解法比較の概念図
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る
）、
最
終
的
に
早
期
に
制
約
内
に
お
い
て
安
定

均
衡
点
に
到
達
す
る
よ
う
に
働
く
メ
カ
ニ
ズ
ム

（
こ
の
例
で
は
、
シ
ス
テ
ム
・
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の

組
み
合
わ
せ
）
を
見
い
だ
す
こ
と
、
そ
れ
が
ホ
メ

オ
ス
タ
ッ
ト
計
画
法
の
目
的
と
な
る
。
こ
の
制
約

面
（
学
習
効
果
に
関
連
）
と
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
変
化

と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
か
、
こ

の
点
は
当
時
か
ら
問
題
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

筆
者
が
長
年
に
わ
た
り
自
問
し
て
き
た
も
の
で
も

あ
っ
た
。

　

近
年
の
神
経
科
学
の
進
展
が
経
済
学
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
試
み
た
レ
ビ
ュ
ー
論

文
に
お
い
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
の

キ
ャ
メ
ラ
ー
教
授
ら
は
、
脳
組
織
の
機
能
を
二
行

二
列
の
四
分
類
で
表
示
し
て
い
る
。
第
一
の
区
別

は
統
制
過
程
と
自
動
過
程
に
よ
る
区
別
で
あ
り
、

第
二
の
区
別
は
認
知
過
程
と
情
緒
過
程
に
よ
る
区

別
で
あ
る
。

　

統
制
過
程
は
、
逐
次
過
程
で
あ
り
論
理
的
思
考

や
計
算
を
使
用
し
、
人
が
予
期
せ
ぬ
出
来
事
に
遭

遇
し
た
時
や
、
全
く
新
し
い
形
の
意
志
決
定
や
挑

戦
に
出
会
っ
た
時
に
発
動
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。

経
済
学
の
標
準
的
な
技
法
で
あ
る
動
的
計
画
法
や

意
志
決
定
樹
は
、
こ
の
制
御
過
程
の
働
き
を
例
示

す
る
技
法
と
い
え
る
。

　

自
動
過
程
は
、
脳
内
の
電
気
的
・
化
学
的
活
動

の
大
部
分
を
形
成
し
、
統
制
過
程
に
よ
っ
て
中
断

さ
れ
る
以
外
は
常
に
働
い
て
い
る
。
統
制
過
程
の

よ
う
に
意
識
的
な
努
力
を
伴
う
こ
と
な
く
働
き
、

し
か
も
並
行
的
に
複
数
の
タ
ス
ク
を
こ
な
し
う
る

よ
う
に
働
く
過
程
と
さ
れ
る
。
計
量
経
済
学
で
使

６　

神
経
経
済
学
か
ら
学
ぶ
こ
と

６　

神
経
経
済
学
か
ら
学
ぶ
こ
と

用
す
る
連
立
方
程
式
体
系
の
よ
う
な
構
造
で
は
な

く
、
構
造
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
自
動

過
程
の
結
果
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
困
難

と
さ
れ
る
。

　

認
知
過
程
と
は
、
諸
物
体
が
何
で
あ
る
か
の
認

識
に
付
随
す
る
情
報
処
理
を
司
る
機
能
で
あ
る
。

例
え
ば
、皿
に
も
っ
た
物
体
を
見
た
と
し
て
み
る
。

眼
か
ら
視
神
経
を
通
じ
て
、
物
体
を
線
と
か
角
と

い
っ
た
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
に
分
解
す
る
と
共
に

大
ま
か
な
形
を
識
別
す
る
。
次
に
、
脳
内
に
お
け

る
種
々
の
対
象
物
の
表
示
の
倉
庫
を
参
照
し
て
、

こ
の
物
体
が
寿
司
と
い
う
食
べ
物
で
あ
る
と
認
識

す
る
よ
う
な
時
に
発
動
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。

　

情
緒
過
程
は
、
人
の
接
近
行
動
や
回
避
行
動
を

動
機
づ
け
る
も
の
と
さ
れ
る
。
情
緒
は
、
空
腹
状

態
と
か
喉
の
渇
き
と
い
っ
た
生
物
的
情
緒
と
、怒
り
、

恐
れ
、
ね
た
み
と
い
っ
た
社
会
的
情
緒
に
区
分
さ

れ
る
。
情
緒
過
程
が
登
場
す
る
例
と
し
て
、
キ
ャ

メ
ラ
ー
ら
は
、
と
あ
る
パ
ー
テ
ィ
で
ホ
ス
ト
が
皿

に
も
っ
た
寿
司
を
も
っ
て
人
に
近
づ
い
て
き
た
場

合
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
人
が
空
腹
で
あ
れ
ば
、

即
座
に
つ
ま
ん
で
食
べ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

過
去
に
寿
司
を
食
し
て
悪
い
経
験
を
し
て
い
た
な

ら
、
寿
司
を
み
た
だ
け
で
回
避
行
動
（
や
ん
わ
り

と
断
る
か
、
な
い
し
は
手
に
し
て
も
ナ
プ
キ
ン
で

つ
つ
ん
で
食
べ
な
い
な
ど
）
を
と
る
で
あ
ろ
う
。

　

統
制
過
程
と
自
動
過
程
、
認
知
過
程
と
情
緒
過

程
の
四
象
限
に
分
類
さ
れ
る
脳
機
能
は
、
そ
れ
ぞ

れ
孤
立
的
に
働
く
の
で
は
な
く
、
相
互
に
連
関
し

て
働
い
て
い
る
。

　

脳
の
諸
機
能
間
の
相
互
関
連
、
特
に
、
意
志
決

定
に
あ
た
え
る
情
緒
過
程
の
作
用
を
失
っ
た
患
者

の
研
究
よ
り
、
ダ
マ
シ
オ
は
、「
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・

マ
ー
カ
ー
仮
説
」
を
提
示
し
て
い
る
。
情
緒
、
動

機
づ
け
に
は
常
に
身
体
的
、
内
臓
系
の
反
応
が
付

随
す
る
と
考
え
、
そ
う
し
た
身
体
的
、
内
臓
系
の

反
応
を「
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
反
応
」と
名
付
け
て
い
る
。

　

例
と
し
て
、
代
替
案
Ｘ
の
選
択
が
結
果
Ｙ
を
も

た
ら
し
、
Ｙ
は
苦
痛
と
い
う
身
体
的
状
態
を
引
き

お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
と
し
て
み
よ
う
（
高
リ
ス

ク
高
利
得
の
投
資
で
大
損
を
し
た
経
験
な
ど
）。

ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ー
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム
は
、
こ

の
経
験
に
も
と
づ
く
Ｘ
と
Ｙ
の
結
び
つ
き
を
形
成

す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
代
替
案
Ｘ
に
再
度
直

面
す
る
と
、
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ー
カ
ー
は
「
危

険
」
と
い
う
信
号
を
送
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
将
来
が
非
常
に
不
確
実
で
曖
昧
な
状
況

や
、
ど
の
行
動
が
最
適
で
あ
る
か
が
不
明
確
な
状

況
で
は
、
こ
の
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ー
カ
ー
信
号

は
、
あ
る
行
動
と
そ
の
帰
結
を
迅
速
に
結
び
つ
け

る
こ
と
で
、
意
志
決
定
の
効
率
化
に
貢
献
す
る
。

　

第
一
象
限
（
統
制
・
認
知
過
程
）
を
中
心
的
に

扱
う
合
理
的
経
済
人
モ
デ
ル
は
多
様
な
事
象
を
扱

う
に
は
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
、
キ
ャ
メ
ラ
ー
ら

は
生
体
恒
常
性
の
観
点
か
ら
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

生
体
恒
常
性
（
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
）
は
、
生
体

シ
ス
テ
ム
が
あ
る
設
定
点
か
ら
離
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
感
知
器
と
、
そ
う
し
た
乖

離
が
感
知
さ
れ
た
時
に
均
衡
を
回
復
す
る
よ
う
に

働
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
含
ん
で
い
る
。

　

合
理
的
経
済
人
モ
デ
ル
は
、「
人
は
自
ら
の
選

好
を
最
大
限
に
満
足
す
べ
く
行
動
す
る
」
と
仮
定

し
、「
明
示
的
な
行
動
こ
そ
が
、
そ
の
人
の
選
好

を
顕
示
し
て
い
る
」
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
神

経
科
学
の
観
点
か
ら
は
、
明
示
的
な
行
動
は
、
脳

が
生
体
恒
常
性
を
保
持
す
る
た
め
に
使
用
す
る
多

く
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
う
ち
の
単
な
る
一
つ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
過
ぎ
な
い
、
と
さ
れ
る
。
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滋
賀
県
企
画
部「
鎮
守
の
森
保
存
修
景
研
究
会
」

編
集
に
よ
る
『
鎮
守
の
森
保
存
修
景
の
た
め
の
基

礎
調
査
』
が
昭
和
五
七
年
に
公
表
さ
れ
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
一
般
事
項
を
除
く
八
つ
の
調

査
項
目
に
よ
っ
て
鎮
守
の
森
を
調
査
し
、
各
項
目

を
一
五
点
ず
つ
合
計
一
二
〇
点
満
点
で
評
価
す
る

方
法
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

自
然
的
価
値
に
か
か
る
項
目
と
し
て
「
樹
林
そ
の

他
の
自
然
」、文
化
的
価
値
に
か
か
る「
社
殿
建
築
」

と「
文
化
財
的
要
素
」、環
境
的
価
値
に
か
か
る「
周

辺
環
境
と
社
域
」
と
「
参
道
空
間
の
構
成
」、
社

会
的
価
値
に
か
か
る
「
氏
子
等
の
支
援
組
織
」
と

「
利
用
状
況
」、
地
域
計
画
的
視
点
か
ら
こ
れ
ら
四

つ
の
価
値
を
再
評
価
す
る
「
一
般
的
価
値
評
価
」

の
八
項
目
で
あ
る
。

　

こ
の
評
価
方
式
は
、
鎮
守
の
森
の
よ
う
に
多
様

な
機
能
を
も
つ
対
象
を
出
来
る
だ
け
客
観
的
に
評

価
し
よ
う
と
す
る
に
は
大
変
有
効
な
方
式
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
当
時
、
河
川
改
修
に
よ

り
移
転
か
現
地
保
存
か
で
論
争
の
あ
っ
た
石
川
県

小
松
市
鎮
座
の
小
松
天
満
宮
に
適
用
し
て
み
た
の

で
あ
る
。
鎮
守
の
森
評
価
の
最
初
は
、
前
述
の
八

つ
の
調
査
項
目
に
対
応
す
る
調
査
カ
ー
ド
を
作
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。
報
告
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

事
例
の
う
ち
、
当
社
と
同
規
模
の
鎮
守
の
森
（
滋

賀
県
内
）
の
現
地
調
査
を
も
参
考
に
し
て
調
査

カ
ー
ド
を
作
成
（
省
略
）
し
、
当
社
の
現
状
評
価

を
一
二
〇
点
満
点
中
七
五
点
、
河
川
改
修
へ
の
対

応
次
第
で
五
五
点
か
ら
八
〇
点
に
変
化
す
る
と
の

評
価
結
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
の
後
、
幾
多
の
経
緯
の
後
、
当
社
を
輪
中
堤

７　

鎮
守
の
森
評
価
方
式

７　

鎮
守
の
森
評
価
方
式

に
よ
っ
て
現
地
保
全
す
る
こ
と
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
た
の
は
平
成
一
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

輪
中
堤
建
設
に
よ
っ
て
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
建
造
物
に
宝
物
館
が
あ
り
、
こ
れ
ま
た
種
々
の

経
緯
も
あ
り
、
こ
の
建
物
を
輪
中
堤
内
に
再
配
置

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
り
、
ど
こ
に
再
配
置

す
る
か
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
代
替
的
配

置
案
の
中
か
ら
、
参
詣
者
へ
の
案
内
や
奉
仕
人
数

の
便
か
ら
出
来
る
だ
け
社
殿
に
近
い
場
所
に
宝
物

館
を
再
配
置
す
る
こ
と
の
利
点
が
あ
る
た
め
、
社

殿
近
く
の
建
物
の
改
造
と
空
地
利
用
に
よ
っ
て
再

配
置
す
る
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

平
成
一
五
年
春
に
帰
郷
し
て
、
神
社
の
宮
司
職

に
専
念
し
た
の
を
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
宝
物
館

再
配
置
案
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
セ
ン

の
「
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
も
と
づ
く
再
検

討
研
究
結
果
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
論
文
を
ご
覧

い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
ホ
メ
オ
ス
タ
ッ
ト

計
画
法
の
観
点
か
ら
考
え
て
み
る
。
ホ
メ
オ
ス

タ
ッ
ト
計
画
法
の
難
点
は
、
何
を
制
約
面
と
考
え
、

何
を
シ
ス
テ
ム
・
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
変
化
と
考
え
る

か
で
あ
る
。

　

第
一
に
制
約
面
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
制
約

面
に
触
れ
る
と
即
座
に
回
避
行
動
を
と
る
か
、
な

い
し
は
、
制
約
面
に
ふ
れ
る
よ
う
な
代
替
案
を
即

座
に
破
棄
し
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
制
約
面
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
前

述
し
た
「
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ー
カ
ー
反
応
」
な

い
し
情
緒
過
程
で
あ
る
。

　

セ
ン
は
、
全
て
の
代
替
案
に
つ
い
て
順
序
づ
け

が
困
難
な
い
し
不
完
全
で
あ
る
時
に
は
、
代
替

８　

 

ホ
メ
オ
ス
タ
ッ
ト
計
画
法
の
観
点
か
ら

の
再
考
察

８　

 

ホ
メ
オ
ス
タ
ッ
ト
計
画
法
の
観
点
か
ら

の
再
考
察

案
の
中
か
ら
最
適
案
（
他
の
ど
の
代
替
案
よ
り
も

「
無
差
別
な
い
し
よ
り
選
好
さ
れ
る
」
ベ
ス
ト
な

案
）
を
選
択
す
る
よ
り
も
、
当
該
案
よ
り
も
、
よ

り
勝
れ
た
案
が
な
い
よ
う
な
代
替
案
を
検
討
し
た

方
が
よ
い⑴
と
指
摘
し
て
い
る
。
鎮
守
の
森
の
例
で

い
え
ば
、
評
価
項
目
の
全
て
を
鎮
守
の
森
調
査
項

目
が
網
羅
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
評
価

項
目
間
の
相
互
作
用
を
意
識
的
に
は
扱
い
難
い
こ

と
、既
存
の
知
見
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
代
替
案
の
順
序
づ
け
が
不
完

全
に
な
り
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
評
価
点
の
最
大
な

る
宝
物
館
配
置
案
を
選
択
す
る
こ
と
に
汲
々
と
す

る
よ
り
も
、
そ
う
し
て
選
択
し
た
最
適
案
が
劣
る

と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
配
置
案
が
な
い
か
ど
う
か

を
再
検
討
し
て
み
よ
、
と
な
る
。

　

鎮
守
の
森
評
価
点
を
最
大
に
す
る
宝
物
館
再
配

置
案
で
は
、
従
来
、
空
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
一

部
分
を
建
物
で
占
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
空
地
で

あ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
す
る
と
、
失
わ
れ
た

価
値
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
神
社
の
歴
史
・

由
緒
を
有
る
程
度
熟
知
し
て
い
る
筆
者
に
「
こ
れ

は
あ
ぶ
な
い
」
と
い
う
信
号
が
思
考
過
程
に
も
た

ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
第
二
の
シ
ス
テ
ム
・
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
変

化
で
あ
る
が
、「
顕
在
的
な
機
能
」
か
ら
「
潜
在

的
な
機
能
」
に
分
析
視
点
を
広
げ
て
み
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
諸
考
察
は
既
報
を
ご
覧

い
た
だ
く
と
し
て
、
再
検
討
の
主
要
成
果
の
一
部

を
ま
と
め
る
と
図
３
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
冬
至
の
日
の
出
の
光
が
当
社
神
門
を
通
り
、

本
殿
に
到
達
す
る
よ
う
に
社
殿
配
置
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
河
川
改
修
に
よ
る
堤
防
の
増

高
に
よ
り
到
達
時
間
が
か
な
り
狭
ま
る
こ
と
。

⑴ Sen(1997)

の
定
理
五
の
一
の

ケ
ー
ス
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
２
）
創
建
日
で
あ
る
明
暦
三
年
二
月
二
五
日
の

日
の
出
が
、
参
道
を
通
っ
て
本
殿
方
向
に
差
し
込

む
よ
う
に
参
道
入
口
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

（
３
）
こ
の
二
つ
の
日
の
出
線
の
間
に
、
明
治
維

新
ま
で
は
別
当
居
住
の
寺
院
（
梅
林
院
と
呼
ば

れ
た
）
が
あ
り
、
そ
こ
の
連
歌
の
間
に
お
い
て
月

次
連
歌
会
を
行
う
よ
う
に
創
建
者
（
加
賀
藩
三

代
前
田
利
常
公
）
が
命
じ
て
い
た
こ
と
。

（
４
）
当
社
の
新
嘗
祭
特
殊
神
事
「
お
火
焚
神
事
」

と
冬
至
の
日
の
出
線
と
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る

こ
と
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
従
来
、
空
地
と
し
て
保
存
さ
れ
て

き
た
区
域
は
、
参
道
空
間
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
意

味
の
あ
る
空
間
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の

空
間
を
宝
物
館
再
配
置
に
よ
っ
て
占
有
す
る
こ
と

は
、
社
殿
配
置
形
態
と
い
っ
た
有
形
遺
産
と
特
殊

神
事
と
い
っ
た
無
形
遺
産
の
統
合
と
し
て
保
存
継

承
さ
れ
て
き
た
当
社
の
文
化
的
遺
産
価
値
を
損
な

う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
当

社
宝
物
に
は
多
く
の
連
歌
関
係
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
考
慮
し
、
二
つ
の
日
の
出
線
に
囲
ま
れ
た

梅
林
院
旧
宅
内
に
宝
物
館
を
再
配
置
す
る
こ
と
と

し
た
次
第
で
あ
る
。

　

現
在
で
は
、
観
測
場
所
、
観
測
時
間
、
天
球
座

標
上
で
の
天
体
（
太
陽
）
の
位
置
、
そ
れ
ぞ
れ
に

関
す
る
変
数
を
指
定
す
れ
ば
、
冬
至
の
日
の
出
が

い
つ
神
門
か
ら
本
殿
に
差
し
込
む
か
を
事
前
に
正

確
に
知
り
う
る
公
式
が
存
在
し
て
い
る
が
、
一
七

世
紀
中
頃
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
ホ
メ
オ
ス

タ
ッ
ト
計
画
法
の
観
点
か
ら
は
、
神
儒
仏
習
合
時

代
の
学
習
効
果
を
も
っ
て
、
白
山
の
一
峯
（
妙
法

山
）
を
越
え
て
昇
る
冬
至
の
日
の
出
に
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
特
徴
的
な
社
殿
配
置
の
構
想
を
得
た
と
推

定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
天
気
が
悪
け
れ
ば
そ
の
現

象
は
観
察
出
来
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
か
な
り

の
年
数
を
必
要
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
「
学
際
的
」
と
付
け
た
の

に
は
理
由
が
あ
る
。
筆
者
と
は
全
く
異
な
る
分
野

か
ら
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
を
論
じ
た
成
果
に
、
山
田

慶
児
氏
の
著
書
が
あ
る
。
北
宋
時
代
の
水
運
儀
象

台
の
建
設
や
南
宋
時
代
の
朱
子
の
自
然
学
に
代
表

さ
れ
る
中
国
科
学
を
取
り
上
げ
、
こ
の
世
に
存
在

す
る
諸
々
の
事
物
が
、
人
間
行
動
を
介
し
て
「
感

応
」
し
あ
う
無
限
の
連
鎖
系
（
一
つ
の
生
体
モ
デ

ル
）
と
し
て
対
象
的
世
界
を
捉
え
、
そ
の
生
命
の

秩
序
を
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に

９　

お
わ
り
に

９　

お
わ
り
に

中
国
科
学
の
特
徴
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

山
田
氏
は
ま
た
、
何
故
、
中
国
科
学
か
ら
近
代

科
学
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
か
も
明
ら
か
に
し
て

い
る⑵
。
こ
う
し
た
限
界
を
直
視
し
つ
つ
も
、
人
間

界
に
か
か
わ
る
分
野
か
ら
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
を
論

じ
た
先
行
研
究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

中
国
科
学
の
例
も
ミ
ツ
バ
チ
の
例
も
、
政
治
体
制

的
な
い
し
進
化
論
的
理
由
に
よ
り
、
限
定
的
自
由

下
で
の
事
例
と
い
え
る
。

　

多
様
な
生
き
た
組
織
体
の
安
定
的
秩
序
を
志
向

す
る
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
学
際
的
研
究
の
意
義

は
、
地
球
規
模
で
の
相
互
関
連
が
ま
す
ま
す
緊
密

に
な
る
今
後
の
世
界
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
が
、
自
由
な
意
志
決
定
と
学
習
効
果
を
取
り

込
ん
だ
形
の
研
究
の
蓄
積
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
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⑵ 

北
宋
時
代
に
製
作
さ
れ
、
現

在
、「
諏
訪
湖
時
の
科
学
館
」
に

復
元
展
示
さ
れ
て
い
る
「
水
運
儀

象
台
」
は
、
水
車
に
よ
っ
て
回
転

す
る
「
渾
儀
」
と
「
渾
象
」
と
時

刻
表
示
装
置
か
ら
な
る
。
こ
こ
で

「
渾
儀
」
と
は
恒
星
を
基
準
と
し

て
太
陽
の
運
行
を
測
定
す
る
天
体

観
測
装
置
で
あ
り
、「
渾
象
」
と

は
天
球
上
に
お
け
る
星
の
動
き
を

示
す
球
系
の
装
置
で
あ
る
。「
渾

儀
」
は
「
赤
道
座
標
系
」
に
よ
り

太
陽
の
動
き
を
測
定
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
あ
と
は
、「
地
も
ま

た
球
で
あ
る
」
と
し
て
「
地
球
」

上
の
一
点
の
位
置
を
示
す
「
地
平

座
標
」
と
い
う
考
え
に
至
れ
ば
、

中
国
科
学
か
ら
、
現
在
の
「
球
面

三
角
法
に
よ
る
天
体
の
位
置
計
算

法
」
が
編
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
な
ぜ

実
現
し
な
か
っ
た
の
か
は
、「
天

は
円
、
地
は
方
」
と
い
う
伝
統
概

念
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
共

に
、
天
地
の
仕
組
み
に
関
す
る
抽

象
的
推
論
の
結
果
を
検
証
す
る
手

段
と
し
て
「
観
測
器
械
」
を
と
ら

え
る
の
で
な
く
、「
観
測
器
械
」

の
制
作
を
通
じ
て
天
地
の
仕
組
み

そ
の
も
の
を
発
見
し
よ
う
と
す
る

研
究
態
度
に
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ

る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
新
し
い

暦
法
を
構
想
し
て
い
た
蔡
元
定
に

対
し
て
、
抽
象
的
推
論
よ
り
も
機

械
製
作
を
優
先
す
べ
き
と
し
た
朱

子
の
考
え
方
は
残
念
で
あ
る
。
こ

の「
理
論
に
対
す
る
観
測
の
優
位
」

に
つ
い
て
は
山
田
（1978

）
の

三
〇
一
か
ら
三
〇
四
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

図 3　 創建時の建造物（社殿、神門、手水舎）および明治維新後に改築された
梅林院の配置と二本の日の出線の関係
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は
じ
め
に

　

山
や
川
な
ど
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
岩
石
の
多

く
は
、
地
球
内
部
で
生
成
さ
れ
た
後
に
地
表
に
現

れ
る
。
地
質
学
者
は
、
岩
石
の
生
成
温
度
な
ど
を

調
べ
る
こ
と
で
地
球
内
部
の
情
報
を
読
み
解
こ
う

と
し
て
い
る
。
岩
石
は
地
表
に
お
い
て
は
気
温
に

近
い
温
度
で
あ
る
が
、
生
成
時
に
は
数
百
℃
〜
千

数
百
℃
と
い
う
高
温
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
生

成
温
度
を
調
べ
る
た
め
に
、
地
質
学
者
は
通
常
の

温
度
計
と
は
異
な
る
温
度
計
を
用
い
る
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
温
度
計
は
、
例
え
ば
温
度

に
対
す
る
液
体
の
体
積
の
変
化
を
利
用
し
た
一
般

的
な
ア
ナ
ロ
グ
温
度
計
や
電
気
抵
抗
の
変
化
を
利

用
し
た
一
般
的
な
デ
ジ
タ
ル
温
度
計
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
、
実
験
な
ど
で
は
他
に
も
、
二
種

類
の
金
属
の
熱
起
電
力
を
利
用
す
る
熱
電
対
、
物

体
か
ら
放
射
さ
れ
る
光
の
強
度
を
利
用
し
た
放
射

温
度
計
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
地
表
に

存
在
す
る
岩
石
の
現
在
の
温
度
は
気
温
に
近
い
温

度
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
温
度
計
を
用
い
て
も

岩
石
の
生
成
温
度
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
地
球
の
中
に
温
度
計
を
直
接
突
っ
込
み
、
岩

石
が
生
成
さ
れ
る
地
点
の
温
度
を
測
定
す
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
岩
石
を
構
成
す
る

鉱
物
に
着
目
し
て
、
岩
石
の
経
験
し
た
温
度
を
推

定
す
る
。
日
常
で
使
用
す
る
温
度
計
は
、
温
度
に

対
す
る
何
か
し
ら
の
変
化
を
測
定
す
る
の
と
同
様
、

岩
石
の
経
験
し
た
温
度
は
、
構
成
す
る
鉱
物
の
温

度
に
対
す
る
変
化
な
ど
を
見
て
、
温
度
を
推
定
す

る
。
以
下
に
、
鉱
物
種
の
温
度
に
対
す
る
変
化
か

ら
推
定
す
る
方
法
と
、
鉱
物
の
化
学
組
成
の
温
度

に
対
す
る
変
化
か
ら
推
定
す
る
方
法
を
紹
介
す
る
。

　

鉱
物
種
か
ら
見
積
も
る
温
度

　

あ
る
種
の
鉱
物
の
存
在
か
ら
、
少
な
く
と
も

「
こ
の
温
度
よ
り
は
高
い
」「
こ
の
温
度
よ
り
は

低
い
」
と
い
う
推
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

常
生
活
で
例
え
る
と
、
朝
水
溜
り
が
凍
っ
て
い
た

ら
、「
昨
夜
は
冷
え
て
い
て
、
少
な
く
と
も
氷
点

下
ま
で
下
が
り
、
水
が
氷
に
変
わ
っ
た
（
相
転
移

し
た
）」
と
判
断
で
き
る
。

　

そ
う
い
っ
た
鉱
物
の
例
と
し
て
、
高
温
型
石
英

が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
般
に
石
英
は
、SiO

2

の
化

学
組
成
を
持
ち
、
そ
の
外
形
は
六
角
錐
と
六
角
柱

を
合
わ
せ
た
よ
う
な
形
を
取
る
（
図
１
左
）。
一

方
、
高
温
型
石
英
は
一
般
に
知
ら
れ
る
石
英
と

化
学
組
成
は
同
じSiO

2

で
あ
る
が
、
結
晶
構
造

が
わ
ず
か
に
異
な
り
、
そ
の
外
形
は
六
角
錐
を

ふ
た
つ
結
合
し
た
そ
ろ
ば
ん
の
珠
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
る
（
図
１
右
）。（
こ
の
よ
う
に
同

じ
化
学
組
成
で
結
晶
構
造
の
異
な
る
も
の
を
多

形
と
い
う
。）
高
温
型
石
英
は
五
七
三
℃
以
上

で
し
か
晶
出
し
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
た

め
、
そ
の
よ
う
な
そ
ろ
ば
ん
の
珠
の
よ
う
な
外

形
を
し
た
石
英
を
発
見
し
た
場
合
、
最
低
で
も

五
七
三
℃
以
上
を
経
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ち
な
み
に
高
温
型
石
英
は
、
大
文
字
・
如

意
ヶ
岳
を
越
え
て
三
井
寺
へ
と
行
く
道
の
途
中

の
長
等
山
に
産
出
し
て
お
り
、
京
都
大
学
か
ら

容
易
に
採
取
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

 

鉱
物
の
化
学
組
成
か
ら
見
積
も
る
温
度
（
地
質

温
度
計
に
つ
い
て
）

　

岩
石
を
構
成
す
る
鉱
物
は
、
温
度
・
圧
力
な
ど

の
生
成
条
件
に
応
じ
て
あ
る
一
定
の
化
学
組
成
を

持
つ
。
す
な
わ
ち
、
鉱
物
の
化
学
組
成
を
測
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
温
度
な
ど
の
生
成
条
件
を
明
ら

か
に
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
温
度
条
件
を

推
定
す
る
温
度
計
を
地
質
温
度
計
と
い
う
。
そ
う

い
っ
た
地
質
温
度
計
の
一
つ
に
輝
石
温
度
計
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
平
衡
に
共
存
す
る
二
種
類
の
輝
石

の
化
学
組
成
か
ら
、
生
成
温
度
を
推
定
す
る
温
度

計
で
あ
る
。

　

輝
石
は
火
成
岩
や
変
成
岩
を
構
成
す
る
主
要

な
造
岩
鉱
物
の
一
つ
で
、
化
学
組
成
の
変
化
に

富
む
。
輝
石
に
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
存
在
し
、

Ca

を
多
く
含
む
単
斜
輝
石
とCa

を
あ
ま
り
含

ま
な
い
斜
方
輝
石
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
斜

方
輝
石
は
お
お
よ
そ
（M

g + Fe

）：Si

：O
 = 

2

：2

：6 

と
な
る
組
成
を
持
つ
。M

g

とFe

は

岩石の生成温度を
測るための温度計

大井修吾（おおい　しゅうご）
１９８０年、岐阜県岐阜市生まれ。京都大学大学院理学研究科博士後期課程修了。
京都大学博士（理学）。現在、京都大学大学院人間・環境学研究科非常勤研究員。
専門は鉱物学。高温・高圧合成実験により、ミクロな視点から、地球内部の情報
や隕石などの地球外物質の情報などを読み解くことに興味を持っている。

大井修吾
SHUGO OHI

　図１（左）一般に知られる石英の外形
　　　  （右）高温型石英の外形
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置
換
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
成
条
件
に
よ
り
一

定
の
割
合
で
混
じ
り
あ
う
た
め
、M

g
2 Si2 O

6

か

らFe
2 Si2 O

6

ま
で
組
成
が
連
続
す
る
。
ま
た
、
わ

ず
か
で
あ
れ
ばCa

を
置
換
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
図
２
の
細
い
線
）。
一
方
、
単
斜
輝
石
は
斜
方
輝

石
に
比
べ
てCa
を
多
量
に
置
換
す
る
こ
と
が
で

き
、CaM

gSi2 O
6 ―
CaFeSi2 O

6 ―
M
g
2 Si2 O

6 ―
Fe

2 Si2 O
6

の
組
成
を
各
頂
点
と
す
る
台
形
（
輝
石

台
形
と
呼
ぶ
）
の
、Ca

に
富
ん
だ
範
囲
の
組
成

を
持
つ
（
図
２
の
太
い
線
）。

　

図
２
は
一
〇
キ
ロ
バ
ー
ル
の
圧
力
条
件
下
（
地

中
約
三
〇km

の
深
さ
）
の
時
、
斜
方
輝
石
と
普

通
輝
石
が
二
相
共
存
す
る
際
に
持
つ
化
学
組
成

を
、
各
温
度
に
対
し
て
描
い
た
図
で
あ
る
。
こ

の
マ
グ
マ
が
八
〇
〇
℃
で
保
持
さ
れ
た
場
合
、
図

２
の
Ｂ
の
組
成
を
持
つ
普
通
輝
石
と
、
Ｃ
の
組
成

を
持
つ
斜
方
輝
石
の
二
相
が
生
成
さ
れ
る
。
ま

た
、
も
し
も
こ
の
マ
グ
マ
が
保
持
さ
れ
た
温
度
が

一
二
〇
〇
℃
で
あ
っ
た
場
合
、
Ｄ
の
組
成
を
持
つ

普
通
輝
石
と
、
Ｅ
の
組
成
を
持
つ
斜
方
輝
石
の
二

相
が
生
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
グ
マ
の
組

成
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
、
保
持
さ
れ
る
温
度
に

よ
り
、
普
通
輝
石
、
斜
方
輝
石
と
も
に
組
成
が
１

つ
に
決
ま
る
。
そ
の
た
め
、
岩
石
中
の
二
相
共
存

す
る
普
通
輝
石
と
斜
方
輝
石
の
組
成
を
分
析
し
た

と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
、
Ｃ
の
化
学
組
成
を
持
っ

て
い
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
輝
石
の
生
成
温
度
は

八
〇
〇
℃
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
マ

グ
マ
の
組
成
の
変
化
に
し
た
が
っ
て
、
普
通
輝

石
・
斜
方
輝
石
の
組
成
は
変
化
す
る
が
、
保
持
さ

れ
る
温
度
に
対
し
て
取
り
う
る
組
成
は
図
２
の
等

温
線
上
と
決
ま
っ
て
お
り
、
例
え
ば
普
通
輝
石
・

斜
方
輝
石
が
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
〇
℃
の
線
上
の
組
成

を
持
つ
と
き
、
生
成
温
度
は
八
〇
〇
℃
で
あ
る
と

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

終
わ
り
に

　

こ
の
様
に
、
岩
石
の
生
成
状
態
は
、
岩
石
に
含

ま
れ
る
鉱
物
の
種
類
や
化
学
組
成
な
ど
に
着
目
し

て
推
定
す
る
。
岩
石
は
様
々
な
温
度
条
件
を
経
験

し
て
地
表
に
至
っ
て
い
る
た
め
、
岩
石
に
含
ま
れ

る
鉱
物
の
生
成
に
も
様
々
な
段
階
が
あ
り
、
早
い

段
階
に
で
き
た
鉱
物
と
遅
い
段
階
で
で
き
た
鉱
物

を
見
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
地
質
温
度
計
は
、
同

時
期
に
二
相
共
存
す
る
鉱
物
で
な
い
と
適
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
岩
石
を
観
察
す
る
こ
と

に
よ
り
、
鉱
物
の
晶
出
す
る
順
番
や
同
時
期
に
共

存
す
る
鉱
物
を
見
抜
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

岩
石
の
観
察
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
地
質
温
度
計

を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
は
輝
石
温
度
計
に
つ
い
て
紹
介
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
輝
石
の
二
相
共
存
が
観
察
で
き
な
い
岩

石
に
輝
石
温
度
計
を
適
用
で
き
な
い
よ
う
に
、
岩

石
に
よ
り
ど
の
地
質
温
度
計
を
適
用
す
る
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
は
紹
介
し
な

か
っ
た
が
地
質
圧
力
計
も
同
様
に
存
在
し
て
お
り
、

地
質
温
度
計
と
両
方
あ
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
で
、

そ
の
岩
石
の
温
度
・
圧
力
履
歴
を
た
ど
る
こ
と
が

で
き
る
。（
地
質
温
度
計
は
圧
力
に
対
し
て
変
化

の
少
な
い
も
の
、
地
質
圧
力
計
は
温
度
に
対
し
て

変
化
の
少
な
い
も
の
を
用
い
る
。）
圧
力
は
、
お

お
よ
そ
生
成
さ
れ
た
と
き
の
地
球
内
部
の
深
さ
に

対
応
し
て
い
る
た
め
、
岩
石
の
温
度
・
圧
力
履
歴

を
決
定
す
る
こ
と
で
、
ひ
い
て
は
そ
の
岩
石
が
地

球
内
部
で
浮
か
ん
だ
り
沈
ん
だ
り
す
る
と
き
に
温

度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

そ
こ
ら
に
落
ち
て
い
る
岩
石
で
あ
っ
て
も
様
々

な
温
度
・
圧
力
条
件
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
様
々
な
証
拠
を
残
し
て
い
る
。
地
質
学
者
は
、

様
々
な
角
度
か
ら
そ
の
何
か
し
ら
の
証
拠
を
見
つ

け
出
し
、
岩
石
が
地
表
に
至
る
ま
で
の
履
歴
を
た

ど
っ
て
い
る
。

図２
 10 万気圧のときに、斜方輝石と単斜輝石
が２相共存する際に持つ各温度に対する
化学組成を示した図（Lindsley, 1983 を改
変）。図の細い線は斜方輝石の、太い線は
普通輝石の化学組成を示す。また点線は、
斜方輝石＋普通輝石が異なる輝石相へ相
転移する反応を示している。そのため、
各温度で点線よりMgに富む組成では斜
方輝石と普通輝石が２相共存するが、Fe
に富む組成では斜方輝石と普通輝石は２
相共存しない。
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フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

■
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
の
面
白
さ
■  

橋
本
健
志　

T
A
K
ESH

I H
A
SH
IM
O
T
O

橋
本
健
志
（
は
し
も
と　

た

け
し
）
一
九
七
五
年
京
都
市

生
ま
れ
、
二
〇
〇
四
年
京
都

大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

京
都
大
学
博
士（
人
間
・
環

境
学
）。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
ポ
ス
ト

ド
ク
ト
ラ
ル
フ
ェ
ロ
ー
、
兵

庫
県
立
大
学
大
学
院
生
命
理

学
研
究
科
特
任
助
教
を
経
て
、

現
在
立
命
館
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部（
同
研
究
科
）准

教
授
。
専
門
は
運
動
生
化
学
。

　

み
な
さ
ん
は
「
乳
酸
」
と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
か
？ 

ス
ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
筋
疲
労
を
引
き
起
こ
す

「
疲
労
物
質
」
だ
と
か
「
肩
こ
り
や
筋
肉
痛
の
原

因
」
と
い
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
あ
る
い
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
中
の
「
乳
酸

菌
」
と
混
同
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
。

（
乳
酸
菌
は
発
酵
に
よ
っ
て
糖
類
か
ら
乳
酸
を
つ

く
る
菌
の
総
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
乳
酸
」

は
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
も
十
分
に
存
在
す
る
。）

　

私
た
ち
の
か
ら
だ
を
構
成
す
る
細
胞
に
は
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
と
い
う
細
胞
内
小
器
官
が
あ
り
、
そ

こ
で
三
大
栄
養
素
（
糖
質
、
脂
質
、
タ
ン
パ
ク

質
）
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
産
生
し

て
細
胞
の
活
動
を
維
持
し
て
い
る
（
つ
ま
り
、
細

胞
の
生
命
を
支
え
て
い
る
）。
私
た
ち
が
運
動
す

る
際
は
、
筋
肉
（
骨
格
筋
）
を
盛
ん
に
動
か
す
の

で
、
骨
格
筋
の
細
胞
（
筋
細
胞
）
は
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
と
き
の
骨
格
筋
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
糖
質
と
脂
質
が
多
く
使
わ

れ
る
が
、
実
は
、
糖
質
代
謝
の
過
程
で
常
に
産
生

さ
れ
る
の
が
乳
酸
な
の
だ
。

　

乳
酸
は
こ
れ
ま
で
、
激
し
い
運
動
に
よ
っ
て
筋

内
に
蓄
積
し
、
筋
内
を
酸
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
疲
労
を
引
き
起
こ
す
有
害
物
質
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
、

O
tto M

eyerhof

やA
.V
. H
ill

（
と
も
に
一
九
二
二

年
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
受
賞
）
と
い
っ
た

偉
大
な
生
理
学
者
た
ち
に
よ
り
、
筋
収
縮
中
に
産

生
さ
れ
る
乳
酸
の
生
理
的
役
割
に
つ
い
て
精
力
的

な
研
究
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
。
そ
の
後

も
、
主
観
的
な
感
覚
や
生
理
的
な
デ
ー
タ
が
蓄
積

さ
れ
、「
乳
酸
＝
疲
労
物
質
」
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
のBrooks

博
士
は
、「
乳

酸
は
糖
代
謝
が
亢
進
す
る
と
常
に
産
生
さ
れ
る
が
、

同
時
に
筋
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
取
り
込
ま
れ
て

酸
化
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
代
謝
さ
れ
る
」

と
い
う
斬
新
な
概
念
を
提
唱
し
た
。
私
は
こ
の
概

念
に
非
常
に
興
味
を
も
ち
、
同
博
士
の
も
と
に
ポ

ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
留
学
し
、
そ

こ
で
乳
酸
代
謝
の
分
子
機
構
を
研
究
し
た
。
そ
し

て
、
幸
運
に
も
、
乳
酸
が
も
つ
新
規
の
役
割
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
乳
酸
が
細
胞
内

の
酸
化
還
元
調
節
を
介
し
て
細
胞
内
シ
グ
ナ
ル
と

し
て
働
き
、
運
動
に
関
連
す
る
遺
伝
子
群
、
特
に

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
関
連
す
る
遺
伝
子
群
の
発
現

調
節
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
斬
新
な
仮
説
を
実

証
し
た
の
で
あ
る(

参
考
文
献)

。
簡
単
に
整
理

す
る
と
こ
う
だ
。
ま
ず
、
運
動
す
る
と
様
々
な
生

理
活
性
物
質
（
例
え
ば
ホ
ル
モ
ン
な
ど
）
が
血
液

を
介
し
て
筋
肉
に
作
用
す
る
。
そ
う
し
た
ホ
ル
モ

ン
や
、
あ
る
い
は
筋
肉
が
収
縮
す
る
こ
と
に
よ
る

機
械
的
な
刺
激
も
ま
た
化
学
的
な
「
シ
グ
ナ
ル
」

に
変
換
さ
れ
、
遺
伝
子
の
オ
ン
と
オ
フ
を
制
御
し

て
い
る
核
内
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
働
き
、
様
々
な
遺
伝
子

を
活
性
化
（
オ
ン
）
す
る
。
一
般
に
運
動
が
か
ら

だ
に
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
運
動
は
多

く
の
関
連
遺
伝
子
群
を
活
性
化
し
、
そ
れ
ら
が
制

御
す
る
タ
ン
パ
ク
質
が
細
胞
内
で
機
能
す
る
こ
と

に
よ
る
。
特
に
、
運
動
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生

工
場
で
あ
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
機
能
す
る
タ
ン

パ
ク
質
を
増
加
さ
せ
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
呼
吸

機
能
を
高
め
る
力
が
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
骨

格
筋
の
培
養
細
胞
（
写
真
左
）
に
乳
酸
を
添
加
す

る
と
、
筋
内
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
機
能
す
る
タ

ン
パ
ク
質
が
増
加
し
た
の
だ
。
乳
酸
は
激
し
い
運

動
を
す
る
と
多
く
産
生
さ
れ
る
が
、
実
は
「
運
動

効
果
」
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ひ
と
つ
が
乳
酸
で

あ
る
可
能
性
が
上
記
の
実
験
結
果
か
ら
示
唆
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
偉
大
な
科
学
者
た
ち
に

よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
乳
酸
の
概
念
が
、
自
身
の
研

究
成
果
に
よ
っ
て
大
き
く
変
換
し
て
き
た
わ
け
だ
。

こ
こ
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
面
白
さ
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
乳
酸
の
作
用
は
、
他
に
も
思
わ
ぬ
効

果
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
効
果
的
に
脂
肪
を
燃
焼
す
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
脂
肪
を
よ
く
燃
焼

す
る
臓
器
は
骨
格
筋
だ
が
、
筋
に
脂
肪
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
供
給
す
る
の
は
脂
肪
組
織
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
脂
肪
細
胞
が
運
動
な
ど
に
よ
っ
て

増
加
す
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
に
対
し
て
反
応
し
、
脂

肪
を
分
解
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
質
で
あ
る
脂
肪
酸

を
血
中
に
放
出
す
る
「
脂
肪
分
解
」
が
活
発
に
行

わ
れ
る
の
だ
。
脂
肪
分
解
は
実
に
多
大
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
要
す
る
反
応
な
の
で
、
脂
肪
細
胞
の
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
の
機
能
が
脂
肪
分
解
活
性
を
左
右
す

る
と
い
う
仮
説
を
現
在
検
証
し
て
い
る
。
乳
酸
が

脂
肪
細
胞
を
刺
激
し
て
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
機
能

を
亢
進
し
、
脂
肪
分
解
に
効
く
と
い
っ
た
知
見
が

で
る
か
も
し
れ
ず
非
常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

参
考
文
献

H
ashim

oto T
, et al. Lactate sensitive tran-

scription factor netw
ork in L6 cells: activa-

tion of M
CT
1 and m

itochondrial biogenesis. 
F

A
S

E
B

 J 21:2602-2612, 2007.

ラット由来の骨格筋培養
細胞（左）とマウス由来の
脂肪細胞（右）。これらの
細胞に乳酸を添加して培
養すると、ミトコンドリア
で機能するタンパク質の
増加が期待される。
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て
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を
な
し
う
る
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例
え
ば
人
気
小
説
『
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
』

で
は
、
事
件
が
次
々
と
目
ま
ぐ
る
し
く
続
い
て
物

語
が
展
開
し
て
い
く
。
し
か
し
物
語
を
運
ぶ
テ
ク

ス
ト
そ
の
も
の
は
、
安
定
し
た
形
式
の
な
か
に
収

ま
っ
て
お
り
、
筋
を
追
う
読
者
に
と
っ
て
は
目
に

つ
く
こ
と
も
な
い
。
こ
の
自
己
主
張
す
る
こ
と
の

な
い
、
い
わ
ば
透
明
な
あ
り
か
た
と
は
別
の
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
ら
し
い
小
説
の
テ
ク
ス
ト
が
存

在
す
る
。
そ
こ
で
は
テ
ク
ス
ト
は
、
物
語
と
共
謀

し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
裏
切
っ
て
、
私
た
ち
に
よ

り
複
雑
な
、
と
ら
え
が
た
い
力
で
働
き
か
け
て
く

る
。
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
が
事
件
た
り
え
て
い
る

と
い
う
し
か
な
い
。
太
宰
治
の
「
道
化
の
華
」
は

そ
の
こ
と
を
体
験
し
う
る
例
で
あ
る
。

　

翌
る
朝
は
、
な
ご
や
か
に
晴
れ
て
ゐ
た
。
海

は
凪
い
で
、
大
島
の
噴
火
の
け
む
り
が
、
水
平

線
の
上
に
白
く
た
ち
の
ぼ
つ
て
ゐ
た
。
よ
く
な

い
。
僕
は
景
色
を
書
く
の
が
い
や
な
の
だ
。

　
「
道
化
の
華
」
に
は
、
全
く
異
な
る
タ
イ
プ
の

二
つ
の
語
り
が
現
れ
る
。
心
中
事
件
を
起
こ
し
て

一
人
生
き
残
っ
た
大
庭
葉
蔵
の
物
語
に
、
そ
の
書

き
手
が
た
ま
り
か
ね
た
よ
う
に
口
を
挟
ん
で
く
る

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
小
説
は
、
今
ま
さ

に
書
き
つ
つ
あ
る
書
き
手
の
、
一
回
的
な
創
作
現

場
を
現
出
さ
せ
る
。

　

そ
し
て
、
小
説
の
終
わ
り
に
近
い
次
の
箇
所
に

注
目
し
た
い
。

　

こ
こ
で
結
べ
た
ら
！　

古
い
大
家
は
こ
の
や

う
な
と
こ
ろ
で
、
意
味
あ
り
げ
に
結
ぶ
。
し
か

し
、
葉
蔵
も
僕
も
、
お
そ
ら
く
は
諸
君
も
、
こ

の
や
う
な
ご
ま
か
し
の
慰
め
に
、
も
は
や
厭
き

て
ゐ
る
。（
…
）
僕
た
ち
は
た
だ
、
山
の
頂
上

に
行
き
つ
い
て
み
た
い
の
だ
。
そ
こ
に
何
が
あ

る
。
何
が
あ
ら
う
。
い
さ
さ
か
の
期
待
を
そ
れ

に
の
み
つ
な
い
で
ゐ
る
。

　

物
語
の
登
場
人
物
で
あ
る
葉
蔵
が
、
検
事
の
笑

い
顔
を
胸
に
描
く
。
し
か
し
そ
れ
を
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
と
す
る
こ
と
を
葉
蔵
は
、「
ご
ま
か
し
の
慰
め
」

で
あ
る
と
み
な
し
、
そ
れ
に
「
厭
き
て
ゐ
る
」
と

い
う
。
そ
し
て
書
き
手
の
「
僕
」
も
ま
た
、
思
い

入
れ
や
失
望
を
葉
蔵
と
共
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
小
説

の
冒
頭
か
ら
、
葉
蔵
と
「
僕
」
は
異
な
る
レ
ベ
ル

に
立
つ
別
の
存
在
と
し
て
書
か
れ
て
き
た
の
だ
か

ら
。
し
か
し
そ
れ
故
に
こ
そ
「
僕
た
ち
」
あ
る
い

は
「
葉
蔵
も
僕
も
」
と
い
っ
た
表
現
が
名
状
し
が

た
い
力
を
持
ち
、
こ
れ
ら
の
箇
所
が
こ
の
小
説
に

お
い
て
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
小
説
の
結
末
で
は
、「
僕
」
と
葉

蔵
は
、「
僕
た
ち
」
と
し
て
、
重
な
り
合
い
な
が
ら
、

葉
蔵
の
心
中
の
相
手
で
あ
る
園
の
眠
る
海
に
た
ど

り
着
く
。
こ
の
結
末
は
、
第
一
に
、
葉
蔵
と
は
実

は
「
僕
」
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
殊
更
に

仄
め
か
し
て
い
る
。
第
二
に
、
葉
蔵
が
い
く
ら
道

化
の
よ
う
に
出
来
事
を
茶
化
し
は
ぐ
ら
か
そ
う
と

も
、
園
の
死
を
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
第
三
に
、
こ
の
作
品
を
「
僕
」
に
書
き
続

け
さ
せ
た
の
は
園
の
存
在
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
。

　

作
中
で
「
僕
」
は
、
こ
の
小
説
を
書
く
理
由
を

「
復
讐
」
と
述
べ
る
。
た
し
か
に
、
小
説
の
中
で

葉
蔵
に
は
ど
ん
な
解
決
も
救
い
も
与
え
ら
れ
な
い
。

一
見
、
葉
蔵
を
慰
め
る
た
め
の
存
在
で
あ
る
か
の

よ
う
な
真
野
と
い
う
女
性
す
ら
、
葉
蔵
を
園
の
も

と
へ
導
く
と
い
う
役
割
を
果
た
す
の
み
だ
。
葉
蔵

は
、
園
へ
の
思
い
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ

が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
書
き
手
の
「
僕
」
が
自
ら

の
書
く
物
語
を
し
き
り
に
否
定
し
、
苦
し
ん
で
い

る
こ
と
が
目
を
引
く
。
そ
の
よ
う
な「
書
く
こ
と
」

の
現
在
に
「
僕
」
は
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
お
り
、「
復

讐
」
と
は
「
僕
」
の
「
僕
」
自
身
に
対
す
る
復
讐

な
の
で
あ
る
。

　
「
道
化
の
華
」
で
は
、
書
き
手
が
物
語
に
し
き

り
に
口
を
挟
み
、
登
場
人
物
と
奇
妙
な
関
係
に
あ

る
。
こ
れ
ら
を
単
に
実
験
的
な
手
法
と
片
付
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
あ

り
よ
う
か
ら
は
、
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
女
性
に
対

す
る
、
一
人
の
男
の
言
葉
に
し
が
た
い
思
い
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
葉
蔵
が
真
野
と
の
間
に
成

立
し
た
信
頼
関
係
に
助
け
ら
れ
て
海
に
辿
り
着
く

よ
う
に
、
本
作
品
で
「
僕
」
の
介
入
に
よ
っ
て
中

断
さ
れ
つ
つ
も
語
ら
れ
て
い
く
の
は
、
い
わ
ば
失

わ
れ
た
信
頼
関
係
の
回
復
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
る

物
語
な
の
で
あ
る
。

　

文
学
作
品
と
は
何
か
。
そ
こ
か
ら
第
一
に
、
文

学
作
品
を
そ
れ
に
即
し
て
読
む
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
。
そ
れ
が
私
の
研
究
の
最
も
基
礎
に
あ
る

問
題
意
識
で
あ
る
。
言
語
の
用
い
方
の
ひ
と
つ
の

極
点
と
し
て
の
文
学
、
そ
の
文
学
の
基
本
的
な
あ

り
か
た
を
問
う
こ
と
は
、
文
学
の
枠
内
に
と
ど
ま

ら
ず
、
言
語
と
世
界
の
関
わ
り
、
言
語
と
人
間
の

関
わ
り
を
問
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず

で
あ
る
。

宮
﨑
三
世
（
み
や
ざ
き　

み

つ
よ
）

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環

境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
。
日
本
近
代
文
学
専
攻
。

「道化の華」の舞台となった鎌倉七里ガ浜
恵風園療養所
『別冊太陽　日本のこころ 159　太宰治生
誕 100 年記念』（平凡社、2009 年）所収
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海
外
の
街
で
私
に
と
っ
て
思
い
入
れ
が
あ
る
の

は
ロ
ン
ド
ン
、
特
に
サ
ウ
ス
バ
ン
ク
と
呼
ば
れ
る

テ
ム
ズ
河
南
岸
エ
リ
ア
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
や
グ
ロ
ー

ブ
座
、
そ
れ
に
オ
ー
ル
ド
・
ヴ
ィ
ッ
ク
、
ヤ
ン

グ
・
ヴ
ィ
ッ
ク
と
い
っ
た
劇
場
が
あ
る
。
ウ
ェ
ス

ト
エ
ン
ド
の
劇
場
街
か
ら
は
南
東
に
や
や
離
れ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
が
、
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
る
時

に
は
私
は
頻
繁
に
こ
こ
に
来
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
と
グ
ロ
ー
ブ
座
は

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
劇
の
上
演
回
数
が
多
い
。
私

の
主
な
研
究
対
象
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
劇
で
あ

る
た
め
、
両
劇
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
自
然
と
多

く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
す
ぐ
に

地
区
全
体
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
理

由
は
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
近
辺
と
グ

ロ
ー
ブ
座
近
辺
の
テ
ム
ズ
河
南
岸
が
大
き
な
文

化
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
の
西
隣
に
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
ホ
ー
ル
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ィ
ル

ム
・
シ
ア
タ
ー
が
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
・
シ
ア
タ
ー

で
は
特
集
上
映
会
も
あ
り
、
そ
の
際
に
は
縦
長
の

大
き
な
バ
ナ
ー
が
建
物
の
前
に
つ
り
下
が
る
。

K
U
RO
SA
W
A

やO
ZU

と
書
か
れ
た
バ
ナ
ー

が
目
に
飛
び
込
む
時
は
な
ん
と
な
く
嬉
し
い
。

　

そ
し
て
、
一
〇
分
ほ
ど
東
へ
河
沿
い
に
歩
い
て

い
く
と
巨
大
な
火
力
発
電
所
が
美
術
館
へ
と
姿
を

変
え
た
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
が
あ
る
。
特
別
展
覧
会

で
は
二
〇
〇
五
年
の
フ
リ
ー
ダ
・
カ
ー
ロ
展
が
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
テ
ー
ト
・
モ
ダ

ン
の
東
隣
り
に
グ
ロ
ー
ブ
座
が
あ
る
。
こ
の
劇
場

を
越
え
て
さ
ら
に
東
へ
進
む
と
、
ロ
ー
ズ
座
（
グ

ロ
ー
ブ
座
と
同
時
代
の
劇
場
）
の
発
掘
跡
や
、
中

世
の
詩
人
ジ
ョ
ン
・
ガ
ワ
ー
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
有
名
な
サ
ザ
ー
ク
大
聖
堂
が
あ
る
。

　

こ
の
エ
リ
ア
の
第
二
の
魅
力
は
風
景
の
美
し
さ

と
開
放
的
な
空
間
に
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ

ア
タ
ー
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
座
に
至
る
道
に
は
す
ぐ
横

に
テ
ム
ズ
河
が
悠
然
と
流
れ
て
お
り
、
対
岸
に
は

整
然
と
し
た
街
並
み
が
あ
る
。
特
に
グ
ロ
ー
ブ
座

周
辺
か
ら
は
正
面
に
聖
ポ
ー
ル
大
聖
堂
の
ド
ー
ム

部
分
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ

ア
タ
ー
前
の
橋
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
を

通
っ
て
対
岸
の
ス
ト
ラ
ン
ド
に
向
か
え
ば
、
橋
の

上
か
ら
、
テ
ム
ズ
河
が
南
西
方
向
に
蛇
行
す
る
先

に
国
会
議
事
堂
や
ビ
ッ
グ
ベ
ン
も
見
え
る
。
日
が

落
ち
る
と
主
な
建
造
物
や
船
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
テ
ム
ズ
河
畔
に
趣
の
異
な
る
風
景
が
姿
を
現

す
。

　

こ
う
し
た
河
の
風
景
を
背
後
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

シ
ア
タ
ー
前
の
広
場
で
は
古
本
市
が
開
か
れ
た

り
、
大
道
芸
人
が
簡
単
な
シ
ョ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

河
に
面
し
た
ベ
ン
チ
や
カ
フ
ェ
に
は
ぼ
ん
や

り
と
風
景
を
楽
し
む
人
々
も
い
る
。
劇
場
は

言
わ
ば
閉
ざ
さ
れ
た
狭
い
空
間
で
あ
る
の
で
、

河
岸
の
開
放
感
は
対
照
的
で
、
非
常
に
気
持

ち
が
い
い
。

　

さ
て
、
私
に
と
っ
て
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
観

劇
の
魅
力
を
一
言
で
表
わ
す
の
な
ら
、
そ
れ

は
上
演
時
間
の
間
ひ
た
す
ら
こ
と
ば
に
聞
き

入
る
こ
と
に
あ
る
。
通
常
、
英
語
の
台
詞
は

日
本
語
の
台
詞
に
比
べ
て
語
数
が
多
く
、
役

者
の
ア
ク
セ
ン
ト
も
様
々
で
あ
る
の
で
、
こ

と
ば
の
波
あ
る
い
は
嵐
に
身
を
委
ね
る
と

い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ロ
ン

ド
ン
で
演
劇
を
見
始
め
た
頃
、
二
、三
時
間

ず
っ
と
耳
を
す
ま
し
続
け
る
こ
と
は
と
て
も

疲
れ
る
経
験
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
慣
れ
る

に
従
い
、
こ
と
ば
の
リ
ズ
ム
と
意
味
に
溢
れ

た
世
界
に
対
し
て
心
地
良
さ
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ロンドン、サウスバンク
――

桒山智成
TOMONARI  KUWAYAMA

桒山智成（くわやま　ともなり）
１９７４年生まれ。京都大学大学院文学研究科博士後期課程研究指導認定退学。
現在、人間・環境学研究科思想文化論講座創造行為論分野准教授。専門はシェ
イクスピア作品を中心とするイギリス演劇の研究。主要論文「『冬物語』にお
ける絶対者とその演劇性」（『シェイクスピア　世紀を超えて』研究社所収）など。

テート・モダンとグローブ座の間から対岸へと伸びる
ミレニアム・ブリッジ。右端に見えるのが聖ポール大聖堂。

テムズ河畔。左側に見える劇場が近年復元された
グローブ座。その背後の煙突はテート・モダン。
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観
劇
の
面
白
さ
は
、
生
の
豊
か
な
音
声
を
味
わ

い
、
時
に
は
言
い
違
え
や
ア
ド
リ
ブ
に
、
そ
し
て

他
の
観
客
の
反
応
に
も
反
応
し
て
い
く
と
こ
ろ
に

あ
る
。
す
べ
て
止
ま
ら
ず
に
次
々
と
生
ま
れ
、
流

れ
て
い
く
。

　

興
味
深
か
っ
た
上
演
の
場
合
、
観
劇
後
に
脚
本

を
手
に
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
。
聞
き

逃
し
た
台
詞
を
理
解
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
記
憶

に
新
し
い
役
者
の
声
を
た
ど
り
な
が
ら
名
台
詞
を

ゆ
っ
く
り
と
咀
嚼
で
き
る
。
上
演
中
は
名
台
詞
だ

と
思
っ
て
も
、
脚
本
で
見
る
と
意
外
と
単
純
で

あ
っ
た
り
し
て
、
役
者
の
技
量
の
高
さ
を
後
で
味

わ
う
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
観
劇
体
験
の
一
つ
は
二
〇
〇
二
年
春

に
ヤ
ン
グ
・
ヴ
ィ
ッ
ク
で
上
演
さ
れ
た
ジ
ュ
ー

ド
・
ロ
ー
主
演
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ー
ロ
ー

作
『
フ
ォ
ー
ス
タ
ス
博
士
の
悲
劇
』
公
演
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ス
タ
ス
は
悪
魔
に
魂
を
売
り
、
悪
魔
メ

フ
ィ
ス
ト
フ
ィ
リ
ス
の
魔
術
の
力
を
借
り
て
二
四

年
間
楽
し
み
尽
く
し
た
後
、
後
世
の
ゲ
ー
テ
作
品

と
は
違
っ
て
、
救
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
地
獄
に
堕

ち
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
各
紙
の
上
演
評
は
こ
の
公
演
を
高
く

評
価
し
な
か
っ
た
。
確
か
に
演
出
コ
ン
セ
プ
ト
に

弱
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
た
と
え
ば
役
者
の
兼
役
の

多
さ
や
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
フ
ォ
ー
ス
タ
ス
と

い
う
設
定
が
作
品
を
矮
小
化
し
て
い
た
こ
と
は
否

め
な
い
。
し
か
し
私
に
と
っ
て
意
外
だ
っ
た
の
は

ジ
ュ
ー
ド
・
ロ
ー
の
こ
と
ば
の
扱
い
方
で
あ
る
。

　

ジ
ュ
ー
ド
・
ロ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
ば
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
の
流
れ
に
乗
っ
た
、
ル
ッ
ク
ス
で
売
る

イ
ギ
リ
ス
人
俳
優
と
い
う
も
の
し
か
な
か
っ
た
の

だ
が
、
彼
は
一
語
一
語
た
い
せ
つ
に
、
他
の
役
者

な
ら
素
通
り
す
る
よ
う
な
語
彙
ま
で
し
み
じ
み
と

母
音
を
効
か
せ
て
語
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
（
も
と

も
と
は
舞
台
俳
優
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
こ

と
を
後
に
知
っ
た
）。
そ
れ
以
前
に
見
た
映
画
版

『
フ
ォ
ー
ス
タ
ス
』
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー
ト
ン

よ
り
も
遥
か
に
面
白
い
台
詞
回
し
だ
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
ブ
座
で
の
印
象
深
い
公
演
も
挙
げ
て
お

き
た
い
。
こ
の
劇
場
は
一
七
世
紀
に
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
が
活
躍
し
た
半
野
外
円
形
劇
場
の
復
元
版

で
、
そ
の
特
徴
は
、
舞
台
が
観
客
の
中
に
張
り
出

し
、
そ
の
三
方
を
囲
む
観
客
は
立
ち
見
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
頭
上
に
は
屋
根
が
な
い
こ
と
で

あ
る
。
屋
根
付
き
の
壁
に
沿
っ
た
ベ
ン
チ
席
エ
リ

ア
も
一
〜
三
階
ま
で
あ
る
。

　

大
が
か
り
な
装
置
や
背
景
を
持
ち
込
め
な
い
の

で
、
虚
構
世
界
の
表
現
は
主
に
役
者
の
声
と
身
体

が
担
う
。
さ
ら
に
、
基
本
的
に
太
陽
光
の
下
で
演

じ
ら
れ
る
の
で
、
観
客
が
暗
闇
に
消
え
る
こ
と
が

な
く
、
役
者
と
観
客
は
上
演
を
通
し
て
、
互
い
の

存
在
を
通
常
以
上
に
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
に
役
者
が
観
客
の
笑
い
を
必
要
以
上
に
と

ろ
う
と
し
、
観
客
も
そ
れ
に
必
要
以
上
に
応
え
よ

う
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
上
演
の
傾

向
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
座
公
演
を
観
光
客
向
き
だ
と
冷

笑
す
る
批
評
家
も
少
な
く
な
い
。

　

し
か
し
私
の
記
憶
に
深
く
残
っ
て
い
る
公
演
に

二
〇
〇
一
年
夏
の
『
リ
ア
王
』
が
あ
る
。
四
幕
で
、

忠
臣
グ
ロ
ス
タ
ー
が
気
の
狂
っ
た
リ
ア
の
手
に

キ
ス
を
し
よ
う
と
す
る
時
、
リ
ア
が
、
‶Let m

e 
w
ipe it fi rst; it sm

ells of m
ortality.

”（「
ま

ず
こ
の
手
を
拭
か
せ
て
く
れ
、
死
す
べ
き
も
の
の

匂
い
が
す
る
。」）
と
言
っ
て
手
を
拭
く
場
面
が
あ

る
。

　

立
ち
見
の
私
の
目
の
前
で
、
リ
ア
役
の
ジ
ュ
リ

ア
ン
・
グ
ロ
ー
ヴ
ナ
ー
は
こ
の
台
詞
を
し
ん
み
り

と
語
り
な
が
ら
手
を
服
で
拭
き
、
ゆ
っ
く
り
と
手

を
差
し
出
し
た
。
そ
の
時
グ
ロ
ー
ヴ
ナ
ー
自
身
の

肉
体
の
脆
さ
と
リ
ア
の
そ
れ
が
重
な
り
、
台
詞
が

圧
倒
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
重
み
を
も
っ
て
迫
っ

て
き
た
。
そ
も
そ
も
手
を
拭
い
て
、
人
間
の
死
す

べ
き
運
命
も
、
恐
ら
く
そ
の
匂
い
も
落
ち
る
わ
け

が
な
い
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
こ
の
台
詞
と
そ

こ
に
書
き
込
ん
だ
所
作
に
よ
っ
て
、
役
者
が
「
い

ま
こ
こ
に
生
き
て
い
る
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
だ
が

重
大
な
事
実
を
よ
り
印
象
深
い
も
の
と
な
る
よ
う

仕
組
ん
だ
の
で
あ
る
。（「
匂
い
」
に
言
及
す
る
と

こ
ろ
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ラ
イ
ブ
上
演
に
対
す

る
感
覚
が
光
っ
て
い
る
。）

　

こ
の
時
点
に
至
る
ま
で
の
ま
で
の
劇
展
開
や
演

出
の
支
え
も
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
劇
場
が
身
体
性

を
強
調
す
る
こ
と
、
そ
し
て
簡
潔
で
何
気
な
い
台

詞
も
上
演
に
お
い
て
は
力
強
い
も
の
と
な
る
こ
と

を
実
感
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
観
劇
の
後
に
テ
ム
ズ
河
の
風
に
あ
た

り
な
が
ら
帰
路
に
着
く
こ
と
、
こ
れ
も
ロ
ン
ド
ン
、

サ
ウ
ス
バ
ン
ク
の
魅
力
な
の
で
あ
る
。

ナショナル・シアター前のテムズ河畔。この写真の手前には
ウォータールー・ブリッジ。
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本
稿
は
第
一
著
者
に
よ
る
以

下
の
論
文
に
基
づ
い
て
い
る
。

A
n

gew
an

dte M
ath

em
atik in

 
d

er R
en

aissan
ce. C

rivellis 
V

e
rk

ü
n

d
-g

u
n

g
 m

it S
t. 

E
m

id
iu

s
, 

D
M

V
 

M
it-

teilu
n

gen
, 4

（2000

）, 26-33.

（
１
）『
絵
画
論
』（D

ella pittu
-

ra

）、
一
四
三
五
年
。

（
２
）『
遠
近
法
論
』（D

e pros-
pectiva pin

gen
di

）、
一
四
七
四

年
〜
一
四
八
二
年
。『
正
五
面
体

論
』（D

e qu
in

qu
e corporibu

s 
regu

laribu
s

）、
一
四
八
二
年
以

降
。

　

序　
　

論

　

小
論
で
は
、
初
期
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
画
家
カ
ル

ロ
・
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
絵
画
を
数
学
的
方
法
を
用

い
て
分
析
す
る
。
一
五
世
紀
中
葉
、レ
オ
ン
・
バ
ッ

テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ（

１
）と

ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ（

２
）の

理
論
書
を
通
し
て
透
視
図
法

が
西
洋
絵
画
に
導
入
さ
れ
た
（
図
２
）。
数
学
的

方
法
を
適
用
し
う
る
の
は
こ
の
透
視
図
法―

―

透

視
図
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
当
時
の
絵
画
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
画
家
が
作
品
を
構
成
す
る
の
に
用
い

た
幾
何
学
に
探
索
の
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
し
か
も
そ
の
構
図
を
三
次
元
空
間
と
し
て

再
構
成
す
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
ら
の
絵
画
に
は
中
世
絵
画
の
伝
統

が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
新
た
な
合
理
的

洞
察
が
作
品
の
形
式
を
形
づ
く
る
一
方
で
、
内
容

の
方
は
、
中
世
の
図
像
学
の
規
範
に
縛
ら
れ
、
常

套
的
な
構
図
に
な
お
も
絡
め
取
ら
れ
て
い
る
。
中

世
か
ら
近
世
に
移
る
と
ば
口
で
は
二
つ
の
時
代
思

潮
が
ぶ
つ
か
り
合
う
、
そ
の
衝
突
が
図
法
に
鮮
明

に
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
ク
リ

ヴ
ェ
ッ
リ
の
絵
画
は
そ
の
好
い
例
で
あ
る
。

　

作　
　

者

　

カ
ル
ロ
・
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
一
四
三
〇
年
か
ら

数学者から見た一五世紀イタリア絵画
―― C.クリヴェッリ『聖エミディウスをともなう受胎告知』

カール・ハインリッヒ・ホフマン
KARL HEINRICH HOFMANN

カール・ハインリッヒ・ホフマン（1922 年生まれ、写真左）とクラウス・
カイメル（1939 年生まれ、写真右）の二人はともにダルムシュタット工
科大学数学科元教授。数学、特に位相代数、リー群およびドメイン理論（プ
ログラム言語の意味論）において多くの関心を共有している。ホフマンは
本のイラストレーションでも知られ、米国ニューオーリンズのチュレーン
大学非常勤教授でもある。

クラウス・カイメル
KLAUS KEIMEL

図１　カルロ・クリヴェッリ「聖エミディウスをともなう受胎告知」
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一
四
三
五
年
に
か
け
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
生
ま
れ
た
。

死
ん
だ
の
は
、
諸
文
書
を
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、

一
五
〇
〇
年
八
月
よ
り
も
前
、
お
そ
ら
く
ア
ス
コ

リ
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
四
六
五
年
頃
、
ダ
ル
マ

チ
ア
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
そ

の
三
年
後
に
イ
タ
リ
ア
に
帰
国
し
、
マ
ル
ケ
に
居

を
据
え
て
死
ぬ
ま
で
そ
の
地
で
過
ご
し
た
。
当
時
、

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ス
ク
ァ
ル
チ
ォ
ー
ネ
と
ア
ン

ド
レ
ア
・
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
弟
子
た
ち
か
ら
な
る

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
画
家
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
彼
は

そ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
。

　

歴
史
的
背
景（
３
）

　

一
四
八
二
年
、
ロ
ー
マ
教
皇
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四

世
は
ア
ス
コ
リ
・
ピ
チ
ェ
ー
ノ
の
市
民
に
対
し
、

教
会
の
監
督
に
よ
る
自
治
権
を
与
え
た
。
こ
の
う

れ
し
い
知
ら
せ
は
三
月
二
五
日
の
受
胎
告
知
の
祭

日
に
ア
ス
コ
リ
市
に
届
い
た
。
こ
の
故
事
に
ち
な

ん
で
、
毎
年
こ
の
日
に
、
サ
ン
テ
ィ
ッ
シ
マ
・
ア

ン
ヌ
ン
ツ
ィ
ア
ー
タ
（
聖
受
胎
告
知
）
教
会
を
め

ざ
す
行
列
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ピ
エ
ト
ロ
・
ア
レ
マ
ー
ノ
の
受
胎
告
知
は
、

一
四
八
四
年
に
こ
の
教
会
の
た
め
に
依
頼
さ
れ
た

も
の
で
、
現
在
、
ア
ス
コ
リ
市
の
美
術
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
絵
画
は
同
教
会

に
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
二
枚
目
の
受
胎
告
知

図
で
あ
る
。
一
四
八
四
年
に
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ

ス
八
世
が
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
四
世
の
後
を
継
い
だ
。

彼
の
紋
章
が
絵
画
の
下
部
中
央
に
あ
る
。
そ
の
左

側
に
一
四
六
四
年
か
ら
一
五
〇
〇
年
ま
で
ア
ス
コ

リ
の
司
教
を
務
め
た
プ
ロ
ス
ペ
ロ
・
カ
ッ
フ
ァ

レ
ッ
リ
の
紋
章
が
、
そ
の
右
側
に
ア
ス
コ
リ
・
ピ

チ
ェ
ー
ノ
市
の
紋
章
が
あ
る
。
同
市
の
守
護
聖
人

で
あ
る
聖
エ
ミ
デ
ィ
ウ
ス
は
、
市
の
模
型
を
持
っ

た
姿
で
絵
画
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
絵
画
の

テ
ー
マ
と
碑
銘
「
教
会
の
自
由
（L

IB
E

R
T

A
S 

E
C

C
L

E
S

IA
S

T
IC

A

）」
が
、
当
時
の
歴
史
的
な
状
況

に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

絵
画
前
景
の
見
事
に
装
飾
さ
れ
た
台
脚
の
前
面

に
は
、
署
名
（「
カ
ル
ロ
・
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
・
ヴ
ェ

ネ
ー
テ
ィ
作
」）
と
日
付
（「
一
四
八
六
年
」）
が

あ
る
。

　

こ
の
絵
画
は
お
よ
そ
一
七
三
四
年
ま
で
サ
ン

テ
ィ
ッ
シ
マ
教
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記

録
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
あ
ち
こ
ち
を
遍
歴
し

た
挙
げ
句
、
絵
は
ロ
ン
ド
ン
に
渡
り
、
現
在
は
、

ロ
ン
ド
ン
国
立
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
（
カ

タ
ロ
グ
番
号
七
三
九
）。

　

ア
ス
コ
リ
・
ピ
チ
ェ
ー
ノ
の
受
胎
告
知　
　
　

　

の
祭
壇
画

　

こ
の
絵
画
に
は
聖
書
に
記
さ
れ
た
一
場
面
が
描

か
れ
て
い
る
。
中
世
に
は
読
み
書
き
の
で
き
な
い

人
々
は
絵
画
を
「
読
む
」
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
。

当
時
、
絵
画
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
役
割
は
宗
教
の

教
え
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

受
胎
告
知
の
場
面
は
、「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」

（
第
一
章
二
六

三
八
節
）
に
記
さ
れ
た
聖
書
の

出
来
事
を
図
像
学
的
に
コ
ー
ド
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
出
来
事
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
が
キ
リ

ス
ト
教
の
そ
れ
へ
と
転
換
す
る
「
元
」
年
に
起
き

た
。
天
上
の
父
な
る
神（
天
空
に
描
か
れ
て
い
る
）

は
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
に
マ
リ
ア
へ
の
「
お
告
げ
」

を
託
し
、
聖
霊
に
よ
り
マ
リ
ア
が
息
子
イ
エ
ス
を

身
ご
も
る
で
あ
ろ
う
と
知
ら
せ
た
。
こ
の
場
面
が

絵
画
に
描
か
れ
る
と
き
、
通
常
は
、
マ
リ
ア
は
絵

画
の
右
側
に
、
し
か
も
大
抵
は
下
部
に
配
置
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
左
側
か
ら

マ
リ
ア
の
許
に
至
り
、
聖
霊
は
一
条
の
光
に
沿
っ

て
、
し
ば
し
ば
鳩
の
姿
を
取
っ
て
左
上
方
か
ら
降

り
て
く
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
で
は
、
一
な
る

神
は
、
父
な
る
神
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
聖
霊

と
い
う
、
こ
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
三
つ
の
様
態

（
３
）『
ロ
ン
ド
ン
国
立
美
術
館
カ

タ
ロ
グ
』、
特
に
一
五
九
頁
、

七
三
九
番
参
照
。

図２　ピエロ・デッラ・フランチェスカ「受胎告知」
ピエロ・デッラ・フランチェスカは、真の意味での透
視図法の絵を描いた最初の画家と考えられている。
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に
お
い
て
（
こ
の
三
者
は
、「
聖
な
る
三
位
一
体
」

と
い
う
名
の
下
に
包
摂
さ
れ
る
）
自
己
自
身
を
啓

示
す
る
の
で
あ
る
。

　

ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
受
胎
告
知
の
場
面
に
つ
い
て

　

こ
れ
に
対
し
て
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
描
く
受
胎
告

知
図
に
お
い
て
は
、
中
心
的
な
出
来
事
は
、
市
街

の
景
観
を
背
景
装
置
と
す
る
舞
台
の
上
で
起
き
て

い
る
。こ
の
背
景
装
置
は
、ア
ス
コ
リ
市
の
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
的
な
雰
囲
気
の
幾
分
象
徴
的
な
表
現
と
み

な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。（
そ
し
て
こ
の
絵
の
中
で
、

当
の
舞
台
が
）
劇
場
の
舞
台
と
し
て
の
性
格
を
備

え
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
主
要
な
登
場

人
物
は
処
女
マ
リ
ア
、
天
使
、
そ
し
て
聖
霊
で
あ

る
。
処
女
マ
リ
ア
の
住
ま
う
、
一
見
し
て
豪
奢
な

邸
宅
は
、
劇
場
の
舞
台
装
置
の
よ
う
に
前
面
が
開

か
れ
て
お
り
、
絵
画
の
鑑
賞
者
は
マ
リ
ア
の
部
屋

の
内
部
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
家
具
や
調
度
品
は
、
当
時
イ
タ
リ
ア
よ
り

は
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
や
オ
ラ
ン
ダ
で
広
く
親
し
ま

れ
て
い
た
静
物
画
の
流
儀
で
描
か
れ
て
い
る
。
処

女
マ
リ
ア
は
「
祈
祷
机
」（prie-dieu

）
と
呼
ば

れ
る
中
世
風
の
家
具
の
前
で
ひ
ざ
ま
ず
い
て
い
る
。

中
世
で
は
、
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
女
性
は
学

識
の
あ
る
人
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
文
に
明
る
い

と
い
う
マ
リ
ア
の
卓
越
性
は
祈
祷
机
を
描
く
こ
と

で
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
机
の
上
の
一

冊
の
本
と
本
棚
の
二
、三
冊
の
本
に
よ
っ
て
も
示

さ
れ
て
い
る
。
活
版
印
刷
の
発
明
ま
で
は
、
本
は

希
少
か
つ
高
価
な
品
物
で
あ
っ
た
。

　

天
使
は
、
処
女
性
の
象
徴
で
あ
る
白
百
合
の
花

を
手
に
、
か
し
こ
ま
っ
た
姿
勢
で
通
り
に
ひ
ざ
ま

ず
い
て
い
る
。
天
上
の
神
の
許
か
ら
差
し
込
ん
で

く
る
一
条
の
光
に
沿
っ
て
、
聖
霊
は
鳩
の
姿
を
借

り
て
処
女
マ
リ
ア
の
方
に
降
り
て
き
て
い
る
。

　

中
世
は
も
と
よ
り
、
一
五
世
紀
を
通
し
て
も
、

聖
書
の
場
面
を
描
い
た
絵
画
は
、
象
徴
表
現
に
関

す
る
高
度
に
発
達
し
た
神
学
理
論
に
よ
っ
て
規
制

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
理
論
と
そ
の
教
え
を
実
地
に
移
す
た
め
に
、

芸
術
家
は
絵
画
の
「
読
者
」
に
馴
染
み
の
深
い
設

定
で
、
聖
書
の
場
面
を
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
受
胎
告
知
の

場
面
が
も
っ
て
い
た
重
要
性
は
、
建
築
物
の
荘
厳

さ
と
場
面
の
細
密
な
描
写
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
で
あ
れ
ば
、
さ

り
げ
な
く
描
か
れ
た
細
部
で
も
、
そ
の
象
徴
的
意

味
を
お
そ
ら
く
理
解
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ス
コ
リ
市
民
の
た
め
に
、
市

の
近
年
の
歴
史
が
市
の
守
護
聖
人
で
あ
る
聖
エ
ミ

デ
ィ
ウ
ス
﹇
の
持
つ
市
の
模
型
﹈
を
通
し
て
表
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
こ
の

絵
の
中
で
は
、
ど
う
見
て
も
闖
入
者
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
天
使
と
処
女
マ
リ
ア
と
の
や
り
と
り

は
、
ひ
い
き
目
に
見
て
も
、
す
っ
か
り
印
象
の
薄

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。（
あ
た
か
も

彼
の
侵
入
を
防
ぐ
か
の
ご
と
く
）
館
の
窓
ま
で
も

が
鉄
格
子
に
よ
っ
て
護
ら
れ
て
い
る
始
末
で
あ
る
。

　

絵
画
に
見
ら
れ
る
数
学
的
構
造

　

ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
受
胎
告
知
の
表
現
す
る
空
間

は
、
三
つ
の
平
行
線
群
の
集
合
に
よ
っ
て
余
す
と

こ
ろ
な
く
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
つ
と
は
す

な
わ
ち
、

　
　

１　

水
平
線
の
集
合

　
　

２　

垂
直
線
の
集
合

　
　

３　

 

こ
れ
ら
二
つ
の
直
線
群
に
直
交
す
る
直

線
の
集
合

　

三
番
目
の
集
合
を
な
す
平
行
線
群
は
、
観
察
者

の
目
線
に
あ
る
水
平
線
上
の
無
限
遠
の
点
に
収
束

し
て
い
る
。
こ
の
観
察
者
は
、
中
心
か
ら
逸
れ
た

絵
の
や
や
左
手
に
位
置
し
て
い
る
。
一
点
透
視
の

原
理
に
従
え
ば
、
中
景
を
横
切
っ
て
歩
い
て
い
る

人
々
の
目
の
高
さ
は
観
察
者
の
目
線
上
の
水
平
線

と
同
じ
高
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
絵

画
の
中
に
は
観
察
者
と
同
一
基
準
面
上
に
位
置
す

る
人
物
が
た
だ
一
人
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
言
え
る
の
は
、
そ
の
人
物
が
観
察
者
と

同
じ
身
長
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に

は
彼
の
身
長
は
観
察
者
よ
り
わ
ず
か
ば
か
り
低
い
。

　

三
種
類
の
直
線
の
集
合
に
よ
っ
て
文
字
通
り

「
座
標
系
」
が
定
ま
る
。
こ
の
座
標
系
に
よ
っ
て
、

描
か
れ
た
諸
物
の
高
さ
、
幅
、
奥
行
き
を
測
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
通
路
の
タ
イ
ル
は
水
平
方
向

の
二
次
元
の
部
分
座
標
系
を
強
調
し
て
い
る
。
ま

た
マ
リ
ア
の
部
屋
と
そ
の
邸
宅
上
階
の
部
屋
の
箱

形
天
井
は
、
別
の
水
平
二
次
元
デ
カ
ル
ト
座
標
系

を
形
成
し
て
い
る
。
鉛
直
平
面
上
で
は
、
壁
面
の

煉
瓦
細
工
や
窓
枠
の
格
子
模
様
の
細
密
な
描
写
を

通
し
て
、
今
述
べ
た
よ
う
な
座
標
系
が
明
確
に
表

現
さ
れ
て
い
る
。
他
の
局
所
座
標
系
は
二
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
の
上
に
吊
る
さ
れ
た
鳥
か
ご
で
あ
る
。

く
っ
き
り
と
描
か
れ
た
軒
も
鳩
の
と
ま
り
木
も
、

す
べ
て
が
、
鳥
か
ご
の
作
る
座
標
系
に
よ
っ
て
厳

格
に
空
間
の
三
方
向
を
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
デ
カ
ル
ト
に
よ
る
解
析
幾
何
の
導
入

（
一
六
三
七
年
）
に
先
立
つ
こ
と
お
よ
そ
一
五
〇

年
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
三
次
元
幾
何
が
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
体
系
的
な
仕
方
で
絵
画
の
二
次
元
平
面

に
投
影
さ
れ
た
例
を
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
な
い（

４
）。

（
４
）
遠
近
法
の
発
展
に
関
す
る

優
れ
た
文
献
と
し
て
は
、
次
の
も

の
が
挙
げ
ら
れ
る
。J. V

. F
ield, 

T
h

e In
ven

tion
 of In

fin
ity , 

O
xford

 U
n

iversity P
ress, 

1997.　

ま
た
以
下
の
書
も
参
照

さ
れ
た
い
。A

. P
h

illips, T
h

e 
In

ven
tion

 of In
fi n

ity: M
ath

e-
m

a
tics a

n
d

 A
rt in

 th
e 

R
en

a
issa

n
ce , R

ev
iew

 th
e 

above, N
otices A

m
er. m

ath
. 

S
oc . 47

（2000

）, 46-50.
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置
関
係
を
幾
何
学
的
に
再
構
成
す
る
際
に
こ
の
問

題
に
も
う
一
度
立
ち
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

位
置
関
係
の
再
構
成

　

そ
れ
で
は
、
絵
画
に
描
か
れ
た
空
間
を
再
構
成

し
て
み
よ
う
（
図
３
）。

所
見
そ
の
１

　

 

受
胎
告
知
の
場
面
の
観
察
者
の
目
の
位
置
を
通

り
、
か
つ
三
番
目
の
主
要
直
線
群
と
平
行
に

な
っ
て
い
る
鉛
直
平
面
P1
は
、
通
路
に
貼
ら

れ
た
タ
イ
ル
の
目
地
線
の
上
下
方
向
に
ま
っ
す

ぐ
伸
び
る
一
本
の
直
線
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。

　

絵
画
が
投
影
さ
れ
て
い
る
平
面
は
、
本
質
的
に

は
処
女
マ
リ
ア
の
家
の
正
面
﹇
最
前
景
の
鉛
直
平

面
﹈、
す
な
わ
ち
東
側
の
壁
面
で
あ
り
、
そ
こ
に

描
か
れ
た
様
々
な
手
が
か
り
か
ら
、
観
察
者
は
タ

イ
ル
六
つ
ぶ
ん
手
前
に
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
遠

近
法
は
い
わ
ゆ
る
「
ト
ン
ネ
ル
効
果
」
を
創
り
出

し
て
い
る
。
眼
前
の
小
路
を
再
構
成
し
て
み
る
と
、

そ
の
幅
が
思
い
の
ほ
か
狭
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
し
、
こ
の
再
構
成
で
は
、
実
際
の
床
面
の
タ
イ

ル
は
正
方
形
で
あ
る
と
仮
定
し
て
い
る
。
同
様
に

し
て
、
窓
や
家
の
ド
ア
は
そ
の
高
さ
に
比
べ
て
幅

が
不
自
然
に
狭
く
な
っ
て
い
る
。
建
築
物
の
豊
か

な
装
飾
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
宮
殿
の
よ
う
に
見
え

て
い
る
建
物
は
、
慎
ま
し
や
か
な
大
き
さ
の
家
で

あ
る
。
そ
し
て
処
女
マ
リ
ア
が
ひ
ざ
ま
ず
い
て
い

る
部
屋
は
、
実
は
人
ひ
と
り
が
か
ろ
う
じ
て
身
動

き
で
き
る
程
度
の
小
部
屋
で
あ
る
。
絵
画
の
視
界

内
に
あ
る
の
は
窮
屈
な
空
間
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

例
え
ば
、
バ
チ
カ
ン
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
に

あ
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
『
ア
テ
ナ
イ
の
学
堂
』

（
一
五
〇
九
年
）（
図
４
）
の
構
図
に
み
ら
れ
る
開

放
空
間
の
広
大
さ
と
鋭
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
視
界
の
中
心
に
あ
る
鉛
直
平
面
P1
は

天
使
の
手
に
添
え
ら
れ
た
一
輪
の
百
合
も
含
ん
で

い
る
。
聖
霊
の
特
異
な
光
線
は
、
こ
の
平
面
に
あ

る
垂
直
線
上
の
あ
る
一
点
か
ら
放
射
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
光
線
と
鉛
直
線
、
お
よ
び
目
に
は
見
え
な
い

﹇
天
使
と
マ
リ
ア
を
結
ぶ
﹈
水
平
方
向
の
直
線
に

よ
っ
て
、
直
角
三
角
形
が
つ
く
ら
れ
、
こ
の
三
角

形
の
三
つ
の
頂
点
は
登
場
人
物
（dram

atis 

person
ae

）
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
伝

統
的
な
図
像
学
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
余
り
遠
近

法
を
逸
脱
し
て
し
ま
う
、
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
作
品

の
一
特
徴
で
あ
る
。

　

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
の
厳
格
な
規
律
か
ら
著
し

く
逸
脱
し
て
い
る
の
が
、
く
っ
き
り
と
強
調
し
て

描
か
れ
た
聖
霊
に
よ
る
黄
金
色
の
光
線
で
あ
る
。

聖
霊
が
果
た
し
て
い
る
神
学
・
図
像
学
上
の
役
割

に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
思
う
に
、

聖
霊
の
光
線
が
建
物
に
差
し
込
む
た
め
に
必
要
と

な
る
の
が
、
壁
の
金
色
の
開
口
部
で
あ
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
国
立
美
術
館
の
所
蔵
目

録
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。「
建
物
の
壁
を
貫

通
す
る
光
線
の
モ
チ
ー
フ
は
お
そ
ら
く
独
特
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
絵
と
か
な
り
似
た
配
置
の
ヤ
コ

ポ
・
ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
受
胎
告
知
で
は
、
こ
う
し
た

事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
、
全
体
の
構
図
が
工
夫

さ
れ
て
い
る
。」
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
受
胎
告
知
の
位

図３　再構成された地形

図４　ラファエロ「アテナイの学堂」
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特
異
な
光
線

　

先
に
わ
れ
わ
れ
は
、
聖
霊
が
そ
れ
に
沿
っ
て
降

り
て
く
る
光
線
は
、
観
察
者
の
位
置
を
示
す
鉛
直

線
上
の
無
限
に
遠
い
一
点
か
ら
放
射
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
た
。
つ
ま
り
画
家
の
意
図
を
汲
ん

で
、
こ
の
特
異
な
光
線
の
光
源
が
無
限
遠
の
と
こ

ろ
に
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
想
定
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
の
想
定
は
、
例
え
ば
一
四
四
五
年
の

ジ
ロ
ラ
ー
モ
・
デ
ィ
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
「
受
胎
告
知
」

（
図
５
）
の
よ
う
な
先
例
と
な
る
作
品
に
よ
っ
て

も
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
天
上
に
あ

る
神
の
マ
ン
ド
ル
ラ
（
す
な
わ
ち
ア
ー
モ
ン
ド
型

の
光
背
）
の
一
部
を
建
物
が
覆
う
こ
と
で
、
画
家

が
意
図
す
る
距
離
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
さ
て

こ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
以
下
の
帰
結
が
得
ら
れ
る
。

所
見
そ
の
２

　

 

聖
霊
が
降
臨
す
る
特
異
な
光
線
は
、
平
面
P1
に

平
行
な
あ
る
鉛
直
平
面
P2
上
に
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
マ
リ
ア
と
天
使
の
間
に
挟
ま

れ
た
マ
リ
ア
の
家
の
南
側
の
壁
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
る
平
面
は
、
P1
お
よ
び
P2
に
平
行
な
三
番
目

の
鉛
直
平
面
P3
で
あ
る
。
だ
と
し
た
ら
、
数
学

的
に
は
、
行
き
着
く
結
論
は
た
だ
ひ
と
つ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
相
異
な
る
二
つ
の
平
行
な
平
面
は
交

差
し
な
い
の
で
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。

所
見
そ
の
３

　

 

聖
霊
が
降
臨
す
る
特
異
な
光
線
は
、
マ
リ
ア
の

家
の
壁
面
を
成
す
平
面
P3
と
は
い
か
な
る
点
を

も
共
有
し
え
な
い
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
画
家
は
壁
面
上
の
黄
金
色
の
鳩

の
出
入
口
で
わ
れ
わ
れ
を
騙
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

絵
画
に
描
か
れ
た
位
置
関
係
を
数
学
的
・
物
理
学

的
に
示
せ
ば
、
聖
霊
が
降
臨
す
る
特
異
な
光
線
は

ど
う
し
て
も
背
面
の
壁
を
貫
通
し
て
建
物
の
中
に

差
し
込
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん

絵
の
中
で
は
（
前
面
の
壁
で
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
）
こ
の
背
面
の
壁
は
目
に
見
え
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
壁
は
建
物
の
南

西
の
角
（
こ
の
角
の
点
は
絵
の
中
で
明
確
に
同
定

で
き
る
）
を
基
に
し
て
数
学
的
に
き
ち
ん
と
し
た

や
り
方
で
定
義
さ
れ
る
。
ま
た
処
女
マ
リ
ア
の
額

に
差
し
込
む
、
聖
霊
が
降
臨
す
る
特
異
な
光
線
の

終
点
も
十
二
分
に
定
義
さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
光
線
の
終
点
の
下
に
位
置
す
る
床
面
上
の
点

も
合
理
的
な
方
法
で
き
ち
ん
と
定
義
で
き
る
。
と

い
う
の
も
書
見
台
の
上
に
あ
る
本
は
、
そ
の
机
の

対
称
軸
を
表
し
て
お
り
、
今
問
題
に
な
っ
て
い
る

足
下
の
点
は
、
二
番
目
の
主
要
直
線
群
と
平
行
な

平
面
上
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
足
下
の
点
を
得
る
こ
と
で
、
平
面

P2
は
無
限
遠
点
と
他
の
二
点
に
よ
っ
て
定
義
さ

れ
、
さ
ら
に
、
聖
霊
の
光
線
と
家
の
背
面
の
壁
と

の
交
点
が
容
易
に
確
定
で
き
る
。

　

こ
の
、
聖
霊
が
降
臨
す
る
特
異
な
光
線
と
家
の

西
側
の
壁
と
の
交
点
を
、
画
家
が
用
い
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
実
際
に
彼
が
用
い
た
数
学
的
方
法
に

よ
っ
て
構
成
し
て
や
れ
ば
、
そ
れ
は
、
絵
画
の
投

影
平
面
上
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
黄
金
色
の
鳩
の

出
入
口
の
あ
る
点
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

図５　ジロラーモ・ディジョバンニ「受胎告知」（1455 年）
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る
の
で
あ
る
（
図
６
）。

所
見
そ
の
４

　

 

聖
霊
が
降
臨
す
る
光
線
が
建
物
の
背
面
の
壁
を

貫
通
す
る
際
に
差
し
込
む
点
を
数
学
的
に
正
し

い
や
り
方
で
絵
画
平
面
上
に
投
影
し
て
や
れ
ば
、

そ
れ
は
、
小
さ
な
黄
金
色
の
鳩
の
出
入
口
に
な

り
、
画
家
が
騙
し
絵
の
手
法
で
建
物
の
南
側
の

壁
に
描
き
込
ん
だ
点
に
な
る
。

　

絵
画
に
描
こ
う
と
す
る
幾
何
学
的
状
況
を
正
確

に
知
る
上
で
、
画
家
の
遠
近
法
幾
何
に
関
す
る
数

学
的
能
力
は
十
二
分
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
わ
れ

わ
れ
は
主
張
す
る
。
そ
し
て
ま
た
画
家
は
、
マ
ニ

エ
リ
ス
ム
の
ト
リ
ッ
ク
、
す
な
わ
ち
五
〇
年
後
の

マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
全
盛
期
に
は
ご
く
普
通
に
用
い

ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は‘con

cetto’

と
し
て
知
ら

れ
る
「
捻
れ
」
の
手
法
を
、
同
時
代
人
に
披
露
し

た
の
だ
、
と
い
う
解
釈
を
提
案
し
た
い
。

　

結　
　

論

　

記
述
幾
何
の
近
代
的
手
法
が
命
じ
る
の
は
、
選

ん
だ
座
標
系
に
よ
っ
て
定
ま
る
別
の
解
で
あ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
画
家
は
、
教
会
公
認
の
中
世
の

図
像
学
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
画
家
は
、
自
分
の
し
た
こ
と
を
正
確
に
知
っ
て

い
た
こ
と
を
示
す
隠
れ
た
手
が
か
り
を
わ
れ
わ
れ

に
残
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ

の
絵
画
は
こ
の
時
代
の
魅
力
的
な
美
術
史
の
資
料

と
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
、
新
た
な
観
念
と
と
も

に
大
い
な
る
動
揺
が
沸
き
起
こ
り
、
物
理
的
世
界

の
数
学
的
な
構
造
に
関
す
る
新
し
い
洞
察
が
、
教

会
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
慣
習
的
な
中
世
の
叡
智

図６　 光線が建物の背面（西側）の壁を貫通する点は、建物の南側の壁の鳩の
出入口が描かれている場所と一致している。

と
衝
突
し
た
。
数
学
的
方
法
に
よ
る
分
析
が
示
す

ご
と
く
、
ク
リ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
絵
画
に
は
こ
の
時
代

の
知
的
緊
張
が
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
訳
文
の
作
成
に
つ
い
て
は
立
木
秀
樹
研
究
室

の
戸
田
貴
久
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　

＊
二
〇
一
〇
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
京
都
大
学

人
間
・
環
境
学
研
究
科
に
招
聘
さ
れ
、
快
い
も
て

な
し
を
受
け
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。

　

な
お
、
本
論
文
は
一
月
二
六
日
国
際
交
流
セ
ミ

ナ
ー
で
行
っ
た
報
告
を
も
と
に
Ｋ
・
Ｈ
・
ホ
フ
マ

ン
氏
と
共
同
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
ク
ラ
ウ
ス
・
カ
イ
メ
ル
）
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人
間
を
含
め
、
地
球
上
の
ほ
ぼ
全
て
の
生
物
は

地
球
の
自
転
に
合
わ
せ
て
一
日
二
四
時
間
の
リ
ズ

ム
で
生
活
し
て
お
り
、
体
温
や
心
拍
、
血
圧
な
ど

も
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
約
一
日

の
周
期
的
変
動
を
示
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
リ
ズ
ム
が
、
単
に
昼
夜
変
化
な
ど
の
環
境
周

期
の
み
に
よ
り
作
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
二
〇
世
紀
後
半
の「
時

間
生
物
学
」
と
呼
ば
れ
る
近
代
的
な
生
物
リ
ズ
ム

研
究
の
進
展
に
よ
る
。
生
物
が
環
境
周
期
に
適
応

す
る
た
め
に
自
ら
の
体
内
に
生
物
時
計
（
以
下
体

内
時
計
と
称
す
）
を
発
達
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
、

そ
の
リ
ズ
ム
を
担
うC

lock

（
ク
ロ
ッ
ク
）
な
ど
の

時
計
遺
伝
子
の
発
見
と
と
も
に
証
明
さ
れ
て
き
た
。

人
間
の
体
に
も
内
因
性
自
律
振
動
に
よ
り
生
体
機

能
に
周
期
性
を
与
え
る
生
物
時
計
が
存
在
す
る
こ

と
や
、
周
期
的
に
変
動
す
る
環
境
に
同
調
し
て
生

体
機
能
の
最
適
化
を
は
か
る
適
応
機
構
の
し
く
み

も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
近
年
は
、
体
内
時
計
の
変

調
が
睡
眠
障
害
の
み
で
な
く
、
肥
満
や
生
活
習
慣

病
と
も
関
連
が
あ
る
と
の
報
告
が
相
次
い
で
い
る
。

皮
肉
に
も
、
時
間
生
物
学
研
究
の
進
展
と
同
時

期
に
「
二
四
時
間
社
会
」
と
も
呼
ば
れ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
夜
型
化
が
地
球
を
覆
う
よ
う
に
進
み
、

私
た
ち
は
今
、
体
内
時
計
の
機
能
不
全
を
ひ
き
起

こ
し
か
ね
な
い
環
境
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
健
康
を
保
ち
生
活
習
慣
病
を
制
御
す
る

た
め
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
、時
間
生
物
学
と
栄
養
学
の
融
合
に
よ
る「
時

間
栄
養
学（
１
）」
研
究
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

私
の
博
士
課
程
で
の
研
究
は
、
自
律
神
経（
２
）に

よ
る

生
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
節
機
構
を
解
析
し
、
肥
満
と

の
関
連
を
調
べ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
体
内
に
は
り
巡

ら
さ
れ
た
神
経
系
と
内
分
泌
器
官
に
よ
る
見
事
な
調

律
に
感
動
し
、
夢
中
で
研
究
し
た
楽
し
い
五
年
間
で

あ
っ
た
。
体
内
時
計
（
脳
内
に
存
在
す
る
主
時
計
）

は
自
律
神
経
系
や
内
分
泌
器
官
の
さ
ら
に
上
位
に
位

置
し
、
人
体
と
い
う
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
よ
ろ

し
く
そ
の
リ
ズ
ム
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
り
出
し
て
い

る
。
研
究
の
関
心
が
体
内
時
計
へ
辿
り
つ
い
た
の
は
、

私
に
と
っ

て
必
然
の

流
れ
で

あ
っ
た
。

話
を
本

題
へ
戻
そ

う
。
図
１

は
朝
の
光
、

朝
食
と
体

内
時
計
の

関
係
を
示

し
た
模
式

図
で
あ
る
。

ま
ず
、
脳

の
「
視
交
叉
上
核
」
に
存
在
す
る
主
時
計
が
朝
、

光
情
報
を
受
け
取
る
と
主
時
計
の
時
計
遺
伝
子（
３
）が

活
性
化
し
て
大
脳
皮
質
覚
醒
の
原
動
力
と
な
り
、

同
時
に
内
臓
な
ど
に
あ
る
末
梢
時
計
の
時
計
遺
伝

子
の
活
性
を
高
め
る
。
光
以
外
の
重
要
な
経
路
は

食
事
刺
激
で
あ
る
。
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素

が
入
っ
て
き
た
と
い
う
情
報
は
、
視
交
叉
上
核
以

外
の
脳
や
臓
器
に
信
号
と
し
て
伝
え
ら
れ
体
内
時

計
を
活
性
化
す
る
。
つ
ま
り
、
朝
の
光
刺
激
と
食

事
刺
激
の
両
者
に
よ
っ
て
体
内
時
計
は
リ
セ
ッ
ト

さ
れ
、
地
球
の
自
転
周
期
に
よ
る
外
の
時
間
と
体

内
時
計
が
同
調
し
て
一
日
が
始
ま
る﹇
１
﹈。「
早
寝
早

起
き
朝
ご
は
ん
」
が
推
奨
さ
れ
る
理
由
は
、
ま
さ

に
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

時
間
栄
養
学
に
は
基
礎
（
遺
伝
子
レ
ベ
ル
）
と

臨
床
応
用
の
分
野
が
あ
り
、
私
は
後
者
、
す
な
わ

ち
栄
養
の
摂
取
や
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
生
体
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
図
２
は
、

朝
食
抜
き
や
朝
食
の
種
類
が
、
食
後
に
体
が
熱
を

つ
く
る
作
用
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
を
男

女
大
学
生
で
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
●
は
ご
は
ん

食
（
タ
ン
パ
ク
質
・
脂
質
・
糖
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

比
率
﹇
Ｐ
Ｆ
Ｃ 

比
﹈
を
日
本
人
に
適
正
と
さ
れ
る

一
五
・
二
五
・
六
〇 

に
調
整
し
た
米
飯
を
主
食
と

す
る
朝
食
）
を
食
べ
た
日
、○
は
パ
ン
食
（
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
の
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
に
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｆ

朝
の
光
と
朝
食
が
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る

朝
の
光
と
朝
食
が
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
高
め
る
朝
食
と
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
高
め
る
朝
食
と
は

早起きはなぜ得なのか 時間栄養学から
探求する２１世紀の健康ライフ

永井成美
NARUMI NAGAI

永
井　

成
美
（
な
が
い　

な
る
み
）

兵
庫
県
生
ま
れ
。
兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部
食
環
境
栄
養
課
程
准
教
授
。

二
〇
〇
四
年
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

二
〇
〇
三
年
岡
山
県
立
大
学
講
師
、
二
〇
〇
八
年
同
准
教
授
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
現
職
。

専
門
分
野
は
、
栄
養
生
理
学
・
栄
養
教
育
学
。『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
栄
養
』（
横

越
英
彦
編
集
、
分
担
執
筆
、
幸
書
房 

二
〇
〇
七
年
）、『
栄
養
と
運
動
医
科
学
』 （
ネ
ス
レ

栄
養
科
学
会
議
編
集
、
分
担
執
筆
、
建
帛
社 

二
〇
一
〇
年
）、『
子
ど
も
が
変
わ
る 

生
活

を
変
え
る 

食
教
育
四
つ
の
ス
テ
ー
ジ
』（
東
山
書
房 

二
〇
一
一
年
）。

            

図 1　朝の光、朝食と体内時計の関係
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Ｃ
比
一
五
・
六
〇
・
二
五 

の
高

脂
肪
に
調
整
し
た
朝
食
）
を
食

べ
た
日
、△
は
何
も
食
べ
な
か
っ

た
日
で
あ
る
。
ご
は
ん
食
と
パ

ン
食
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ど
ち

ら
も
体
重
あ
た
り
同
じ
に
し
た
。

朝
食
抜
き
の
日
は
午
前
中
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
変
化
し

な
か
っ
た
が
、
朝
食
を
摂
取
し

た
日
は
、
パ
ン
食
で
は
食
事
前

の
約
一
割
増
、
ご
は
ん
食
で
は

約
二
割
増
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
の
上
昇
が
起
こ
っ
た
。
三
大

栄
養
素
の
中
で
は
タ
ン
パ
ク
質

が
食
後
に
熱
を
つ
く
る
作
用
が
最
も
強
く
、
次
い

で
糖
質
、
脂
質
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
食
事
で
も
、
脂
肪
の
多
い

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
よ
り
も
糖
質
が
多
い
ご
は
ん

食
の
ほ
う
が
午
前
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
（
栄
養

素
か
ら
力
の
も
と
と
な
る
物
質
や
熱
を
つ
く
り
出

す
働
き
）
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
体
内
時
計
の
調

節
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
は
、
食
事
刺
激
に
よ
っ
て

活
性
化
さ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
（
Ｐ
Ｇ
Ｃ
１―

α
）

を
介
し
て
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る﹇
２
﹈。

朝
食
を
食
べ
る
こ
と
、
で
き
れ
ば
糖
質
を
豊
富
に

含
む
ご
は
ん
食
を
食
べ
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。

朝
食
を
美
味
し
く
食
べ
る
た
め
に
は
、
消
化
器

の
準
備
が
整
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
消
化
器
に

は
、
食
事
時
刻
の
二
〜
三
時
間
前
か
ら
活
動
を
高

め
て
消
化
液
の
分
泌
や
消
化
運
動
の
準
備
を
す
る

「
予
期
活
動
」
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る﹇
３
﹈。
毎

日
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に
朝
食
を
と
る「
食
事
性
リ

朝
の
胃
運
動
を
弱
め
る
朝
食
抜
き

朝
の
胃
運
動
を
弱
め
る
朝
食
抜
き

ズ
ム
」が
消
化
器
の
予
期
活
動
を
出
現
さ
せ
消
化
能

力
を
高
め
る
が
、
こ
の
働
き
も
体
内
時
計
の
制
御

を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、朝
、

食
欲
が
な
く
朝
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
人
は
、
消
化

器
の
予
期
活
動
に
変
調
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ﹇
４
﹈で

は
、
朝

食
を
毎
日
食
べ
る
習
慣
の
あ
る
大
学
生
一
一
名
に

一
週
間
、
朝
食
を
抜
い
て
も
ら
い
、
朝
食
抜
き
が

胃
の
運
動
を
弱
め
る
か
ど
う
か
を
実
際
に
調
べ
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
胃
運
動
は
、
体
表
面
に
貼
っ

た
電
極
か
ら
胃
平
滑
筋
の
電
気
活
動
を
誘
導
す
る

方
法
で
簡
易
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
収
縮
の
強

さ
と
収
縮
が
起
き
る
間
隔
で
評
価
す
る
。
朝
食
を

抜
く
前
に
は
、
朝
の
空
腹
時
に
は
一
分
間
に
約
三

回
の
周
期
で
胃
収
縮
が
起
こ
っ
て
い
た
が
、
一
週

間
の
朝
食
抜
き
の
後
に
は
、
胃
運
動
は
弱
ま
り
間

隔
も
ゆ
っ
く
り
に
な
る
傾
向
、
そ
れ
に
関
連
し
て

食
欲
も
起
き
に
く
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
再

び
朝
食
を
食
べ
る
生
活
に
戻
り
一
週
間
後
に
再
検

査
し
た
が
、
胃
運
動
の
強
さ
は
元
の
レ
ベ
ル
に
ま

で
は
回
復
し
な
か
っ
た
。

実
験
結
果
か
ら
は
、
朝
食
を
何
度
か
抜
い
て
い

る
う
ち
に
朝
の
消
化
器
の
予
期
活
動
が
弱
ま
る
、

す
る
と
食
欲
が
起
き
に
く
く
な
り
食
べ
た
く
な
く

な
る
の
で
朝
食
抜
き
が
習
慣
化
す
る
、
と
い
う
シ

ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
る
。
朝
、
食
欲
が
な
い
人
は
、

毎
朝
、
何
か
少
し
ず
つ
か
ら
で
も
口
に
入
れ
る
よ

う
に
し
、
規
則
正
し
い
食
事
性
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て

体
内
時
計
シ
ス
テ
ム
を
再
調
整
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
夜
更
か
し
を
改
善
し
て
朝

の
光
を
浴
び
る
（
ベ
ラ
ン
ダ
や
戸
外
に
出
る
）
こ

と
も
助
け
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
、
朝
食

と
し
て
ど
の
よ
う
な
温
度
、
量
、
成
分
の
食
事
が

有
効
な
の
か
、
い
わ
ゆ
る
「
消
化
器
の
目
覚
め
効

果
」
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
朝
食
摂
取

の
一
助
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

昨
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
ス
市
に
一
〇

日
間
滞
在
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
一
部
の
観
光

地
を
除
い
て
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
舗
は
み
な
六
時

に
閉
ま
り
、
住
宅
街
は
静
寂
で
暗
い
夜
に
包
ま
れ

て
い
た
。
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
静

か
で
落
ち
着
い
た
夜
の
暮
ら
し
を
大
切
に
し
て
い

る
国
民
性
が
伺
え
た
。
一
方
、
日
本
で
は
静
か
な

夜
は
失
わ
れ
て
ゆ
き
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夜
更

か
し
、
シ
フ
ト
ワ
ー
ク
、
地
下
街
で
の
勤
務
、
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
強
い
照
明
下
で
の
夜
間
勤
務
、
早
朝

深
夜
の
通
勤
で
昼
間
は
ビ
ル
の
中
に
い
る
オ
フ
ィ

ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
体
内
時
計
の
変
調
を
起
こ
し

や
す
い
生
活
を
余
議
な
く
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
。

社
会
情
勢
を
急
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

便
利
さ
の
陰
で
失
っ
て
い
る
も
の
の
大
切
さ
に
気

づ
く
人
が
増
え
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
体
内

時
計
の
制
御
に
有
効
な
食
品
や
食
べ
か
た
を
提
案

し
、
時
間
栄
養
学
研
究
の
成
果
を
二
一
世
紀
の

人
々
の
健
康
に
役
立
て
ら
れ
れ
ば
と
願
う
。
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今
後
に
向
け
て

今
後
に
向
け
て

（
１
）
時
間
栄
養
学

時
間
生
物
学
の
最
新
の
成
果
を

栄
養
学
に
取
り
入
れ
、
栄
養
の

摂
取
や
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
生

物
の
周
期
的
な
現
象
や
健
康
状

態
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
を
解

き
明
か
す
た
め
の
学
問
。

（
２
）
自
律
神
経

交
感
神
経
、
副
交
感
神
経
の
二

つ
の
神
経
系
よ
り
成
り
、
循
環
、

呼
吸
、
消
化
、
発
汗
・
体
温
調

節
、
代
謝
の
よ
う
な
機
能
を
自

律
（
自
動
）
的
に
制
御
し
、
内

分
泌
系
、
免
疫
系
と
協
調
し
な

が
ら
生
体
の
恒
常
性
を
維
持
し

て
い
る
。

（
３
）
時
計
遺
伝
子

概
日
リ
ズ
ム
の
発
生
に
必
要
な

遺
伝
子
の
一
群
。
哺
乳
類
で
は
、

C
lock

（
ク
ロ
ッ
ク
）、B

m
al1

（
ビ
ー
マ
ル
ワ
ン
）、P

er

（
ピ

リ
オ
ド
）、C

ry

（
ク
リ
プ
ト

ク
ロ
ー
ム
）
が
あ
り
、
概
日
リ

ズ
ム
の
基
本
振
動
の
発
生
機
構

を
構
成
す
る
タ
ン
パ
ク
質
を

コ
ー
ド
し
て
い
る
。
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図 2　朝食後のエネルギー消費量
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デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
一
般
に
相

互
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
だ

が
、
は
た
し
て
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
個
人
を

重
ん
じ
る
立
場
と
国
家
に
重
き
を
置
く
立
場
は
、

相
い
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
そ

う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
日
本
の
社
会
思
想
史

や
社
会
運
動
史
を
読
み
解
い
て
い
る
。

　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
二
項
対
立

を
批
判
的
に
問
う
た
議
論
と
し
て
は
、「
総
力

戦
体
制
論
」
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
第
一
次
・
二

次
大
戦
の
総
力
戦
下
で
は
、
前
線
の
将
兵
だ
け

で
は
な
く
、
銃
後
国
民
の
動
員
が
不
可
欠
に

な
っ
た
。
そ
れ
を
下
支
え
し
た
の
は
、
国
家
に

よ
る
命
令
・
強
制
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
国

民
の
主
体
的
な
「
政
治
参
加
」
で
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
「
参
加
＝
動
員
」
を
可
能
に
し
た
社
会

シ
ス
テ
ム
の
実
相
を
問
う
べ
く
、
総
力
戦
体
制

論
は
総
じ
て
、
戦
時
期
を
主
た
る
考
察
対
象
と

し
て
き
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
本
書
は
戦
間
期
に
主
眼
を
置

い
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
か
ら
戦
時
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
至
る
転
回
点

を
描
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
の
ゆ
え
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
総
力
戦
体
制
論
も
、
普
通
選
挙
法
の

施
行
を
重
要
な
起
点
と
捉
え
て
い
た
が
、
本
書

の
意
義
は
、
そ
の
転
換
点
を
詳
細
か
つ
鮮
明
に

描
写
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
の
考
察
対
象
は
多
岐
に
わ
た
る
。
普

通
選
挙
の
実
現
を
国
家
富
強
・
国
民
統
合
の
一

助
と
捉
え
て
い
た
岡
悌
治
の
議
論
、
国
家
社
会

主
義
と
日
本
主
義
を
め
ぐ
る
高
畠
素
之
、
津
久

井
龍
雄
、
小
栗
慶
太
郎
、
石
川
準
十
郎
ら
の
振

幅
な
ど
は
、
民
主
主
義
と
国
家
主
義
と
社
会
主

義
の
意
外
な
接
点
が
垣
間
見
ら
れ
、
じ
つ
に
興

味
深
い
。
な
か
で
も
、
老
壮
会
の
社
会
的
機
能

に
関
す
る
分
析
に
は
、
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ

た
。
老
壮
会
は
、
満
川
亀
太
郎
、
大
川
周
明
、

北
一
輝
ら
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
源
流
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
だ
が
、
老
壮
会
は
、
社
会
主
義
者
の
堺
利

彦
や
国
家
社
会
主
義
者
の
高
畠
素
之
、
大
日
本

鉱
山
労
働
同
盟
会
や
自
由
労
働
者
組
合
と
い
っ

た
労
働
団
体
も
受
け
入
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら

著
者
は
、「
思
想
・
年
齢
・
職
業
の
差
を
越
え

て
国
家
の
変
革
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
『
改
造

団
体
連
絡
機
関
』」
と
し
て
の
特
色
や
、「
国
家

改
造
を
め
ざ
す
団
体
に
お
い
て
既
存
の
対
立
軸

を
溶
解
さ
せ
る
取
り
組
み
」
が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
「
右
」
や
「
左
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
必

ず
し
も
当
初
か
ら
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
た
ち
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
、
そ
れ
ら
は
混
然
と

並
存
・
融
合
し
、
あ
る
い
は
、
人
的
な
軋
轢
も

あ
い
ま
っ
て
、
議
論
の
相
違
が
見
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
本
書
は
、
戦
間
期
の
国
家
主
義
、

日
本
主
義
、
国
家
社
会
主
義
に
関
す
る
文
書
、

機
関
誌
を
じ
つ
に
精
力
的
に
掘
り
起
こ
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
議
論
の
布
置
と
変
遷
を
て
い
ね

い
に
跡
付
け
て
い
る
。

　

た
だ
、
評
者
の
関
心
か
ら
無
い
も
の
ね
だ
り

を
す
る
と
す
れ
ば
、
個
々
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
が

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
し
た
の
か
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
か
っ
た
と
い
う

思
い
も
あ
る
。
戦
間
期
の
普
通
選
挙
請
願
運
動

や
国
家
社
会
主
義
、
日
本
主
義
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
じ
つ
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
言
説
の
整
理
は
理
解
で
き

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
が
、
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
思
想
を
抱
く
に
至
っ
た
の
か
、
そ

の
背
景
や
プ
ロ
セ
ス
は
、
も
っ
と
書
き
こ
ま
れ

て
も
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
ら
く

そ
こ
に
は
、
彼
ら
の
人
生
経
路
や
学
歴
・
教
育

軌
道
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
関
わ
り
、
幾

多
の
憤
り
や
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
絡
ま
り
合
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
評
者
が

以
前
に
手
が
け
た
仕
事
の
関
わ
り
で
言
え
ば
、

原
理
日
本
社
の
松
田
福
松
や
蓑
田
胸
喜
は
、
日

本
主
義
を
彼
ら
な
り
に
突
き
詰
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
人
を
弾
劾
し
た
わ
け
だ
が
、
彼
ら
が
そ

れ
ら
の
行
動
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
う
え
で
は
、

学
歴
軌
道
や
学
界
で
の
位
置
を
め
ぐ
る
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
が
、
多
分
に
作
動
し
て
い
た
。
そ
う

し
た
点
へ
の
目
配
り
も
、
思
想
や
運
動
の
駆
動

因
を
考
え
る
う
え
で
、
無
益
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
そ
れ
も
あ
く
ま
で
、
読
み
手
の

瑣
末
な
言
い
が
か
り
の
よ
う
な
も
の
で
し
か
な

い
。
戦
前
期
の
右
派
言
説
は
資
料
の
散
逸
が
甚

だ
し
く
、
議
論
の
変
容
や
位
相
、
政
治
団
体
の

集
合
離
散
を
見
渡
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
の
困
難
を
押
し
て
、
思
想
や
結
社
の
力
学
を

詳
ら
か
に
描
い
た
本
書
は
、
今
後
、
社
会
思
想

史
研
究
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
、

必
ず
参
照
す
べ
き
も
の
と
な
ろ
う
。「
人
が
人

と
し
て
生
き
る
場
を
創
り
だ
す
た
め
に
、
既
存

の
国
家
に
盲
従
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
超
え

る
共
同
性
を
ど
の
よ
う
に
き
ず
い
て
い
け
る
の

か
、
そ
の
た
め
に
、
み
ず
か
ら
の
な
か
に
引
か

れ
た
無
数
の
境
界
線
に
向
き
あ
い
越
境
へ
の
一

歩
を
踏
み
だ
し
て
い
け
る
の
か
」
―
― 

本
書

末
尾
に
記
さ
れ
た
こ
の
問
い
は
、
こ
れ
か
ら
の

思
想
史
研
究
や
歴
史
社
会
学
に
お
い
て
も
、
共

有
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

福
家
崇
洋
＝
著 

評
者
・
福
間
良
明
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
准
教
授
）

﹇
戦
間
期
日
本
の
社
会
思
想　
「
超
国
家
」
へ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
﹈

人
文
書
院 

定
価　

六
〇
九
〇
円

二
〇
一
〇
年
二
月　

四
七
八
頁
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前
近
代
中
国
法
に
お
い
て
は
、
罪
人
に
一
定

期
間
の
労
働
を
課
す
「
労
役
刑
」
と
、
罪
人
を

遠
方
の
僻
地
に
追
放
す
る
「
追
放
刑
」
が
刑
罰

体
系
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た
。
前
近
代

中
国
法
の
完
成
形
と
も
言
え
る
唐
律
で
は
、
前

者
は
「
徒
刑
」、
後
者
は
「
流
刑
」
と
い
う
名

で
呼
ば
れ
て
い
た
。
唐
律
は
古
代
日
本
に
継
受

さ
れ
古
く
か
ら
研
究
対
象
と
さ
れ
て
い
た
関
係

上
、
こ
れ
ら
の
刑
罰
に
関
し
て
も
制
度
上
の
詳

細
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
は
い

た
が
、
意
外
に
も
刑
罰
執
行
の
実
態
に
ま
で
踏

み
込
ん
だ
研
究
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
方
宋
代
の
刑
罰
制
度
に
関
し
て
は
、
そ
の
表

面
的
な
類
似
性
か
ら
唐
代
の
亜
流
と
見
な
さ
れ
、

研
究
対
象
と
し
て
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
時
期
が
長
い
間
続
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
こ
二
・
三
十
年
の
間
に
急
速
に
研
究
が

進
展
し
、
宋
代
の
独
自
性
が
次
第
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
ま
だ
不
明
な

点
は
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
上

の
空
隙
を
埋
め
る
べ
く
、
特
に
「
追
放
刑
」
の

問
題
を
軸
と
し
て
唐
・
宋
時
代
の
刑
罰
制
度
の

解
明
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

辻
氏
の
著
書
で
あ
る
。

　

本
書
は
全
体
が
大
き
く
前
篇
（
第
一
章
〜
第

三
章
）
と
後
篇
（
第
四
章
〜
第
七
章
）
の
二
篇

に
分
か
れ
、
そ
の
後
に
二
つ
の
附
篇
が
続
く
構

成
と
な
っ
て
い
る
。「
あ
と
が
き
」
に
も
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
の
大
部
分
は
著
者
が

過
去
に
公
表
し
た
論
文
の
再
録
で
あ
り
、
本
書

の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
部
分
は
ご
く
わ
ず

か
で
あ
る
が
、
巷
間
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

単
に
過
去
の
論
文
を
ほ
ん
の
少
し
だ
け
手
直
し

し
て
寄
せ
集
め
た
よ
う
な
も
の
で
は
決
し
て
な

く
、
再
録
す
る
に
際
し
て
全
編
書
き
下
ろ
し
に

匹
敵
す
る
ほ
ど
の
労
力
が
費
や
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
る
力
作
で
あ
る
。

　

前
篇
で
は
唐
代
の
流
刑
に
関
す
る
考
察
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
唐
代
の
流
刑
が
、

秦
・
漢
初
の
遷
刑
や
漢
・
魏
晋
南
朝
の
徙
遷
刑

と
は
か
な
り
性
格
が
異
な
り
、北
魏
の
「
徙
辺
」

を
先
蹤
と
し
、
北
周
の
流
刑
を
直
接
の
淵
源
と

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
経
書
の
理
念
が

濃
厚
に
反
映
さ
れ
る
理
念
先
行
型
の
刑
罰
で

あ
っ
た
が
故
に
、
法
の
建
前
と
現
実
の
運
用
と

の
間
に
か
な
り
の
乖
離
が
見
ら
れ
る
こ
と
等
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
隋
で
は
覆
審

の
た
め
に
流
囚
の
身
柄
を
都
に
移
送
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
唐
に
お
け
る
配
流
の
距

離
の
起
点
が
京
師
で
あ
る
こ
と
、
唐
代
後
半
に

は
流
刑
が
有
期
刑
化
し
た
こ
と
等
、
従
来
の
通

説
と
は
異
な
る
、
な
い
し
は
従
来
の
研
究
で
は

あ
ま
り
明
確
に
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

　

一
方
後
篇
で
は
、
北
宋
時
代
に
「
配
隷
」
と

総
称
さ
れ
た
「
配
役
」「
配
流
」「
配
軍
」、
お

よ
び
「
配
軍
」
と
と
も
に
「
編
配
」
と
総
称
さ

れ
た
「
編
管
」
の
成
立
お
よ
び
概
要
に
つ
い
て

の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
配
隷
な
る
語

に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
配
流
や
配
軍
と
し
ば

し
ば
混
用
さ
れ
て
き
た
が
た
め
に
、
宋
代
の
労

役
刑
や
追
放
刑
を
理
解
す
る
上
で
無
用
の
混
乱

を
招
い
て
き
た
感
が
あ
る
が
、
本
書
に
お
い
て

は
こ
れ
ら
の
刑
の
相
互
関
係
が
見
事
に
整
理
さ

れ
、
唐
代
に
お
い
て
「
減
死
一
等
の
刑
」
と
し

て
存
在
し
た
流
刑
が
、
折
杖
法
の
登
場
に
よ
り

実
質
的
に
そ
の
地
位
を
失
っ
た
後
、新
た
な「
減

死
一
等
の
刑
」
と
し
て
配
流
が
登
場
し
、
そ
れ

が
徐
々
に
配
軍
に
移
行
し
、
や
が
て
は
両
者
が

組
み
合
わ
さ
れ
て
い
く
過
程
が
非
常
に
説
得
的

か
つ
鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
後
篇
に
お
い
て
も
、
流
刑
の
読
み
替
え
と

し
て
の
配
役
が
宋
代
を
通
じ
て
現
実
に
執
行
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
編
管
が
無
期
刑
で
は
な
く
六

年
間
の
有
期
刑
で
あ
っ
た
こ
と
等
、
従
来
の
通

説
を
覆
す
新
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
史
料
を
丹
念
に
渉
猟
・
分
析
し
、

唐
か
ら
宋
代
に
か
け
て
の
「
強
制
移
動
を
伴
う

刑
罰
」
の
実
態
を
詳
細
に
描
き
出
し
た
労
作
で

あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
史
料
は
特
に
新
奇
な

も
の
は
な
く
、そ
の
多
く
は
唐
・
宋
研
究
に
と
っ

て
は
基
本
史
料
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
か
ら
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
詳
細
か
つ
斬
新
な

知
見
を
導
き
出
し
た
著
者
の
努
力
・
力
量
に
は

脱
帽
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
本
書
に
は
従
来
の
通
説
を
覆
す
新
た

な
見
解
が
随
所
に
見
ら
れ
る
等
、
唐
・
宋
時
代

の
刑
罰
制
度
研
究
の
分
野
に
大
き
な
刺
激
を
も

た
ら
す
業
績
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
も
ち

ろ
ん
細
部
に
ま
で
目
を
向
け
れ
ば
、
論
証
上
や

史
料
解
釈
上
の
疑
問
、
誤
植
等
、
本
書
に
も
問

題
と
す
べ
き
点
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

た
だ
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
瑣
末
な
事
項
に
過
ぎ

ず
、
本
書
の
全
体
的
な
価
値
を
減
ず
る
も
の
で

は
な
い
。
本
書
で
提
示
さ
れ
た
新
説
が
通
説
と

し
て
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
見
極
め
る
に
は
今

し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
る
が
、本
書
が
唐
宋

刑
罰
研
究
の
新
た
な
到
達
点
と
し
て
、
す
べ
て

の
中
国
法
制
史
研
究
者
に
と
っ
て
必
読
の
書
と

な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
評
者
は
確
信
し
て
い
る
。

辻
正
博
＝
著 

評
者
・
中
村
正
人
（
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
法
学
類
教
授
）

﹇
唐
宋
時
代
刑
罰
制
度
の
研
究
﹈

京
都
大
学
学
術
出
版
会 

定
価　

七
三
五
〇
円

二
〇
一
〇
年
二
月　

五
二
二
頁
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公
共
政
策
学
と
い
う
学
問
分
野
を
新
た
に
確

立
し
よ
う
と
の
企
図
が
あ
る
。「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

公
共
政
策
学
」（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
全
一
五

巻
の
プ
ラ
ン
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
第

二
巻
で
あ
る
。
第
一
巻
の
足
立
幸
男
『
公
共
政

策
学
と
は
何
か
』
と
と
も
に
公
共
政
策
学
の
原

論
と
い
う
べ
き
位
置
を
占
め
よ
う
。
以
下
、
評

者
な
り
の
要
約
な
い
し
再
構
成
を
試
み
つ
つ
私

見
を
交
え
よ
う
。

　

公
共
政
策
規
範
は
個
人
道
徳
を
超
え
る
点
、

具
体
的
方
策
の
提
示
に
関
心
を
持
つ
点
で
、
倫

理
学
と
政
治
哲
学
・
法
哲
学
と
区
別
さ
れ
る
。

公
共
政
策
規
範
は
、
コ
ス
ト
や
当
事
者
の
能
力

か
ら
す
る
実
現
可
能
性
を
必
要
条
件
と
し
、
問

題
発
見
や
主
張
の
正
当
化
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
。
論
理
の
貫
徹
よ
り
も
実
用
性
が
眼
目
で
あ

る
。
た
と
え
ば
論
理
的
に
は
事
実
（
存
在
）
か

ら
価
値
（
当
為
）
は
導
け
な
い
が
、
公
共
政
策

規
範
で
は
「
現
実
感
覚
」
に
よ
り
そ
の
問
題
を

回
避
で
き
る
と
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
公
共
政
策
規
範
の
論
じ
方
に
関

し
て
著
者
は
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
分
類
す
る
。

自
由
主
義
、
功
利
主
義
、
本
質
主
義
が
そ
れ
で

あ
る
。
自
由
主
義
は
自
由
を
本
位
と
し
、
中
立

的
正
義
と
他
者
危
害
原
則
と
自
己
責
任
原
理
と

い
う
理
念
を
特
徴
と
す
る
。
功
利
主
義
は
効
用

を
本
位
と
し
、
帰
結
主
義
と
厚
生
主
義
と
集
計

主
義
と
を
特
徴
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
古
典
的

と
現
代
的
の
違
い
が
あ
る
。
前
者
か
ら
後
者
へ

の
事
態
は
、
自
由
主
義
の
場
合
、
理
念
の
変
容

や
論
点
の
移
行
と
評
せ
る
か
も
知
れ
な
い
。
功

利
主
義
の
場
合
は
効
率
性
基
準
の
着
想
な
ど
深

化
と
精
緻
化
と
言
え
よ
う
か
。
本
質
主
義
は
自

由
主
義
と
功
利
主
義
の
両
者
と
異
な
る
。
後
二

者
が
「
善
」
を
主
観
的
で
相
対
的
な
も
の
と
捉

え
る
の
に
対
し
て
前
者
は
客
観
的
で
絶
対
的
な

「
善
」
の
存
在
を
信
じ
る
。
本
書
で
自
由
主
義

に
対
す
る
批
判
と
功
利
主
義
に
対
す
る
批
判
に

そ
れ
ぞ
れ
一
章
が
割
か
れ
る
半
面
、
本
質
主
義

に
つ
い
て
は
「
批
判
と
応
答
」
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
著
者
は
本
質
主
義
に
与
し
て
い

る
。

　

自
由
主
義
と
功
利
主
義
と
本
質
主
義
の
相
違

点
と
共
通
点
に
つ
い
て
、
も
と
よ
り
三
者
の
相

違
点
い
か
ん
が
議
論
の
根
幹
で
あ
る
。
し
か
も

本
書
の
持
ち
味
は
、
本
質
主
義
と
い
う
旗
幟
鮮

明
を
焦
ら
ず
、
公
共
政
策
規
範
と
い
う
事
象
そ

の
も
の
の
複
雑
性
を
見
据
え
な
が
ら
、
単
純
化

の
行
き
過
ぎ
を
避
け
よ
う
と
、
議
論
の
枝
葉
に

も
分
け
入
ろ
う
と
す
る
、
そ
の
手
堅
さ
と
周
到

さ
に
あ
る
。
三
者
の
共
通
点
は
公
共
政
策
規
範

を
理
性
的
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
信
念

の
共
有
で
あ
ろ
う
。
自
由
主
義
と
功
利
主
義
と

の
共
通
性
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
自
由
主

義
と
本
質
主
義
と
は
、
自
由
の
要
請
と
卓
越
性

や
美
徳
の
要
請
と
が
合
致
す
る
限
り
で
は
共
通

す
る
。
功
利
主
義
と
本
質
主
義
と
は
、
卓
越
性

や
美
徳
の
発
揮
は
幸
福
へ
の
道
と
考
え
ら
れ
る

限
り
で
は
共
通
す
る
。

　

公
共
政
策
学
は
開
拓
途
上
の
学
問
で
あ
り
、

そ
の
「
公
共
政
策
規
範
」
論
に
関
し
て
も
定
説

は
な
い
。
公
共
政
策
規
範
を
理
解
し
説
明
す
べ

く
、
自
由
主
義
・
功
利
主
義
・
本
質
主
義
と
い

う
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
着
眼
し
、
そ
の
異
同

と
長
短
を
縦
横
に
論
じ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

新
分
野
へ
の
挑
戦
の
書
で
あ
る
。
創
造
的
に
し

て
啓
発
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
読
者
の
思

考
を
活
気
づ
け
種
々
の
異
見
を
誘
発
す
る
働
き

が
あ
る
。
二
点
ほ
ど
私
見
を
述
べ
よ
う
。
批
判

で
は
な
く
別
種
の
説
明
の
仕
方
の
提
案
で
あ
る
。

自
由
主
義
・
功
利
主
義
・
本
質
主
義
と
あ
た
か

も
鼎
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
者
は
同
じ
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
つ
つ
併
存
す
る
の
か
。

　

そ
の
一
。
自
由
主
義
そ
れ
自
体
の
中
に
、
功

利
主
義
的
な
タ
イ
プ
と
本
質
主
義
的
な
タ
イ
プ

が
あ
る
と
も
言
え
な
い
か
。
自
由
の
も
た
ら
す

べ
き
望
ま
し
き
帰
結
を
理
由
と
し
て
自
由
を
正

当
化
す
る
の
が
前
者
、
自
由
そ
の
も
の
の
価
値

の
至
高
性
を
前
提
し
て
自
由
を
弁
証
す
る
の
が

後
者
で
あ
る
。

　

そ
の
二
。
政
策
論
議―

―

政
策
立
案
や
そ
の

遂
行―

―

に
関
し
て
、
自
由
主
義
と
り
わ
け
古

典
的
自
由
主
義
は
、
禁
止
的
で
抑
制
的
で
消
極

的
な
作
用
を
及
ぼ
し
、
功
利
主
義
は
推
進
的
で

積
極
的
な
作
用
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
自
由
主
義
は
政
策
Ａ
で
あ
れ
政
策
Ｂ

で
あ
れ
、
そ
れ
が
自
己
責
任
原
理
を
侵
さ
ぬ
よ

う
に
要
請
す
る
。
関
心
の
焦
点
は
そ
こ
に
あ
る
。

功
利
主
義
は
政
策
Ａ
と
政
策
Ｂ
の
優
劣
を
効
率

性
基
準
に
照
ら
し
て
判
定
す
る
こ
と
に
関
心
が

あ
る
。
政
策
一
般
へ
の
態
度
が
前
者
は
ネ
ガ

テ
ィ
ヴ
、
後
者
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
と
は
言
え
な
い

か
。
そ
の
〈
抑
制
〉
対
〈
推
進
〉
の
妥
協
点
を

直
観
と
常
識
と
賢
慮
に
よ
っ
て
探
り
当
て
る
こ

と
が
本
質
主
義
の
働
き
で
は
な
い
か
。
本
質
主

義
は
全
て
の
背
景
に
在
る
と
も
言
え
よ
う
か
。

い
か
な
る
「
主
義
」
に
よ
り
正
当
化
が
試
み
ら

れ
よ
う
と
も
「
直
感
に
反
す
る
よ
う
な
政
策
」

を
さ
ほ
ど
自
覚
せ
ず
と
も
排
除
す
る
よ
う
な
態

度
が
本
質
主
義
の
本
領
か
も
知
れ
な
い
。

　

本
書
が
公
共
政
策
学
の
成
立
に
対
し
重
大
な

貢
献
を
果
た
す
記
念
碑
的
な
作
品
で
あ
る
こ
と

に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
な
お
著
者
の
文
体
は

論
旨
の
厳
密
さ
を
損
な
う
こ
と
な
し
に
、
し
か

も
あ
く
ま
で
簡
明
に
し
て
平
易
で
あ
る
。
均
整

の
取
れ
た
公
正
な
立
論
で
信
頼
感
が
あ
る
。
か

つ
刺
激
的
で
〈
思
考
誘
発
的
〉
で
あ
る
。
一
読

の
み
な
ら
ず
再
読
、
精
読
に
値
す
る
好
著
と
断

言
し
て
間
違
い
は
な
い
。

佐
野
亘
＝
著 

評
者
・
野
田
裕
久
（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
）

﹇
公
共
政
策
規
範
﹈

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

定
価　

三
六
七
五
円

二
〇
一
〇
年
四
月　

二
二
四
頁
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こ
の
書
を
手
に
し
て
、
西
洋
法
制
史
の
専
攻

で
あ
る
私
と
し
て
、
ゲ
ル
マ
ン
法
制
史
家
Ｏ
・

ヘ
ン
ス
ラ
ー
と
「
ア
ジ
ー
ル
」
に
引
き
つ
け
ら

れ
た
の
は
当
然
だ
と
し
て
も
、
同
時
に
阿
部
謹

也
の
『
刑
法
の
社
会
史
』
と
網
野
善
彦
の
『
無

縁
・
公
界
・
楽
』
を
連
想
し
た
。
七
〇
年
代
後

半
、
歴
史
学
が
思
想
史
・
民
族
学
・
神
話
学
と

連
結
し
始
め
、
フ
ー
コ
ー
の
「
知
の
考
古
学
」

が
そ
の
ま
ま
雑
誌
名
と
し
て
登
場
し
た
。
ア

ジ
ー
ル
論
は
そ
の
中
で
最
も
魅
力
的
な
テ
ー
マ

の
一
つ
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
ま
た
翻
訳
者
が
精
神
分
析
の
研
究

者
だ
と
い
う
こ
と
に
奇
異
さ
と
頼
も
し
さ
を
感

じ
た
。
そ
も
そ
も
ア
ジ
ー
ル
と
い
う
テ
ー
マ
が

わ
が
国
で
正
統
派
歴
史
学
を
脱
し
て
政
治
学
、

民
族
学
、
神
話
学
と
交
差
す
る
中
で
論
議
さ
れ

て
き
た
が
、
本
書
に
よ
っ
て
精
神
分
析
者
の
目

を
通
し
て
、
進
化
し
続
け
る
「
産
業
化
」「
鉄

の
檻
化
」
し
て
い
く
現
代
社
会
で
の
個
々
の
人

間
心
理
に
潜
む
「
ア
ジ
ー
ル
」
性
に
ま
で
筆
を

進
め
て
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
点
で
こ
の
書
の
特
色
は
、
一
般
の
訳
書

と
違
っ
て
、訳
者
の
解
題
「
ア
ジ
ー
ル
の
近
代
」

が
そ
の
占
め
る
頁
数
か
ら
い
っ
て
も
、
ま
た
内

容
的
に
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る
も
の
に
仕
立
て

上
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

ヘ
ン
ス
ラ
ー
は
従
来
の
実
定
法
を
中
心
と
し

た
法
制
史
主
流
か
ら
離
れ
て
民
族
学
に
接
近
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ゲ
ル
マ
ン
法
制
史
か
ら
文
化

史
と
し
て
の
比
較
法
制
史
へ
転
換
を
図
り
、
新

分
野
を
開
拓
し
た
ジ
ョ
セ
フ
・
コ
ー
ラ
ー
と
呼

応
し
て
、
ア
ジ
ー
ル
観
の
組
替
え
を
行
っ
た
人

物
で
あ
り
、
学
者
と
い
う
よ
り
実
務
司
法
官
と

し
て
傍
ら
、
サ
ガ
な
ど
の
独
自
の
資
料
発
掘
を

行
っ
て
新
境
地
を
開
い
て
い
る
。
彼
は
従
来
の

法
制
史
家
が
固
執
し
て
い
た
「
血
讐
の
抑
制
」

と
い
う
理
解
か
ら
、「
不
可
触
」
と
「
不
可
侵
」

の
法
と
し
て
の
ア
ジ
ー
ル
法
を
唱
え
る
こ
と
で
、

そ
れ
が
宗
教
的
・
魔
術
的
性
格
を
も
つ
も
の
で

あ
る
こ
と
を
抉
り
だ
し
た
。

　

こ
の
書
は
法
学
者
ら
し
く
、
そ
の
叙
述
は
法

学
的
方
法
論
に
し
た
が
っ
て
、
総
論
と
各
論
に

配
置
さ
れ
、
総
論
で
は
抽
象
度
の
高
い
定
義
を

試
み
て
い
る
。
ま
た
総
論
で
は
文
化
的
差
異
を

横
断
的
に
比
較
す
る
と
同
時
に
、
時
間
系
列
的

に
原
始
段
階
か
ら
国
家
法
形
成
段
階
へ
の
発
展

と
と
ら
え
、
そ
れ
に
応
じ
て
宗
教
的
・
魔
術
的

段
階
か
ら
実
利
主
義
的
段
階
へ
の
移
向
と
規
定

し
た
。
前
段
階
で
は
オ
レ
ン
ダ
と
タ
ブ
ー
の
不

可
侵
性
を
取
り
上
げ
る
の
に
対
し
て
、
後
の
実

利
主
義
的
段
階
で
は
世
俗
国
家
の
中
で
ア
ジ
ー

ル
が
次
第
に
国
家
体
制
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て

い
く
。

　

第
二
部
の「
異
教
ゲ
ル
マ
ン
人
の
ア
ジ
ー
ル
」

は
総
じ
て
各
論
に
あ
て
ら
れ
、
そ
こ
で
は
日
常

性
か
ら
逸
脱
し
、
超
感
覚
的
な
聖
性
と
結
ば
れ

た
「
ハ
イ
ル
」
が
平
和
喪
失
と
平
和
聖
性
と
絡

ん
で
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
場
所
的
に
ア
ジ
ー

ル
法
と
し
て
庇
護
の
た
め
に
適
用
さ
れ
て
い
る

魔
術
的
円
、
宗
教
的
祭
祀
、
標
柱
、
石
柱
、
樹

木
に
よ
る
境
界
線
、
墓
所
、
竈
（
か
ま
ど
）、

犂
（
す
き
）
な
ど
象
徴
学
的
に
興
味
深
い
。
人

格
的
ア
ジ
ー
ル
と
し
て
保
護
と
援
助
の
共
同
体
、

逃
亡
者
と
り
わ
け
平
和
喪
失
者
へ
の
保
護
、
手

の
聖
化
、
暴
力
を
回
避
す
る
女
性
の
聖
性
、
保

護
の
象
徴
と
し
て
の
マ
ン
ト
、
贈
り
物
の
交
換

を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
時
間
的
な
ア
ジ
ー
ル

と
し
て
特
定
の
期
間
を
聖
な
る
時
間
と
し
て
神

性
の
オ
レ
ン
ダ
と
ハ
イ
ル
が
生
き
た
例
証
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

訳
者
に
よ
る
解
題
「
ア
ジ
ー
ル
の
近
代
」
は
、

ヘ
ン
ス
ラ
ー
の
「
ア
ジ
ー
ル
法
」
を
立
脚
点
と

し
て
、
東
西
に
わ
た
る
文
献
を
跋
渉
し
な
が
ら

今
日
に
至
る
ま
で
の
ア
ジ
ー
ル
論
の
変
容
と
そ

の
動
態
を
描
い
て
い
る
。
古
代
・
中
世
ゲ
ル
マ

ン
の
ア
ジ
ー
ル
を
戦
慄
す
べ
き
聖
性
の
「
大
宇

宙
」
と
平
和
聖
性
を
も
つ
「
小
宇
宙
」
の
二
元

的
平
和
論
と
一
二
世
紀
以
後
の
キ
リ
ス
ト
教
会

の
一
元
的
平
和
論
を
キ
ー
概
念
に
し
て
腑
分
け

し
た
阿
部
謹
也
。「
無
縁
」
と
原
ア
ジ
ー
ル
と

を
同
定
し
た
網
野
善
彦
。
そ
の
他
の
日
本
の
歴

史
家
、
科
学
史
家
の
言
説
。
こ
れ
ら
を
消
化
し

つ
つ
も
さ
ら
に
再
検
討
を
行
っ
て
い
る
。「
告

解
」
に
よ
る
個
人
の
誕
生
、
畏
敬
さ
れ
る
女
性

と
抑
圧
さ
れ
る
魔
女
（
魔
女
の
サ
バ
ト
）
の
ア

ジ
ー
ル
性
、
怠
け
者
、
障
害
者
、
浪
費
家
を
産

業
社
会
に
適
合
し
た
労
働
力
に
改
造
す
る
「
収

容
所
」（
精
神
病
院
を
含
む
）
と
し
て
の
ア
ジ
ー

ル
な
ど
、
い
わ
ば
性
差
に
よ
る
抑
圧
と
国
家
に

よ
る
矯
正
に
よ
っ
て
ア
ジ
ー
ル
が
「
内
面
化
」

し
て
い
く
方
向
を
示
唆
す
る
。
こ
こ
に
精
神
分

析
家
の
目
が
光
っ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
訳
者
の
、「
啓
蒙
」（
そ
し
て

反
啓
蒙
の
ロ
マ
ン
主
義
）
と
「
産
業
化
」
を
メ

ル
ク
マ
ー
ル
に
し
た
「
近
代
」
の
ア
ジ
ー
ル
論

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
フ
ー
コ
ー
（『
監
獄
の

誕
生
』）、ウ
ェ
ー
バ
ー
（「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
の
倫
理
」と「
鉄
の
檻
」）、フ
ロ
イ
ト（「
空

想
」「
タ
ブ
ー
」「
集
団
的
脅
迫
神
経
症
」）
の

理
論
を
分
析
装
置
と
し
て
生
か
し
な
が
ら
、
現

代
社
会
の
官
製
化
し
た
ア
ジ
ー
ル
（
精
神
鑑
定
、

少
年
法
）、
ポ
ス
ト
産
業
社
会
に
見
る
自
然
保

護
公
園
、
国
境
を
越
え
た
非
政
府
組
織
、
非
営

利
組
織
な
ど
に
射
程
を
拡
げ
て
い
る
。
こ
れ
は

ア
ジ
ー
ル
論
を
踏
み
越
え
て
現
代
の
社
会
心
理

を
透
視
す
る
優
れ
た
処
方
箋
に
な
っ
て
い
る
。

オ
ル
ド
ヴ
ィ
ン
・
ヘ
ン
ス
ラ
ー
著
、
舟
木
徹
男=

訳
・
解
題 

評
者
・
上
山
安
敏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

﹇
ア
ジ
ー
ル̶

そ
の
歴
史
と
諸
形
態
﹈

国
書
刊
行
会 

定
価　

四
二
〇
〇
円

二
〇
一
〇
年
六
月　

三
五
八
頁
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本
研
究
科
教
員
・
出
身
者
の
新
著
よ
り ―

南
ア
ジ
ア
社
会
を
学
ぶ

人
の
た
め
に

　

田
中
雅
一
・
田
辺
明
生
共
編

　

世
界
思
想
社　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

　

イ
ン
ド
は
、
中
国
と
な
ら
ん
で
世
界
が
も
っ

と
も
注
目
す
る
経
済
大
国
へ
と
変
貌
し
つ
つ

あ
る
。
そ
の
イ
ン
ド
を
中
心
に
ネ
パ
ー
ル
、

ブ
ー
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

モ
ル
デ
ィ
ヴ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
六
カ
国
を
加

え
た
南
ア
ジ
ア
社
会
の
現
在
を
理
解
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
一
七
章
と
コ
ラ
ム
九
編
か
ら

成
る
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

　

本
書
の
特
徴
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、

多
元
性
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

南
ア
ジ
ア
を
包
括
的
に
論
じ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
第
一
部
と
第
二
部
で
は
南
ア
ジ
ア
を

特
徴
づ
け
て
き
た
伝
統
的
な
制
度
（
結
婚
、
大

家
族
、
王
権
、
宗
教
、
経
済
）
や
集
団
（
親
族
、

カ
ー
ス
ト
な
ど
）
と
そ
の
変
化
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
後
半
の
第
三
部
と
第
四
部
は
南
ア

ジ
ア
が
長
ら
く
英
国
の
植
民
地
政
策
の
影
響

下
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
と
密
接
に
関
係
す

る
言
語
政
策
、
女
性
差
別
、
民
族
紛
争
が
、
ま

た
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
じ
ま
る
経
済
自

由
化
に
よ
る
消
費
文
化
の
興
隆
、
民
主
主
義

の
変
貌
、
そ
し
て
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
化
な
ど

が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

基
づ
く
文
化
人
類
学
的
視
点
が
採
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
執
筆

者
た
ち
が
お
の
お
の
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
経
験

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
で
き
ご
と
や
そ
こ
で
出

会
っ
た
人
間
の
生
き
方
を
も
と
に
等
身
大
の

南
ア
ジ
ア
社
会
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。

　

本
書
を
通
じ
て
す
こ
し
で
も
現
代
イ
ン
ド

へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

﹇
Ａ
５
判　

三
〇
九
頁
﹈

二
四
〇
〇
円
＋
税

恒
久
の
都 

平
安
京

　

西
山
良
平
・
鈴
木
久
男
編

　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

　

昨
年
二
〇
一
〇
年
は
平
城
京
遷
都

一
三
〇
〇
年
に
当
た
り
、
平
城
京
で
は
数
々

の
催
し
が
行
わ
れ
、
平
城
京
を
論
じ
る
数
多

の
出
版
物
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
そ
の
一

つ
『
古
代
の
都
』
全
三
巻
の
第
三
巻
で
あ
る
。

構
成
は
「
総
論　

恒
久
の
都　

平
安
京
」「
Ⅰ

長
岡
京
か
ら
平
安
京
へ
」（
全
四
章
）「
Ⅱ
平

安
京
の
変
貌
」（
全
三
章
）「
Ⅲ
都
の
諸
相
」（
全

三
章
）
か
ら
成
り
、
八
世
紀
末
の
長
岡
京
・

平
安
京
遷
都
か
ら
一
二
世
紀
の
京
都
・
白
河
・

鳥
羽
ま
で
を
取
り
上
げ
る
。
総
論
で
は
長
岡

京
か
ら
一
二
世
紀
ま
で
を
概
括
的
に
説
明
し
、

八
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
ま
で
を
古
代
都
城

の
段
階
と
み
な
す
。
平
安
京
は
一
〇
〇
〇
年

前
後
に
変
化
し
、
町
屋
（
小
屋
）
や
住
人
の

随
近
・
身
分
集
団
な
ど
新
し
い
要
素
が
成
立

す
る
。「
Ⅰ
長
岡
京
か
ら
平
安
京
へ
」
で
は

九
・
一
〇
世
紀
ま
で
を
対
象
に
、
遷
都
以
前
の

山
背
国
や
、
長
岡
京
・
平
安
京
を
古
代
都
城

と
し
て
解
明
す
る
。「
Ⅱ
平
安
京
の
変
貌
」
で

は
一
〇
〜
一
二
世
紀
の
時
期
を
取
り
上
げ
、
平

安
京
が
古
代
都
城
か
ら
変
化
す
る
過
程
を
検

証
す
る
。「
Ⅲ
都
の
諸
相
」
で
は
「
Ⅰ
」「
Ⅱ
」

に
収
ま
り
き
ら
な
い
豊
か
な
側
面
を
、
庭
園
・

寺
々
・
葬
地
な
ど
か
ら
考
察
す
る
。
本
書
で

は
各
章
を
最
適
の
執
筆
者
が
担
当
す
る
が
、
と

く
に
発
掘
調
査
の
最
前
線
で
現
場
と
格
闘
さ

れ
て
い
る
方
々
が
、
そ
の
最
新
の
成
果
を
披

露
す
る
。
飛
鳥
・
藤
原
京
、
平
城
京
の
各
巻

に
匹
敵
・
凌
駕
す
る
平
安
京
の
入
門
書
が
出

来
上
が
り
、
長
く
学
界
を
裨
益
す
る
と
期
待

さ
れ
る
。

﹇
四
六
版　

二
六
四
頁
﹈

二
八
〇
〇
円
＋
税

 

『
人
環
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
誌
は
「
書
評
」「
人
環
図
書
」「
瓦
版
」
の
記
事
を
掲
載
す
る
欄
を
設
け
て

い
ま
す
。「
書
評
」
と
「
人
環
図
書
」
で
は
、
本
研
究
科
の
出
身
者
の
方
々
の
新
著
も
ご
紹
介
し

て
お
り
ま
す
。「
瓦
版
」
は
、
研
究
科
の
活
動
を
内
外
の
方
々
に
伝
達
す
る
も
の
で
す
。

　

紹
介
し
た
い
記
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
原
稿
を
平
成
二
三
年
六
月
末
日
ま
で
に
編
集
委
員
会

宛
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
委
員
会
で
検
討
の
う
え
、
二
九
号
（
平
成
二
三
年
九
月
刊
行
予
定
）
ま

た
は
、
三
〇
号
（
平
成
二
四
年
三
月
刊
行
予
定
）
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．「
書
評
」
に
つ
い
て
は
、
ご
著
書
を
一
冊
、
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
評
者
に
つ
い
て
は
ご
自
身
で
お
考
え
の
う
え
、
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．「
人
環
図
書
」
は
、
ご
著
書
の
内
容
を
五
〇
〇
字
程
度
で
お
ま
と
め
い
た
だ
き
、
表
紙
と

奥
付
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
お
届
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
は
〈
紹
介
〉
で
あ
っ
て
〈
宣

伝
〉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
．
教
官
・
院
生
の
表
彰
、
顕
賞
、
受
賞
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
、
掲
載
の
採
否
は
編
集
委
員
会
に
ご
一
任
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

資
料
の
送
付
先 ―

 

〒
六
〇
六
八
五
〇
一　

京
都
市
左
京
区
吉
田
二
本
松
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
人
環
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
編
集
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先 ―

 
編
集
委
員
会
事
務
局　

〇
七
五
七
五
三
二
九
八
四
（
Ｔ
／
Ｆ
）
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本
雑
誌
の
表
題
「
人
環
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
„
人
環"

と
は
、
平
成
三
年
四
月
に
新
た
に
開
設
さ
れ
た
「
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
」
の
略
称
で
す
。

上
尾
真
道
（
共
生
人
間
学
専
攻
卒
・
京
都
大
学
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
）

　
　

日
本
病
跡
学
会
奨
励
賞　

二
〇
〇
九
年
六
月

牧
瀬
英
幹
（
共
生
人
間
学
専
攻
卒
・
京
都
大
学
技
術
補
佐
員
）

　
　

日
本
病
跡
学
会
奨
励
賞　

二
〇
一
〇
年
四
月

馬　
　

嘯
（
共
生
人
間
学
専
攻
卒
・
京
都
大
学
研
究
員
）

　
　

二
〇
〇
九
年
度
中
国
留
日
同
学
会
賞
（
中
国
留
日
同
学
会
）
二
〇
〇
九
年
一
一
月

　
　

二
〇
〇
九
年
度
国
家
優
秀
自
費
留
学
生
奨
学
金
（
中
国
教
育
部
）
二
〇
一
〇
年
五
月

上
田
純
平
（
相
関
環
境
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

　
　

平
成
二
二
年
度
京
都
大
学
Ｖ
Ｂ
Ｌ
若
手
研
究
助
成
最
優
秀
賞　

二
〇
一
〇
年
七
月

齋
木　

潤
（
相
関
環
境
学
専
攻
教
授
）

　
　

第
五
回
日
本
心
理
学
会
国
際
賞　

奨
励
賞　

二
〇
一
〇
年
九
月

村
上
桃
子
（
共
生
文
明
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

　
　

第
三
回
萬
葉
学
会
奨
励
賞　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

劉　

志
偉
（
共
生
文
明
学
専
攻
卒
・
京
都
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
講
師
）

　
　

第
二
九
回
新
村
出
賞　

研
究
奨
励
賞　

二
〇
一
〇
年
一
一
月

小
山
静
子
（
共
生
人
間
学
専
攻
教
授
）

　
　

第
二
五
回
女
性
史
青
山
な
を
賞
（
『
戦
後
教
育
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
』
勁
草
書
房
二
〇
〇
九
年
五
月
刊
）
二
〇
一
〇
年
一
一
月

川
本　

徹
（
共
生
人
間
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
、
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
）

　
　

第
三
回
日
本
映
画
学
会
賞
受
賞　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

中
野
友
加
里
（
総
合
人
間
学
部
四
回
生
）

　
　

第
八
回
日
台
文
化
交
流　

青
少
年
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ　

作
文
部
門
大
賞　

二
〇
一
一
年
三
月

◇
受
託
研
究
「
庭
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
長
浜
市
中
心
市
街
地
の
庭
園
調
査
報
告
会
（
京
都
大
学
風
雅
の
ま
ち
づ
く
り
長
浜
研
究
所
主
宰　

長
浜
市
共
催
）

　

●
日　

時　

二
〇
一
〇
年
九
月
二
五
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
四
時

　

●
場　

所　

慶
雲
館　

梅
の
館
２
階　

長
浜
市
港
町
二‐

五

◇
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
共
生
の
未
来
を
考
え
る　

特
別
講
演
会
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
岡
真
理
研
究
室
／
法
学
部Tina O

ttm
an

主
催
）

　

●
テ
ー
マ　

パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
平
和
と
人
権̶

ア
ン
ナ
・
バ
ル
ツ
ァ
ー
が
見
た
占
領

　

●
日　

時　

二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
六
日
（
火
）
午
後
六
時
三
〇
分
〜
九
時
三
〇
分

　

●
場　

所　

人
間
・
環
境
学
研
究
科
棟　

地
下
大
講
義
室

◆
受　

賞

◆
催
し
物
の
ご
報
告
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◇
京
都
大
学
総
合
博
物
館
平
成
二
二
年
度
特
別
展　

ま
ぶ
さ
び
展
（
総
合
博
物
館
／
人
間
・
環
境
学
研
究
科
主
催　

京
都
市
／
長
浜
市
共
催
）

　

●
日　

時　

二
〇
一
一
年
一
月
一
九
日
（
水
）
〜
三
月
一
三
日
（
日
）
午
前
九
時
三
〇
分
〜
午
後
四
時
三
〇
分

　

●
場　

所　

京
都
大
学
総
合
博
物
館
２
階

　

●
期
間
中
の
催
し　

「
百
人
一
滝
」
朗
読
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
／
ま
ぶ
さ
び
歌
人
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
／
篠
原
資
明
＋
松
井
茂
（
詩
人
・
東
京
芸
術
大
学
特
任
講
師
）

◇
平
成
二
二
年
度
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
公
開
講
座

　

●
テ
ー
マ　

境
界
を
科
学
す
る

　

●
日　

時　

二
〇
一
一
年
二
月
一
五
日
（
火
）
〜
一
六
日
（
水
）
午
後
一
時
〜
六
時

　

●
場　

所　

人
間
・
環
境
学
研
究
科
棟　

地
下
大
講
義
室

　
　

第
一
日　

越
境
の
試
練
と
報
償̶

生
物
た
ち
の
上
陸
の
歴
史
／
加
藤　

真
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
　

境
界
か
ら
空
間
へ
／
間
宮
陽
介
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
　

０
と
１
と
の
境
界
／
立
木
秀
樹
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
准
教
授
）

　
　

第
二
日　

境
界
上
で
あ
る
こ
と―

ル
シ
ン
語
と
ル
シ
ン
人
の
場
合
／
三
谷
惠
子
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

※

演
目
変
更　

東
ア
ジ
ア
の
文
化
・
文
明
論
的
関
係
性
の
転
換
／
小
倉
紀
蔵
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　

地
球
の
中
は
境
界
が
い
っ
ぱ
い
／
小
木
曽　

哲
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　

世
界
を
覆
う
境
界
／
戸
田
剛
文
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　

司　

会　

小
倉
紀
蔵
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
准
教
授
）

　
◇
第
三
回
「
風
雅
の
ま
ち
づ
く
り
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
主
催　

京
都
市
／
長
浜
市
共
催
）

　
　

●
テ
ー
マ　

共
同
の
生
／
生
の
共
同
に
向
け
て―

―

い
か
に
し
て
共
に
生
き
る
か
〈
き
れ
い
さ
び
〉
か
ら
〈
ま
ぶ
さ
び
〉
ま
で

　
　

●
日　

時　

二
〇
一
一
年
三
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
五
時
三
〇
分

　
　

●
場　

所　

人
間
・
環
境
学
研
究
科
棟　

地
下
大
会
議
室

　
　
　

基
調
講
演

　
　
　
　

「
装
置
」
と
し
て
の
ペ
ル
ソ
ナ―

人
格
の
脱
構
築
と
三
人
称
の
哲
学
／
ロ
ベ
ル
ト
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
（
イ
タ
リ
ア
国
立
人
文
科
学
研
究
所
副
所
長
）

　
　
　
　

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト　

岡
田
温
司
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）
、
フ
ェ
デ
リ
コ
・
ル
イ
ゼ
ッ
テ
ィ
（
ノ
ー
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
准
教
授
）

　

◇
第
二
回
「
庭
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
長
浜
市
／
京
都
大
学
風
雅
の
ま
ち
づ
く
り
長
浜
研
究
所
主
催
）

　
　

●
テ
ー
マ　

植
栽
文
化
と
風
雅
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

●
日　

時　

二
〇
一
一
年
三
月
一
九
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
五
時

　
　

●
場　

所　

勤
労
者
福
祉
会
館
・
臨
湖
（
長
浜
市
港
町
四‐

九　

電
話　

〇
七
四
九‐

六
五‐

二
一
二
〇
）

　
　
　

挨　

拶　

冨
田
恭
彦
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
長
）
／
藤
井
勇
治
（
長
浜
市
長
）

　
　
　

講　

演　

植
木
屋
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
／
平
野　

恵
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館
主
任
学
芸
員
）

　
　
　
　
　
　
　

卓
上
の
風
雅―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貴
族
の
鉢
植
え
の
味―
／
ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
（
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
環
境
大
学
院
准
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

都
市
景
観
と
植
栽
／
白
幡
洋
三
郎
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
　
　

討　

論　

パ
ネ
ラ
ー　

平
野　

恵
、
ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
、
白
幡
洋
三
郎
、
清
水
義
康
（
長
浜
市
観
光
協
会
次
長
）

　
　
　
　
　
　
　

司　

会　
　

松
田　

清
（
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）

『
人
環
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
七
号
の
訂
正
と
お
詫
び

　
　
　

目
次
の
「
世
界
の
街
角
」
の
記
事
の
タ
イ
ト
ル
は
、
正
し
く
は
「
陰
翳
の
地
、
陰
翳
の
美
学
」
で
す
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



            

瓦
版
掲
載
の
第
二
回
「
庭
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
三
月
一
九
日
）
は
東
北
大
震 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

災
の
余
波
を
受
け
、
長
浜
市
の
要
請
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 



　21世紀における人類の生存は、現在直面し
ている地球をとりまく環境の危機をどのよう
に乗りこえ、地球上の多様な諸民族の持続的
な共存の道をどのように見いだしてゆくこと
ができるかにかかっている、といえましょう。
「自然と人間との共生」という理念のもとに
平成3年に設立された京都大学大学院人間・
環境学研究科（略称「人環」）は、こうした
21世紀における人間と環境との新しいかかわ
りを模索してゆくため、『人環フォーラム』を
発刊することになりました。本誌では、人間
と環境の相互関係にふれる第一線の研究のう
えに立って、精神的豊かさをもった広い視
野から、21世紀における人類の課題を問いつ
づけてゆきたいと考えています。

28

巻頭言 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1

 古代日本と東アジア 上田正昭

対　談 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2

 生きるための経済学 安冨歩／間宮陽介

  司会  阪上雅昭

特　集：境界を科学する
 越境の試練と報償 ̶ 生物たちの上陸の歴史／加藤　真 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16

 境界から空間へ／間宮陽介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20

 ０と１との境界／立木秀樹 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24

 境界上であること ̶ ルシン語とルシン人の場合／三谷惠子 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30

 地球の中の境界／小木曽　哲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34

 境界について／戸田剛文 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38

リレー連載：環境を考える

 学際的ホメオスタシス研究のすすめ／北畠能房 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42

サイエンティストの眼

 岩石の生成温度を測るための温度計／大井修吾 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48

フロンティア

 スポーツ健康科学の面白さ／橋本健志 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50

 文学は言語を用いて何をなしうるか／宮﨑三世 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 51

世界の街角

 ロンドン、サウスバンク／桒山智成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52

国際交流セミナーから

 数学者から見た一五世紀イタリア絵画
 　̶ C. クリヴェッリ「聖エミディウスをともなう受胎告知」／K. H. ホフマン、K. カイメル ・・・・・・ 54

フィールド便り

 早起きはなぜ得なのか
 　時間栄養学から探求する２１世紀の健康ライフ／永井成美 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 60

書　評

 福家崇洋著『戦間期日本の社会思想   「超国家」ヘのフロンティア』／福間良明 ・・・・ 62

 辻正博著『唐宋時代刑罰制度の研究』／中村正人 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63

 佐野亘著『公共政策規範』／野田裕久 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64

 舟木徹男訳・解題、O. ヘンスラー著
 　『アジール ̶ その歴史と諸形態』／上山安敏 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 65

人環図書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  66

 田中雅一、田辺明生共編『南アジア社会を学ぶ人のために』

 西山良平、鈴木久男編『恒久の都　平安京』 

瓦　版 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  67

研究科ホーム・ページ
http://www.h.kyoto-u.ac.jp/jinkan

『人環フォーラム』ホーム・ページ
http://www.h.kyoto-u.ac.jp/publication/jinkan_forum/index.php

『人環フォーラム』リポジトリ（WEB公開ページ）
http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/93000

第 29 号予告  HUMAN AND ENVIRONMENTAL FORUM NO.29

堀　智孝
生きること、住まうこと
堤　修三／市川禮子　　司会　間宮陽介

映画の楽しみ
加藤幹郎／多賀　茂／高谷　修ほか

　

今
号
の
特
集
「
境
界
を
科
学
す
る
」
は
、
イ
ン
タ
ー

デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
な
我
々
の
研
究
科
を
も
っ
と
も
端
的

に
示
す
テ
ー
マ
で
あ
る
。
本
誌
上
で
は
こ
れ
ま
で
も

「
自
然
と
文
化
の
境
界
を
越
え
て
」（
創
刊
号
一
九
九
六

年
、
お
よ
び
創
立
一
〇
周
年
記
念
号
二
〇
〇
一
年
）、

「
時
間
と
あ
い
だ
」（
一
三
号
二
〇
〇
三
年
）、「
生
と
死

の
あ
い
だ
」（
一
四
号
二
〇
〇
四
年
）
と
、
境
界
と
越
境

を
扱
う
対
談
が
幾
度
か
行
わ
れ
て
き
た
。
考
え
て
み
れ

ば
、
学
問
は
常
に
「
あ
る
も
の
」
と
「
あ
る
も
の
で
な

い
も
の
」
の
境
界
を
扱
っ
て
き
た
、
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
も
っ
と
い
う
と
、
言
語
そ
の
も
の
が
境
界
を

設
け
る
機
能
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
我
々
の

研
究
科
こ
そ
、
も
っ
と
も
人
間
と
世
界
の
本
質
に
近
い

所
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

今
号
の
対
談
「
生
き
る
た
め
の
経
済
学
」
は
プ
ロ
レ

ス
的
で
あ
る
、
と
思
う
。
プ
ロ
レ
ス
で
は
、
レ
ス
ラ
ー

の
繰
り
出
す
技
と
そ
れ
を
受
け
る
側
の
身
体
表
現
と
い

う
応
酬
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
運
ぶ
こ
と
を
「
ス
イ
ン
グ
す

る
」
と
い
う
。
そ
の
対
極
に
あ
る
の
が
ガ
チ
ン
コ
で
あ

る
。
ガ
チ
ン
コ
は
プ
ロ
レ
ス
的
で
は
な
い
、
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
ス
イ
ン
グ
す
る
プ
ロ
レ
ス
が
真
に
面
白

い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
。
観
客
が
プ
ロ
レ
ス

と
し
て
見
て
い
る
試
合
の
中
で
、
レ
ス
ラ
ー
ど
う
し
の

位
置
関
係
や
怨
恨
や
意
地
と
い
っ
た
生
（
な
ま
）
な
感

情
が
、
顔
を
覗
か
せ
て
ガ
チ
ン
コ
を
生
成
す
る
瞬
間
が

あ
る
。
プ
ロ
レ
ス
史
に
残
る
名
勝
負
は
い
ず
れ
も
、
そ

う
い
う
裂
け
目
も
持
っ
た
試
合
で
あ
っ
て
、
完
全
に
ス

イ
ン
グ
し
た
試
合
で
は
な
い
。

　

対
談
も
同
じ
だ
と
思
う
。
今
号
の
対
談
は
、
ス
イ
ン

グ
し
よ
う
と
努
め
る
一
人
と
、
ス
イ
ン
グ
す
る
の
を
拒

む
一
人
と
、
そ
の
応
酬
を
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
イ
ト
す
る
レ

フ
ェ
リ
ー
と
の
三
人
が
、
実
に
面
白
い
試
合
を
作
り
出

し
て
い
る
。
結
果
は
時
間
切
れ
引
き
分
け
で
あ
る
が
、

再
戦
が
期
待
さ
れ
る
。　

（
Ｍ
・
Ｍ
）

編
集
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員
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カ
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